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１
７
４ 

写
真 

２
２ 

京
極
流
の
爪
と
生
田
流
の
爪
の
比
較
図 ·············································· 

１
７
４ 
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６ 
 

凡
例 

 

➀ 

文
字 

 

１
． 

京
都
府
立
盲
唖
院
資
料
室
の
「
京
盲
文
書
」
お
よ
び
、
山
口
巌
に
つ
い
て
の
新
聞
記
事
に
お
い
て
、 

 
 

文
字
の
解
読
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
□
で
記
し
た
。 

２
． 

山
口
巌
が
詠
ん
だ
和
歌
は
、
□
の
枠
で
囲
ん
だ
。 

３
． 

脚
注
番
号
は
、
節
お
よ
び
項
ご
と
に
番
号
を
区
切
り
、
ペ
ー
ジ
ご
と
に
記
し
た
。 

４
． 

京
都
盲
唖
院
時
代
・
東
京
音
楽
学
校
時
代
の
各
演
奏
の
題
名
の
行
頭
に
は
、
◆
を
つ
け
、
各
演
奏 

 
 
 

の
内
容
の
見
出
し
を
示
し
た
。 

５
． 

引
用
の
文
章
に
つ
い
て
は
、
ふ
り
が
な
を
省
略
し
た
。 

６
． 

歌
詞
の
表
記
に
お
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
ふ
り
が
な
を
ふ
り
、
歌
詞
の
は
じ
ま
り
は
、
〽
で
示
し
た
。 

７
． 

本
文
中
の
漢
字
は
、
常
用
漢
字
を
基
本
と
し
た
。
た
だ
し
、
翻
刻
し
た
資
料
中
の
旧
漢
字
は
そ
の
ま

ま
記
し
た
。 

８
． 

翻
刻
し
た
演
奏
曲
目
、
演
奏
者
の
名
前
な
ど
に
つ
い
て
は
、
旧
漢
字
を
用
い
た
。
そ
の
た
め
、
演
奏

者
名
が
ひ
ら
が
な
で
あ
っ
て
も
、
漢
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
漢
字
の
ま
ま
記
載
し
た
。 

 

➁ 

括
弧 

 

１
． 

引
用
に
つ
い
て
、
短
い
文
章
は
「 

 

」
で
示
し
、
長
い
文
章
に
つ
い
て
は
、
適
宜
□
の
枠
で
囲 

 
  

ん
だ
。 

２
． 

本
文
中
の
書
名
、
雑
誌
名
は
『 

 

』
で
記
し
た
。 

３
． 

本
文
中
の
曲
名
は
《 

 

》
で
記
し
た
。 

４
． 

本
文
中
の
音
源
資
料
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
「 

 

」
で
記
し
た
。 

 

５
． 

演
奏
会
名
あ
る
い
は
試
験
内
容
な
ど
の
演
奏
記
録
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
は
【 

 

】
で
記
し 

 
 

た
。 

６
． 

本
文
中
の
年
代
に
つ
い
て
、
西
暦
は
（ 

 

）
で
記
し
た
。 

例 

明
治
三
年
（
１
８
７
０
） 

 
 



 

７ 
 

７
． 
『
三
曲
』
お
よ
び
『
季
刊
邦
楽 

邦
楽
フ
ァ
ン
』
「
地
唄
採
譜
の
思
い
出
」
内
の
各
記
事
の
タ
イ
ト 

ル
は
、
〈 

 

〉
で
記
し
た
。 

８
． 

楽
曲
構
成
の
分
類
に
つ
い
て
は
〔 

 

〕
で
記
し
た
。 

例 

〔
前
歌
〕 

〔
手
事
〕 

〔
合
の
手
〕 

９
． 

曲
種
に
つ
い
て
は
〈 

 

〉
で
記
し
た
。 

例 

〈
明
治
新
曲
〉
〈
手
事
物
〉 

 

➂ 

表 

 
 

１
． 

す
べ
て
の
一
覧
表
の
な
か
で
、
年
月
日
に
つ
い
て
は
英
数
字
で
表
記
し
た
。 

２
． 

山
口
巌
の
出
演
記
録
や
、
演
奏
一
覧
表
の
な
か
で
、
楽
器
名
が
不
明
の
場
合
は
空
欄
で
示
し
た
。 

３
． 

山
口
巌
の
出
演
し
た
演
奏
記
録
の
一
覧
表
に
お
い
て
、
山
口
が
演
奏
し
た
曲
目
に
は
色
付
け
し
た
。 

 
 ➃ 

楽
譜 

 

１
． 

箏
譜
例
は
山
口
巌
の
楽
曲
で
、
公
刊
さ
れ
て
い
る
博
信
堂
発
行
の
楽
譜
と
、
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
山

口
琴
栄
の
手
書
き
の
楽
譜
を
使
用
し
た
。
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
琴
栄
の
手
書
き
の
楽
譜
に
つ
い
て
は
、

伊
藤
志
野
氏
所
有
の
楽
譜
を
使
用
し
た
。 

 

➄ 

本
論
文
中
の
名
称
の
表
記
に
つ
い
て 

 

１
． 

本
論
文
中
で
記
す
「
山
口
巌
」
は
、
本
名
は
「
菊
次
郎
」
で
あ
る
た
め
、「
京
盲
文
書
」
お
よ
び
『
東

京
芸
術
大
学
百
年
史
』
に
お
い
て
、
本
名
の
「
菊
次
郎
」
で
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
「
山
口

菊
次
郎
」
と
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、
資
料
を
提
示
す
る
際
、
あ
る
い
は
、
資
料
を
一
覧
に
列
挙
す
る

際
は
、
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
そ
の
ま
ま
の
名
前
で
記
し
、
本
論
文
中
で
は
、
「
山
口
巌
」
で
統

一
し
た
。 

２
． 

京
都
盲
唖
院
は
、「
京
盲
文
書
」
の
な
か
で
、「
京
都
市
盲
唖
院
」
、「
京
都
府
盲
唖
院
」、「
市
立
盲
唖

院
」
、
「
盲
唖
院
」
と
資
料
に
よ
っ
て
異
な
る
名
称
で
記
さ
れ
て
い
る
。
「
京
盲
文
書
」
を
引
用
す
る

場
合
は
、
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
そ
の
ま
ま
の
名
称
で
記
し
、
本
論
文
中
で
は
、「
京
都
盲
唖
院
」

で
統
一
し
た
。 



 

８ 
 

序
論 

 

 

生
田
流
箏
曲
を
京
都
か
ら
東
京
へ
広
め
、
生
田
流
箏
曲
の
教
授
に
献
身
し
た
人
物
で
あ
る
山
口
巌
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
貢
献
を
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
箏
曲
界
で
そ
の
名
を
知
る
人
が
少
な
い
人
物
の
一
人
で
あ
る
。 

本
論
文
で
は
、
山
口
巌
の
残
し
た
業
績
や
、
箏
曲
普
及
に
対
す
る
献
身
的
な
活
動
か
ら
、
そ
の
人
物
像
を
深

く
読
み
解
い
て
い
き
た
い
。 

本
論
文
を
執
筆
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
修
士
論
文
「
幾
山
検
校
の
生
涯
―
《
萩
の
露
》
を
中
心

に
―
」
の
執
筆
に
お
い
て
、
京
都
盲
唖
院
を
前
身
と
す
る
京
都
府
立
盲
学
校
の
資
料
室
で
史
料
調
査
を
し
て
い

く
う
え
で
、
幾
山
（
栄
福
）
検
校
と
関
わ
り
の
深
か
っ
た
山
口
巌
に
焦
点
を
当
て
調
査
を
は
じ
め
た
こ
と
で
あ

っ
た
。 

 

幾
山
検
校
は
京
都
盲
唖
院
創
立
当
初
か
ら
、
日
本
音
楽
の
伝
承
の
た
め
の
教
育
と
さ
れ
た
「
音
曲
教
育
」

（
箏
・
三
絃
・
胡
弓
・
唱
歌
な
ど
の
音
楽
教
育
）
の
教
授
に
携
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
音
曲
教
育
が
創
始
さ
れ
た

際
に
、
音
曲
科
の
第
一
期
生
と
し
て
入
学
し
た
盲
生
が
山
口
巌
で
あ
る
。 

山
口
は
、
京
都
盲
唖
院
の
学
生
時
代
に
は
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
お
り
、
た
び
た
び
褒
賞
を
授
与
さ
れ
、

卒
業
後
も
研
究
生
と
し
て
盲
唖
院
で
過
ご
し
た
。
山
口
の
師
で
あ
る
古
川
検
校
（
瀧
斎
）
が
音
曲
教
育
の
教
師

で
あ
っ
た
頃
は
、
山
口
自
身
も
助
手
と
し
て
音
曲
教
育
に
携
わ
り
、
そ
の
後
、
師
古
川
に
継
い
で
母
校
の
教
師

と
な
っ
た
。 

ま
た
、
指
導
に
関
連
す
る
こ
と
で
は
、
盲
唖
院
の
教
師
を
経
て
、
東
京
藝
術
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
音
楽

学
校
に
生
田
流
箏
曲
の
講
師
と
し
て
招
か
れ
、
明
治
四
十
四
年
（
１
９
１
１
）
か
ら
勤
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

こ
の
頃
か
ら
、
山
口
自
身
の
研
究
内
容
が
記
さ
れ
た
箏
曲
に
関
連
す
る
記
事
を
、
『
三
曲
』
に
多
く
残
し
て
い

る
。 山

口
は
、
京
都
の
生
田
流
を
代
表
す
る
演
奏
家
と
し
て
も
幅
広
く
活
動
し
、
東
京
音
楽
学
校
に
関
す
る
演
奏

会
の
ほ
か
に
、
山
口
が
主
宰
す
る
「
源
奏
会
」
の
演
奏
会
や
弟
子
へ
の
指
導
、
ラ
ジ
オ
放
送
で
演
奏
す
る
こ
と

も
多
く
、
演
奏
活
動
に
お
い
て
も
大
き
な
活
躍
を
み
せ
た
。
山
口
は
、
演
奏
家
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
点
字

楽
譜
の
製
作
や
調
子
笛
の
改
良
、
現
在
箏
曲
を
演
奏
す
る
に
あ
た
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
巾
柱
（
蕗
柱
）

の
開
発
も
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
箏
曲
の
指
導
に
も
尽
力
し
、
学
術
的
な
見
識
を
も
ち
合
わ
せ
た
う
え
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
の
業
績
を
残
し
、
箏
曲
界
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。 

 
 
 

作
曲
も
多
く
残
し
た
山
口
で
あ
る
が
、
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
楽
曲
が
演
奏
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
知
る

人
の
少
な
い
人
物
と
な
っ
た
。
山
口
の
楽
曲
や
手
付
作
品
に
つ
い
て
は
、
楽
曲
の
分
析
を
行
い
、
作
曲
の
特
徴



 

９ 
 

を
捉
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
本
論
文
で
は
、
山
口
の
作
品
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
山
口
の
楽
曲
が
箏
曲
界

の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

そ
し
て
、
本
論
文
で
山
口
の
楽
曲
や
功
績
を
挙
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
山
口
巌
と
い
う
人
物
を
広
め
る
き

っ
か
け
と
な
り
、
よ
り
一
層
箏
曲
界
の
歴
史
が
広
が
り
を
み
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

東
京
藝
術
大
学
で
箏
曲
を
学
ん
で
き
た
筆
者
に
と
っ
て
、
箏
曲
の
歴
史
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
大
学

に
お
い
て
の
箏
曲
教
育
の
歴
史
を
知
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
歴
史
を
探
り
な
が
ら
、
今
後
の

課
題
を
見
出
し
、
筆
者
自
身
が
箏
曲
界
の
な
か
で
、
さ
ら
な
る
目
標
を
掲
げ
て
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
目

的
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。 

本
論
文
に
よ
り
、
山
口
巌
の
偉
大
な
業
績
を
集
成
し
、
山
口
の
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
知
る
人
の
少
な

か
っ
た
山
口
巌
と
い
う
人
物
の
名
が
、
今
後
多
く
の
人
に
広
が
り
、
山
口
の
生
涯
に
お
い
て
新
た
な
箏
曲
の
歴

史
を
見
出
す
こ
と
と
願
い
た
い
。 

 
 



 

１０ 
 

第
一
章 
山
口
巌
の
経
歴
と
生
い
立
ち 

 
 

第
一
章
で
は
、
本
論
文
の
主
題
で
あ
る
、
山
口
巌
に
つ
い
て
、
経
歴
や
生
い
立
ち
を
辿
る
。
第
一
節
で
は
、

山
口
の
経
歴
を
年
代
ご
と
に
ま
と
め
た
。
こ
こ
で
は
、
山
口
の
出
生
か
ら
そ
の
生
涯
を
終
え
る
ま
で
の
略
歴
を

提
示
し
た
。
第
二
章
以
降
で
、
こ
の
経
歴
を
中
心
と
し
て
、
記
録
に
残
っ
て
い
る
資
料
や
文
献
を
参
考
に
し
、

山
口
の
生
い
立
ち
と
と
も
に
、
山
口
の
業
績
を
記
し
、
そ
の
生
涯
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

 

第
一
節 

山
口
巌
の
生
い
立
ち 

  

生
田
流
の
秘
曲
を
弾
き
得
る
名
手
の
人
と
し
て
人
生
を
芸
一
筋
に
捧
げ
、
箏
曲
界
に
さ
ま
ざ
ま
な
業
績
を
残

し
、
多
く
の
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
山
口
巌
は
、
慶
応
三
年
（
１
８
６
７
）
二
月
二
十
四
日
に
京
都
市
下
京

区
（
現
東
山
区
）
建
仁
寺
町
松
原
下
ル
に
実
業
家
山
口
藤
吉
、
母
歌
子
の
も
と
に
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
本

名
は
「
菊
次
郎
」
で
あ
る
。
明
治
六
年
（
１
８
７
３
）
七
歳
の
時
、
疱
瘡
を
患
い
両
眼
失
明
と
な
っ
た
。
母
歌

子
は
、
箏
曲
、
三
絃
と
も
に
名
手
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
人
で
、
巌
は
母
よ
り
箏
曲
、
三
絃
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
治
十
二
年
（
１
８
７
９
）
五
月
二
十
四
日
に
京
都
府
立
盲
学
校
の
前
身
で
あ

る
京
都
府
盲
唖
院
が
創
立
さ
れ
、
同
時
に
音
曲
１ 

（
箏
・
三
絃
・
胡
弓
）
教
育
も
創
始
さ
れ
た
際
に
、
盲
唖

院
に
入
学
し
、
同
年
同
校
五
級
を
卒
業
し
た
。
普
通
教
科
を
学
び
な
が
ら
、
音
曲
科
で
は
基
本
的
に
地
歌
・
箏

曲
の
教
授
が
必
修
で
あ
っ
た
が
、
胡
弓
の
教
え
も
受
け
て
い
た
。 

明
治
十
二
年
（
１
８
７
９
）
十
一
月
二
十
七
日
に
同
校
四
級
、
明
治
十
三
年
（
１
８
８
０
）
十
二
月
二
十
日

に
同
校
三
級
卒
業
す
る
。
ま
た
、
明
治
十
四
年
（
１
８
８
１
）
十
二
月
十
五
日
に
は
、
成
績
優
秀
の
た
め
に
、

二
級
、
一
級
を
同
時
に
卒
業
し
た
。 

入
学
当
初
の
頃
は
、
盲
唖
院
で
は
、
看
護
人
で
あ
っ
た
中
松
よ
し
江
に
音
曲
教
育
を
受
け
て
い
た
が
、
明
治

十
五
年
以
降
は
、
古
川
瀧
斎
に
教
授
を
受
け
は
じ
め
た
。 

明
治
十
八
年
（
１
８
８
５
）
三
月
の
専
修
音
曲
科
の
進
級
試
験
で
は
、
箏
《
七
小
町
》
、
三
絃
《
玉
川
》《
秋

空
》
《
さ
ら
し
》
胡
弓
《
磯
千
鳥
》
を
演
奏
し
、
第
一
等
賞
の
証
書
や
賞
与
を
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
同
年
、
京

都
盲
唖
院
専
修
音
曲
科
第
四
期
を
卒
業
し
た
。
こ
の
第
四
期
生
在
学
中
に
、
小
松
宮
の
御
前
で
三
絃
の
合
奏
に

よ
る
《
玉
川
》
を
演
奏
し
た
。 

                                        

         

 

１ 

音
曲 

音
は
音
楽
、
曲
は
楽
曲
の
こ
と
。
音
楽
の
曲
を
奏
す
る
こ
と
。
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
一
つ
は
、
琵
琶
法
師
が
、

琵
琶
の
弾
奏
に
合
わ
せ
て
、
平
家
物
語
を
謡
い
、
語
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
箏
・
三
絃
に
合
わ
せ
て
歌
い
、
謡
物
、
語
り

物
の
名
称
。（
小
野
武
雄 

『
江
戸
音
曲
事
典
』 

展
望
社 

昭
和
五
十
四
年
十
月
三
十
一
日
（
２７６
～
２７７
頁
）） 



 

１１ 
 

翌
十
九
年
（
１
８
８
６
）
四
月
に
、
専
修
音
曲
科
第
五
期
を
主
席
で
卒
業
し
、
同
時
に
、
京
都
盲
唖
院
の
箏

曲
教
師
で
あ
っ
た
古
川
龍
斎
に
弟
子
入
り
し
、
師
古
川
の
も
と
で
音
曲
の
修
行
を
積
み
、
研
究
生
と
し
て
母
校

で
二
年
間
温
修
し
た
。 

明
治
二
十
年
（
１
８
８
７
）
三
月
八
日
に
は
、
天
皇
、
皇
后
、
皇
太
后
の
三
陛
下
京
都
御
臨
幸
の
際
に
京
都

御
所
の
能
舞
台
で
、
《
若
菜
》《
十
段
》
《
四
つ
の
民
》
《
松
竹
梅
》
《
西
行
桜
》
を
御
前
演
奏
し
、
同
時
に
記
念

品
を
授
か
っ
て
い
る
。 

こ
の
御
前
演
奏
に
際
し
て
、
当
時
の
記
録
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
残
っ
て
い
る
。
２ 

 

君
は
今
も
尚
そ
の
光
榮
を
思
ひ
浮
か
べ
感
涙
の
涙
に
咽
ぶ
こ
と
屢
々
な
り
と
云
ふ
。 

獨
り
君
の
面
目
の
み
で
な
く
生
田
流
全
般
の
名
誉
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。 

 

明
治
二
十
二
年
（
１
９
８
９
）
に
は
、
医
師
で
、
画
家
で
あ
り
歌
人
で
も
あ
る
国
文
学
者
桜
戸
玉
緒
３ 

よ

り
「
巌
」
と
い
う
名
を
受
け
て
、
生
涯
そ
の
名
で
通
し
て
い
る
。
翌
年
に
は
昭
憲
皇
太
后
の
御
前
で
、
明
治
二

十
五
年
（
１
８
９
２
）
平
家
琵
琶
波
多
野
流
を
藤
村
性
禅
検
校
よ
り
教
え
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、

明
治
二
十
六
年
（
１
８
９
３
）
に
は
シ
ャ
ム
国
王
来
日
に
際
し
、
京
都
東
本
願
寺
に
お
い
て
、
御
前
演
奏
を
し

た
。
こ
の
年
以
降
は
、
京
都
盲
唖
慈
善
会
で
も
活
躍
を
み
せ
る
よ
う
に
な
り
、
慈
善
会
が
催
す
春
秋
の
音
曲
大

会
に
多
く
出
演
し
て
い
る
。 

明
治
三
十
三
（
１
９
０
０
）
年
に
、
古
川
龍
斎
よ
り
琴
三
絃
両
部
免
状
４ 

を
受
け
、
翌
年
三
月
十
三
日
京

都
市
長
内
貴
甚
三
郎
よ
り
京
都
盲
唖
院
音
曲
科
協
賛
員
を
嘱
託
さ
れ
る
。 

  
 

                                        

         

 

２ 

東
京
日
日
通
信
社
編
『
日
本
名
鑑
協
会
』
昭
和
二
年
（
１
９
２
７
）（
２５８
頁
） 

３ 

第
一
章
第
一
節
（
一
）
桜
戸
玉
緒
か
ら
の
書
状
「
名
乗
正
授
」 

４ 

第
一
章
第
一
節
（
二
）
芸
の
伝
承
に
つ
い
て 



 

１２ 
 

明
治
四
十
年
（
１
９
０
７
）
に
は
、
京
都
育
児
会
主
催
の
音
楽
會
に
出
演
し
、
山
口
の
妙
技
に
対
し
て
、
京

都
育
児
会
よ
り
感
謝
状
を
受
け
て
い
る
。 

 写
真 

１ 

明
治
四
十
年
に
京
都
育
児
会
か
ら
受
け
た
感
謝
状 

（
京
都
府
立
盲
学
校 

岸
博
実
氏
所
蔵
の
個
人
資
料
よ
り
） 

 

 

明
治
四
十
一
年
（
１
９
０
８
）
十
一
月
四
日
、
師
で
あ
る
古
川
龍
斎
が
逝
去
し
、
そ
の
後
、
明
治
四
十
二
年

（
１
９
０
９
）
四
月
三
十
日
に
は
京
都
市
長
西
郷
菊
次
郎
氏
よ
り
、
古
川
後
任
の
主
任
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。

翌
年
五
月
に
は
、
当
道
慈
善
会
総
裁
正
二
位
勲
三
等
二
篠
基
弘
公
に
よ
っ
て
検
校
の
位
と
な
っ
た
。 

明
治
四
十
四
年
（
１
９
１
１
）
三
月
に
、
東
京
藝
術
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
音
楽
学
校
に
、
調
査
嘱
託
と

し
て
講
師
に
招
か
れ
、
盲
唖
院
を
辞
職
し
た
。 

同
年
四
月
十
八
日
に
、
山
口
が
東
京
音
楽
学
校
に
お
い
て
生
田
流
の
講
師
と
な
る
た
め
、
山
口
家
一
家
は
東

京
市
本
郷
区
東
片
町
十
番
地
に
転
居
し
た
。
九
州
や
大
阪
か
ら
上
京
し
た
生
田
流
の
人
は
多
い
な
か
、
京
都
か

ら
上
京
し
た
の
は
山
口
の
み
で
あ
っ
た
。 

大
正
四
年
（
１
９
１
５
）
三
月
十
五
日
東
京
府
知
事
久
保
田
政
周
よ
り
東
京
大
正
博
覧
会
の
功
績
に
対
し
、

御
下
賜
金
で
作
ら
れ
た
木
杯
を
受
領
し
た
。
ま
た
、
同
年
に
、
御
大
礼
奉
祝
歌
の
作
曲
を
命
じ
ら
れ
、
作
歌
吉

丸
一
昌
の
《
御
代
万
歳
》
を
作
曲
し
、
御
前
演
奏
を
し
た
。
そ
の
と
き
、
同
じ
御
前
で
、
巌
の
子
息
三
男
も
能

の
金
剛
右
京
師
の
「
橋
弁
慶
」
の
舞
台
で
牛
若
を
務
め
、
親
子
で
御
前
演
奏
と
御
前
能
を
行
っ
た
こ
と
は
称
え

ら
れ
る
べ
き
栄
誉
で
あ
る
。 

今
回
音
楽
会
開
催
に
就
而
は
御 

繁
多
中
に
も
不
抱
御
出
演
被
下 

存
見
に
廳
客
諸
氏
に
充
分
の
満
足
を 

與
へ
ら
る
是
れ
貴
下
の
妙
技
の
致
ら
し 

む
る
処
と
深
く
感
謝
此
度
依
て 

聊
か
茲
に
御
挨
拶
申
上
候
也 

 

明
治
四
十
年
十
一
月
廿
日 

京
都
育
児
会 

山
口
巖
殿 

     



 

１３ 
 

大
正
九
年
（
１
９
２
０
）
三
月
三
十
一
日
に
は
、
山
口
の
大
き
な
業
績
と
い
え
る
、
蕗
柱
（
巾
柱
）
を
開
発

し
、
特
許
第
三
六
〇
六
一
号
を
も
っ
て
特
許
局
に
登
録
し
た
。
５ 

大
正
十
四
年
（
１
９
２
５
）
七
月
十
二
日
に
、
東
京
放
送
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
が
開
局
し
、
社
団
法
人
東
京
放
送
局
総

裁
子
爵
後
藤
新
平
よ
り
、
東
京
放
送
局
名
誉
技
芸
員
に
推
薦
さ
れ
、
無
線
電
話
に
対
す
る
聴
取
料
の
永
久
免
除

通
知
を
受
け
た
。
６ 

東
京
放
送
局
は
翌
十
五
年
九
月
に
創
立
さ
れ
た
社
団
法
人
日
本
放
送
協
会
関
東
支
部
に

移
り
、
そ
の
際
も
、
引
き
続
き
理
事
長
、
門
野
重
九
郎
よ
り
放
送
に
対
す
る
名
誉
技
芸
員
を
委
嘱
し
た
。 

昭
和
二
年
（
１
９
２
７
）
に
は
、
東
京
音
楽
学
校
邦
楽
科
の
組
織
改
正
と
同
時
に
、
六
十
歳
の
定
年
で
退
職

し
た
。
同
年
四
月
二
十
日
、
大
礼
記
念
国
産
振
興
東
京
博
覧
会
の
審
査
補
助
と
し
て
嘱
託
さ
れ
た
。
７ 

 

山
口
は
、
東
京
音
楽
学
校
を
退
職
し
た
翌
年
に
、
東
京
の
数
多
い
子
弟
の
指
導
を
、
長
女
の
琴
栄
に
託
し
、

故
郷
の
京
都
に
帰
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

昭
和
十
二
年
（
１
９
３
７
）
二
月
二
十
五
日
午
後
六
時
、
弟
子
の
稽
古
を
終
え
た
の
ち
、
急
に
腹
痛
を
訴
え
、

十
二
時
頃
に
医
師
の
往
診
を
受
け
る
が
、
急
性
盲
腸
炎
（
急
性
腹
膜
炎
と
も
い
わ
れ
る
）
の
診
断
を
受
け
、
翌

日
の
明
け
方
、
午
前
三
時
三
十
分
、
京
都
市
聚
楽
廻
り
松
下
町
二
に
お
い
て
七
十
一
歳
で
逝
去
。
法
名
は
釋
道

音
。 

 

写
真 

２ 

山
口
巌
が
弾
い
て
い
た
小
さ
い
箏
８ 

   

 
 

                                        

         

 

５ 

第
二
章
第
一
節 

箏
の
巾
柱
に
つ
い
て 

６ 

第
二
章
第
四
節 

ラ
ジ
オ
放
送
で
の
活
躍 

７ 

第
一
章
第
四
節 

国
へ
の
貢
献
の
記
録 

８ 

伊
藤
志
野
氏
所
有
の
小
さ
い
箏
（
平
成
二
十
六
年
（
２
０
１
４
）
九
月
三
十
日 

撮
影
） 

山
口
巌
が
弾
い
て
い
た
小
さ
な
箏
に
つ
い
て
伊
藤
志
野
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
話
（
平
成
二
十
六
年
（
２
０
１
４
）
九

月
三
十
日
お
よ
び
平
成
二
十
七
年
十
月
十
三
日
） 

 

巌が亡くなる前に、病床でも演奏

していたという、一般的な箏より半

分ほどの小さな箏。この箏は、息女

の琴栄が、幼少の頃に、母のゆきが

購入し、箏柱は、琴栄の兄瀧響が木

の箏柱の足を削り付け替えたもので

ある。 

 



 

１４ 
 

山
口
巌
の
お
墓
は
、
京
都
の
鳥
辺
山
の
墓
地
で
も
名
の
知
ら
れ
る
大
谷
墓
地
に
あ
る
。 

京
都
府
京
都
市
東
山
区
五
条
橋
東
六
丁
目
あ
た
り
に
、
平
成
六
年
（
１
９
９
４
）
十
月
、
息
女
の
琴
栄
に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
、
お
墓
に
は
、
琴
栄
以
外
の
、
父
巌
と
母
、
兄
弟
全
員
家
族
の
名
前
と
亡
く
な
っ
た
日
付
と
年

齢
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
お
墓
の
表
に
あ
る
家
紋
は
山
口
の
発
明
し
た
巾
柱
の
形
の
家
紋
が
彫
り
込
ま
れ

て
い
る
。 

山
口
は
、
生
田
流
の
箏
の
名
人
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
柳
川
流
三
絃
、
腕
崎
流
胡
弓
、
波
多
野
流
平
家
琵
琶

に
つ
い
て
も
そ
の
芸
を
極
め
、
そ
の
才
能
に
長
け
て
い
た
。
演
奏
家
と
し
て
も
多
く
の
活
躍
を
残
し
て
き
た
山

口
は
、
作
曲
に
つ
い
て
も
、
明
治
十
八
年
よ
り
は
じ
め
、
記
録
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
四
十
六
曲
で
、
箏
・
三

絃
の
ほ
か
に
胡
弓
や
尺
八
の
手
付
も
作
曲
し
た
。 

温
厚
篤
実
で
懇
切
丁
寧
な
性
格
で
、
芸
に
研
鑽
を
積
み
、
さ
ら
に
語
学
を
は
じ
め
箏
曲
の
歴
史
に
対
す
る
研

究
も
し
て
い
た
山
口
は
、
常
に
、
功
労
者
と
し
て
敬
愛
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。 

 
 



 

１５ 
 

（
一
）
桜
戸
玉
緒
か
ら
の
書
状
「
名
乗
正
授
」 

 

山
口
巌
の
「
巌
」
と
い
う
名
は
、
明
治
二
十
二
年
（
１
８
８
９
）
、「
桜
戸
玉
緒
」
か
ら
そ
の
名
を
受
け

て
い
る
。
桜
戸
玉
緒
は
、
文
政
十
一
年
（
１
８
２
８
）
に
近
江
の
蒲
生
郡
玉
緒
村
で
生
ま
れ
、
医
家
の
父
、

榊
光
慶
の
息
子
で
あ
る
。
こ
の
玉
緒
村
に
生
ま
れ
た
た
め
、
名
前
に
玉
緒
と
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。 

京
都
に
出
て
か
ら
は
、
宮
崎
家
の
後
継
ぎ
と
な
っ
た
た
め
、
「
宮
崎
玉
緒
」
と
な
る
。
国
学
者
桜
戸
、

ま
た
大
和
介
後
大
隅
と
称
し
た
。
９ 

桜
戸
は
、
御
室
仁
和
寺
宮
純
親
法
王
（
後
小
松
宮
彰
仁
親
王
）
に
仕
え
て
い
る
。
ま
た
、
桜
戸
は
各
種

の
桜
花
を
集
め
、
多
く
の
桜
の
絵
を
巧
に
描
い
て
お
り
、
桜
の
研
究
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら

に
、
学
問
を
好
み
、
特
に
国
典
に
精
通
し
、
和
歌
も
よ
く
詠
ん
で
い
た
。 

著
書
に
『
日
本
文
典
礎
』
『
日
本
語
学
』
『
言
霊
本
義
』
『
黒
繩
』
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
明
治
二
十
九

年
（
１
８
９
６
）
九
月
十
七
日
六
十
九
歳
で
逝
去
し
た
が
、
国
文
学
者
で
あ
り
、
画
家
で
あ
り
、
ま
た
医

師
で
あ
り
、
多
才
な
人
物
で
あ
っ
た
。 

巌
は
和
歌
も
よ
く
詠
み
、
家
族
を
は
じ
め
と
す
る
箏
曲
に
関
連
し
た
和
歌
を
多
く
残
し
て
い
る
が
、
桜

戸
に
そ
の
「
巌
」
の
名
を
受
け
、
生
涯
そ
の
名
で
通
し
て
い
る
ほ
ど
、
桜
戸
玉
緒
に
敬
意
を
抱
き
、
少
な

か
ら
ず
影
響
を
受
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

桜
戸
玉
緒
と
、
山
口
が
ど
の
よ
う
に
繋
が
り
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
名
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、

詳
細
の
資
料
は
な
い
が
、
多
く
の
才
能
に
長
け
、
国
文
学
に
も
精
通
す
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
の
人
物
か
ら
、

「
巌
」
名
を
受
け
た
と
推
測
す
る
。 

以
下
の
写
真
は
、
桜
戸
玉
緒
か
ら
「
巌
」
の
名
を
受
け
た
時
の
書
状
「
名
乗
正
授
」
で
あ
る
。 

                                         

         

 

９ 

宮
崎
玉
緒 

姓
：
榊 

称
：
大
輔
・
大
和
介 

号
：
桜
戸 

 

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
『
和
学
者
総
覧
』 

汲
古
書
院 

平
成
二
年
（
１
９
９
０
）（
６９３
頁
） 

滋
賀
縣
教
育
會
『
近
江
人
物
志
』 

文
泉
堂 

大
正
六
年
（
１
９
１
７
）（
８４６
頁
） 



 

１６ 
 

 

  
 

写
真 

３ 
書
状
「
名
乗
正
授
」 

（
京
都
府
立
盲
学
校 

 

岸
博
実
氏
所
蔵
の
個
人
資
料
よ
り
） 

 

 
 
 

 

 

名
乗
正
授 

 名
乗
は
い
は
ゆ
る
實
名
な
れ
ば 

皇
國
人
種
の
古
例
に
し
て 

最
モ
美
事
な
る
が
故
に
通
称 

の
如
き
仮
名
に
あ
ら
ず
依
て 

今
回
令
弟
か
実
名
を
巌 

と
お
ふ
せ
た
る
も
氏
の
山
口 

に
因
有
を
以
て
也
然 

し
て
是
を
花
押
と
な
す
も 

 

う
ご
か
ぬ
実
理
に
依
る
物
な 

れ
は
必
中
古
の
妄
誕 

な
る
五
行
説
の
相
生 

相
克
な
ど
と
同
視
す
る
事 

な
か
れ
依
て
茲
に
是
を
授
く 

明
治
廿
二
年
七
月 

櫻
戸
玉
緒 

 

山
口
菊
次
郎
殿 

巖 

花
押 

 



 

１７ 
 

山
口
も
和
歌
を
よ
く
詠
み
、
そ
の
和
歌
が
『
檢
校
山
口
巖
師 

五
十
回
忌
に
あ
た
り
』
１
０ 

に
残
っ

て
い
る
。
そ
の
和
歌
の
内
容
か
ら
、
山
口
の
人
生
の
な
か
で
、
重
要
な
出
来
事
や
、
大
事
な
事
柄
を
残
す

た
め
、
そ
の
思
い
を
和
歌
に
込
め
て
歌
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 


 

渡
辺
、
中
石
、
山
口
三
検
校
京
都
当
道
琴
優
者
役
員
と
な
っ
た
時 

 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 

 
 


 

昭
和
四
十
年
十
一
月
八
日
軍
服
の
長
男
肇
に
背
負
わ
れ
愛
宕
山
に
参
拝
し
た
時 

 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 

 


 

師
弟
の
心
得 

 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 

 


 

記
憶
の
い
ま
し
め 

 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 

 


 

心
淋
し
き
折
に
ふ
れ 

 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 

 


 

 

山
口
の
作
曲
《
琴
の
栄
》
の
歌
詞 

 
 
 
 
 
 

 

   
 
 
 
 

 

                                        

         

 

１
０ 

山
口
琴
栄
『
檢
校
山
口
巖
師 

五
十
回
忌
に
あ
た
り
』 

大
気
堂 

昭
和
六
十
一
年
（
１
９
８
６
）
（
８
～
９
頁
）
参
考 

 

新
玉
の
山
い
た
だ
き
て
三
ツ
の
友 

 
 
 

琴
の
は
や
し
に
遊
ぶ
嬉
し
き 

  

愛
宕
山
我
子
の
せ
な
に
老
の
身
は 

 
 
 

神
の
み
ま
へ
に
安
々
詣
で
し 

 

  

お
し
う
る
も
学
も
常
に
人
の
道 

 
 

ま
も
り
て
共
に
わ
ざ
を
み
が
か
む 

 

 

  

こ
ろ
り
ん
と
覚
ゆ
る
時
は
さ
ら
り
ん
と 

 
 
 
 
 
 
 

す
る
手
も
早
く
カ
ラ
カ
ラ
と
鳴
る 

 

  

お
の
が
身
を
あ
わ
れ
と
思
う
折
か
ら
に 

 
 
 
 
 
 
 

な
ほ
ふ
り
ま
さ
る
五
月
雨
の
音 

 

  

八
ッ
橋
に
か
な
で
初
め
に
し
ふ
き
草
は 

 
 
 
 
 
 
 
 

生
田
の
園
に
今
も
栄
え
あ
り 

 

今
も
世
に
か
な
づ
る
ひ
び
き
絶
え
ざ
る
は 

 
 
 
 
 
 
 
 

八
千
代
生
田
の
琴
の
爪
音 

 



 

１８ 
 

（
二
）
芸
の
伝
承
に
つ
い
て 

 

 

こ
こ
で
は
、
山
口
の
芸
の
伝
承
に
つ
い
て
、
箏
・
柳
川
三
味
線
・
琵
琶
・
胡
弓
の
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
が

ど
の
よ
う
な
系
統
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
か
を
挙
げ
た
。 

 ➀ 

箏
の
系
統 

 

山
口
の
箏
の
系
統
は
、
以
下
図
１
の
系
譜
の
と
お
り
で
あ
る
。
倉
橋
検
校
以
前
の
系
譜
は
、
こ
こ
に
は

掲
載
し
な
か
っ
た
が
、
倉
橋
検
校
は
、
箏
曲
の
祖
、
八
橋
検
校
に
は
じ
ま
り
、
北
島
検
校
を
経
て
、
生
田

検
校
に
つ
な
が
る
系
統
で
あ
る
。
こ
の
図
１
で
の
系
譜
で
は
、
真
田
淑
子
『
検
校
の
系
譜
』
（
箏
曲
伝
承

系
譜
（
二
）
）
を
参
考
に
、
一
部
分
を
抜
粋
し
て
作
成
し
た
系
譜
で
あ
る
。
河
原
崎
検
校
か
ら
は
、
三
絃

の
伝
承
も
兼
ね
て
い
る
。 

山
口
は
、
師
の
古
川
よ
り
、
渡
辺
正
之
と
と
も
に
、
箏
の
伝
承
を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
後
、
息
女
琴
栄
に

伝
承
を
受
け
継
い
だ
。 

 
 



 

１９ 
 

図 

１ 
箏
の
系
譜 

 

・（ ）内は検校登官年 

・古川瀧斎からの（ ）内は生没年 

・検校登官年、生没年が不明の場合記載なし 



 

２０ 
 

➁ 
柳
川
三
味
線
の
系
統 

 

柳
川
検
校
（
生
ま
れ
不
明
―
延
宝
八
年
（
１
６
８
０
）
七
月
十
一
日
）
は
、
藤
下
検
校
（
い
さ
一
）
を

師
と
し
、
寛
永
十
六
年
（
１
６
３
９
）
に
検
校
に
登
官
し
た
盲
人
演
奏
家
で
あ
る
。
１ 

柳
川
検
校
か
ら
伝
承
さ
れ
た
三
味
線
の
流
派
を
柳
川
流
と
い
い
、
柳
川
流
の
用
い
る
三
絃
を
柳
川
三
味

線
と
い
う
。
柳
川
検
校
が
三
味
線
を
教
え
た
際
に
、
自
身
の
流
儀
を
柳
川
流
と
い
っ
て
い
る
記
録
は
な
い

が
、
の
ち
に
継
承
し
た
人
々
が
柳
川
検
校
の
芸
を
称
え
て
そ
う
呼
ん
だ
と
の
記
録
が
『
糸
竹
初
心
集
』
に

あ
る
。 

山
口
は
、
師
古
川
か
ら
柳
川
三
味
線
を
伝
承
さ
れ
、
生
涯
を
通
し
て
柳
川
三
味
線
を
用
い
て
演
奏
し
た
。 

柳
川
三
味
線
は
京
流
三
味
線
と
も
い
い
、
京
都
で
発
達
し
、
木
ね
じ
、
皮
の
種
類
や
張
り
方
、
駒
の
種

類
、
撥
の
改
良
な
ど
か
ら
、
音
色
を
考
え
ら
れ
て
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
山
口
が
東
京
で
活
動
し

て
い
た
頃
は
、
明
治
の
新
し
い
時
代
に
際
し
て
、
細
棹
の
三
味
線
や
、
中
棹
の
三
味
線
で
も
、
象
牙
の
ね

じ
が
使
用
さ
れ
、
撥
も
広
く
て
大
き
い
も
の
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
音
色
も
大
き
く
派
手
な

も
の
が
流
行
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
京
都
に
い
た
頃
か
ら
、
京
流
三
味
線
を
重
ん
じ
て
演
奏
し
て

き
た
山
口
は
、
東
京
で
も
柳
川
三
味
線
を
用
い
て
、
決
し
て
他
の
地
歌
三
味
線
で
演
奏
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
山
口
は
、
東
京
に
い
た
頃
、
そ
の
柳
川
三
味
線
に
対
し
て
反
抗
す
る
声
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
京
流
で
は
柳
川
三
味
線
の
そ
の
気
品
を
尊
ぶ
こ
と
と
、
柳
川
三
味
線
の
音
色
や
守
り
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
伝
統
を
大
事
に
し
、
故
郷
の
地
歌
の
伝
承
を
維
持
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
山
口
が

使
用
し
て
い
た
三
味
線
の
撥
は
、
柳
川
三
味
線
特
有
の
小
さ
な
撥
で
、
東
京
で
は
あ
ま
り
使
わ
れ
て
お
ら

ず
、
こ
の
撥
を
使
用
し
て
い
た
の
は
、
山
口
と
東
京
の
筝
曲
演
奏
家
松
島
糸
寿
だ
け
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

２ 
 以

下
は
山
口
が
、
明
治
三
十
三
年
（
１
９
０
０
）
九
月
二
十
二
日
に
師
の
古
川
瀧
斎
よ
り
受
け
た
、
箏
・

三
絃
の
免
状
の
記
録
で
あ
る
。（
写
真
４ 

書
状
「
琴
三
絃
両
部
免
状
」
） 

古
川
は
、
書
状
「
琴
三
絃
両
部
免
状
」
な
か
で
、
箏
曲
に
お
け
る
秘
曲
に
つ
い
て
、
生
田
流
に
お
い
て

は
《
飛
燕
の
曲
》
、
柳
川
流
に
お
い
て
は
、
《
堺
》
《
中
島
》
が
最
も
秘
曲
で
あ
る
と
し
て
、
簡
単
に
は
伝

授
し
な
か
っ
た
が
、
山
口
の
長
年
の
鍛
錬
と
著
し
い
技
術
の
進
歩
を
み
て
、
歓
喜
の
あ
ま
り
、
こ
の
秘
曲

の
伝
授
を
許
し
た
と
記
し
て
い
る
。 

                                         

         

 

１ 

平
野
健
次 

上
参
郷
祐
康 

蒲
生
郷
昭
監
修 

『
日
本
音
楽
大
事
典
』 

平
凡
社 

平
成
元
年
（
１
９
８
９
）（
７５７
頁
） 

２ 

松
島
糸
壽 

『
三
曲
』
〈
藝
界
昔
話
〉
大
正
十
四
年
六
月
（
第
三
十
九
号
）（
１５
頁
） 



 

２１ 
 

 
  

  
 

写
真 
４ 

書
状
「
琴
三
絃
両
部
免
状
」 

（
『
檢
校
山
口
巖
師 

 

五
十
回
忌
に
あ
た
り
』
よ
り
） 

 

琴
三
絃
両
部
免
状 

 

夫
當
流
之
琴
は
元
祖
八
橋
検
校
よ
り
北
島
検
校
を
経 

て
生
田
検
校
に
相
傳
し
之
を
生
田
流
と
称
す
爾
来
歴
代 

其
正
流
を
承
け
我
師
藤
岡
検
校
に
至
り
三
絃
は
元
祖 

柳
川
検
校
之
正
流
に
し
て
之
を
柳
川
流
と
称
す
中
興
之

祖 深
草
検
校
田
中
検
校
ら
に
相
傳
し
上
原
勾
當
桂
検
校
を

経
て 

我
師
藤
岡
検
校
に
至
れ
り
名
匠
之
秘
曲
誠
に
可
珍
重
物

也
然
に 

其
許
両
道
之
執
心
甚
深
に
し
て
秘
曲
傳
授
の
懇
望
難
黙

止 依
て
生
田
流
琴
表
組
裏
組
中
許
よ
り
奥
許
に
至
る
迄
柳

川
流
三
絃 

本
手
端
手
裏
組
中
許
よ
り
奥
許
に
至
る
迄
歴
世
相
承
え

通
今
度
悉 

 

皆
傳
授
し
畢
ぬ
右
傳
授
の
内
生
田
流
四
季
曲
扇
子
曲
雲

井
の
曲
宮 

の
鶯
飛
燕
の
曲
並
に
柳
川
流
新
七
ツ
子
浅
黄
茶
碗
松
蟲

堺
中
島
は 

頗
大
切
の
秘
曲
也
就
中
飛
燕
の
曲
及
堺
中
嶋
二
ヵ
の
曲

ハ
両
道
秘
曲
中
最 

秘
曲
也
古
来
容
易
に
傳
授
せ
ず
と
ぞ
其
許
執
心
抜
群
に

て
多
年
鍛 

錬
の
功
を
積
み
技
倆
進
捗
著
し
き
を
以
て
感
喜
の
餘
秘

曲
を
尽
し
て 

傳
授
す
る
所
以
な
れ
ば
向
後
尤
大
切
に
且
真
実
に
可
被

秘
者
也
惣
じ
て
中
許
以
上
は 

両
道
の
秘
曲
た
る
を
以
て
猥
り
に
弾
奏
せ
ら
る
間
敷
依

て
免
状
如
件 

 

明
治
三
十
三
年
九
月
廿
二
日 

元
勾
當
古
川
瀧
斎 

山
口
巌
殿 



 

２２ 
 

山
口
の
柳
川
三
味
線
の
系
統
は
、
以
下
図
２
の
系
譜
と
お
り
で
あ
る
。 

 

図 

２ 

柳
川
三
味
線
の
系
譜 

（
津
田
道
子 

『
京
都
の
響
き 

柳
川
三
味
線
』
京
都
當
道
会
叢
書Ⅰ

）
』 

参
考
）
３ 

 

 

図
１
の
箏
曲
の
系
譜
は
、
河
原
崎
検
校
か
ら
三
味
線
の
伝
承
が
続
い
て
い
る
が
、
真
田
淑
子
『
検
校
の

系
譜
』
（
箏
曲
伝
承
系
譜
（
二
）
）
に
は
、
古
川
検
校
以
降
の
三
味
線
の
伝
承
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

こ
の
柳
川
三
味
線
の
系
譜
は
、
箏
曲
の
系
譜
と
同
じ
伝
承
で
あ
る
の
で
、
古
川
検
校
以
降
の
箏
、
三
味

線
の
系
譜
も
同
一
で
あ
る
。 

 

➂ 

琵
琶
の
系
統 

 

山
口
の
琵
琶
の
師
は
藤
村
性
禅
で
あ
る
。
藤
村
性
禅
（
嘉
永
六
年
（
１
８
５
３
）
二
月
二
十
二
日
―
明

治
四
十
四
年
（
１
９
１
１
）
五
月
二
十
三
日
）
は
京
都
に
生
ま
れ
、
本
名
は
藤
村
繁
蔵(

藤
邨
繁
三
と
も)

で
あ
る
。 

藤
村
は
、
十
四
歳
の
と
き
か
ら
、
波
多
野
流
４ 

の
奥
村
検
校
に
つ
い
て
琵
琶
の
教
え
を
受
け
た
。
慶

応
三
年
（
１
８
６
７
）
十
四
歳
で
勾
当
に
、
明
治
二
年
（
１
８
６
９
）
十
七
歳
で
検
校
と
な
っ
た
。
ま
た
、

古
来
の
譜
本
を
使
用
し
て
「
平
家
正
節
」
を
学
ん
だ
が
、
こ
の
「
平
家
正
節
」
を
使
用
せ
ず
古
譜
を
用
い

た
た
め
、
「
平
家
物
語
の
平
家
」
と
い
わ
れ
た
。 

波
多
野
流
の
琵
琶
は
、
京
都
を
中
心
に
伝
承
さ
れ
、
明
治
時
代
に
当
道
座
が
廃
止
さ
れ
た
際
、
藤
村
は

収
入
の
道
を
失
い
、
按
摩
な
ど
を
し
な
が
ら
生
計
を
立
て
て
い
た
。
藤
村
の
琵
琶
は
、
山
口
を
は
じ
め
、

                                        

         

 

３ 

津
田
道
子 

『
京
都
の
響
き 

柳
川
三
味
線
』
京
都
當
道
会
叢
書Ⅰ

 

京
都
當
道
会 

平
成
十
年
（
１
９
９
８
）(

２６４
頁)

 

４ 
 

波
多
野
流 

平
家
の
主
な
流
派
は
波
多
野
流
と
前
田
流
で
あ
る
。
前
田
流
は
師
伝
を
重
ん
じ
た
の
に
対
し
、
波
多
野
流
は

覚
一
本
に
戻
ろ
う
と
復
古
的
改
革
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。
波
多
野
検
校
孝
一
を
始
祖
と
す
る
一
方
流
の
坂
東
如
一
を
始
祖
と

す
る
流
派
。 

http://kotobank.jp/word/%E6%9C%AC%E5%90%8D
http://kotobank.jp/word/%E6%9C%AC%E5%90%8D
http://kotobank.jp/word/%E6%B3%A2%E5%A4%9A%E9%87%8E%E6%B5%81
http://kotobank.jp/word/%E6%B3%A2%E5%A4%9A%E9%87%8E%E6%B5%81
http://kotobank.jp/word/%E4%BD%BF%E7%94%A8
http://kotobank.jp/word/%E4%BD%BF%E7%94%A8
http://kotobank.jp/word/%E5%B9%B3%E5%AE%B6%E7%89%A9%E8%AA%9E
http://kotobank.jp/word/%E5%B9%B3%E5%AE%B6%E7%89%A9%E8%AA%9E
http://kotobank.jp/word/%E5%B9%B3%E5%AE%B6
http://kotobank.jp/word/%E5%B9%B3%E5%AE%B6


 

２３ 
 

岩
田
喜
八
、
冷
泉
為
系
、
湯
浅
半
月
な
ど
の
京
都
の
文
化
人
で
あ
り
、
愛
好
家
で
あ
る
人
々
へ
伝
え
ら
れ

た
。
藤
村
は
、
当
道
座
の
廃
止
後
、
一
時
的
に
京
都
盲
唖
院
で
教
鞭
を
と
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
物
で
あ
り
、

こ
の
時
代
、
山
口
は
、
京
都
盲
唖
院
に
お
い
て
藤
村
か
ら
琵
琶
を
教
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
波
多
野
流
の
琵
琶
は
第
二
次
世
界
対
戦
後
に
、
後
継
者
が
絶
え
て
い
る
。 

 

 

 

➃ 

腕
崎
流
胡
弓
の
系
統 

 

山
口
の
胡
弓
の
伝
承
は
、
腕
崎
検
校
の
系
統
で
あ
り
、
こ
の
腕
崎
検
校
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
盲
人
の

演
奏
家
で
あ
る
が
、
生
没
年
は
不
明
で
あ
る
。 

腕
崎
検
校
は
、
伊
勢
の
出
身
で
あ
り
、
名
は
絹
一
と
い
う
。
三
宅
検
校
栄
一
を
師
と
し
て
、
文
化
六
年

（
１
８
０
９
）
に
検
校
に
登
官
し
た
。
腕
崎
が
胡
弓
を
よ
く
弾
く
こ
と
は
有
名
で
あ
り
、
は
じ
め
は
二
絃

の
擦
絃
楽
器
で
あ
っ
た
胡
弓
を
、
三
絃
の
胡
弓
し
た
の
は
、
こ
の
腕
崎
検
校
と
い
わ
れ
て
い
る
５ 

京
都

で
胡
弓
を
伝
承
し
、
腕
崎
（
先
）
流
の
系
統
を
称
し
て
い
る
が
、
腕
崎
の
記
録
や
記
述
が
残
っ
て
い
る
も

の
が
少
な
い
た
め
、
そ
の
系
譜
は
定
か
で
は
な
い
。
山
口
は
、
腕
崎
の
系
統
で
あ
る
、
村
上
検
校
か
ら
腕

崎
流
の
胡
弓
を
受
け
継
い
だ
。
晩
年
に
は
《
玉
川
》
と
《
西
行
桜
》
の
胡
弓
の
手
付
も
残
し
て
い
る
。 

 
 

                                        

         

 

５ 

藤
田
俊
一 

『
現
代
三
曲
名
鑑 

三
曲
百
年
史
』 

日
本
音
楽
社 

昭
和
四
十
八
年
（
１
９
７
３
）
（
６
頁
） 

写
真 

５ 

大
正
四
年
五
月
の
山
口
の
琵
琶
演
奏
時
の
写
真 

（
『
檢
校
山
口
巖
師 

五
十
回
忌
に
あ
た
り
』
よ
り
） 

 



 

２４ 
 

以
下
図
３
は
、
腕
崎
検
校
か
ら
山
口
巌
ま
で
の
、
腕
崎
流
胡
弓
の
系
譜
で
あ
る
。 

 

図 

３ 

腕
崎
流
胡
弓
の
系
譜 

（
津
田
道
子 

『
京
都
の
響
き 

柳
川
三
味
線
』
京
都
當
道
会
叢
書Ⅰ

』 

参
考
）
６ 

 

  
 

                                        

         

 

６ 

津
田
道
子 

『
京
都
の
響
き 

柳
川
三
味
線
』
京
都
當
道
会
叢
書Ⅰ

 

京
都
當
道
会 

平
成
十
年
（
１
９
９
８
） 

（
２６６
頁
） 



 

２５ 
 

第
二
節 

山
口
巌
の
家
族 

 

以
下
の
図
は
、
山
口
巌
の
父
母
か
ら
子
息
・
息
女
ま
で
の
家
系
図
で
あ
る
。
山
口
の
父
母
は
情
報
が
少

な
く
、
こ
の
家
系
図
で
し
か
読
み
取
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
家
系
図
は
、
『
檢
校
山
口
巖
師 

五
十
回
忌
に
あ
た
り
』
（
３５
頁
）
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

図 

４ 

山
口
巌
一
家
の
家
系
図 

  
 

 

山
口
藤
吉

四
男菊

次
郎
（
巖
）

慶
応
３
年
1
２
月
２
４
日
生
れ

昭
和
１
２
年
２
月
２
６
日
没
７
１
歳

歌
子

妻
ゆ
き

明
治
１
３
年
３
月
１
７
日
生
れ

昭
和
４
３
年
５
月
５
日
８
９
歳

長
男

肇

慶
応
３
４
年
４
月
１
３
日
生
れ

昭
和
１
９
年
３
月
３
１
日
戦
死
４
４
歳

海
軍
大
佐

次
男

又
次
（
瀧
響
）

慶
応
３
９
年
２
月
１
８
日
生
れ

昭
和
５
６
年
２
月
２
６
日
死
亡
７
６
歳

三
絃
箏
胡
弓

三
男

三
（
光
）
男

明
治
４
２
年
１
月
１
８
日
生
れ

大
正
１
３
年
５
月
１
４
日
死
亡
１
５
歳

金
剛
流
能
楽

四
男

彦
四
郎

明
治
４
４
年
２
月
９
日
生
れ

生
後
間
も
な
く
死
亡

五
男

寿
一

大
正
４
年
１
２
月
１
日
生
れ

没
不
明

図
案
業次

女
歌
子

大
正
８
年
１
０
月
９
日
生
れ

昭
和
１
３
年
３
月
１
５
日
死
亡
１
９
歳

長
女

琴
栄

大
正
２
年
5
月
１
１
日

平
成
２
４
年
５
月
３
日

三
絃
箏
胡
弓



 

２６ 
 

こ
こ
で
は
、
山
口
琴
栄
の
『
檢
校
山
口
巖
師 

五
十
回
忌
に
あ
た
り
』
を
参
考
に
、
山
口
巌
の
子
息
・

息
女
に
つ
い
て
記
す
。 

 

➀ 

長
男 

肇
（
は
じ
め
） 

 

明
治
三
十
四
年
（
１
９
０
１
）
四
月
十
三
日
に
生
ま
れ
た
。
十
才
の
時
、
家
族
と
と
も
に
東
京
へ
転
居

す
る
。
東
京
第
一
中
学
卒
業
後
、
海
軍
兵
学
校
五
十
期
卒
業
、
そ
の
後
、
海
軍
で
少
佐
と
な
り
、
大
本
営

海
軍
報
道
部
員
、
海
軍
軍
事
普
及
部
幹
事
と
し
て
海
軍
省
で
報
道
事
務
、
軍
事
映
画
製
作
を
担
当
し
た
。 

 

軍
事
映
画
の
「
黄
浦
江
」
「
上
海
軍
戦
隊
」
「
噫
南
郷
小
差
」
の
撮
影
指
導
、
「
軍
艦
旗
に
栄
光
あ
れ
」

に
つ
い
て
は
総
指
揮
に
あ
た
っ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
以
下
の
記
事
は
、
映
画
製
作
の
撮
影
を
終
え
て
帰
っ
て
き
た
山
口
少
佐
を
取
り
上
げ
た
記
事

で
あ
る
。 

 

 

 
 

昭
和
十
二
年
七
月
十
日
（
日
曜
日
）
讀
売
新

聞 

第
二
萬
二
千
七
十
一
號
（
二
頁
） 

（
『
檢
校
山
口
巖
師 

五
十
回
忌
に
あ
た
り
』

（
１２
頁
）
よ
り
） 



 

２７ 
 

昭
和
十
四
年
（
１
９
３
９
）
五
月
に
、
主
催
は
海
軍
協
会
、
海
洋
美
術
会
、
後
援
は
海
軍
省
、
賛
助
は

朝
日
新
聞
の
海
洋
美
術
展
覧
会
が
日
本
橋
三
越
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
審
査
委
員
を
、
祝
原
不
知
名
海
軍
少

将
と
共
に
務
め
た
。
同
年
十
二
月
に
は
、
海
軍
省
か
ら
「
補
舞
鶴
鎮
守
府
副
官
参
謀 

海
軍
中
佐 

山
口

肇
」
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。 

昭
和
十
五
年
（
１
９
４
０
）
に
、
父
巌
の
母
校
京
都
盲
唖
院
で
講
演
を
行
い
、
同
じ
頃
華
道
池
坊
家
、

茶
道
千
家
で
も
講
演
を
行
っ
た
。
翌
十
六
年
（
１
９
４
１
）
十
二
月
に
、
佐
世
保
軍
艦
「
北
上
」
に
勤
務

し
、
そ
の
後
、
「
横
須
賀
聯
合
艦
隊
司
令
部
副
官
兼
参
謀
」
に
任
じ
ら
れ
た
。
そ
の
当
時
戦
死
し
た
山
本

五
十
六
大
将
の
後
任
、
古
賀
峰
一
聯
合
戦
隊
司
令
長
官
の
副
官
兼
参
謀
と
し
て
、
昭
和
十
九
年
三
月
三
十

一
日
、
四
十
四
歳
の
時
、
パ
ラ
オ
諸
島
コ
ロ
ー
ル
島
よ
り
飛
び
立
っ
た
水
上
機
上
で
戦
死
し
た
。 

最
終
階
級
は
、
「
海
軍
大
佐
正
五
位
勲
三
等
」
で
あ
っ
た
。
法
名
は
義
勲
院
釋
功
存
。 

以
下
は
、
大
正
十
一
年
（
１
９
２
２
）
一
月
二
十
六
日
に
肇
の
遠
洋
航
海
を
横
須
賀
で
見
送
る
際
の
巌

が
歌
っ
た
和
歌
で
あ
る
。 

  
 

 

 

 

➁ 

次
男 

瀧
響
（
ろ
う
き
ょ
う
） 

本
名
：
又
次
（
ま
た
じ
） 

 

明
治
三
十
九
年
（
１
９
０
６
）
二
月
十
八
日
京
都
市
上
京
区
猪
之
熊
通
り
椹
木
町
で
生
ま
れ
る
。 

小
学
校
を
卒
業
後
、
三
越
の
呉
服
店
に
勤
め
、
商
業
の
方
面
へ
進
ん
で
い
た
。
そ
の
頃
よ
り
、
暇
の
あ

る
と
き
に
は
父
巌
に
頼
み
、
好
ん
で
い
た
音
曲
の
教
え
を
受
け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
技
術
が
進
む
に
つ

れ
て
、
勤
め
て
い
た
呉
服
店
を
辞
職
し
、
十
七
歳
の
春
よ
り
、
本
格
的
に
、
父
巌
の
門
下
生
と
し
て
、
柳

川
流
の
三
絃
お
よ
び
、
腕
崎
流
胡
弓
の
稽
古
を
は
じ
め
、
技
術
の
向
上
に
研
鑽
を
積
ん
だ
。
そ
し
て
、
生

涯
を
芸
の
道
に
専
念
し
、
巌
と
同
じ
く
し
て
、
柳
川
流
の
三
絃
、
腕
崎
流
胡
弓
の
名
人
と
し
て
、
世
の
中

に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
巌
の
ほ
か
に
、
宇
田
川
作
童
１ 

に
も
教
え
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
記
録

                                        

         

 

１ 

宇
田
川
作
童 

人
物
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
【
邦
楽
会
第
三
十
回
演
奏
会
】
（
第
四
章
第
二
節
（
一
）
東
京

音
楽
学
校
関
係
の
演
奏
の
記
録
）
に
お
い
て
《
貴
船
》、【
生
田
流
箏
曲
演
奏
会
】（
第
四
章
第
二
節
（
三
）『
三
曲
』
に
掲
載

さ
れ
て
い
た
山
口
巌
の
演
奏
記
録
）
に
お
い
て
《
お
ち
や
乳
人
》
の
演
奏
で
、
ど
ち
ら
も
尺
八
の
出
演
者
と
し
て
、
山
口
巌

と
共
演
し
て
い
る
。
尺
八
の
演
奏
で
出
演
し
て
い
る
た
め
、
尺
八
の
演
奏
家
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

か
れ
る
れ
と
思
ひ
き
り
な
き
親
ご
こ
ろ 

 
 
 
 
 
 

出
雲
の
船
の
見
え
ず
な
る
ま
で
（
出
雲
は
軍
艦
） 

 

 



 

２８ 
 

に
残
っ
て
い
る
。
２ 

 

瀧
響
の
初
演
は
大
正
十
四
年
（
１
９
２
５
）
六
月
七
日
東
京
丸
の
内
、
報
知
講
堂
に
お
い
て
行
わ
れ
た

演
奏
会
で
あ
る
。
父
巌
が
箏
、
三
絃
は
杵
屋
五
三
郎
、
瀧
響
の
三
人
で
《
四
つ
の
民
》
を
演
奏
し
、
人
々

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
。 

翌
年
大
正
十
五
年
（
１
９
２
６
）
四
月
二
十
二
日
に
は
柳
川
流
の
三
絃
曲
《
四
段
砧
》
が
放
送
さ
れ
た
。

演
奏
者
は
、
巌
が
三
絃
三
下
り
、
三
絃
本
調
子
が
山
口
又
次
（
瀧
響
）
、
小
林
鉦
治
郎
（
杵
屋
五
三
郎
）

で
あ
っ
た
。
こ
の
記
録
に
関
し
て
は
、
第
二
章
第
四
節
ラ
ジ
オ
放
送
で
の
活
躍
に
お
い
て
後
述
す
る
。 

大
正
十
五
年
（
１
９
２
６
）
の
十
二
月
二
十
六
日
に
は
、
芸
名
を
「
瀧
響
」
と
名
乗
り
、
四
ツ
谷
・
美

山
倶
楽
部
お
い
て
、
【
名
披
露
演
奏
会
】
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

前
日
に
大
正
天
皇
が
崩
御
し
、
音
曲
な
ど
の
華
美
な
行
事
を
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
た
め
、
翌

年
の
昭
和
二
年
（
１
９
２
７
）
に
盛
大
に
名
披
露
演
奏
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
【
名
披
露
演
奏
会
】

に
つ
い
て
は
、
第
四
章
第
二
節
（
四
）【
山
口
瀧
響 

名
披
露
演
奏
会
】
に
お
い
て
、
そ
の
演
奏
の
詳
細
を

記
し
た
。
３ 

こ
の
【
名
披
露
演
奏
会
】
を
開
催
し
た
後
か
ら
、
山
口
瀧
響
と
し
て
、
父
巌
と
妹
琴
栄
と
と
も
に
、
演

奏
会
や
ラ
ジ
オ
放
送
な
ど
の
演
奏
活
動
で
活
躍
し
、
弟
子
の
育
成
に
も
努
め
、
父
巌
の
楽
曲
の
楽
譜
の
作

成
な
ど
も
行
っ
た
。
瀧
響
が
好
ん
で
演
奏
し
て
い
た
曲
は
、《
八
段
替
手
》《
四
段
砧
》《
藤
戸
》《
狐
会
替

手
》
《
四
つ
の
民
》
《
お
ち
や
乳
人
》
《
さ
ら
し
》
で
あ
っ
た
。 

さ
ら
に
、
瀧
響
は
、
芸
の
道
に
専
心
す
る
一
方
で
、
人
物
画
、
肖
像
画
な
ど
の
画
筆
を
と
り
、
箏
曲
界

の
師
の
肖
像
を
描
い
て
い
た
。 

昭
和
五
十
六
年
（
１
９
８
１
）
二
月
二
十
六
日
の
巌
の
正
月
命
日
に
逝
去
し
、
享
年
七
十
六
才
で
あ
っ

た
。
法
名
は
覚
了
。 

 

瀧
響
は
、
箏
曲
界
の
古
典
を
代
表
す
る
諸
検
校
を
敬
慕
し
、
父
巌
の
よ
う
に
、
芸
の
道
に
た
だ
ひ
た
む

き
に
精
進
し
、
父
の
よ
き
後
継
者
と
し
て
生
涯
を
過
ご
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。 

 
 

                                        

         

 

２ 

東
京
日
日
通
信
社 

『
現
代
音
楽
大
観
』 

日
本
名
鑑
協
会 

昭
和
二
年
（
１
９
２
７
）
（
２５９
頁
） 

３ 

第
四
章
第
二
節
（
四
）
【
山
口
瀧
響 

名
披
露
演
奏
会
】 



 

２９ 
 

➂ 
三
男 

三
男
（
み
つ
お
） 

 

三
男
の
三
男
（
み
つ
お
）
は
、
明
治
四
十
二
年
一
月
十
八
日
に
生
ま
れ
、
父
巌
の
東
京
移
転
と
と
も
に
、

東
京
で
育
て
ら
れ
た
。
し
か
し
、
わ
ず
か
六
歳
と
い
う
幼
い
頃
か
ら
、
能
楽
の
金
剛
流
の
金
剛
右
京
宗
家

に
見
い
だ
さ
れ
、
金
剛
流
宗
家
に
引
き
取
ら
れ
、
内
弟
子
に
入
っ
た
。 

大
正
四
年
（
１
９
１
５
）
の
大
正
天
皇
御
即
位
の
御
大
礼
の
際
に
は
、
父
巌
が
東
京
音
楽
学
校
の
記
念

演
奏
会
の
際
に
《
御
代
万
歳
》
を
作
曲
し
た
の
に
対
し
、
三
男
は
両
陛
下
の
御
前
で
、
能
の
「
橋
弁
慶
」

と
い
う
演
目
の
、
弁
慶
は
金
剛
流
の
師
が
務
め
、
三
男
は
牛
若
と
い
う
大
役
を
務
め
た
と
い
う
ほ
ど
、
金

剛
流
の
能
楽
界
の
な
か
で
は
、
天
才
児
と
称
賛
さ
れ
て
い
た
人
物
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。 

幼
き
頃
か
ら
家
を
出
て
、
能
楽
の
世
界
で
苦
し
い
修
行
を
行
っ
て
い
た
三
男
も
、
八
、
九
歳
の
頃
か
ら
、

代
稽
古
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
謡
本
の
こ
と
で
聞
か
れ
て
も
三
男
自
身
が
字
を
読
め
な

か
っ
た
の
で
、
学
校
に
通
い
た
い
と
申
し
出
た
が
、
師
に
断
ら
れ
続
け
て
い
た
。
し
か
し
、
学
校
に
通
い

た
い
一
心
だ
っ
た
三
男
は
、
大
正
九
年
（
１
９
２
０
）
六
月
、
十
三
歳
の
時
、
つ
い
に
能
を
辞
め
る
た
め
、

金
剛
流
の
稽
古
場
か
ら
一
人
で
抜
け
出
し
た
。
そ
の
と
き
か
ら
、
大
正
十
三
年
（
１
９
２
４
）
五
月
十
四

日
の
わ
ず
か
十
六
歳
で
急
逝
す
る
ま
で
の
三
年
間
は
、
念
願
叶
っ
て
学
校
に
通
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

厳
し
い
稽
古
場
か
ら
抜
け
出
し
、
能
を
辞
め
た
三
男
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
、
天
才
と
よ
ば
れ
た
三
男

を
稽
古
場
に
返
し
て
ほ
し
い
と
い
う
金
剛
流
宗
家
と
父
巌
の
や
り
取
り
が
、
『
檢
校
山
口
巖
師 

五
十
回

忌
に
あ
た
り
』
の
三
男
の
紹
介
部
分
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
琴
栄
が
兄
三
男
の
思
い
出
を
綴
っ
た

文
章
で
あ
る
が
、
も
と
は
能
の
金
剛
流
の
雑
誌
『
金
剛
』
「
山
口
光
夫
少
年
の
生
涯
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
記
事
で
あ
る
。
４ 

 

お
稽
古
が
ち
ょ
っ
と
で
も
覚
え
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
先
生
と
奥
様
に
叱
ら
れ
た
り
、
五
寸
釘
の

打
っ
て
あ
る
柱
に
背
中
を
打
ち
付
け
ら
れ
た
り
し
て
で
き
た
傷
だ
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
そ
ん

な
事
は
一
言
も
申
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
家
に
帰
っ
て
来
て
行
水
を
さ
せ
た
事
か
ら
そ
れ
が
分
か

っ
た
の
で
す
。
昔
は
こ
ん
な
厳
し
い
修
行
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。 

父
は
人
一
倍
子
煩
悩
で
、
「
自
分
も
大
勢
の
弟
子
を
預
か
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
弟
子
に
手
を
振

り
上
げ
る
よ
う
な
真
似
は
し
た
事
が
な
い
。
そ
れ
に
学
校
へ
も
や
っ
て
も
ら
え
ぬ
よ
う
な
ら
帰
す

こ
と
は
出
来
ん
」 

                                        

         

 

４ 

「
兄
三
男
を
憶
う
」（
昭
和
六
十
年
八
月
）『
金
剛
』（
一
二
五
号
昭
和
六
十
一
年
五
月
号
）（
３１
頁
） 

山
口
琴
栄
『
檢
校
山
口
巖
師 

五
十
回
忌
に
あ
た
り
』 

大
気
堂 

昭
和
六
十
一
年
（
１
９
８
６
）（
２４
頁
） 

 



 

３０ 
 

  

こ
の
記
事
か
ら
、
並
大
抵
で
は
な
い
、
厳
し
い
修
行
に
耐
え
て
き
た
三
男
に
対
し
、
子
煩
悩
の
父
が
能

の
世
界
に
戻
さ
な
い
く
ら
い
、
三
男
の
苦
し
さ
が
伝
わ
っ
た
う
え
で
の
決
断
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 

以
下
の
歌
は
、
三
男
が
亡
く
な
っ
た
際
、
父
巌
が
歌
っ
た
和
歌
で
あ
る
。 

 
 

三
男
の
十
三
回
忌
を
弔
い
て 

 
 
 

 

 
 
 
 

 

  

➃ 

長
女 

琴
栄
（
こ
と
え
） 

 

大
正
二
年(

１
９
１
３) 

五
月
十
一
日
に
東
京
市
神
田
猿
楽
町
二
丁
目
八
番
地
で
生
ま
れ
、
三
歳
の
時

か
ら
父
巌
に
箏
の
教
え
を
受
け
て
い
た
。
小
学
校
へ
上
が
る
際
、
巌
が
多
忙
で
あ
っ
た
た
め
、
琴
栄
に
稽

古
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
の
話
が
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。 

 

お
母
様
が
、
「
お
父
さ
ん
が
今
日
は
一
本
つ
け
ま
す
か
ら
琴
栄
に
稽
古
し
て
や
っ
て
お
く
れ
や

す
」
と
た
の
ん
で
下
さ
っ
た
由
。
検
校
の
前
に
座
り
検
校
が
ひ
き
始
め
ら
れ
る
と
、
す
ら
す
ら
と

最
後
ま
で
つ
い
て
ひ
く
事
が
出
来
、
何
の
曲
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
最
後
ま
で
つ
い
て
ひ
く
事
も
あ

っ
た
と
か
、
毎
日
の
聞
き
覚
え
で
楽
譜
の
な
い
頃
で
あ
っ
た
が
暗
記
に
は
苦
労
さ
れ
た
事
が
な
い

そ
う
で
あ
る
。 

 

巌
が
演
奏
活
動
や
教
育
活
動
で
忙
し
く
過
ご
し
て
い
る
な
か
、
琴
栄
は
稽
古
を
受
け
ら
れ
る
機
会
が
少

な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
日
の
聞
き
覚
え
に
よ
る
暗
記
に
長
け
、
演
奏
も
難
な
く
こ
な
す
と
い
う

こ
の
話
か
ら
、
琴
栄
も
ま
た
、
父
巌
や
、
兄
瀧
響
の
よ
う
に
芸
達
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 

琴
栄
は
、
大
正
十
四
年
（
１
９
２
５
）
に
は
、
箏
曲
の
教
授
を
開
始
し
た
。 

そ
し
て
、
大
正
十
五
年

（
１
９
２
６
）
九
月
九
日
、
十
三
歳
の
と
き
、
ラ
ジ
オ
放
送
東
京
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
５ 

に
お
い
て
演
奏
の
初
放

                                        

         

 

５ 

Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ 

日
本
放
送
協
会
の
ロ
ー
マ
字
表
記
の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
略
称
さ
れ
る
。
１
９
２
５
年
三
月
、
社
団

法
人
東
京
放
送
局
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
が
東
京
芝
浦
の
仮
放
送
局
か
ら
日
本
最
初
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
開
始
す
る
。
そ
の
翌
年
、
東
京
・

大
阪
・
名
古
屋
の
三
放
送
局
を
統
合
し
て
社
団
法
人
日
本
放
送
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
前
身
で
あ
る
が
、

放
送
法
の
施
行
に
伴
っ
て
新
た
に
特
殊
法
人
日
本
放
送
協
会
と
し
て
再
出
発
し
た
。 

 

牛
若
に
お
く
れ
し
弁
慶
わ
た
り
ゆ
く 

 
 
 
 
 
 
 

弥
陀
が
つ
く
り
し
悟
道
の
橋

を 

 

 

 



 

３１ 
 

送
を
行
っ
た
。
曲
は
《
石
橋
》
で
、
三
絃
は
父
巌
、
三
絃
替
手
を
兄
瀧
響
、
箏
を
琴
栄
が
担
当
し
た
。
こ

の
琴
栄
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
の
初
放
送
は
、
東
京
朝
日
新
聞
、
東
京
日
々
新
聞
、
読
売
新
聞
、
都
新
聞
、
ラ

ジ
オ
新
聞
な
ど
の
各
新
聞
が
写
真
入
り
の
記
事
で
、
琴
栄
は
「
天
才
児
」
と
大
き
く
報
じ
た
。
６

「
日
刊

ラ
ジ
オ
新
聞
」
に
は
、《
石
橋
》
放
送
の
際
の
記
事
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
巌
と
又
次
（
瀧
響
）
に
加
え
、

ラ
ジ
オ
放
送
初
演
で
あ
っ
た
琴
栄
に
つ
い
て
の
事
が
以
下
の
よ
う
に
記
事
に
書
か
れ
て
い
た
。
７ 

 

山
口
巌
師
と
、
令
息
又
次
氏
は
生
田
流
の
重
鎮
と
し
て
、
従
来
度
々
放
送
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
今

更
紹
介
す
る
迄
も
な
い
が
、
令
嬢
琴
栄
さ
ん
は
今
日
が
は
じ
め
て
の
放
送
で
あ
る
。
父
君
の
お
仕

込
で
、
さ
だ
め
し
し
っ
か
り
し
た
お
腕
前
と
非
常
に
期
待
さ
れ
る
。 

 

こ
の
初
放
送
の
後
、
父
巌
と
兄
瀧
響
、
ま
た
巌
の
門
人
達
と
、
た
び
た
び
ラ
ジ
オ
放
送
で
演
奏
さ
れ
、

そ
の
た
び
に
新
聞
の
記
事
に
な
り
、
「
放
送
で
は
お
な
じ
み
の
山
口
一
家
」
と
話
題
に
な
っ
て
い
た
。 

放
送
さ
れ
た
主
な
曲
は
、《
石
橋
》《
高
千
穂
》《
九
段
》《
四
つ
の
民
》《
御
山
獅
子
》《
聖
の
御
代
》《
老

の
友
》
《
狐
会
》
《
春
重
ね
》
《
鉄
輪
》
《
八
段
》
《
四
段
砧
》
《
浮
舟
話
》
な
ど
で
あ
っ
た
。 

昭
和
四
年
（
１
９
２
９
）
、
琴
栄
が
十
六
歳
だ
っ
た
際
に
、
父
巌
と
兄
瀧
響
が
京
都
へ
帰
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
一
人
東
京
に
残
り
、
父
と
兄
に
代
わ
り
、
東
京
の
山
口
門
弟
の
稽
古
を
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

東
京
で
生
活
を
送
り
な
が
ら
も
、
大
阪
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｋ
、
京
都
Ｊ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
放
送
の
た
め
、
帰
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
ま
た
、
琴
栄
自
身
も
昭
和
五
年
（
１
９
３
０
）
十
一
月
に
京
都
へ
帰
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

東
京
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
の
依
頼
に
よ
っ
て
京
都
よ
り
一
家
そ
ろ
っ
て
上
京
放
送
し
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
と
き
の

放
送
曲
は
《
老
の
友
》
《
四
季
の
寿
》
で
あ
っ
た
。 

昭
和
七
年
（
１
９
３
２
）
九
月
十
五
日
に
、
『
楽
界
春
秋
』
と
い
う
新
聞
で
紹
介
さ
れ
、
昭
和
三
十
六

年
（
１
９
６
１
）
九
月
七
日
の
夕
刊
京
「
お
師
匠
は
ん
」
と
い
う
名
目
で
記
事
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。 

昭
和
三
十
六
年
九
月
七
日
（
木
曜
日
）
夕
刊
京
都 

第
五
千
五
百
五
十
九
號
（
六
頁
）
の
「
お
師
匠
は

ん
」
の
記
事
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。 

                                           

         

 

６ 

こ
の
と
き
の
新
聞
記
事
は
掲
載
し
な
い
が
、
第
二
章 

第
四
節 

ラ
ジ
オ
放
送
で
の
活
躍 

図
表
１
で
、
こ
の
放
送
が
記
事

に
掲
載
さ
れ
た
、
新
聞
の
号
数
と
ペ
ー
ジ
番
号
を
記
し
た
。 

７ 

大
正
十
五
年
九
月
九
日 

日
刊
ラ
ジ
オ
新
聞 

第
四
百
三
十
七
號
（
四
頁
） 

 



 

３２ 
 

             

  

  

琴
栄
は
、
昭
和
二
十
四
年
（
１
９
４
９
）
よ
り
京
都
當
道
会
の
職
格
試
験
の
試
験
委
員
と
な
り
、
職
格

者
の
技
術
の
向
上
の
た
め
、
厳
し
く
も
慈
愛
を
も
っ
て
実
技
試
験
に
あ
た
っ
て
い
た
。 

昭
和
二
十
五
年
（
１
９
５
０
）
よ
り
京
都
當
道
会
評
議
員
を
経
て
理
事
に
な
り
、
昭
和
五
十
七
年
（
１

９
８
２
）
よ
り
理
事
長
を
務
め
た
。 

琴
栄
は
、
父
巌
の
十
七
回
忌
、
昭
和
二
十
八
年
（
１
９
５
３
）
十
一
月
八
日
、
そ
の
後
、
二
十
五
回
忌
、

五
十
回
忌
の
年
に
は
、
巌
の
追
善
演
奏
会
を
開
催
し
た
。
そ
し
て
、
京
都
市
北
区
紫
野
石
竜
町
二
十
に
お

い
て
自
身
の
琴
栄
会
を
主
催
し
て
い
た
。
ま
た
、
琴
栄
会
の
紋
は
父
巌
発
明
の
蕗
柱
で
あ
る
。 

 

➄ 

五
男 

寿
一
（
と
し
か
ず
） 

 

大
正
四
年
（
１
９
１
５
）
十
二
月
一
日
に
生
ま
れ
、
幼
い
時
か
ら
父
巌
が
弟
子
へ
稽
古
を
つ
け
て
い
る

な
か
で
育
っ
た
た
め
、
聞
き
覚
え
で
お
箏
を
弾
く
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
父
の

よ
う
に
芸
の
道
に
は
進
ま
ず
、
箏
は
趣
味
に
と
ど
め
、
京
都
新
聞
部
図
案
部
に
入
社
し
、
図
案
家
と
し
て

過
ご
し
て
い
た
。
父
巌
の
五
十
回
忌
演
奏
会
の
際
、
追
善
曲
《
高
千
穂
》
を
演
奏
し
た
ほ
ど
の
箏
を
弾
く

ほ
ど
の
実
力
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。 

 

琴
栄
と
母
ゆ
き
（
三
十
四
歳
）
の
写
真 

（
『
檢
校
山
口
巖
師 

五
十
回
忌
に
あ
た
り
』（
２８
頁
）
よ
り
） 
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四
男
の
三
四
郎
（
さ
ん
し
ろ
う
）
は
、
生
後
間
も
な
く
亡
く
な
っ
て
い
る
。
次
女
の
歌
子
（
う
た
こ
）

に
つ
い
て
は
、
『
檢
校
山
口
巖
師 

五
十
回
忌
に
あ
た
り
』
に
記
載
の
な
か
っ
た
た
め
、
ど
の
よ
う
な
人

物
だ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。 

巌
の
子
息
・
息
女
の
五
人
中
二
人
、
瀧
響
と
琴
栄
が
巌
の
教
え
を
受
け
続
け
、
芸
の
道
を
継
い
だ
。 

琴
栄
は
、
京
都
や
姫
路
に
お
い
て
、
教
授
を
続
け
て
い
た
が
、
そ
の
琴
栄
に
芸
を
習
い
、
山
口
の
芸
統

を
受
け
継
い
だ
門
人
は
多
い
。
こ
の
門
人
の
な
か
で
、
後
世
の
指
導
に
努
め
て
い
る
演
奏
家
の
一
人
に
大

阪
の
伊
藤
志
野
氏
が
、
現
在
も
健
在
で
あ
る
。 
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第
三
節 

山
口
巌
に
関
わ
っ
た
人
物 

  

第
三
節
は
、
山
口
巌
の
生
涯
に
お
い
て
、
山
口
と
関
わ
っ
た
人
物
の
な
か
で
、
特
に
関
わ
り
の
深
か
っ

た
人
物
に
つ
い
て
紹
介
し
、
そ
の
関
係
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。
箏
曲
に
お
け
る
師
弟
関
係
に
つ
い
て

山
口
の
師
で
あ
る
古
川
瀧
斎
を
は
じ
め
、
山
口
が
主
宰
し
て
い
た
「
源
奏
会
」
の
弟
子
、
そ
し
て
山
口
と

同
時
期
に
京
都
盲
唖
院
や
東
京
音
楽
学
校
で
活
躍
し
た
人
物
を
取
り
上
げ
る
。 

 

（
一
）
師
古
川
瀧
斎
に
つ
い
て 

 

山
口
の
箏
曲
の
師
は
古
川
瀧
斎
で
あ
る
。
古
川
は
、
天
保
十
一
年
（
１
８
４
０
）
に
生
ま
れ
、
享
年
六

十
八
歳
で
明
治
四
十
一
年
（
１
９
０
８
）
十
一
月
四
日
に
逝
去
し
た
。
墓
所
は
眞
如
堂
内
、
喜
運
院
で
あ

る
。 山

口
は
、
京
都
市
立
盲
唖
院
に
お
い
て
助
手
を
務
め
て
い
た
と
き
、
古
川
が
現
職
の
ま
ま
で
亡
く
な
っ

た
後
、
古
川
が
勤
め
て
い
た
盲
唖
院
の
音
曲
の
教
師
の
職
を
受
け
継
ぎ
、
音
曲
教
育
に
従
事
し
た
。 

古
川
の
琵
琶
の
習
得
は
不
明
で
あ
る
が
、
当
道
の
身
分
と
し
て
「
勾
当
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。 

三
絃
は
「
富
士
岡
検
校
（
師
堂
）
」
よ
り
、
箏
は
「
岸
崎
検
校
（
妙
門
）
」
か
ら
伝
承
さ
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
明
治
十
二
年
（
１
８
７
９
）
に
京
都
に
お
い
て
盲
学
校
で
本
格
的
な
箏
・
三
絃
の
教
育
が
計
画

さ
れ
、
古
川
は
、
京
都
の
屈
指
の
演
奏
家
と
し
て
盲
唖
院
用
掛
に
採
用
さ
れ
た
。 

古
川
の
時
代
に
、
週
一
時
間
「
唱
歌
の
時
間
」
が
設
け
ら
れ
、
地
歌
や
箏
歌
の
、
歌
の
み
の
授
業
が
素

歌
い
、
無
伴
奏
で
行
わ
れ
て
い
た
。
歌
の
よ
い
節
や
技
巧
を
崩
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
正
確
に
保
つ
よ
う
に

と
授
業
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
弾
き
歌
い
で
伝
え
教
え
ら
れ
て
き
た
地
歌
箏
曲
を
、

新
し
い
教
授
法
で
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

古
川
は
、
明
治
十
四
年
（
１
８
８
１
）
十
一
月
、
盲
唖
院
に
音
楽
教
育
が
創
始
さ
れ
て
以
来
、
亡
く
な

る
ま
で
の
二
十
七
年
間
も
の
間
、
日
本
の
音
楽
教
育
の
指
導
に
従
事
し
て
い
た
。
古
川
の
作
曲
に
は
、《
老

の
双
葉
》《
民
に
余
す
る
祝
》
と
、
山
口
が
箏
の
手
付
を
加
え
た
《
春
重
ね
》《
面
影
》
な
ど
の
作
品
が
あ

る
。 ま

た
、
京
都
に
当
道
慈
善
会
が
創
立
さ
れ
た
際
に
、
そ
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
明
治
三
十
八
年
（
１

９
０
５
）
よ
り
、
職
屋
敷
に
行
わ
れ
た
制
度
か
ら
、
金
銭
に
よ
る
階
級
を
授
け
る
制
度
が
行
わ
れ
た
。 

第
一
回
の
階
級
授
与
に
際
し
て
、
「
伊
原
邦
貴
」
の
み
は
も
と
も
と
検
校
で
あ
る
の
で
、
検
校
に
登
官
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し
て
い
る
が
、
古
川
は
「
権
検
校
」
を
受
け
即
日
「
検
校
」
に
昇
進
し
て
い
る
記
録
が
あ
る
。
１ 

門
下
生
は
山
口
以
外
に
、
渡
辺
正
之
、
中
石
芳
次
郎
、
江
良
千
代
が
い
る
。 

 

（
二
）
坂
本
き
く
に
つ
い
て 

  

山
口
は
、
前
述
し
た
師
の
古
川
以
外
に
、
坂
本
き
く
と
い
う
人
物
の
も
と
へ
よ
く
稽
古
に
行
っ
て
い
た

そ
う
で
あ
る
。
山
口
が
十
七
歳
の
と
き
に
、
坂
本
は
す
で
に
晩
年
の
頃
で
、
七
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
七
十
七
歳
で
逝
去
し
て
い
る
。
坂
本
の
生
没
年
は
定
か
で
は
な
い
が
、
山
口
が
十
七
歳
の
時
に
、
七

十
二
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
年
は
明
治
十
七
年
（
１
８
８
４
）
で
あ
る
の
で
、
坂
本
が
生
ま

れ
た
の
は
、
文
化
九
年
（
１
８
１
２
）
、
亡
く
な
っ
た
の
は
、
明
治
十
九
年
（
１
８
８
６
）
頃
と
考
え
ら

れ
る
。 

山
口
は
、
明
治
二
十
四
年
（
１
８
９
１
）
に
あ
る
演
奏
会
で
坂
本
き
く
の
《
こ
ん
か
い
》
の
三
絃
演
奏

を
聴
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
当
時
自
分
の
師
匠
以
外
の
所
へ
習
い
に
行
く
と
い
う
事
は
特
に

疎
ま
れ
て
い
た
が
、
盲
唖
院
で
師
の
古
川
は
、
気
が
広
い
人
で
あ
っ
た
そ
う
で
、
そ
の
演
奏
を
聞
い
た
後

に
、
「
坂
本
の
三
味
線
が
本
當
の
三
味
線
だ
、
あ
の
人
は
全
く
う
ま
い
人
だ
か
ら
精
出
し
て
寄
せ
て
貰
ふ

が
い
ゝ
」
２ 

と
言
わ
れ
た
の
で
、
山
口
が
坂
本
き
く
に
習
い
に
行
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

坂
本
き
く
は
、
幾
山
検
校
の
門
人
で
も
あ
り
、
三
絃
の
音
色
も
響
き
の
よ
い
名
手
で
あ
っ
た
。 

 

山
口
が
十
八
歳
の
頃
、
盲
唖
院
の
卒
業
試
験
の
際
に
は
、
幾
山
検
校
が
試
験
長
、
師
古
川
を
は
じ
め
、

そ
の
道
の
老
練
家
中
老
た
ち
大
勢
が
審
査
員
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
の
試
験
曲
は
《
九
段
》
で
あ
り
、
松

見
栄
次
と
い
う
芸
達
者
な
審
査
員
が
試
験
の
そ
の
場
で
、
は
じ
め
て
合
奏
を
行
う
と
い
う
試
験
方
式
で
あ

り
、
坂
本
き
く
は
こ
の
と
き
、
山
口
の
卒
業
試
験
を
一
番
前
で
一
生
懸
命
聴
い
て
く
れ
て
い
た
そ
う
で
あ

る
。
３ 

ま
た
、
三
絃
の
作
曲
で
有
名
な
石
川
勾
当
は
、
坂
本
き
く
と
家
が
近
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
よ
く
遊
び

に
き
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
幾
山
検
校
を
師
匠
と
し
、
作
曲
の
天
才
と
い
わ
れ
た
石
川
勾
当
と
の
関
わ
り

も
あ
っ
た
坂
本
は
、
師
幾
山
検
校
の
芸
を
は
じ
め
、
名
人
と
の
深
い
関
係
が
あ
っ
た
人
物
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

                                        

         

 

１ 

津
田
道
子
著
『
京
都
の
響
き 

柳
川
三
味
線
』
京
都
當
道
会
叢
書Ⅰ

 

京
都
當
道
会 

平
成
十
年
（
１
９
９
８
） 

（
２９４
～
２９５
頁
） 

２ 

山
口
巌 

『
三
曲
』
昭
和
五
年
十
二
月
（
第
百
五
号
）
〈
不
遇
の
作
曲
天
才 

石
川
勾
当
の
話
其
他
〉
（
２２
頁
） 

３ 

山
口
巌 

『
三
曲
』
昭
和
五
年
十
二
月
（
第
百
五
号
）
〈
不
遇
の
作
曲
天
才 

石
川
勾
当
の
話
其
他
〉
（
２１
頁
） 



 

３６ 
 

（
三
）
弟
子
に
つ
い
て 

 

山
口
巌
の
門
下
生
に
つ
い
て
は
、
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
資
料
は
な
い
が
、
『
三
曲
』
に
は
、
山
口
が

主
催
す
る
「
源
奏
会
」
の
門
人
の
名
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
１ 

 

 

 

以
上
の
よ
う
な
記
載
を
み
る
と
、
門
人
に
は
、
宇
田
川
壽
惠
子
、
為
廣
菜
蕗
子
、
加
藤
久
子
、
森 

静

子
、
山
岡
敏
子
、
奥
田
俊
一
、
前
田
苔
巌
の
七
名
の
名
前
は
あ
る
が
、
「
其
他
一
同
」
と
い
う
記
述
か
ら

そ
の
ほ
か
に
も
ま
だ
門
人
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
山
口
に
師
事
し
、
巌
の
名
を
授
け
ら
れ
て
い
る
前
田

苔
巌
２ 

は
、
東
京
音
楽
学
校
を
卒
業
し
、
山
口
と
同
じ
く
、
同
学
校
で
教
授
し
た
。
前
田
は
、
後
に
芸

名
の
苔
巌
を
改
め
、
前
田
白
秋
と
名
乗
っ
た
。
前
田
の
息
女
は
川
瀬
白
秋
で
あ
り
、
箏
曲
界
で
も
名
の
知

ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。 

ま
た
、
前
田
苔
巌
と
同
じ
く
、
師
の
巌
の
名
が
つ
く
人
物
が
、
山
口
邦
巌
で
あ
る
。
山
口
邦
巌
は
、『
三

曲
』
の
「
源
奏
会
」
の
門
人
の
な
か
に
は
、
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
述
す
る
第
二
章
第
四
節

ラ
ジ
オ
放
送
で
の
活
躍
に
お
い
て
、
巌
の
門
人
と
と
も
に
ラ
ジ
オ
放
送
で
演
奏
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る

こ
と
を
記
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
山
口
邦
厳
も
「
源
奏
会
」
の
な
か
の
門
人
の
一
人
で
あ
り
、
巌
の
名

                                        

         

 

１ 

『
三
曲
』
第
四
十
六
号
（
大
正
十
五
年
一
月
）
（
前
付
３０
頁
）
・
第
七
十
号
（
昭
和
三
年
一
月
）
〈
前
付
〉 

２ 

前
田
苔
巌
（
前
田
白
秋 

本
名
：
寿
美
恵
）
明
治
三
十
三
年
（
１
９
０
０
）
生 

― 

昭
和
三
十
七
年
（
１
９
６
２
）
没 

 

京
都
系
の
地
歌
・
箏
曲
家
。
八
歳
よ
り
吉
田
し
ん
（
子
）
に
師
事
し
、
筝
曲
を
学
び
、
大
正
七
年
（
１
９
１
８
）
に
東
京

音
楽
学
校
箏
曲
科
に
入
学
す
る
。
山
口
巌
に
師
事
し
、
昭
和
二
十
五
年
に
同
校
を
卒
業
す
る
。
柳
川
三
味
線
や
生
田
流
箏
組

歌
の
楽
譜
化
に
努
力
し
、
大
正
十
一
年
（
１
９
２
２
）
に
師
の
山
口
と
と
も
に
『
箏
の
か
が
み
』
を
発
表
す
る
。
芸
名
の
苔

巌
を
改
め
、
白
秋
を
名
乗
り
「
琴
菜
蕗
会
研
究
会
」
を
主
宰
す
る
。
町
田
嘉
章
ら
の
伶
明
音
楽
会
に
も
属
し
た
。 

謹
而
新
年
を
奉
賀
候 

山
口
門
人 

為
廣
菜
蕗
子 

赤
坂
區
青
山
南
超
五
ノ

八
四 

謹
而
新
年
を
奉
賀
候 

山
口
門
人 

前
田
苔
巌 東

京
市
蒲
田
町
御
園
二
五

〇
番 

 

 

謹
賀
新
年 

源
奏
会 

東
京
市
麹
町
區
土
手
三
番
町
二
番
地 

本
部 

山
口
巌 

山
口
瀧
響 

山
口
琴
栄 

 

宇
田
川
壽
惠
子 

為
廣
菜
蕗
子 

 

加
藤
久
子 

 

森 

静
子 

山
岡
敏
子 

奥
田
俊
一 

其
他
一
同 
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を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

山
口
が
主
宰
し
た
「
源
奏
会
」
は
、
京
都
に
帰
郷
し
て
か
ら
、
息
女
の
琴
栄
が
受
け
継
い
で
い
る
こ
と

は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
東
京
に
い
た
頃
は
、
こ
れ
ら
の
門
人
も
琴
栄
が
引
き
継
い
だ
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

山
口
一
家
が
帰
郷
し
た
後
も
、
巌
は
箏
曲
の
教
授
を
行
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
が
、
受
け
継
い
だ
琴
栄

の
門
下
生
は
現
在
も
健
在
で
あ
り
、
山
口
の
芸
を
今
で
も
残
し
続
け
、
伝
え
て
い
る
一
人
が
大
阪
の
伊
藤

志
野
氏
で
あ
る
。 
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（
四
）
京
都
盲
唖
院
時
代
に
同
時
期
で
活
躍
し
た
人
物 

 
 

 

こ
こ
で
は
、
京
都
盲
唖
院
に
初
め
て
音
曲
科
が
設
け
ら
れ
た
際
、
山
口
と
同
時
期
に
入
学
し
、
ま
た
そ

の
後
も
、
盲
唖
院
を
は
じ
め
、
京
都
で
演
奏
家
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
、
山
口
と
特
に
関
わ
り
の
深
か

っ
た
と
さ
れ
る
人
物
に
つ
い
て
挙
げ
て
い
く
。 

ま
ず
、
盲
唖
院
で
明
治
十
七
年
（
１
８
８
４
）
よ
り
、
弦
歌
の
指
導
を
受
け
も
ち
、
盲
唖
院
が
、
財
政

困
難
と
な
っ
た
明
治
二
十
二
年
（
１
８
８
９
）
三
月
か
ら
、
音
曲
科
商
議
員
や
協
賛
員
と
し
て
、
財
政
復

興
に
協
力
し
て
い
た
「
田
中
き
ぬ
」
を
取
り
上
げ
る
。 

ま
た
、
山
口
と
同
じ
年
に
入
学
し
た
「
渡
辺
正
太
郎
（
正
之
）
」
と
、
盲
唖
院
出
身
の
「
中
石
芳
次
郎

（
芳
斎
）
」「
江
良
千
代
」
の
三
人
を
取
り
上
げ
、
こ
の
三
人
は
、
い
ず
れ
も
山
口
と
同
じ
く
古
川
瀧
斎
の

弟
子
で
あ
る
。 

 

➀ 

田
中
き
ぬ 

 

生
ま
れ
は
不
明
だ
が
、
大
正
六
年
（
１
９
１
７
）
七
月
十
六
日
に
逝
去
し
、
墓
所
は
黒
谷
の
実
報
寺
で

あ
る
。
祇
園
甲
部
の
地
歌
の
師
匠
で
あ
っ
た
「
守
山
検
校
（
中
井
検
校
）
」
の
弟
子
で
あ
り
、
祇
園
に
妓

籍
が
あ
っ
た
。
「
幾
山
検
校
」
に
も
習
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
歌
も
の
や
繁
太
夫
が
得
意
で
あ
り
、

歌
の
節
で
は
並
ぶ
も
の
は
い
な
い
と
い
わ
れ
た
人
で
あ
る
。 

明
治
十
七
年
（
１
８
８
４
）
に
は
、
盲
唖
院
に
嘱
託
と
な
り
、
弦
歌
教
育
を
担
当
し
、
明
治
二
十
二
年

（
１
８
８
９
）
三
月
、
盲
唖
院
の
財
政
貧
窮
と
な
っ
た
際
に
、
音
曲
科
商
議
員
や
協
賛
員
と
し
て
盲
唖
院

の
財
政
復
興
の
た
め
に
従
事
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
明
治
三
十
五
年
頃
に
は
古
川
瀧
斎
、
田
中
き
ぬ
、

山
口
巌
の
こ
の
三
人
が
中
心
と
な
り
、
音
曲
科
の
教
育
に
献
身
し
て
い
た
。 

 

➁ 

古
川
（
検
校
）
瀧
斎
の
弟
子
、
渡
辺
正
太
郎
（
正
之
） 

 

渡
辺
正
之
は
、
明
治
五
年
（
１
８
７
２
）
一
月
に
、
醍
醐
屋
兵
衛
の
一
人
息
子
と
し
て
生
ま
れ
、
三
歳

で
失
明
し
た
が
、
家
庭
的
に
も
経
済
的
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
。
渡
辺
は
、
三
絃
は
母
よ
り
学
び
、
京
地
歌

や
、
浄
瑠
璃
を
好
ん
で
い
た
。
十
一
歳
の
と
き
に
、
山
口
と
同
学
年
と
し
て
、
盲
唖
院
に
初
め
て
音
曲
科

が
設
け
ら
れ
た
際
に
入
学
し
た
。
端
歌
・
繁
太
夫
は
田
中
き
ぬ
に
習
い
、
明
治
二
十
年
（
１
８
８
７
）
四

月
に
専
修
音
曲
科
第
五
期
を
卒
業
し
た
。 



 

３９ 
 

古
川
の
指
導
で
柳
川
流
三
味
線
を
修
行
し
、
明
治
二
十
八
年
（
１
８
９
５
）
に
は
、
箏
曲
の
秘
伝
を
許

さ
れ
、
同
三
十
八
年
（
１
９
０
５
）
に
は
、
柳
川
三
味
線
の
奥
義
を
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
同
年
、
当
道
慈

善
会
に
よ
る
階
級
の
授
与
が
行
わ
れ
、
「
衆
分
」
に
な
り
、
明
治
四
十
年
（
１
９
０
７
）
に
は
「
検
校
」

を
受
け
た
。 

大
正
六
年
（
１
９
１
７
）
に
は
、
當
道
慈
善
会
の
理
事
に
な
り
、
大
正
十
一
年
に
創
立
し
た
京
都
當
道

会
の
理
事
を
務
め
た
。
古
川
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
、
山
口
と
同
じ
く
、
盲
唖
院
に
嘱
託
さ
れ
、
大
正
三

年
（
１
９
１
４
）
に
助
教
諭
、
同
十
二
年
（
１
９
２
３
）
に
教
諭
と
な
り
、
二
十
四
年
間
母
校
盲
唖
院
で

の
音
曲
教
育
を
努
め
た
。
１ 

渡
辺
は
、
箏
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
く
、
三
味
線
の
妙
手
と
い
わ
れ
て
い

る
。
『
盲
啞
人
物
伝
』
２ 

に
は
渡
辺
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

卒
業
後
も
古
川
教
諭
に
か
あ
い
が
ら
れ
、
諸
種
の
會
に
は
い
つ
も
連
れ
ら
れ
、
そ
の
都
度
立
派

に
ひ
き
終
る
の
で
、
師
匠
の
自
慢
す
る
所
と
な
り
、
十
九
歳
で
盛
大
な
床
開
き
の
會
を
開
く
。
そ

の
頃
か
ら
、
や
う
や
く
人
の
注
目
す
る
所
と
な
り
、
幾
山
検
校
か
ら
も
養
子
に
と
の
懇
望
も
あ
つ

た
が
、
一
人
む
す
こ
で
あ
る
か
ら
と
斷
る
。 

 

こ
の
記
録
か
ら
、
渡
辺
は
、
師
の
古
川
を
は
じ
め
、
京
都
盲
唖
院
の
教
師
で
あ
っ
た
幾
山
検
校
か
ら
も

養
子
の
要
望
が
あ
る
ほ
ど
、
技
術
の
優
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

昭
和
二
年
（
１
９
２
７
）
に
は
、
京
都
を
代
表
す
る
演
奏
家
と
し
て
、
東
京
放
送
局
よ
り
招
か
れ
演
奏

を
行
っ
た
。
昭
和
六
年
（
１
９
３
１
）
二
月
に
没
し
、
京
都
祇
園
花
見
小
路
の
自
宅
で
病
歿
、
六
十
歳
で

あ
っ
た
。
墓
所
は
黒
谷
山
内
で
あ
る
。 

 

➂ 

中
石
芳
次
郎
（
芳
斎
）
と
江
良
千
代
（
千
代
子
） 

 
 

中
石
芳
次
郎
は
、
慶
応
三
年
（
１
８
６
７
）
八
月
に
生
ま
れ
、
昭
和
七
年
（
１
９
３
２
）
八
月
二
十
八

日
に
逝
去
し
た
。
中
石
の
墓
所
は
不
明
で
あ
る
。 

山
口
と
同
じ
く
盲
唖
院
出
身
で
、
古
川
瀧
斎
の
指
導
で
、
柳
川
流
三
味
線
を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
後
も
柳

川
流
社
三
味
線
組
歌
を
伝
承
し
て
い
た
。
当
道
慈
善
会
の
階
級
に
お
い
て
、
明
治
四
十
一
年
（
１
９
０
８
）

に
、
検
校
に
登
官
し
、
大
正
六
年
（
１
９
１
７
）
に
は
理
事
と
な
っ
た
。
胡
弓
が
巧
み
で
あ
っ
た
。 

                                        

         

 

１ 

村
上
久
吉
『
盲
唖
人
物
伝
』 

大
空
社 

昭
和
六
十
三
年
（
１
９
８
８
）（
２４１
頁
） 

２ 

村
上
久
吉
『
盲
唖
人
物
伝
』 

大
空
社 

昭
和
六
十
三
年
（
１
９
８
８
）（
２４１
頁
） 



 

４０ 
 

江
良
千
代
は
、
明
治
七
年
（
１
８
７
４
）
に
生
ま
れ
、
盲
唖
院
卒
業
後
も
古
川
瀧
斎
に
師
事
し
て
い
た
。

ま
た
、
盲
唖
院
の
教
授
も
務
め
、
昭
和
十
九
年
十
月
五
日
に
逝
去
す
る
。 

三
味
線
の
撥
は
、
細
撥
の
人
々
か
ら
非
難
さ
れ
な
が
ら
も
、
生
涯
、
太
撥
を
使
い
続
け
、
そ
の
演
奏
は

美
声
か
つ
、
妙
技
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
江
良
千
代
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
は
少
な
い
が
、
中
石
、
江

良
は
山
口
と
同
様
に
京
都
盲
唖
院
出
身
で
あ
り
、
古
川
瀧
斎
の
門
人
と
し
て
、
柳
川
流
三
味
線
の
修
行
と

と
も
に
、
そ
の
技
を
伝
承
し
た
。 

第
三
章
第
二
節
（
一
）
京
都
盲
唖
院
時
代
の
演
奏
活
動
で
取
り
上
げ
た
が
、
山
口
の
京
都
盲
唖
院
時
代

の
演
奏
記
録
に
は
、
こ
こ
で
述
べ
た
渡
辺
正
太
郎
、
中
石
芳
次
郎
、
江
良
千
代
と
の
演
奏
の
機
会
も
多
く

み
ら
れ
た
。
こ
の
演
奏
活
動
の
記
録
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
第
二
節
（
一
）
京
都
盲
唖
院
時
代
の

演
奏
活
動
で
後
述
す
る
。 

  

 
 



 

４１ 
 

（
五
）
東
京
音
楽
学
校
時
代
に
同
時
期
で
活
躍
し
た
人
物 

 

こ
こ
で
は
山
口
巌
が
東
京
音
楽
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
頃
、
同
じ
職
に
就
き
、
活
躍
し
て
い
た
生

田
流
箏
曲
の
松
阪
春
栄
と
、
東
京
音
楽
学
校
時
代
に
山
田
流
の
箏
曲
科
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
、
今
井
慶

松
を
取
り
上
げ
る
。 

 

➀ 

松
阪
春
栄 

 

安
政
元
年
（
１
８
５
４
）
一
月
八
日
に
京
都
市
下
京
区
四
条
通
烏
丸
東
入
る
長
刀
鉾
町
で
、
角
谷
筆
を

商
う
香
林
堂
十
二
代
目
山
中
藤
兵
衛
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
六
歳
の
時
天
然
痘
の
た
め
失
明
し
た
。 

大
正
九
年
（
１
９
２
０
）
四
月
二
日
に
享
年
六
十
七
歳
で
逝
去
し
、
墓
所
は
黒
谷
山
内
永
運
院
で
あ
る
。

都
名
は
「
春
栄
一
」
で
、
本
名
は
「
山
中
信
次
郎
」
で
あ
る
。
松
阪
の
姓
は
、
師
で
あ
る
二
世
松
崎
検
校

（
孝
謙
一
）
よ
り
授
か
っ
た
も
の
と
い
う
。
門
人
は
、
井
上
福
栄
、
津
田
青
寛
な
ど
で
あ
り
、
多
く
の
門

人
を
養
成
し
た
そ
う
で
あ
る
。
１ 

明
治
十
四
年
（
１
８
８
１
）
、
盲
唖
院
の
音
曲
教
育
の
顧
問
と
な
り
、
そ
の
後
、
明
治
四
十
四
年
（
１

９
１
１
）
～
大
正
八
年
（
１
９
１
９
）
の
逝
去
す
る
一
年
前
ま
で
、
山
口
と
同
年
に
東
京
音
楽
学
校
の
生

田
流
箏
曲
の
顧
問
と
な
る
。 

京
都
に
生
ま
れ
、
京
都
盲
唖
院
か
ら
東
京
音
楽
学
校
の
生
田
流
箏
曲
顧
問
と
な
る
の
は
、
山
口
巌
と
、

こ
の
松
阪
春
栄
で
あ
る
。
ま
た
教
育
だ
け
で
な
く
、
地
歌
・
箏
曲
の
伝
承
や
保
存
、
普
及
活
動
の
た
め
に

「
琴
優
社
」・「
清
聚
社
」
の
創
立
に
参
加
し
て
い
る
。
明
治
四
十
年
頃
よ
り
當
道
慈
善
会
の
理
事
を
務
め
、

多
く
の
男
性
盲
人
箏
曲
家
を
送
り
出
し
た
。
こ
の
松
阪
の
尽
力
で
、
地
歌
・
箏
曲
の
発
展
に
大
き
な
成
果

を
あ
げ
た
と
い
え
る
。 

そ
し
て
松
阪
の
も
っ
と
も
大
き
な
業
績
は
、
替
手
手
付
曲
を
は
じ
め
多
く
の
楽
曲
を
残
し
、
そ
の
作
品

は
現
在
に
も
受
け
継
が
れ
、
多
く
演
奏
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
松
阪
の
楽
曲
と
手
付
作
品
は
以
下
の

よ
う
に
あ
る
。
２ 

 
 

                                        

         

 

１ 

津
田
道
子
著 

『
京
都
の
響
き 

柳
川
三
味
線
』
京
都
當
道
会
叢
書Ⅰ

 

京
都
當
道
会 

平
成
十
年
（
１
９
９
８
） 

(

２９９
頁)

 

２ 

津
田
道
子
著 

『
京
都
の
響
き 

柳
川
三
味
線
』
京
都
當
道
会
叢
書Ⅰ

 

京
都
當
道
会 

平
成
十
年
（
１
９
９
８
） 

(

２９８
～
２９９
頁)

参
考 

 



 

４２ 
 

・
吉
沢
検
校
作
曲
の
楽
曲
へ
の
手
付
（
古
今
組
） 

 

《
春
の
曲
》
（
手
事
・
替
手
）、《
夏
の
曲
》
（
手
事
・
替
手
）、《
秋
の
曲
》
（
手
事
・
替
手
） 

《
冬
の
曲
》
（
手
事
・
替
手
）、《
千
鳥
の
曲
》
（
手
事
・
替
手
） 

 

・
西
山
徳
茂
都
作
曲
の
楽
曲
へ
の
手
付 

《
秋
の
言
の
葉
》
（
後
歌
補
作
） 

 

・
高
野
茂
作
曲
の
楽
曲
へ
の
手
付 

《
大
内
山
》
（
手
事
及
後
歌
の
合
の
手
を
補
作
） 

 

・
松
阪
春
栄
作
曲 

 

以
下
の
楽
曲
で
（ 

 

）
内
は
作
曲
年
で
あ
る
が
、
作
曲
年
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
楽
曲
も
含
む
。 

《
雪
達
磨
》《
楓
の
花
》（
明
治
二
十
六
年
）
、《
春
の
栄
》（
明
治
三
十
七
年
）
、《
還
る
春
》（
大
正
二
年
）
、

《
扇
の
夢
》
（
大
正
三
年
）、
《
若
緑
》
（
大
正
四
年
） 

《
杣
山
》
、
《
墨
絵
の
芦
》 

《
墨
絵
の
芦
》
は
津
田
青
寛
の
箏
手
付
で
あ
る
。 

 

➁ 

今
井
慶
松
（
新
太
郎
） 

 

今
井
慶
松
は
、
山
田
流
箏
曲
の
演
奏
家
で
あ
り
、
山
口
と
同
時
期
に
、
東
京
音
楽
学
校
で
山
田
流
箏
曲

の
約
三
十
年
教
授
を
務
め
て
い
た
人
物
で
あ
る
。 

明
治
四
年
（
１
８
７
１
）
三
月
二
十
五
日
に
横
浜
市
境
町
一
丁
目
で
生
ま
れ
、
四
歳
で
失
明
、
八
歳
で

箏
曲
の
師
範
で
あ
る
渥
美
千
代
春
に
師
事
し
、
箏
曲
を
学
ん
だ
。
十
五
歳
の
と
き
東
京
に
出
て
、
三
世
山

勢
松
韻
に
弟
子
入
り
し
、
修
行
を
積
ん
だ
。
上
達
も
早
く
、
十
七
歳
で
師
よ
り
「
慶
松
」
の
名
を
与
え
ら

れ
た
。 

明
治
三
十
一
年
（
１
８
９
８
）
年
よ
り
東
京
音
楽
学
校
の
助
教
授
と
な
り
、
ま
た
女
子
学
習
院
の
教
授
、

日
本
女
子
大
学
の
講
師
も
兼
ね
な
が
ら
箏
曲
の
教
授
に
従
事
し
て
い
た
。
日
本
三
曲
協
会
や
、
山
田
流
箏

曲
協
会
の
会
長
を
務
め
、
昭
和
十
七
年
（
１
９
４
２
）
七
月
に
は
、
邦
楽
界
で
初
め
て
の
帝
国
芸
術
院
会

員
と
な
っ
た
。 

ま
た
作
曲
で
は
、
多
く
の
曲
を
残
し
て
お
り
、《
野
辺
の
春
》《
旅
順
閉
塞
隊
》《
四
季
の
調
》《
大
和
心
》



 

４３ 
 

《
平
和
の
光
》
《
隅
田
川
》
《
水
新
さ
ら
し
》
《
鶴
寿
千
歳
》
な
ど
が
あ
る
。 

随
筆
も
よ
く
行
い
、
自
伝
に
『
松
の
吹
き
寄
』
と
い
う
本
を
の
こ
し
て
い
る
。
昭
和
二
十
二
年
（
１
９

４
７
）
七
月
二
十
一
日
に
東
京
で
逝
去
し
た
。 

山
口
の
楽
曲
に
《
御
代
万
歳
》
と
い
う
曲
が
あ
る
が
、
こ
の
曲
は
今
井
の
楽
曲
に
も
同
じ
曲
名
で
残
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
正
四
年
（
１
９
１
５
）
十
二
月
二
十
三
日
、
奏
楽
堂
に
お
い
て
、
大
正
天
皇
即
位

礼
を
祝
い
、【
御
大
礼
奉
祝
音
楽
演
奏
会
】
が
開
催
さ
れ
た
際
に
、《
御
代
万
歳
》
と
い
う
曲
を
、
同
じ
歌

詞
で
、
山
田
流
と
生
田
流
と
そ
れ
ぞ
れ
で
作
曲
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
同
じ
く
、
山
口
と
と
も
に
、
東
京

音
楽
学
校
で
、
同
じ
歌
詞
に
手
付
を
し
た
作
品
は
昭
和
三
年
（
１
９
２
８
）
に
作
曲
さ
れ
た
《
聖
の
御
代
》

と
い
う
曲
で
あ
る
。
こ
の
《
御
代
万
歳
》
と
《
聖
の
御
代
》
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
３ 

さ
ら
に
、
《
御
代
万
歳
》
の
ほ
か
に
も
、
今
井
の
作
品
に
は
、
皇
室
関
係
の
慶
事
記
念
の
作
曲
作
品
が

多
い
。
大
正
十
三
年
（
１
９
２
４
）
、
皇
太
子
ご
成
婚
の
時
、
《
長
久
の
春
》
を
作
曲
し
た
。 

大
正
四
年
（
１
９
１
５
）
に
は
、
《
御
代
の
脈
》
《
御
代
の
栄
》
、
同
年
の
《
御
代
の
寿
》
は
、
大
正
天

皇
の
銀
婚
式
の
際
の
奉
祝
曲
、
同
年
皇
孫
照
宮
誕
生
に
際
し
、《
御
生
れ
の
喜
び
》
を
作
曲
し
た
。
ま
た
、

昭
和
三
年
（
１
９
２
８
）
の
即
位
大
典
の
際
、《
十
正
の
松
》
、
昭
和
八
年
皇
太
子
誕
生
の
際
に
《
百
嗣
の

御
子
》
を
作
曲
し
、
皇
室
に
関
わ
る
多
く
の
慶
事
を
祝
う
曲
を
作
曲
し
て
い
る
。 

今
井
が
東
京
音
楽
学
校
に
勤
め
て
い
た
頃
、
同
校
で
は
、
箏
曲
の
楽
譜
に
つ
い
て
の
調
査
や
作
譜
な
ど

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
井
の
演
奏
を
、
当
時
講
師
で
あ
っ
た
村
井
松
泉
が
作
譜
し
た
山
田
流
初
の

弦
名
譜
は
『
箏
の
か
が
み
』
で
あ
る
。
今
井
は
、
山
口
よ
り
先
に
、
東
京
音
楽
学
校
の
箏
曲
の
教
授
を
務

め
て
い
た
が
、
山
口
が
は
じ
め
て
の
生
田
流
の
講
師
と
し
て
、
同
学
校
に
任
命
さ
れ
た
の
ち
に
は
、
山
田

流
と
生
田
流
で
互
い
に
活
躍
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
箏
曲
の
普
及
活
動
の
先
駆
者
と
し
て
、
関
わ
り
が
深
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

                                        

         

 

３ 

第
四
章
第
三
節 

東
京
音
楽
学
校
に
関
連
す
る
作
曲
に
つ
い
て
《
御
代
万
歳
》《
聖
の
御
代
》 



 

４４ 
 

第
四
節 

国
へ
の
貢
献
の
記
録 

 

➀ 

「
第
四
回
国
内
勧
業
博
覧
会
」
の
審
査
第
一
部
品
評
人
に
選
出
さ
れ
た
際
の
書
状 

 

以
下
の
書
状
は
、
明
治
二
十
八
年
（
１
８
９
５
）
、
六
月
三
日
に
第
四
回
国
内
勧
業
博
覧
会
審
査
第
一

部
品
評
人
に
選
出
さ
れ
た
際
の
書
状
で
あ
る
。
４ 

 

写
真 

６ 

第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
第
一
品
評
人
に
命
じ
ら
れ
た
際
の
書
状 

（
京
都
府
立
盲
学
校 

岸
博
実
氏
所
蔵
の
個
人
資
料
よ
り
） 

 

 

➀ 

大
礼
記
念
国
産
振
興
東
京
博
覧
会
で
審
査
を
委
嘱
し
た
際
の
記
録 

 

昭
和
三
年
に
開
催
さ
れ
た
「
大
礼
記
念
国
産
振
興
東
京
博
覧
会
」
は
、
今
上
陛
下
御
即
位
の
大
礼
を
記

念
し
、
国
産
の
飲
食
品
工
業
を
は
じ
め
、
紡
繊
、
化
学
、
機
械
、
電
気
、
一
般
製
作
工
業
の
発
達
の
振
興

を
図
り
、
そ
の
現
況
を
展
示
し
て
、
普
及
し
発
展
さ
せ
る
と
い
う
目
的
で
行
わ
れ
た
博
覧
会
で
あ
る
。 

山
口
は
こ
の
博
覧
会
に
お
い
て
、
審
査
総
長
工
学
博
士
子
爵
大
河
内
正
敏
よ
り
、
審
査
を
委
嘱
さ
れ
て
い

る
。 

 
 
 

 

そ
の
と
き
の
記
録
が
『
大
禮
記
念
國
産
振
興
東
京
博
覽
會
審
査
報
告
』 

大
礼
記
念
国
際
振
興
東
京
博

覧
会 

昭
和
四
年
（
１
９
２
９
）
に
以
下
の
よ
う
に
残
っ
て
い
る
。
５ 

 
 

                                        

         

 

４ 

資
料
編 

第
一
部 

資
料
番
号
㉑ 

１
．
明
治
二
十
八
年
〔
第
四
回
内
國
勧
業
博
覽
会
の
記
録
〕 

５ 
 

国
際
振
興
東
京
博
覧
会
編
『
大
禮
記
念
國
産
振
興
東
京
博
覽
會
審
査
報
告
』 

大
礼
記
念
国
際
振
興
東
京
博
覧
会 

昭
和

四
年
（
１
９
２
９
） 

附
録 

審
査
職
員
分
掌
表
（
９
頁
） 

 
 

京
都
市
盲
唖
院
助
教
員 

山
口
菊
次
郎 

審
査
第
一
部
品
評
人
ヲ
命
ズ 

明
治
廿
八
年
六
月
三
日 

第
四
回
国
内
勧
業
博
覧
會
事
務
局 

 



 

４５ 
 

（
官
）
は
審
査
官
、
（
委
）
は
審
査
委
員
、
（
補
）
は
審
査
補
助
、
（
報
）
は
報
告
員
６ 

 

 

 
 

  
 

                                        

         

 

６ 

国
際
振
興
東
京
博
覧
会
編
『
大
禮
記
念
國
産
振
興
東
京
博
覽
會
審
査
報
告
』 

大
礼
記
念
国
際
振
興
東
京
博
覧
会 

昭
和

四
年
（
１
９
２
９
） 

附
録 

審
査
職
員
分
掌
表
（
１
頁
）
参
考 

第
五
五
類 
樂
器
、
蓄
音
器 

（
官
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷
安
正 

（
官
）
従
六
位
工
學
博
士
（
東
京
帝
大
工
學
部
助
教
授
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

隈
部
一
雄 

 

（
官
）
正
六
位
（
資
源
局
技
師
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
澤
威
雄 

（
報
、
官
）
従
五
位
（
商
工
技
師
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀
口
益
孝 

（
主
、
委
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
邊
尚
雄 

（
補
）
中
尾
都
山 

 

（
補
）
荒
木
古
童 

（
補
）
杵
屋
佐
吉 

 

（
補
）
望
月
長
之
助 

（
補
）
福
原
百
之
助 

（
補
）
山
口
巌 

（
補
）
多 

忠
亮 

 

（
補
）
中
村
數
之
輔 

（
補
）
豊
澤
猿
之
助 

（
補
）
萩
原
松
韻 

  

写
真 

７ 

大
礼
記
念
国
産
振
興
東
京
博
覧
会
審
査
補
助
委
嘱
の
際
の
書
状 

（
京
都
府
立
盲
学
校 

岸
博
実
氏
所
蔵
の
資
料
よ
り
） 

 

 

山
口
巖 

殿 

 

大
禮
記
念
國
産
振
興
東
京 

博
覧
會
審
査
補
助
ヲ
委
嘱
ス 

 

昭
和
三
年
四
月
二
十
日 

大
禮
記
念
國
産
振
興
東
京
博
覧
會 

審
査
總
長
工
學
博
士
子
爵
大
河
内
正
敏 



 

４６ 
 

➁ 
大
礼
記
念
国
産
振
興
東
京
博
覧
会
の
入
場
に
関
す
る
書
状 

 

 

➂ 

大
礼
記
念
国
産
振
興
東
京
博
覧
会
か
ら
謝
状
の
手
紙
の
記
録 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写
真 

８ 
大
礼
記
念
国
産
振
興
東
京
博
覧
会
の
際
の
入
場
に
関
す
る
書
状 

（
京
都
府
立
盲
学
校 

岸
博
実
氏
所
蔵
の
資
料
よ
り
） 

 

 

謹
啓
御
清
榮
奉
賀
候
陳
者
當
博
覧
會
出
品
審
査
ニ
関
ス
ル
御
援
助
方
御
依
頼 

申
上
候
ニ
就
テ
ハ
御
多
忙
中
誠
ニ
乍
恐
縮
來
ル
二
十
三
日
午
後
一
時
ヨ
リ
當 

博
事
務
館
側
迎
賓
館
（
舊
自
治
館
）
迄
御
足
勞
煩
ワ
シ
度
此
段
願
上
候 

尚
別
封
辭
令
及
入
場
徽
章
御
送
附
申
上
候 

 

敬
具 

 

昭
和
三
年
四
月
十
九
日 

大
禮
記
念
國
産
振
興
東
京
博
覧
會 

審
査
第
四
部
第
五
十
五
類
主
任
審
査
官 

山
口
巖
殿 

 

写
真 

９ 

大
礼
記
念
国
産
振
興
博
覧
会
か
ら
の
謝
状 

（
京
都
府
立
盲
学
校 

岸
博
実
氏
所
蔵
の
資
料
よ
り
） 

 

謹
啓
當
博
覽
會
審
査
ニ
ツ
キ
テ
ハ
公
務
御
繁
多
中
多
大
ノ 

御
厚
配
ヲ
辱
フ
シ
候
段
奉
深
謝
候 

就
テ
ハ
同
封
郵
券
甚
ダ
些
少
ニ
テ
恐
縮
至
極
ニ
御
座
候
得 

共
記
念
品
代
ト
シ
テ
贈
呈
仕
候
間
何
卒
御
受
納
被
下
度
此 

段
略
儀
以
書
中
御
禮
旁
ニ
御
通
知
中
上
候 

 

敬
具 

六
月
二
十
日 

大
禮
記
念
國
産
振
興
東
京
博
覽
會 

山
口
巖
殿 

 



 

４７ 
 

➂ 
日
露
戦
争
の
死
没
者
の
た
め
に
臨
時
招
魂
祭
が
行
わ
れ
た
際
に
、
余
興
と
し
て
音
曲
の
奉
納
演
奏
し
、

謝
状
を
受
け
た
際
の
記
録 

 
 

写
真 

１
０ 

日
露
戦
争 

臨
時
招
魂
祭
音
曲
奉
納
の
際
の
謝
状 

（
京
都
府
立
盲
学
校 
岸
博
実
氏
所
蔵
の
資
料
よ
り
） 

 

謝
状 

 

今
回
日
露
戰
役
死
没
者 

臨
時
招
魂
祭
施
行
ニ
當
リ 

餘
興
ト
シ
テ
音
曲
奉
納
ノ 

芳
志
ヲ
謝
ス 

 

明
治
三
十
九
年
一
月
三
十
日 

伏
見
衛
戍
臨
時
招
魂
祭
餘
興
委
員 

陸
軍
歩
兵
少
佐
従
六
位
勲
五
等 

木
村
直
孝 

山
口
巖
殿 

 



 

４８ 
 

第
二
章 
山
口
巌
の
業
績 

 

 

山
口
は
、
生
涯
を
か
け
て
、
箏
曲
界
の
歴
史
に
残
る
業
績
を
あ
げ
て
い
る
。
演
奏
家
と
し
て
、
そ
の
実

力
を
発
揮
す
る
だ
け
で
な
く
、
箏
曲
に
関
す
る
一
つ
一
つ
の
こ
と
に
対
し
て
、
熱
心
に
取
り
組
み
、
熟
考

を
重
ね
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
、
大
き
な
業
績
を
残
す
こ
と
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。 

 

第
一
節 

箏
の
巾
柱
に
つ
い
て 

  

山
口
は
、
箏
曲
界
の
現
在
に
は
欠
か
せ
な
い
箏
柱
の
一
つ
で
あ
る
「
蕗
柱
（
ふ
き
じ
）」
を
発
明
し
た
。

蕗
柱
は
現
在
で
い
う
巾
柱
の
こ
と
で
あ
り
、
現
在
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
巾
柱
は
、
箏
で
演
奏
者
か
ら

み
て
、
一
番
手
前
の
糸
に
か
け
る
柱
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
箏
の
面
と
そ
の
側
面
に
対
す
る
よ
う
に
柱

を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
他
の
糸
に
使
用
す
る
箏
柱
に
比
べ
て
、
箏
の
表
面
に
面
す
る
部
分
が

他
の
柱
と
異
な
っ
た
作
り
と
な
っ
て
い
る
。
作
り
が
異
な
る
の
は
、
箏
の
柱
と
、
箏
の
表
面
が
触
れ
る
部

分
で
あ
る
。 

一
般
に
使
用
す
る
柱
は
箏
に
面
す
る
部
分
が
、
ふ
た
つ
の
足
に
分
か
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
糸
側

と
箏
に
面
す
る
部
分
を
支
え
て
い
る
。
巾
柱
は
、
こ
の
足
の
部
分
の
片
方
が
、
さ
ら
に
分
か
れ
て
お
り
、

こ
の
部
分
で
、
箏
の
表
面
と
、
箏
手
前
側
の
磯
の
ふ
た
つ
の
部
分
が
支
え
ら
れ
る
よ
う
作
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
巾
の
糸
を
弾
く
際
に
箏
柱
が
安
定
す
る
こ
と
と
、
巾
を
弾
い
た
時
の
音
色
と
、
他
の
糸
を
弾
い

た
時
の
音
色
を
で
き
る
だ
け
均
一
に
す
る
た
め
に
工
夫
し
、
改
良
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

現
在
、
巾
柱
は
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
山
口
の
画
期
的
な
発
明
が
現
在
に
活
か
さ
れ
て

い
る
と
い
う
の
は
、
箏
曲
界
に
と
っ
て
価
値
あ
る
業
績
と
い
え
る
。 

 

こ
の
蕗
柱
は
、
写
真
１
２
に
あ
る
よ
う
に
、
大
正
九
年
（
１
９
２
０
）
三
月
三
十
一
日
に
特
許
第
三
六

〇
六
一
号
を
も
っ
て
、
特
許
局
に
登
録
し
、
そ
の
証
明
書
を
受
け
て
い
る
。 

ま
た
、
『
三
曲
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
博
信
堂
の
広
告
欄
に
、
蕗
柱
に
つ
い
て
の
説
明
と
、
定
価
表

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
図
５
） 

 

図
５
の
博
信
堂
の
広
告
欄
に
は
、
こ
の
巾
柱
に
つ
い
て
、
「
五 

演
奏
中
一
の
柱
巾
の
柱
は
倒
る
ゝ
事

な
し
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
現
在
、
こ
の
巾
柱
は
、
巾
の
糸
の
み
の
使
用
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
こ
の

当
時
は
、
一
の
柱
に
も
巾
の
柱
を
使
用
し
、
活
用
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

 
 



 

４９ 
 

写
真 
１
１ 

蕗
柱
で
特
許
を
取
っ
た
際
の
特
許
証 

 

 

 

 
 

（
『
檢
校
山
口
巖
師 

五
十
回
忌
に
あ
た
り
』
よ
り
） 

 

第
三
六
〇
六
一
號 

特
許
證 

東
京
市
麹
町
區
三
番
町
十
番
地 

 

山
口
菊
次
郎 

發
明
者 

同 

右 

一
發
明
ノ
名
稱
蕗
柱 

前
記
發
明
ハ
特
許
局
審
査
官
ニ
於
テ
特
許
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
査
定
シ
タ
リ 

仍
テ
特
許
原
簿
ニ
登
録
シ
茲
ニ
本
證
ヲ
下
付
ス
ル
モ
ノ
也 

 

大
正
九
年
三
月
三
十
一
日
特
許
局
長
中
井
勴
作 

特
許
第
三
六
〇
六
一
號 

大
正
十
三
年
七
月
一
六
日
申
請
書
受
付
第
六
八
一
九
號 

大
正
十
三
年
七
月
一
六
日
登
録
回
復
□ 

 



 

５０ 
 

図 

５ 
『
三
曲
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
博
信
堂
の
広
告
ペ
ー
ジ
の
蕗
柱
の
宣
伝
と
定
価
表 

 

 

写
真 

１
２ 

蕗
柱
の
写
真
７ 

 

                                         

         

 

７ 

伊
藤
志
野
氏
所
有
の
巾
柱
（
平
成
二
十
六
年
（
２
０
１
４
）
九
月
三
十
日 

撮
影
） 

（
『
三
曲
』
大
正
十
五
年
四
月
（
第
四
十
九
号
） 

表
紙
広
告
「
博
信
堂
の
箏こ

と

の
譜ふ

」
よ
り
） 

 

蕗
柱 

専
賣
特
許 

第
三
六
〇
六
一
號 

 

一 

一
の
柱
、
巾
の
柱
は
眞
正
の
餘
韻
を
残
す 

二 

箏
の
甲
幷
に
磯
に
付
疵
く
事
な
し 

三 

押
手
の
場
合
は
外
ず
る
ゝ
事
な
し 

四 

調
子
の
上
げ
下
げ
は
自
由
自
在 

五 

演
奏
中
一
の
柱
巾
の
柱
は
倒
る
ゝ
事
な
し 

  

 

伊
藤
志
野
氏
所
有
の
巾
柱
（
蕗
柱
） 

    

仲
渡
柱

同
甲

紫
檀
柱

金
壹
圓
五
十
銭

金
壹
圓
五
十
銭

金
壹
圓

送
料

書
留
代

領
土

象
牙
柱

紅
木

金
貳
銭

金
十
八
銭

金
四
十
五
銭

金
八
圓

金
壹
圓
五
十
銭

表價定



 

５１ 
 

第
二
節 

調
子
笛
の
製
作
に
つ
い
て 

 

山
口
は
、
調
子
笛
の
改
良
を
行
っ
た
こ
と
に
お
い
て
も
、
そ
の
名
を
残
し
て
い
る
。
箏
曲
界
の
検
校
た

ち
が
調
子
笛
と
し
て
古
く
よ
り
用
い
た
の
は
、
一
本
の
細
い
竹
で
、
十
二
律
を
調
べ
る
と
い
う
方
法
を
も

つ
、
「
四
穴
（
し
け
つ
）
」
１ 
で
あ
る
。
こ
の
四
穴
は
一
竹
と
も
い
わ
れ
る
。 

四
穴
は
、
細
い
竹
、
ま
た
は
木
の
小
さ
い
筒
で
、
筒
の
片
方
は
開
い
て
お
り
、
片
方
は
塞
が
っ
て
い
る

作
り
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
形
状
は
筒
形
の
直
径
約
五
分
（
約
一
・
五
ｃｍ
）
、
長
さ
約
二
寸
五
分
（
約
七
・

六
ｃｍ
）
で
あ
る
。 

竹
や
木
の
ほ
か
に
、
象
牙
製
の
も
の
も
あ
る
。
四
穴
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
表
に

三
つ
、
裏
に
一
つ
、
全
部
で
四
つ
の
穴
を
く
り
ぬ
き
、
こ
の
穴
を
指
で
押
さ
え
て
、
そ
の
開
閉
に
よ
っ
て

十
二
律
を
得
る
と
い
う
方
法
が
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。 

音
の
出
し
方
は
、
片
手
で
四
穴
を
持
っ
て
穴
を
塞
ぎ
、
も
う
片
方
の
手
の
指
で
、
四
穴
の
塞
が
っ
て
い

る
方
の
断
面
を
コ
ン
コ
ン
と
叩
い
て
音
を
出
す
方
法
で
あ
る
。
叩
く
際
に
、
爪
を
使
う
か
、
指
を
折
り
曲

げ
て
叩
く
か
、
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。
２ 

検
校
た
ち
は
、
自
作
の
四
穴
を
用
い
て
お
り
、
か
つ
て
の
検
校
た
ち
か
ら
伝
わ
っ
た
四
穴
は
、
調
子
に

狂
い
が
な
く
、
最
も
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
山
口
が
最
初
に
用
い
た
の
は
、
師
の
古
川
検
校
か
ら
譲
り

受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
後
、
山
口
自
身
で
研
究
を
重
ね
、
多
く
の
四
穴
を
作
っ
た
と
い

う
。
３ 

山
口
は
、
調
子
笛
の
材
料
で
あ
る
、
竹
・
朱
檀
・
象
牙
の
な
か
で
、
竹
が
一
番
良
い
と
し
て
、

竹
の
四
穴
を
製
作
し
て
い
た
。 

ま
た
山
口
は
、
調
子
笛
の
製
作
を
人
か
ら
頼
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
、
ひ
と
夏
で
二
十
本
も
の

調
子
笛
を
製
作
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
製
作
に
は
並
々
な
ら
ぬ
苦
労
を
し
、
試
行
錯
誤
を
続
け
な
が
ら
、

製
作
を
続
け
て
い
た
。
四
穴
の
調
子
笛
を
最
も
優
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
山
口
は
、
製
作
に
は
困
難
を

要
す
る
が
、
盲
人
の
大
家
が
よ
く
用
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、
一
般
の
箏
曲
演
奏
家
に
対
し
て
も

普
及
し
、
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
盲
人
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
耳
で
感
じ
取
る
能

力
は
高
く
、
音
を
聞
い
て
細
か
く
調
整
す
る
こ
と
で
、
比
較
的
狂
い
の
な
い
調
子
笛
を
製
作
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

                                        

         

 

１ 
 

平
野
健
次 

上
参
郷
祐
康 

蒲
生
郷
昭
監
修 

『
日
本
音
楽
大
事
典
』 

平
凡
社 

平
成
元
年
（
１
９
８
９
）（
３２８
頁
） 

２ 

渡
辺
浩
風 

『
季
刊
邦
楽
』
二
十
三
号 

“
四
穴
（
盲
人
の
調
律
器
）”
邦
楽
社 

昭
和
五
十
五
年
（
１
９
８
０
） 

３ 

山
口
巌 

『
三
曲
』 

昭
和
二
年
九
月
（
第
六
十
六
号
）
〈
調
子
笛
と
し
て
の
四
穴
〉（
１７
頁
） 



 

５２ 
 

山
口
が
、
代
々
検
校
た
ち
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
調
子
笛
を
検
校
が
使
用
す
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、

一
般
の
人
々
に
も
広
め
る
目
的
を
も
ち
、
苦
難
を
し
な
が
ら
も
、
製
作
に
励
ん
で
い
た
こ
と
は
、
大
き
な

業
績
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
『
三
曲
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
調
子
笛
に
つ
い
て
の
山
口
の
実
際
の
記
事

が
以
下
の
よ
う
に
残
っ
て
い
る
。
４ 

  
 

                                        

         

 

４ 

山
口
巌 

『
三
曲
』 

昭
和
二
年
九
月
（
第
六
十
六
号
）
〈
調
子
笛
と
し
て
の
四
穴
〉（
１６
～
１８
頁
） 

調
子
笛
と
し
て
の
四
穴 

 
 
 
 
 

 

調
子
笛
と
云
ふ
も
の
は
わ
が
國
で
も
余
程
古
く
か
ら
あ
つ
た
も
の
で
、
細
い
竹
や
木
で
作

っ
た
長
短
十
二
本
箱
入
の
も
の
な
ど
樂
人
の
家
に
は
よ
く
傳
つ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
概

ね
笛
と
し
て
の
辨
の
作
用
で
は
な
く
筒
音
そ
の
も
の
が
用
ひ
ら
れ
て
お
つ
た
様
で
す
。 

わ
が
檢
校
法
師
達
の
古
く
よ
り
用
ひ
た
も
の
は
そ
れ
と
は
又
違
ひ
、
た
っ
た
一
本
の
細
い

竹
で
十
二
律
を
調
べ
る
と
云
ふ
方
法
が
あ
つ
て
、
之
を
四
穴
と
云
つ
て
お
り
ま
す
。
細
い
竹

又
は
木
の
小
さ
い
筒
に
四
つ
の
穴
を
穿
つ
て
、
之
の
開
閉
に
よ
つ
て
十
二
律
を
得
る
と
云
ふ

法
が
専
ら
行
は
れ
、
之
も
古
く
よ
り
檢
校
た
ち
の
手
に
な
つ
て
、
既
に
三
橋
檢
校
あ
た
り
の

も
の
も
あ
る
様
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

一
体
調
子
笛
は
近
頃
の
で
は
舶
來
で
は
独
逸
物
が
多
く
、
又
我
國
で
も
金
屬
製
の
も
の
も

種
々
出
來
て
お
り
ま
す
が
其
殆
ん
ど
が
所
謂
笛
と
し
て
の
辨
の
作
用
で
、
又
日
本
在
来
の
六

本
立
三
本
立
な
ど
の
木
で
出
來
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
笛
と
し
て
の
も
の
は
ど
う
し
て
も
温

溫
度
や
濕
度
の
關
係
で
狂
ひ
が
來
て
調
子
笛
と
し
て
基
準
に
す
る
事
の
出
来
ぬ
も
の
が
あ
つ

て
、
概
ね
い
ゝ
加
減
な
十
二
律
と
し
て
通
用
す
る
よ
り
外
に
方
法
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
只
だ

商
品
と
し
て
又
便
利
と
云
ふ
點
か
ら
相
当
世
間
で
用
ひ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
之
を
巖
密
な
る

調
子
か
ら
云
へ
ば
音
叉
が
一
番
で
、
之
に
遽
る
の
が
最
も
よ
ろ
し
い
が
、
然
し
之
も
十
二
本

を
揃
え
る
事
や
、
又
そ
の
完
全
を
得
る
に
は
容
易
で
な
く
、
商
品
と
し
て
も
簡
單
な
も
の
で

は
な
く
、
行
は
れ
難
い
事
情
に
あ
り
ま
す
が
、
茲
に
わ
が
檢
校
た
ち
の
傳
え
て
呉
れ
た
四
穴

は
實
に
そ
の
點
に
至
っ
て
は
製
作
に
相
當
困
難
な
事
も
あ
り
ま
す
が
、
調
子
の
狂
ひ
の
な
い

事
、
又
使
用
に
も
簡
便
で
あ
る
事
等
に
於
て
最
も
優
れ
た
も
の
と
思
ひ
ま
す
。 

私
は
最
初
に
之
を
用
ひ
た
の
は
師
匠
古
川
検
校
に
戴
い
た
も
の
で
、
そ
の
後
は
私
の
手
で

い
ろ
〳
〵
に
研
究
し
て
隨
分
數
も
相
当
に
作
つ
て
見
ま
し
た
。 

昔
し
か
ら
こ
の
四
穴
は
普
通
は
檢
校
法
師
達
の
耳
で
、
丹
念
に
自
分
で
作
っ
た
も
の
で
、

全
く
音
律
の
事
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
小
さ
い
も
の
で
、
作
る
の
に
も
す
べ
て
が
耳
と
の
相
談

で
、
却
て
優
良
な
も
の
も
此
道
の
人
に
よ
っ
て
の
み
出
來
た
訳
で
、
又
之
を
作
る
と
云
ふ
事

も
一
つ
の
技
術
と
な
つ
て
お
つ
た
様
で
す
。 

 



 

５３ 
 

 

私
は
人
に
賴
ま
れ
て
よ
く
作
り
ま
す
が
、
之
を
作
る
と
な
る
と
容
易
な
ら
ぬ
も
の
で
、
一
昨
年
の
夏

は
二
十
本
程
作
り
ま
し
た
、
そ
の
時
に
は
押
入
の
中
に
這
入
っ
て
汗
だ
く
で
や
り
ま
し
た
が
、
ど
う
し

て
も
十
本
か
ゝ
っ
て
ゐ
て
も
最
後
に
三
四
本
か
五
本
も
完
全
と
し
て
得
ら
れ
ゝ
ば
良
い
方
で
せ
う
。
今

年
は
又
之
の
大
き
い
太
い
も
の
を
作
る
つ
も
り
で
十
數
本
の
材
料
を
今
か
ゝ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
何
し

ろ
爪
で
は
ぢ
い
た
響
き
を
以
て
聽
別
す
る
の
で
、
耳
が
凝
っ
て
そ
れ
で
わ
か
ら
ぬ
時
は
拳
固
で
叩
い
て

響
か
す
の
で
す
が
、
此
点
に
行
っ
て
も
材
料
が
象
牙
な
ど
で
し
た
ら
指
が
痛
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
へ
行
く
と
竹
の
方
が
響
き
も
よ
い
し
又
作
る
指
の
痛
み
も
楽
で
す
。 

先
づ
そ
の
形
ち
と
律
の
定
め
と
出
し
方
を
表
示
し
ま
せ
う
。 

      

 

      材
料
は
昔
し
か
ら
竹
、
朱
檀
、
象
牙
、
な
ど
で
す
が
、
朱
檀
は
割
れ
易
く
象
牙
よ
り
も
竹
の
方
が
音
響

よ
く
、
私
は
竹
を
以
て
第
一
と
致
し
ま
す
、
そ
の
長
さ
は
普
通
二
寸
五
分
位
、
形
ち
は
丸
、
圭
角
を
と

っ
た
四
角
、
八
角
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

之
を
作
る
上
の
苦
心
は
隨
分
あ
り
ま
す
が
、
先
づ
順
序
か
ら
云
ふ
と
、
第
一
番
に
筒
音
の
壹
越
を
定

め
ま
す
、
之
は
全
く
そ
の
空
洞
の
空
氣
の
容
積
に
よ
る
事
で
、
勿
論
長
さ
に
も
太
さ
に
も
よ
り
ま
す
が
、

一
方
の
底
は
竹
の
節
を
そ
の
ま
ゝ
使
ふ
と
し
て
、
此
處
を
爪
で
は
ぢ
く
と
か
拳
固
で
叩
く
と
か
し
て
壹

越
を
定
め
ま
す
、
之
は
十
二
律
の
基
標
と
な
る
律
で
す
か
ら
之
に
些
か
の
狂
ひ
が
あ
っ
て
も
い
け
ま
せ

ん
。 

 

そ
れ
が
定
ま
っ
た
ら
次
ぎ
に
三
を
開
け
て
順
八
の
黄
鐘
の
穴
を
あ
け
ま
す
、
そ
れ
か
ら
二
を
明
け

て
順
六
の
双
調
、
こ
の
二
つ
は
十
二
律
の
主
要
部
で
最
も
大
切
で
、
此
三
律
が
確
實
に
出
れ
ば
後
は
割

に
樂
に
行
き
ま
す
、
之
等
は
悉
く
耳
に
よ
っ
て
判
定
し
細
工
し
て
行
く
の
で
す
か
ら
、
そ
こ
に
苦
し
み

が
あ
り
ま
す
、 

〇  
開  閉 



 

５４ 
 

 

 

写
真 

１
３ 

東
京
藝
術
大
学
所
蔵
の
「
四
穴
」 

 

初
め
は
中
々
完
全
が
得
ら
れ
ず
、
物
足
ら
ぬ
と
思
つ
て
は
や
り
過
ぎ
た
り
、
無
駄
な
力
作
を

續
け
る
事
も
あ
り
ま
す
が
之
も
ひ
と
つ
の
耳
の
技
術
で
、
私
は
一
つ
の
趣
味
と
し
て
楽
し
く
作

つ
て
は
調
べ
て
お
り
ま
す
が
、
扨
て
そ
れ
が
中
々
簡
單
に
出
来
る
も
の
で
は
な
く
実
は
苦
作
し

て
お
り
ま
す
。 

こ
の
四
穴
は
調
子
笛
と
し
て
は
私
達
は
最
も
優
れ
た
る
又
比
較
的
完
全
の
も
の
又
狂
は
な
い

も
の
と
思
つ
て
お
り
ま
す
が
、
之
を
作
る
と
云
ふ
上
に
於
て
の
困
難
が
あ
る
の
と
、
又
初
め
之

を
使
ふ
人
が
、
そ
の
響
き
を
聽
き
と
る
に
判
別
に
迷
ふ
た
り
、
馴
れ
な
い
内
は
四
穴
の
調
子
を

と
り
憎
い
と
云
ふ
事
は
あ
り
ま
す
が
、
然
し
現
在
盲
人
大
家
は
多
く
之
を
用
ひ
て
お
る
事
で
あ

る
し
、
そ
れ
ら
を
一
般
に
も
活
か
し
て
有
用
し
た
い
も
の
と
思
つ
て
お
り
ま
す
。 

右
表
に
示
す
通
り
斷
金
だ
け
は
半
開
を
用
ひ
ま
す
か
ら
、
之
は
實
用
上
の
困
難
も
思
ひ
ま
す

が
、
そ
れ
は
耳
に
よ
る
事
で
、
そ
の
他
は
指
の
開
閉
に
よ
っ
て
僅
か
四
穴
の
小
竹
が
十
二
律
の

響
き
を
完
全
に
傳
へ
て
呉
れ
る
の
で
誠
に
有
難
い
と
云
は
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

（
記
者
附
言 

四
穴
は
一
竹
と
も
云
ひ
、
昔
し
か
ら
檢
校
自
作
の
も
の
を
普
通
用
ひ
て
ゐ
た
の
で
一
般
に
は
餘
り

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
、
山
口
師
は
い
ま
五
六
寸
の
長
い
太
い
四
穴
を
も
作
つ
て
お
ら
れ
ま
す
。
成
程
之
な
れ
ば
素

人
が
叩
い
て
も
立
派
に
調
子
は
と
れ
ま
す
、
大
も
小
も
此
秋
に
は
數
本
は
出
来
る
と
思
ひ
ま
す
の
で
記
者
は
希
望

者
へ
は
分
譲
し
て
欲
し
い
旨
を
豫
め
申
入
れ
て
お
き
ま
し
た
、
も
し
強
い
て
御
希
望
の
方
が
あ
っ
た
ら
先
生
に
願

っ
て
あ
げ
ま
す
か
ら
當
社
宛
御
申
出
で
下
さ
い
。
） 

 

四
穴➀

 
 
 
 
 
 

四
穴
➁ 

 

 
 
 
 

 

 

 
 
 

 

 
 
 
 

 

  

上
記
の
写
真
は
、
高
橋
榮
清
氏
よ
り
東
京

藝
術
大
学
に
寄
贈
（
２
０
１
５
年
９
月
）
さ

れ
た
「
四
穴
」
で
あ
る
。 

 

➀
➁
の
四
穴
は
、
ど
ち
ら
も
象
牙
製
で
あ

る
が
、
➁
の
四
穴
は
笹
の
葉
の
蒔
絵
が
入
っ

て
い
る
。 



 

５５ 
 

第
三
節 

点
字
楽
譜
制
作
・
楽
譜
校
閲
に
つ
い
て 

 

視
覚
障
害
者
の
た
め
の
点
字
は
、
文
政
十
二
年
（
１
８
２
９
）
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
盲
人
ル
イ
・
ブ
ラ

イ
ユ
に
よ
っ
て
六
点
式
点
字
が
発
明
さ
れ
た
。
ブ
ラ
イ
ユ
の
点
字
の
発
案
の
も
と
と
な
っ
た
の
は
、
彼
自

身
が
オ
ル
ガ
ン
奏
者
で
あ
り
、
音
楽
教
師
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
点
字
楽
譜
を
得
る
た
め
だ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
ブ
ラ
イ
ユ
発
案
の
点
字
楽
譜
の
シ
ス
テ
ム
や
基
本
的
な
記
号
は
、
万
国
共
通
の
も
の
と
し

て
、
欧
米
や
ア
ジ
ア
諸
国
に
普
及
し
て
い
る
。
ま
た
日
本
に
初
め
て
点
字
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
明
治
十

年
代
で
あ
り
、
明
治
二
十
三
年
（
１
８
９
０
）
に
東
京
盲
学
校
教
諭
の
石
倉
倉
次
が
日
本
の
点
字
を
翻
案

し
、
明
治
二
十
六
年
（
１
８
９
３
）
に
、
東
京
盲
学
校
鍼
按
科
出
身
の
佐
藤
国
蔵
が
、
「
国
民
唱
歌
集
」

（
小
山
作
之
助
編
）
を
点
訳
し
て
い
る
。 

京
都
府
盲
唖
院
時
代
に
お
い
て
、
点
字
楽
譜
の
研
究
や
指
導
を
は
じ
め
た
の
は
、
山
口
巌
で
あ
っ
た
。

山
口
は
、
明
治
四
十
年
頃
、
音
曲
科
の
教
員
で
あ
っ
た
時
代
に
、
点
字
楽
譜
を
考
案
し
て
い
る
。
１ 

山
口
は
、
目
が
見
え
な
い
盲
人
だ
か
ら
こ
そ
、
点
字
楽
譜
の
作
成
を
自
ら
発
案
し
、
音
曲
の
指
導
を
、

口
伝
で
伝
え
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
盲
人
へ
の
音
曲
教
育
の
た
め
、
ま
た
後
世
へ
の
伝
承
の
た
め
に
、
箏

曲
の
楽
曲
を
楽
譜
と
し
て
残
す
こ
と
に
尽
力
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
山
口
が
、
点
字
楽
譜
に
取
り
組

ん
だ
記
録
は
少
な
く
、
点
字
楽
譜
は
残
っ
て
い
な
い
た
め
明
確
で
は
な
い
が
、
当
時
の
箏
・
三
絃
の
教
授

に
役
立
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

明
治
四
十
二
年
（
１
９
０
９
）
に
は
、
日
本
最
初
の
点
字
楽
譜
の
解
説
書
と
し
て
、
「
訓
盲
楽
譜
」
が

発
行
さ
れ
た
。
当
時
東
洋
音
楽
学
校
校
長
と
東
京
盲
学
校
の
講
師
を
兼
任
し
て
い
た
鈴
木
米
次
郎
が
、
点

字
楽
譜
を
紹
介
し
た
外
国
版
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
大
正
八
年
（
１
９
１
９
）
に
、
京
都
府
盲
唖
院
の
音
楽
科
を
卒
業
し
、
点
字
楽
譜
の
研
究
家
で

あ
っ
た
西
村
正
芳
（
本
名
：
常
次
郎
）
は
、
箏
曲
の
古
典
か
ら
、
新
日
本
音
楽
に
至
る
ま
で
約
百
曲
を
ブ

ラ
イ
ユ
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
採
譜
し
た
。
こ
れ
は
「
箏
曲
楽
譜
」（
全
五
巻
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
こ
の
「
箏
曲
楽
譜
」
は
、
京
都
府
立
盲
学
校
に
お
い
て
活
用
さ
れ
、
点
字
楽
譜
の
必
要
性
を
説

き
、
多
く
の
人
々
に
指
導
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
２ 

 

京
都
盲
唖
院
に
お
い
て
、
山
口
の
点
字
楽
譜
の
研
究
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
の
ち
に
箏
曲
や
地
歌
の
点

字
楽
譜
が
多
く
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

                                        

         

 

１ 

盲
聾
教
育
開
学
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
集
部
会
編
『
京
都
府
盲
聾
教
育
百
年
史
』 

同
朋
舎 

昭
和
五
十
三
年

（
１
９
７
８
）
（
２０７
頁
） 

２ 

盲
聾
教
育
開
学
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
集
部
会
編
『
京
都
府
盲
聾
教
育
百
年
史
』 

同
朋
舎 

昭
和
五
十
三
年

（
１
９
７
８
）
（
２０７
頁
） 



 

５６ 
 

山
口
の
点
字
楽
譜
の
製
作
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
新
聞
記
事
が
残
っ
て
い
る
。
記
事
は
、
「
大
正
十

五
年
（
１
９
２
６
）
九
月
九
日
（
木
曜
日
）
讀
賣
新
聞 

第
一
万
七
千
七
百
八
十
二
號
（
十
頁
）
」
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
山
口
一
家
の
ラ
ジ
オ
放
送
時
の
記
録
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。 

記
事
の
見
出
し
に
は
、
「
ま
た
〳
〵
點
字
の
三
味
線
曲
譜
を
山
口
巖
氏
が
考
案
」
と
あ
る
。
以
下
は
、

そ
の
記
事
の
内
容
で
あ
る
。 

 

 
 

 

こ
の
新
聞
記
事
の
見
出
し
、
「
ま
た
〳
〵
點
字
の
三
味
線
曲
譜
を
山
口
巖
氏
が
考
案
」
の
記
事
内
容
に

は
、
盲
人
の
た
め
に
、
大
正
十
四
年
（
１
９
２
５
）
に
英
字
の
箏
曲
楽
譜
を
完
成
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、

同
じ
く
盲
人
の
た
め
に
、
点
字
の
三
味
線
曲
の
楽
譜
を
考
案
中
と
書
か
れ
て
い
る
。 

山
口
が
考
案
し
た
と
い
う
点
字
楽
譜
の
現
物
は
残
っ
て
い
な
い
た
め
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

こ
の
新
聞
記
事
か
ら
、
盲
人
の
た
め
の
点
字
楽
譜
を
考
案
し
た
こ
と
は
、
盲
人
演
奏
家
の
た
め
に
、
大
き

く
貢
献
し
た
と
い
え
る
。 

ま
た
、
山
口
は
点
字
楽
譜
だ
け
で
な
く
、
箏
曲
楽
譜
の
校
閲
者
と
な
り
、
山
口
の
名
が
楽
譜
に
残
っ
て

い
る
も
の
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
箏
曲
の
楽
譜
が
出
版
さ
れ
は
じ
め
た
頃
の
二
大
会
社
で
あ
っ
た
「
家
庭

音
楽
会
」
と
「
博
信
堂
」
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
楽
譜
が
あ
る
。
家
庭
音
楽
会
の
楽
譜
は
、
現
在
も
取
り

扱
い
が
あ
り
、
現
行
の
楽
譜
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
博
信
堂
の
楽
譜
は
、
今
で
は
廃
版
と
な
っ
て

い
る
。
山
口
は
、
こ
の
二
つ
の
楽
譜
出
版
社
の
校
閲
者
と
な
っ
た
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
伊
藤
氏
に
よ
る
と
、
山
口
自
身
が
、
校
閲
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ

今
ば
ん
生
田
流
三
曲
石
橋
を
放
送
す
る
山
口
巖
氏
は
ラ
ヂ
オ
で
は
再
三
御
な
じ
み
の
東
都
生
田

流
界
の
重
鎮
で
あ
り
且
つ
又
生
田
流
古
曲
唯
一
の
手
と
し
て
有
名
な
人
で
あ
る
。
尚
氏
の
隠
れ

た
る
功
績
は
数
年
の
辛
酸
を
嘗
め
て
昨
年
漸
く
盲
人
の
為
に
英
字
の
箏
曲
楽
譜
を
完
成
し
た
事

で
あ
る
氏
の
研
究
的
態
度
に
は
此
世
界
の
人
に
し
て
は
珍
し
く
熱
心
な
も
の
が
あ
つ
て
目
下
は

又
不
安
な
盲
人
の
た
め
の
三
味
線
曲
譜
を
考
案
中
で
あ
る
、
替
手
の
山
口
又
次
も
同
氏
の
令
息

で
之
れ
ま
た
放
送
で
は
お
馴
染
み
の
方
で
あ
る
が
、
同
じ
く
愛
娘
の
琴
栄
さ
ん
（
一
四
）
は
之

れ
が
處
女
放
送
で
、
今
年
番
町
小
学
校
を
卒
業
し
、
今
は
四
歳
の
時
か
ら
手
づ
け
た
巖
氏
直
系

の
道
に
専
心
し
て
ゐ
る
が
此
の
若
い
女
の
身
な
が
ら
既
に
奥
傳
を
極
め
た
天
才
児
で
あ
る
、
六

づ
か
し
い
生
田
本
流
の
古
曲
を
父
巖
氏
の
妙
手
に
合
わ
せ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
は
實
に
美
事
な
こ
と

で
あ
る 

 

写
真 

１
４ 

楽
譜
校
閲
に
関
す
る
契
約
書 

（
『
檢
校
山
口
巖
師 

五
十
回
忌
に
あ
た
り
』

よ
り
） 

 

 

契
約
書 

山
口
ハ
琴
曲
音
譜
刊
行
ニ
□
し 

坂
本
発
行
ノ
音
譜
ニ
校
閲
名 

高
橋
発
行
ノ
音
譜
ニ
演
奏
名 

ヲ
記
載
ス
ル
外
他
ノ
音
譜
ニ
名
義 

ヲ
仕
様
セ
ザ
ル
事
ヲ
契
約
ス 

大
正
六
年
十
二
月
十
日 

但
し
山
口
演
奏
名
音
譜
ニ
ハ
京
都
盲
啞
院
ノ
証

明
ヲ
用
ヒ
校
閲
名
ニ
仕
様
セ
ザ
ル
事 坂

本
五
郎 

高
橋
市
作 

山
口
巖 



 

５７ 
 

と
を
、
山
口
琴
栄
か
ら
伝
え
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
３ 

そ
し
て
、
中
井
猛
の
「
地
唄
採
譜
の
思
い
出
」
に
も
、
地
歌
箏
曲
の
楽
譜
発
行
に
つ
い
て
、
家
庭
音
楽

会
の
楽
譜
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
４ 

 

表
紙
に
は
校
閲
者
の
立
派
な
検
校
方
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
ま
す
、
古
典
は
主
に
京
都
の
山
口

巌
検
校
と
大
阪
の
菊
原
琴
治
検
校
。
明
治
新
曲
は
作
曲
者
に
直
接
依
頼
し
て
い
る
よ
う
で
、
楯
山

検
校
・
菊
原
検
校
・
武
内
検
校
・
菊
武
検
と
錚
々
た
る
お
顔
ぶ
れ
が
そ
ろ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
た

し
か
に
家
庭
の
方
は
依
頼
し
た
の
で
し
ょ
う
が
、
受
け
た
方
は
本
当
に
丁
寧
に
調
べ
た
の
か
ど
う

か
、
こ
れ
は
ど
う
も
疑
問
で
す
。
も
っ
と
も
あ
の
頃
は
、
今
の
よ
う
に
重
箱
の
隅
を
つ
つ
く
よ
う

な
こ
と
を
し
な
く
て
も
、
そ
れ
で
よ
か
っ
た
時
代
で
す
か
ら
、
校
閲
者
の
名
前
も
半
分
は
看
板
の

よ
う
な
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

と
書
か
れ
て
い
る
。 

楽
譜
に
著
名
な
演
奏
家
の
名
前
を
記
載
す
る
こ
と
で
、
出
版
社
や
、
楽
譜
に
箔
を
つ
け
る
と
い
う
意
味

も
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
下
の
契
約
書
に
、
山
口
が
校
閲
者
と
な
っ
た
時
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

                                        

         

 

３ 

伊
藤
志
野
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
話
（
平
成
二
十
七
年
（
２
０
１
５
）
八
月
三
日
） 

４ 

中
井
猛 

『
季
刊
邦
楽 

邦
楽
フ
ァ
ン
』「
地
唄
採
譜
の
思
い
出
（
３５
）」〈
地
歌
箏
曲
の
楽
譜
発
行 

家
庭
音
楽
会
の
古

曲
譜
（
そ
の
四
）〉（
８０
～
８１
頁
） 

契
約
書 

山
口
ハ
琴
曲
音
譜
刊
行
ニ
シ 

坂
本
発
行
ノ
音
譜
ニ
校
閲
名 

高
橋
発
行
ノ
音
譜
ニ
演
奏
名 

ヲ
記
載
ス
ル
他
の
音
譜
ニ
名
義 

ヲ
仕
様
セ
ザ
ル
事
ヲ
契
約
シ 

大
正
六
年
十
二
月
十
日 

但
し
山
口
演
奏
名
音
譜
ニ
ハ
京
都
盲
啞
院
ノ
記

録
ヲ
用
い
校
閲
名
ニ
仕
様
セ
ザ
ン
事 坂

本
五
郎 

高
橋
市
作 

山
口
巖 



 

５８ 
 

家
庭
音
楽
会
の
創
設
者
は
、
坂
本
五
郎
、
博
信
堂
の
創
設
者
は
高
橋
市
作
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
。 

高
橋
市
作
は
、
明
治
十
四
年
（
１
８
８
１
）
に
岐
阜
県
揖
斐
郡
池
田
の
造
り
酒
屋
の
次
男
と
し
て
生
ま

れ
た
。
高
橋
は
、
二
十
歳
で
上
京
し
、
そ
の
後
大
学
を
中
退
し
て
、
神
田
で
古
本
屋
の
店
員
を
し
て
い
る

と
き
に
、
「
西
洋
楽
器
に
は
楽
譜
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
日
本
楽
器
の
箏
に
は
楽
譜
が
無
い
の

だ
ろ
う
」
と
思
い
、
楽
譜
製
作
の
要
望
の
た
め
、
何
度
も
今
井
慶
松
５ 

の
も
と
を
訪
ね
た
そ
う
で
あ
る
。

６ 

そ
の
熱
意
が
伝
わ
り
、
山
田
流
で
は
、
今
井
の
高
弟
で
あ
る
村
田
松
泉
を
作
譜
に
あ
た
ら
せ
た
と
い

う
経
緯
が
あ
る
。 

生
田
流
で
は
、
山
口
巌
に
依
頼
し
、
作
譜
の
方
は
、
前
田
白
秋
が
担
当
し
、
京
都
系
の
楽
曲
か
ら
作
譜

が
行
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
７ 

写
真
１
４
の
契
約
書
の
内
容
に
は
、
博
信
堂
の
楽
譜
刊
行
に
際
し
て
、
坂
本
五
郎
発
行
の
楽
譜
に
校
閲

名
、
高
橋
市
作
発
行
の
楽
譜
に
演
奏
名
を
記
載
す
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
契
約
書
か
ら
、
山
口

巌
と
い
う
名
を
楽
譜
に
掲
載
す
る
と
の
契
約
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

口
伝
で
伝
わ
っ
て
き
た
箏
曲
が
、
楽
譜
に
起
こ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
出
版
さ
れ
は
じ
め
た
頃
の
時
代

に
、
箏
曲
の
な
か
で
も
そ
の
当
時
有
名
で
あ
っ
た
、
楽
譜
出
版
社
に
山
口
の
名
を
記
載
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
山
口
が
東
京
に
お
い
て
、
箏
曲
演
奏
家
と
し
て
そ
れ
だ
け
著
名
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

  
 

                                        

         

 

５ 

今
井
慶
松 

第
一
章
第
三
節
（
五
）
東
京
音
楽
学
校
時
代
に
同
時
期
に
活
躍
し
た
人
物 

６ 

中
井
猛 

『
季
刊
邦
楽 

邦
楽
フ
ァ
ン
』
地
唄
採
譜
の
思
い
出
（
４４
）」〈
地
歌
箏
曲
の
楽
譜
事
情 

博
信
堂
〉（
そ
の
三
）〉

（
１０５
頁
） 

７ 

中
井
猛 

『
季
刊
邦
楽 

邦
楽
フ
ァ
ン
』
地
唄
採
譜
の
思
い
出
（
４４
）」〈
地
歌
箏
曲
の
楽
譜
事
情 

博
信
堂
〉（
そ
の
三
）〉

（
１０５
頁
） 



 

５９ 
 

第
四
節 

ラ
ジ
オ
放
送
で
の
活
躍 

  

日
本
の
ラ
ジ
オ
開
設
は
、
大
正
十
四
年
（
１
９
２
５
）
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
大
正
九
年
（
１

９
２
０
）
に
ラ
ジ
オ
が
完
成
さ
れ
は
じ
め
て
放
送
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
が
ラ
ジ
オ
放
送
を
開

始
し
た
六
年
後
に
日
本
で
も
放
送
事
業
が
開
始
さ
れ
、
大
正
十
四
年
七
月
十
二
日
に
東
京
放
送
局
に
放
送

を
は
じ
め
た
。
ま
た
、
同
年
七
月
十
五
日
に
名
古
屋
放
送
局
、
同
十
五
年
（
１
９
２
６
）
十
二
月
一
日
に

大
阪
放
送
局
が
相
次
い
で
放
送
を
開
始
し
た
。
し
か
そ
こ
の
と
き
、
各
地
区
の
放
送
局
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の

社
団
法
人
組
織
で
あ
り
、
全
国
の
管
理
の
統
一
を
図
る
た
め
、
同
年
八
月
に
日
本
放
送
協
会
を
創
立
し
、

全
国
に
支
局
を
開
設
後
、
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
全
国
的
に
広
め
た
。
１ 

 

邦
楽
雑
誌
の
『
三
曲
』
に
お
い
て
、
無
電
放
送
彙
報
と
い
う
記
事
が
出
た
の
は
、
第
三
十
六
号
（
大
正

十
四
年
三
月
号
）
か
ら
で
あ
る
。
大
正
十
四
年
三
月
一
日
に
始
ま
っ
た
ラ
ジ
オ
で
の
放
送
で
あ
る
が
、
同

年
の
七
月
十
二
日
か
ら
は
、
芝
区
愛
宕
山
上
の
新
築
放
送
室
よ
り
放
送
と
な
っ
た
。
ま
た
、
大
阪
で
も
大

阪
無
電
放
送
局
よ
り
六
月
一
日
か
ら
公
式
放
送
が
開
始
さ
れ
た
。
『
三
曲
』
の
な
か
で
、
三
曲
の
無
線
放

送
開
始
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
記
事
が
あ
る
。
２ 

 

本
放
送
開
始
に
就
て 

無
電
放
送
演
奏
に
就
て
は
三
月
一
日
假
放
送
以
来
各
三
曲
大
家
順
次
に
好
意
を
以
て
出
演
下
さ

れ
た
事
を
感
謝
致
し
ま
す
。 

 

芝
愛
宕
山
上
に
新
築
中
の
放
送
局
は
愈
よ
出
来
揚
り
、
こ
の
七
月
十
二
日
か
ら
本
放
送
と
な
る

の
で
既
に
そ
の
三
曲
番
組
は
編
集
中
で
す
が
本
放
送
の
方
へ
も
先
生
方
を
遇
す
る
の
道
に
就
て

は
相
當
申
入
れ
て
お
き
ま
し
た
、
多
分
相
當
の
反
響
は
あ
る
事
と
存
じ
ま
す
が
、
今
迄
は
單
に
自

働
（
マ
マ
）

車
送
迎
に
止
ま
り
、
何
等
か
の
報
酬
的
の
事
は
な
か
つ
た
の
は
事
實
で
、
是
は
私
か
ら
懇
願

し
て
先
生
方
の
出
演
を
煩
は
し
た
の
で
す
、
本
放
送
か
ら
何
等
か
従
来
と
異
る
處
が
あ
る
と
思
ひ

ま
す
、
但
し
特
に
之
を
記
す
所
以
は
、
中
に
は
妙
に
誤
解
す
る
人
が
あ
つ
て
、
報
酬
は
あ
る
が
先

生
方
の
手
に
渡
ら
ぬ
と
か
云
つ
た
人
も
あ
る
様
で
、
疑
ひ
は
人
に
よ
り
ま
す
、
そ
ん
な
事
は
放
送

局
で
も
絶
對
に
無
い
筈
で
、
私
如
き
は
忙
し
い
仲
を
只
頼
ま
れ
た
ば
か
り
に
世
話
し
て
お
る
の
で
、

そ
れ
以
外
の
事
は
放
送
局
直
接
に
願
ふ
事
は
規
ま
っ
た
話
で
す
、 

今
度
局
内
に
放
送
部
が
出
来
て
服
部
浮
白
氏
が
部
長
と
な
っ
て
専
ら
番
組
編
成
に
か
ヽ
つ
て
お

                                        

         

 

１ 

町
田
嘉
章 

『
ラ
ジ
オ
邦
楽
の
鑑
賞
』 

日
本
放
送
出
版
協
会 

昭
和
二
十
五
年
（
１
９
５
０
）（
４
頁
） 

２ 

藤
田
鈴
朗 

『
三
曲
』 

第
四
十
号
（
大
正
十
四
年
七
月
号
）
（
６７
頁
）
〈
無
電
放
送
彙
報 

本
放
送
開
始
に
就
て
〉 



 

６０ 
 

ら
れ
ま
す
、
私
は
一
應
辭
退
し
た
の
で
す
が
従
前
か
ら
の
關
係
と
云
う
の
で
相
變
ら
ず
従
前
通
り
、

頼
ま
れ
ヽ
ば
イ
ヤ
と
云
へ
な
い
、
時
期
の
く
る
迄
は
出
来
る
だ
け
三
曲
界
の
世
話
は
す
る
つ
も
り

で
す
。 

 

大
正
十
四
年
七
月
十
二
日
に
東
京
放
送
で
放
送
さ
れ
は
じ
め
た
ラ
ジ
オ
放
送
で
あ
る
が
、
こ
の
『
三
曲
』

の
記
事
で
は
、
同
年
三
月
一
日
に
三
曲
界
の
な
か
で
、
大
家
の
演
奏
家
が
仮
放
送
に
出
演
し
た
と
あ
る
。 

 

本
放
送
ま
で
の
期
間
、
演
奏
家
を
集
っ
て
、
仮
放
送
を
編
集
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
本
放

送
ま
で
の
開
始
に
、
三
曲
の
名
演
奏
家
に
演
奏
を
依
頼
す
る
こ
と
に
苦
労
も
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

放
送
局
開
設
当
時
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
聴
衆
者
を
集
め
る
た
め
に
、
面
白
い
音
楽
や
演
芸
を
放
送
す
る

た
め
、
邦
楽
の
演
奏
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
当
時
は
ま
だ
、
西
洋
音
楽
が
普
及
し
て
い
な
か
っ

た
た
め
で
も
あ
る
。 

放
送
開
始
当
初
、
邦
楽
の
一
流
の
演
奏
家
と
い
わ
れ
る
人
の
な
か
に
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
に
出
演
す
る
こ

と
は
、
自
分
の
芸
格
を
落
と
す
も
の
と
誤
解
さ
れ
、
出
演
を
回
避
す
る
傾
向
も
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
３ 

 

し
か
し
、
ラ
ジ
オ
放
送
が
世
の
中
に
徐
々
に
普
及
し
、
人
々
へ
の
宣
伝
効
果
も
大
き
い
と
い
う
事
が
周
知

さ
れ
た
こ
と
で
、
邦
楽
界
の
演
奏
家
の
出
演
が
積
極
的
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
邦
楽
の
演
芸
で
は
、
放
送

さ
れ
な
い
も
の
が
な
く
、
す
べ
て
の
邦
楽
に
つ
い
て
の
放
送
が
行
わ
れ
て
い
た
。
４ 

山
口
は
、
東
京
で
活
動
し
て
い
た
頃
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
演
奏
で
も
活
躍
を
み
せ
て
い
た
。
息
子
の
瀧
響

息
女
琴
栄
と
と
も
に
演
奏
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
一
般
的
に
は
「
放
送
で
お
な
じ
み
の
山
口
一
家
」
と
い

わ
れ
て
い
た
ほ
ど
、
山
口
家
の
演
奏
は
世
に
広
ま
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
山
口
は
、
ラ
ジ
オ
で
「
日

本
音
楽
史
講
座
」
「
趣
味
講
座
」
の
放
送
に
も
選
ば
れ
て
、
古
典
の
実
演
を
放
送
し
、
地
歌
箏
曲
界
の
生

き
字
引
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
東
京
の
邦
楽
界
に
お
い
て
、
見
事
な
手
腕
を

発
揮
し
、
大
正
十
四
年
（
１
９
２
５
）
七
月
十
二
日
東
京
中
央
放
送
局
の
第
一
回
名
誉
技
芸
員
と
し
て
今

井
慶
松
５ 

と
と
も
に
推
薦
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
下
は
、
山
口
が
東
京
放
送
局
名
誉
技
芸
員
に
推
薦
さ
れ
た
と
き
の
推
薦
状
の
内
容
と
、
東
京
放
送
に

お
い
て
、
功
労
の
あ
る
者
に
無
線
電
話
の
徴
取
料
の
免
除
を
認
め
ら
れ
た
と
き
の
通
知
書
で
あ
る
。 

 

                                        

         

 

３ 

町
田
嘉
章
『
ラ
ジ
オ
邦
楽
の
鑑
賞
』 

日
本
放
送
出
版
協
会 

昭
和
二
十
五
年
（
１
９
５
０
）（
４
頁
） 

４ 

町
田
嘉
章
『
ラ
ジ
オ
邦
楽
の
鑑
賞
』 

日
本
放
送
出
版
協
会 

昭
和
二
十
五
年
（
１
９
５
０
）（
４
頁
） 

５ 
 

今
井
慶
松 

第
一
章
第
三
節
（
五
）
東
京
音
楽
学
校
時
代
に
同
時
期
に
活
躍
し
た
人
物 



 

６１ 
 

 

 

 

写
真 
１
５ 

東
京
放
送
局
名
誉
技
芸
員
の
推
薦
状 

（
京
都
府
立
盲
学
校 

岸
博
実
氏
所
蔵
の
個
人
資
料
よ
り
） 

 

 

写
真 

１
６ 

東
京
放
送
局
か
ら
の
無
電
放
送
徴
収
料
免
除
の
書
状 

（
京
都
府
立
盲
学
校 

岸
博
実
氏
所
蔵
の
個
人
資
料
よ
り
） 

 

 推
薦
状 

貴
下
ヲ
東
京
放
送
局
名
誉
技
藝
員
ニ
推
薦
ス 

大
正
十
四
年
七
月
十
二
日 

社
團
法
人
東
京
放
送
局 

聰
裁
子
爵
後
藤
新
平 

山
口
巖
殿 

  

通
知
書 

本
社
團
法
人
ニ
對
シ
功
勞
ア
ル
者
ノ
聽
取
料
免
除
ニ 

關
ス
ル
規
定
ニ
依
リ
貴
下
ノ
放
送
無
線
電
話
聽
取
ニ 

對
シ
テ
ハ
永
久
ニ
聽
取
料
ヲ
免
除
候
也 

大
正
四
年
七
月
十
二
日 

社
團
法
人
東
京
放
送
局 

聰
裁
子
爵
後
藤
新
平 

山
口
巖
殿 

 



 

６２ 
 

 

 

以
下
は
山
口
が
ラ
ジ
オ
放
送
の
演
奏
で
活
躍
し
た
記
録
を
雑
誌
『
三
曲
』
お
よ
び
、
新
聞
記
事
か
ら
取

り
上
げ
た
一
覧
表
で
あ
る
。 

山
口
が
演
奏
し
た
楽
器
に
つ
い
て
、
記
載
が
な
く
不
明
な
場
合
は
、
空
欄
と
す
る
。 

ま
た
、
『
三
曲
』
の
新
聞
記
事
の
発
行
年
月
日
、
発
行
号
数
、
ペ
ー
ジ
番
号
に
つ
い
て
は
、
英
数
字
で

表
記
し
た
。 

 

写
真 
１
７ 

ラ
ジ
オ
放
送
時
の
写
真 

 

 

（
『
檢
校
山
口
巖
師 

五
十
回
忌
に
あ
た
り
』
よ
り
） 

《
高
千
穂
》 

本
手
：
山
口
巌 

 

替
手
：
山
口
琴
栄 

 
 

三
絃
：
山
口
瀧
響 

昭
和
十
二
年
二
月
十
六
日 

山
口
巌
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
の

最
後
の
放
送
（
京
都
） 

 



 

６３ 
 

図
表 
１ 
ラ
ジ
オ
放
送
に
お
け
る
演
奏
記
録 

 

 

年 日程 曲
山口巖が

演奏した楽器
共演者 元の資料/新聞記事

高千穂 箏

老松
乱輪舌
石橋

4月22日 四段砧
三絃

（三下がり）
三絃（本調子）：山口又次
小林鉦次郎

中央新聞　第14863号（3頁）

6月26日 古道成寺 箏 三絃：宇田川壽惠子　為廣菜蕗子 『三曲』　第40号（大正14年月号）（67頁）
胡弓本曲 胡弓
鶴の巣籠 三絃

10月31日 御代万歳 箏
箏：為廣菜蕗子　前田苔巌
尺八：吉川秀童　鈴木保童

『三曲』　第44号（大正14年11月）（67頁）
日刊ラジオ新聞　第127号（2頁）

9月9日 石橋 三絃（本手）
三絃：山口又次
箏：山口琴栄

東京朝日新聞　第14477号（8頁）
日刊ラジオ新聞　第437号（4頁）
東京日日新聞　第17965号（4頁）
都新聞　第13913号（7頁）
読売新聞　第17782号（10頁）

菜蕗 箏
三絃：山口又次　杵屋五三郎
胡弓：前田苔巌

四つの民

1927 3月29日 四つの民 三絃
三絃：山口瀧響
箏：山口琴栄

『三曲』　第61号（昭和2年4月）（70頁）
日刊ラジオ新聞  第6135号
（頁不明　新聞記事から読み取り困難のため）

老の友
四季の寿

12月20日

山口琴栄　山口瀧響

4月9日 『三曲』　第38号（大正十14年5月号）（57頁）

1925

1926

1930

『三曲』　第46号（大正15年1月）（78頁）

日刊ラジオ新聞　第1971号（2頁）

『三曲』　第42号（大正14年9月）（52頁）8月20日

箏：宇田川壽惠　前田苔巌
山口邦巌
尺八：宇田川作童

11月28日



 

６４ 
 

第
五
節 

八
重
崎
検
校
追
善
会
に
つ
い
て 

 

京
風
手
事
物
の
作
曲
で
活
躍
し
た
八
重
崎
検
校
は
、
嘉
永
元
年
（
１
８
４
８
）
十
月
七
日
に
没
し
て
か

ら
、
そ
の
お
墓
は
誰
一
人
省
み
る
者
も
な
く
、
無
縁
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
藤
田
斗
南
が
塚
本
虚
童

と
協
力
し
、
山
口
巌
の
記
録
を
辿
り
、
捜
索
し
た
結
果
、
八
重
崎
の
お
墓
を
発
見
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

八
重
崎
検
校
の
お
墓
発
見
に
お
い
て
頼
り
と
な
っ
た
の
は
、
山
口
巌
の
情
報
が
有
力
で
あ
っ
た
そ
う
で
、

山
口
が
お
墓
の
第
一
発
見
者
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
山
口
が
発
見
し
た
の
は
、
東
京
か
ら
京
都
に
帰
郷
し

た
後
で
あ
っ
た
。 

藤
田
斗
南
と
塚
本
虚
童
、
山
口
巌
の
三
人
は
、
八
重
崎
の
お
墓
を
発
見
後
、
没
年
か
ら
八
十
五
年
に
相

当
す
る
昭
和
七
年
（
１
９
３
２
）
九
月
十
一
日
に
、
八
重
崎
検
校
追
善
会
を
開
催
す
る
発
起
人
と
な
っ
た
。

こ
の
追
善
会
は
、
そ
の
当
時
の
三
曲
界
の
人
々
に
八
重
崎
の
お
墓
の
所
在
を
広
く
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、

八
重
崎
の
功
績
を
後
世
ま
で
残
す
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

追
善
会
の
日
時
は
、
昭
和
七
年
九
月
十
一
日
（
日
）
午
後
一
時
、
場
所
は
京
都
市
上
京
区
仁
和
寺
街
道

千
本
西
入
北
側
、
長
徳
院
で
行
わ
れ
た
。 

こ
の
追
善
会
で
献
曲
さ
れ
た
曲
は
《
四
季
の
友
》
《
尺
八
本
曲
》
《
夕
顔
》
《
茶
音
頭
》
《
新
青
柳
》

《
四
つ
の
民
》
で
あ
っ
た
。
山
口
は
、
追
善
会
の
開
始
直
後
に
献
曲
し
、
山
口
琴
栄
、
北
向
静
枝
と
と
も

に
《
四
季
の
友
》
を
演
奏
し
た
。 

そ
れ
ま
で
八
重
崎
検
校
の
お
墓
を
知
る
人
も
少
な
く
、
八
重
崎
を
弔
う
人
物
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と

に
対
し
、
こ
の
追
善
会
に
お
い
て
献
曲
を
行
う
こ
と
で
、
八
重
崎
の
功
績
を
称
え
、
没
後
八
十
五
年
後
に

霊
を
慰
め
た
の
で
あ
る
。
山
口
が
発
起
人
の
一
人
と
し
て
こ
の
よ
う
な
追
善
会
を
行
っ
た
こ
と
は
、
山
口

自
身
も
八
重
崎
検
校
の
偉
業
に
敬
意
を
表
し
て
お
り
、
そ
の
う
え
、
八
重
崎
の
箏
手
付
に
も
影
響
さ
れ
、

箏
の
作
曲
や
手
付
に
献
身
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

以
下
の
和
歌
は
、
山
口
が
八
重
崎
検
校
の
徳
を
慕
っ
て
歌
っ
た
和
歌
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

 

八
重
崎
検
校
の
追
善
会
の
内
容
は
、
『
八
重
崎
検
校
追
善
會
記
念
文
集
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
箏

曲
界
に
お
け
る
各
著
名
な
人
物
た
ち
が
、
八
重
崎
検
校
に
つ
い
て
の
思
い
出
話
を
綴
り
、
掲
載
さ
れ
て
い

る
。 ま

た
、
山
口
自
身
も
八
重
崎
検
校
に
つ
い
て
の
思
い
出
話
を
『
八
重
崎
検
校
追
善
會
記
念
文
集
』
に
掲

世
に
廣
く
花
と
榮
え
し
八
重
ざ
き
の 

香
を
ぞ
慕
は
ぬ
人
と
て
は
な
し 

 



 

６５ 
 

載
し
て
い
る
記
事
が
以
下
の
よ
う
に
残
っ
て
い
る
。
１ 

 
 こ

れ
は
私
が
十
六
、
七
才
の
頃
、
高
岡
と
言
う
元
八
十
石
を
領
し
て
居
た
興
力
の
老
人
が
、
或
時

坂
本
き
く
と
言
う
三
味
線
の
妙
手
の
家
に
來
合
し
て
居
ら
れ
ま
し
て
、
承
つ
た
お
話
で
す
。 

昔
京
の
諸
司
代
の
配
下
の
興
力
衆
の
お
邸
が
千
本
の
下
立
蕒
邉
に
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
を
俗
に
新

屋
敷
と
言
つ
て
居
り
ま
し
た
。
處
が
あ
る
時
新
屋
敷
の
お
頭
が
、
八
重
崎
檢
校
を
招
待
し
て
一
曲

拜
聽
す
る
と
言
う
事
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
當
日
は
與
力
衆
一
同
が
設
け
の
堰
に
集
ま
り
ま
し
た
。

や
が
て
八
重
崎
檢
校
は
本
格
の
供
揃
え
で
立
派
な
乗
物
で
新
屋
敷
へ
來
ら
れ
ま
し
た
。
や
が
て
座

に
つ
か
れ
て
、
箏
に
柱
を
立
て
、
徐
ろ
に
糸
調
べ
を
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
調
子
を
合
わ
さ
れ
た

丈
な
の
で
す
が
、
玉
を
轉
ば
す
や
う
な
妙
な
音
色
で
實
に
何
と
も
言
え
ぬ
風
韻
が
あ
つ
た
と
言
ひ

ま
す
。
そ
れ
で
與
力
衆
は
聞
耳
を
立
て
ゝ
、
今
に
如
何
な
る
名
曲
が
奏
で
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
と
、

鳴
を
静
め
て
待
ち
構
え
て
居
ま
し
た
と
こ
ろ
、
檢
校
は
も
う
歸
る
と
言
っ
て
ツ
と
座
を
立
た
れ
、

乗
物
に
乗
つ
て
ス
ツ
と
歸
っ
て
仕
舞
い
ま
し
た
。
後
に
殘
さ
れ
た
與
力
衆
は
サ
ッ
パ
リ
譯
が
わ
か

り
ま
せ
ん
、
八
重
崎
は
實
は
怪
し
か
ら
ん
我
々
を
馬
鹿
に
し
て
居
る
と
言
ふ
わ
け
で
、
口
々
す
大

に
い
き
ま
い
た
の
で
す
。 

こ
の
騒
ぎ
の
時
、
一
番
年
長
の
人
が
一
同
に
向
つ
て
、
「
八
重
崎
檢
校
が
今
日
來
ら
れ
た
の
は
他

に
比
類
の
無
い
音
色
を
聞
か
し
に
來
ら
れ
た
の
で
、
曲
を
聞
か
し
に
來
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
」

と
言
は
れ
た
の
で
、
與
力
衆
も
成
程
さ
う
で
あ
る
か
と
感
心
し
た
と
言
う
事
で
す
。 

八
重
崎
檢
校
の
眞
意
は
知
る
に
由
あ
り
ま
せ
ん
が
、
（
或
は
待
遇
が
惡
か
つ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
）
見
識
の
高
い
方
で
あ
つ
た
に
は
間
違
ひ
あ
り
ま
せ
ん
。 

又
、
八
重
崎
檢
校
に
就
て
は
、
こ
ん
な
お
話
も
あ
り
ま
す
。
或
時
師
匠
の
藤
崎
檢
校
が
大
家
か
ら

招
待
さ
れ
た
時
に
、
八
重
崎
檢
校
も
共
に
行
か
れ
ま
し
た
。
元
々
お
弟
子
筋
の
お
座
敷
で
す
か
ら

酒
肴
が
出
て
非
常
に
も
て
な
さ
れ
ま
し
た
。
其
の
時
宴
半
に
藤
崎
檢
校
は
「
八
重
霞
」
を
三
絃
一

挺
で
弾
か
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
丁
度
其
の
時
八
重
檢
檢
校
は
人
か
ら
盃
を
さ
ヽ
れ
て
お
酒
を

一
杯
注
が
れ
て
、
口
の
邊
へ
持
つ
て
行
か
う
と
せ
ら
れ
た
時
に
曲
が
始
ま
つ
た
の
で
す
。
藤
崎
檢

校
は
其
の
頃
音
に
聞
い
た
三
絃
の
妙
手
で
す
、
八
重
檢
検
校
は
ハ
ツ
と
其
の
方
に
耳
が
行
つ
た
か

と
思
う
と
微
妙
な
至
藝
に
心
も
耳
も
と
ら
わ
れ
て
盃
は
手
に
持
つ
て
口
の
邊
へ
持
つ
て
行
つ
た

儘
、
下
し
も
せ
ず
口
に
も
せ
ず
、
唯
々
無
我
の
境
に
あ
つ
て
聞
き
惚
れ
て
居
ら
れ
、
あ
の
か
な
り

長
い
八
重
霞
の
一
曲
が
終
る
ま
で
、
盃
を
持
つ
た
儘
で
聞
き
入
っ
て
居
ら
れ
た
と
言
ふ
事
で
、
藤

                                        

         

 

１ 

藤
田
斗
南
『
八
重
崎
検
校
追
善
会 

記
念
文
集
』 

昭
和
七
年
（
１
９
３
２
）（
１５
～
１６
頁
） 



 

６６ 
 

崎
檢
校
の
妙
手
も
さ
る
事
な
が
ら
、
名
人
は
名
人
を
知
る
八
重
崎
檢
校
の
態
度
が
不
用
意
の
内
に

現
れ
た
處
が
、
實
に
面
白
い
と
思
ひ
ま
す
。 

 

八
重
崎
検
校
は
、
京
風
手
事
物
の
手
付
作
曲
者
と
し
て
そ
の
功
績
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
箏
曲
界
に

大
き
な
影
響
を
残
し
、
八
重
崎
の
楽
曲
は
世
の
中
に
広
く
演
奏
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
も
京
風
手
事

物
の
手
付
者
と
し
て
名
を
残
し
、
八
重
崎
の
楽
曲
は
演
奏
さ
れ
続
け
る
こ
と
で
あ
る
だ
ろ
う
。 

山
口
が
発
起
人
の
一
人
と
し
て
、
八
重
崎
検
校
の
追
善
会
を
行
っ
た
こ
と
は
、
箏
曲
界
に
と
っ
て
歴
史

に
残
る
重
要
な
業
績
で
あ
る
と
い
え
る
。 
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第
三
章 
京
都
時
代
（
明
治
十
一
年
～
明
治
四
十
四
年
） 

  

山
口
の
生
涯
の
な
か
で
、
最
も
長
く
在
籍
し
て
い
た
の
は
、
京
都
府
立
盲
学
校
の
前
身
で
あ
る
京
都
盲

唖
院
で
あ
る
。
第
三
章
で
は
、
京
都
盲
唖
院
に
入
学
し
、
音
曲
科
の
助
手
を
経
て
、
主
任
教
員
と
な
る
ま

で
の
記
録
を
ま
と
め
た
。
ま
た
、
京
都
音
楽
会
へ
の
出
演
記
録
と
と
も
に
、
京
都
當
道
会
で
の
活
動
は
、

慈
善
の
演
奏
活
動
で
あ
っ
た
。
演
奏
家
た
ち
の
演
奏
活
動
に
よ
っ
て
、
京
都
に
お
け
る
箏
曲
の
普
及
活
動

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
山
口
の
記
録
を
辿
る
。 

 

第
一
節 

京
都
盲
唖
院
時
代
の
活
動 

  

京
都
盲
唖
院
は
、
明
治
十
一
年
（
１
８
７
８
）
五
月
二
十
四
日
に
日
本
最
初
の
盲
唖
院
と
し
て
開
学
し

た
。
盲
唖
院
に
お
い
て
の
音
曲
教
育
は
、
明
治
十
二
年
（
１
８
７
９
）
の
一
月
か
ら
で
あ
る
。
当
初
は
、

十
歳
以
上
の
盲
生
に
、
中
松
よ
し
江
が
唱
歌
を
教
え
た
の
が
そ
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
唱
歌

と
い
う
の
は
、
絃
歌
か
ら
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
本
格
的
な
箏
・
三
絃
教
育
が
明
治
十
四

年
（
１
８
８
１
）
十
一
月
に
計
画
さ
れ
、
翌
月
の
十
二
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
開
始
当
時
の
教
師
に
は
、

盲
唖
院
用
掛
に
古
川
瀧
斎
、
盲
唖
院
引
立
掛
に
鶴
岡
俊
、
幾
山
栄
福
、
岡
予
一
郎
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。 

山
口
は
京
都
盲
唖
院
に
入
学
し
た
当
初
か
ら
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
お
り
、
そ
の
成
績
に
よ
っ
て
褒
賞

を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
褒
賞
に
つ
い
て
の
記
録
が
、
「
京
盲
文
書
」
に
記
録
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
記

録
に
つ
い
て
は
、
「
京
盲
文
書
」
よ
り
山
口
の
記
録
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
り
、
資
料
編
の
第
一
部
に
ま

と
め
た
。
一
覧
表
に
も
資
料
編
に
お
け
る
資
料
名
と
そ
の
資
料
番
号
を
記
載
し
た
。 

以
下
の
一
覧
表
は
、
山
口
の
盲
唖
院
の
生
徒
時
代
の
頃
の
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者
に
授
与
さ
れ
る

褒
賞
や
、
臨
時
の
賞
与
の
与
え
ら
れ
た
資
料
を
、
時
代
ご
と
の
資
料
か
ら
ま
と
め
た
一
覧
表
（
図
表
２
）

と
、
山
口
が
嘱
託
助
手
か
ら
主
任
教
員
と
な
る
ま
で
の
職
員
履
歴
を
ま
と
め
た
一
覧
表
（
図
表
３
）
で
あ

る
。
職
員
履
歴
を
ま
と
め
た
一
覧
表
（
図
表
３
）
に
つ
い
て
の
凡
例
を
以
下
に
載
せ
る
。 
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１
．
一
覧
表
の
順
は
、
資
料
集
第
一
部
の
「
京
盲
文
書
」
に
よ
る
資
料
年
代
の
順
に
記
し
た
。 

２
．
一
覧
の
な
か
で
、
資
料
順
で
表
記
し
た
た
め
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
年
代
が
前
後
し
て
い
る
場
合
も
あ

り
、
異
な
る
資
料
内
で
も
、
同
じ
内
容
を
記
し
て
い
る
も
の
も
含
む
。 

３
．
一
覧
表
は
資
料
編
第
一
部
の
「
京
盲
文
書
」
か
ら
で
き
る
だ
け
忠
実
に
翻
刻
し
た
。
資
料
の
な
か
で
、

同
じ
内
容
だ
と
推
測
さ
れ
る
内
容
で
も
記
載
が
な
い
場
合
は
、
一
覧
表
に
も
記
載
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
記

し
た
。 

４
．
資
料
年
度
と
、
資
料
内
の
年
月
日
に
つ
い
て
は
、
漢
数
字
か
ら
英
数
字
に
直
し
た
。 

５
．
図
表
３
の
俸
給
に
関
し
て
は
、「
円
」
が
書
か
れ
て
い
な
い
場
合
も
、
「
円
」
を
加
え
た
。 

６
．
資
料
内
で
、
赤
線
や
黒
線
で
文
字
を
消
し
て
あ
る
場
合
は
、
元
の
文
字
の
後
（
赤
線
）・（
黒
線
）
と
記

し
、
そ
の
後
、
直
さ
れ
て
い
る
文
字
を
記
載
し
た
。 

７
．
京
都
盲
唖
院
の
演
奏
記
録
に
お
い
て
、
試
験
、
お
よ
び
卒
業
式
で
の
演
奏
記
録
の
場
合
、
演
奏
場
所
に

つ
い
て
は
、
資
料
に
記
載
が
な
い
が
、
京
都
盲
唖
院
で
の
演
奏
記
録
と
し
、
「
京
都
市
盲
唖
院
」
と
記

し
た
。
演
奏
場
所
が
不
明
な
場
合
は
、
空
欄
と
し
た
。 
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図
表 
２ 
京
都
盲
唖
院
時
代
（
学
生
時
代
）
褒
賞
の
記
録 

 

資料年度 授与日 記録日 賞与名
山口が授与した賞/

褒賞品または褒賞金
備考

明治11年 ➀ 諸伺 7月30日 10月22日 第二期褒賞授與
唐紙　三枚
筆　二本

10月22日 第二期褒賞授與 唐紙　三枚

10月30日 　 第四期褒賞授與 唐紙　三枚

3月30日 第五期褒賞授與 洋紙　三枚

第六期褒賞授與 洋紙　三枚

明治18年1月 ⑦ 伺上申綴込 5月20日
第拾七号

生徒賞與品買入之儀
甲生貳拾銭

3月23、24、25日、試験の三日間
の受験生徒の成績による賞与

1月25日
第参號

本院生徒臨時賞與
一等賞　　廿五銭

4月6日
第拾五号

生徒賞與品買入之儀
一等賞　貳拾五銭

明治20年 ⑨ 盲唖院一件 1月21日
第□號

学術部生徒賞与□
一等賞　　廿五銭 学術のある者への褒賞の賞与

明治20年年中 ⑪ 伺上申書 8月26日
御菓子
金千疋

山階宮両殿下の御饗應の際に下
賜金として盲唖生６名が御菓子と

金千疋を受ける

明治21年 ⑫ 伺上申書 4月9日
第十号

生徒賞與
金貳拾銭 盲唖院大試験の際の賞与

明治23年4月8日 ⑭
皇后宮陛下
行啓記録

4月10日 4月15日
学第一六五三号

皇后陛下ヨリ音曲科生徒へ
の下賜金分附方之儀

金八拾銭

皇后宮陛下行啓の際に音曲科職
員、生徒で演奏披露、その際に皇
后宮陛下より下賜金（金拾円）を受

け、そこからの配分金

明治19年1月 ⑧ 伺上申綴込

資料番号/
元の資料「京盲文書」

明治12年 ② 諸伺

明治13年 ③ 諸伺
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図
表
２
は
、
山
口
の
京
都
盲
唖
院
（
学
生
時
代
）
の
褒
賞
の
記
録
で
あ
る
。 

山
口
が
京
都
盲
唖
院
に
入
学
し
た
明
治
十
一
年
（
１
８
７
８
）
（
五
級
）
、
明
治
十
二
年
（
１
８
７
９
）

（
四
級
）
、
明
治
十
三
年
（
１
８
８
０
）（
三
級
）
の
三
年
間
、
連
続
し
て
年
間
で
褒
賞
品
を
与
え
ら
れ
て

い
る
。 

ま
た
、
明
治
十
八
年
（
１
８
８
５
）
に
は
、
成
績
に
よ
る
賞
与
を
与
え
ら
れ
、
こ
の
と
き
、
甲
乙
で
分

け
ら
れ
た
う
ち
の
甲
生
と
な
り
、
成
績
優
秀
者
と
し
て
、
金
二
十
銭
の
褒
賞
金
を
受
け
て
い
る
。
当
時
山

口
は
、
専
修
音
曲
科
の
第
四
期
生
で
あ
っ
た
。 

明
治
十
九
年
（
１
８
８
６
）
一
月
二
十
五
日
に
は
、
四
月
六
日
の
記
録
の
ど
ち
ら
に
も
一
等
賞
で
賞
与

金
を
受
け
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
年
に
山
口
は
、
専
修
音
曲
科
第
五
年
期
を
主
席
で
卒
業
し
た
。 

ま
た
、
翌
年
に
も
一
等
賞
で
賞
与
金
を
受
け
、
こ
の
賞
は
、
学
術
の
あ
る
も
の
へ
の
褒
賞
で
あ
る
と
記

録
に
残
っ
て
い
る
。
（
資
料
番
号
⑨
）
こ
の
賞
与
を
受
け
た
年
は
、
山
口
は
、
専
修
音
曲
科
卒
業
後
、
一

年
間
の
温
習
を
修
了
し
た
年
で
あ
る
。
同
じ
く
明
治
二
十
一
年
（
１
８
８
８
）
の
、
専
修
音
曲
科
の
温
習

の
二
年
目
を
修
了
の
際
も
賞
与
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。 

明
治
二
十
年
と
二
十
一
年
の
温
習
期
間
の
二
年
間
は
、
進
歩
著
明
に
よ
り
証
を
受
け
て
い
る
と
記
録
に

あ
る
。
１ 

そ
の
よ
う
な
証
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
学
問
お
よ
び
演
奏
能
力
に
長
け
た
人

物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

明
治
二
十
年
、
山
階
宮
両
殿
下
の
御
饗
應
の
際
に
は
、
盲
唖
生
を
代
表
す
る
六
名
に
選
ば
れ
、
ま
た
、

明
治
二
十
三
年
の
皇
后
宮
陛
下
行
啓
の
際
に
は
、
演
奏
を
披
露
し
、
ど
ち
ら
も
下
賜
金
を
受
け
て
い
る
。 

成
績
優
秀
の
た
め
毎
年
の
よ
う
に
褒
賞
品
や
賞
金
を
授
与
さ
れ
て
い
た
山
口
は
、
皇
室
に
関
わ
る
行
事

に
も
選
出
さ
れ
、
演
奏
披
露
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
山
口
が
盲
唖
院
を
代
表
す
る
優
れ

た
生
徒
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

次
に
、
山
口
が
、
京
都
盲
唖
院
の
嘱
託
助
手
か
ら
主
任
教
員
と
な
る
ま
で
の
職
員
履
歴
を
ま
と
め
た
一

覧
表
（
図
表
３
）
を
載
せ
る
。 

   
 

                                        

         

 

１ 

山
口
琴
栄 

『
檢
校
山
口
巖
師 

五
十
回
忌
に
あ
た
り
』 

大
気
堂 

昭
和
六
十
一
年
（
１
９
８
６
）（
３０
頁
） 



 

７１ 
 

図
表 
３ 
京
都
盲
唖
院
時
代
（
嘱
託
助
手
～
主
任
教
員
）
職
員
履
歴
お
よ
び
給
与
の
記
録 

 

資料年度 年月日 職名 棒給 在籍年数 異動 住所
一週間
受持
時間

資格 従前ノ俸給 現在俸給

明治28年 ㉒ 學事年報 準教員 金参円 一ヶ年

京都市盲唖
院音曲科

並ニ尋常科
卒業証所有

明治28年 ㉔ 諸往復
音曲科

嘱託助手
金貳円 28年1月11日嘱託

音曲科
嘱託助手

金参円
假屋町通
出水北入

音曲科
嘱託助手

金参円 従前ノ通

音曲科
嘱託助手

金参円 従前ノ通

常設教育委員
兼教員

明治28年1月11日
音曲科教授
助手嘱託

月俸金貳円

明治28年3月31日 自今 月俸金参円
明治30年4月9日 自今 月俸金四円

明治31年1月 ㉙ 諸往復 嘱託助手 五、〇〇 22

京都市盲唖
院尋常科

並ニ音曲科
卒業証所有

明治34年 嘱託助手 六円
京都市立

盲唖院卒業

明治35年 嘱託助手 七円五拾銭
京都市立

盲唖院卒業

明治36年 助手 七円五拾銭 九年三月
京都市立

盲唖院卒業

明治37年 助手 七円五拾銭 十年三ヶ月
京都市立

盲唖院卒業
明治38年 助手 七円五拾銭 十一年三ヶ月
明治39年 助手 八、五〇〇 十二年三ヶ月

明治40年 助手
八円五拾銭（赤字）

一〇、一〇〇
一三・三

明治41年 助手 壱〇円 一四・三
明治42年 嘱託 一二円 一五・三

明治43年 嘱託 一二円

一六・三
（名前が黒線で
消され中石芳次
郎に変更されて

いる。）
明治35年3月31日 七二円 九十円

資料番号/
元の資料「京盲文書」

（資料編第一部）

明治29年 ㉖ 諸往復

明治30年5月調 ㉘ 職員録

明治34年度以降 ㉜
學事年報
公學費資産表



 

７２ 
 

 

 

資料年度 年 職名 給与 在籍年数 異動 住所
一週間
受持
時間

資格 採用俸給 現在俸給

明治35年 ㉝ 伺上申 明治35年3月27日
市立盲唖院
教員助手

市立盲唖院教員
助手増俸について

七円五拾銭

明治33年3月31日 自今月俸六円給与

明治34年3月13日
京都市立盲唖院
音曲科協賛員

嘱託ス

明治35年3月31日
自今月俸

七円五拾銭給與
明治41円3月31日 音曲科助手 自今月俸拾圓支給

明治41年11月30日
京都市立
盲唖院
助手

月手當拾円支給

明治42年4月30日
京都市立
盲唖院

嘱託教員

月俸拾貳円
月手當支給

明治42年12月18日 嘱託
職務勉勵二付為

慰労金給与
金参円五拾銭

明治43年12月21日 嘱託
職務勉勵二付為

慰労金給与
五円五拾銭

明治44年2月28日
京都市立盲唖院

嘱託教員
月手當拾五円支給

明治44年3月31日 願ニ依リ嘱託ヲ解ク

資料番号/
元の資料「京盲文書」

（資料編第一部）

明治39年 ㊱ 職員履歴書

自明治41年4月
至大正6年3月

㊳ 奉命簿
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図
表
３
は
、
山
口
の
京
都
盲
唖
院
音
曲
科
の
嘱
託
助
手
か
ら
、
主
任
教
員
と
な
り
、
辞
職
す
る
ま
で
の

職
員
履
歴
と
、
給
与
の
記
録
で
あ
る
。
図
表
３
職
員
履
歴
と
給
与
の
記
録
か
ら
、
山
口
の
俸
給
の
記
録
を

以
下
に
述
べ
る
。 

山
口
は
、
生
徒
時
代
を
経
て
、
明
治
二
十
八
年
（
１
８
９
５
）
か
ら
は
母
校
京
都
盲
唖
院
音
曲
科
の
教

授
方
助
手
を
嘱
託
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
八
年
『
學
事
年
報
』
（
資
料
番
号
㉒
）
に
よ
る
と
、
職
名
は

「
準
教
員
」
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
二
十
八
年
『
諸
往
復
』
の
記
録
で
は
、
音
曲
科
嘱
託
助
手
と
記
載
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
違
い
が
定
か
で
は
な
い
が
、
明
治
二
十
八
年
『
學
事
年
報
』
の
「
準
教
員
」
の
山
口
以

外
の
名
前
も
ほ
ぼ
同
じ
名
前
で
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
二
つ
は
同
じ
意
味
を
持
つ
職
名
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。 

山
口
は
、
翌
年
の
明
治
二
十
九
年
（
１
８
９
６
）
か
ら
明
治
四
十
一
年
（
１
９
０
８
）
ま
で
も
、
同
じ

く
盲
唖
院
の
助
手
を
務
め
続
け
た
。 

明
治
二
十
八
年
に
助
手
を
嘱
託
さ
れ
て
か
ら
、
明
治
三
十
年
（
１
８
９
７
）
ま
で
は
、
俸
給
の
記
録
が

二
円
～
四
円
が
続
き
、
比
較
的
俸
給
金
に
変
動
は
な
い
。
し
か
し
、
明
治
三
十
一
年
（
１
８
９
８
）
か
ら

明
治
四
十
一
年
（
１
９
０
８
）
ま
で
は
、
同
じ
俸
給
が
続
い
て
い
る
年
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
年
度
を
重

ね
る
ご
と
に
、
少
し
ず
つ
俸
給
の
金
額
が
上
が
っ
て
い
る
。
明
治
三
十
五
年
の
記
録
に
は
、
今
ま
で
の
俸

給
（
明
治
三
十
四
年
度
）
の
一
年
の
合
計
が
七
十
二
円
、
現
在
の
俸
給
（
明
治
三
十
五
年
度
）
の
一
年
の

合
計
が
、
九
十
円
と
一
年
間
の
合
計
俸
給
も
記
さ
れ
て
い
た
。 

そ
し
て
、
明
治
四
十
二
年
（
１
８
０
９
）
よ
り
、
盲
唖
院
音
曲
科
の
嘱
託
教
員
に
な
っ
た
山
口
は
、
そ

の
と
き
の
俸
給
が
十
二
円
、
ま
た
、
明
治
四
十
四
年
（
１
９
１
１
）
の
盲
唖
院
嘱
託
教
員
を
務
め
た
最
後

の
年
の
俸
給
は
、
十
五
円
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、
自
明
治
四
十
一
年
四
月
至
大
正
六
年
三
月
『
奉
命

簿
』
の
明
治
四
十
二
年
十
二
月
十
八
日
お
よ
び
、
明
治
四
十
三
年
二
月
二
十
八
日
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
円

五
十
銭
と
五
円
五
十
銭
を
職
務
勉
励
の
た
め
に
慰
労
金
と
し
て
の
給
与
を
受
け
て
い
た
。 

『
奉
命
簿
』
に
は
、
明
治
四
十
四
年
（
１
９
１
１
）
に
は
、
「
願
ニ
依
リ
嘱
託
ヲ
解
ク
」
と
記
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
は
、
山
口
が
東
京
音
楽
学
校
の
邦
楽
調
査
嘱
託
員
に
任
命
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。 

明
治
二
十
八
年
か
ら
、
明
治
四
十
三
年
ま
で
十
六
年
間
母
校
盲
唖
院
で
の
職
に
就
き
、
音
曲
科
の
教
育

に
従
事
し
た
こ
と
は
、
こ
の
記
録
か
ら
も
わ
か
る
。
教
員
と
な
っ
た
際
に
は
、
職
務
勉
励
の
給
与
を
受
け

る
ほ
ど
、
音
曲
科
の
教
育
指
導
に
尽
力
し
、
努
力
を
続
け
た
山
口
の
盲
唖
院
で
の
記
録
は
、
教
育
活
動
に

熱
心
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
記
録
と
な
っ
た
。 

 
 



 

７４ 
 

音
曲
科
で
の
教
育
方
針
や
そ
の
背
景
が
『
盲
啞
教
育
論 

附
瞽
盲
社
會
史
』
の
「
盲
啞
教
育
論 

上
之

巻
盲
之
部
」
の
各
科
教
授
法
中
に
、
山
口
の
執
筆
と
み
ら
れ
る
教
育
方
針
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
２ 

 

『
盲
啞
教
育
論 
附
瞽
盲
社
會
史
』
は
明
治
三
十
六
年
（
１
９
０
３
）
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
山

口
が
嘱
託
助
手
を
務
め
て
い
た
頃
で
あ
る
。 

山
口
は
、
嘱
託
助
手
を
務
め
て
い
た
頃
か
ら
、
音
曲
科
の
教
育
方
針
を
ま
と
め
、
こ
の
教
育
方
針
に
よ

っ
て
、
音
曲
教
育
の
軸
と
な
る
も
の
を
示
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
下
に
「
盲
啞
教
育
論 

上
之
巻
盲
之
部
」
の
音
曲
科
の
項
で
、
山
口
が
ま
と
め
た
と
さ
れ
る
教
育
方

針
の
一
部
を
掲
載
す
る
。
３ 

 

                                        

         

 

２ 

盲
聾
教
育
開
学
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
集
部
会
編
『
京
都
府
盲
聾
教
育
百
年
史
』 

同
朋
舎 

昭
和
五
十
三
年

（
１
９
７
８
）
（
１０９
頁
） 

３ 

京
都
市
立
盲
学
校
編
纂
『
盲
啞
教
育
論 

附
瞽
盲
社
會
史
』
（
京
都
市
立
盲
啞
院
蔵
版
）
京
都
市
立
盲
学
校 

 

明
治
三
十
六
年
（
１
９
０
３
）（
７８
～
８３
頁
） 



 

７５ 
 

 

音
曲
科 

本
科
は
絃
箏
の
二
曲
を
以
て
組
織
す
絃
箏
の
二
曲
は
我
邦
古
來
盲
人
の
専
業
と
し
て
其
全
權 

を
掌
握
し
且
斯
道
の
名
手
大
家
陸
續
同
人
間
よ
り
起
り
其
技
能
連
綿
系
統
を
受
け
其
流
派
全 

國
に
暫
く
音
曲
の
教
師
と
し
云
へ
ば
盲
人
に
限
れ
る
が
如
き
状
況
を
呈
し
我
邦
盲
人
の
一
大 

職
業
と
し
て
數
百
年
來
今
日
に
至
り
頗
る
隆
盛
を
極
め
た
り
而
し
て
箏
曲
は
往
時
に
於
て
盛 

に
流
行
せ
し
の
み
な
ら
ず
現
今
中
流
以
上
の
家
庭
に
於
て
益
々
子
女
の
學
習
す
る
所
と
な
り 

全
国
高
等
女
學
校
を
始
め
其
他
の
女
子
學
校
に
於
て
も
亦
其
科
目
中
に
加
へ
婦
徳
養
成
の
一 

助
と
な
す
其
流
行
愈
繁
け
れ
ば
従
つ
て
之
が
教
員
の
需
用
甚
だ
多
し
亦
三
絃
は
古
來
よ
り
箏 

と
相
並
び
て
行
は
れ
今
も
尚
盛
に
行
は
る
近
時
三
絃
を
以
て
野
卑
淫
猥
取
る
に
足
ら
ざ
る
も 

の
と
な
し
深
く
考
ふ
る
事
無
く
し
て
之
を
排
斥
す
る
も
の
あ
り
之
れ
三
絃
を
以
て
直
ち
に
賎 

業
婦
の
携
ふ
る
樂
器
と
見
倣
し
若
く
は
下
等
興
行
席
に
用
ふ
る
俗
曲
な
り
と
速
斷
す
る
も
の 

に
し
て
所
謂
一
を
知
て
未
だ
其
二
あ
る
を
知
ら
ざ
る
の
説
の
み
今
爰
に
言
ふ
三
絃
は
論
者
の 

思
惟
す
る
如
き
も
の
と
異
に
し
て
古
來
よ
り
箏
と
合
奏
す
る
三
絃
を
指
す
な
り
此
器
は
其
音 

の
高
雅
な
る
事
箏
と
譲
ら
ず
就
中
地
歌
又
は
上
方
歌
と
稱
す
る
三
絃
に
至
て
は
頗
る
優
美
繊 

細
に
し
て
神
音
を
帯
べ
り
之
を
愛
好
す
る
の
徒
尊
重
し
て
日
本
音
樂
中
第
一
の
活
樂
器
と
な 

す
亦
宜
な
ら
ず
や
編
者
嘗
て
東
京
音
樂
學
校
の
教
授
中
音
楽
を
以
て
有
名
な
る
諸
氏
に
聞
け 

る
こ
と
あ
り
箏
は
其
發
達
現
今
に
至
て
殆
ん
ど
其
極
に
達
せ
し
と
雖
も
上
方
歌
の
三
絃
に
至 

て
は
前
途
有
望
に
し
て
頗
る
發
達
の
餘
地
を
示
せ
り
今
之
れ
に
幾
許
の
改
良
を
加
ふ
れ
ば
将 

來
本
邦
音
樂
中
の
名
器
た
る
に
至
る
べ
し
と
然
ら
ば
則
絃
箏
の
二
器
は
本
邦
音
樂
中
の
二
王 

と
稱
す
る
も
敢
て
誇
言
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
之
本
院
が
創
立
の
初
め
よ
り
之
れ
を
以
て
盲
人
技 

藝
科
の
一
と
な
せ
し
所
以
な
り 

絃
箏
共
に
流
派
あ
り
本
院
の
三
絃
は
所
謂
上
方
歌
な
る
も
の
を
採
用
し
箏
は
生
田
流
を
採
用 

こ
れ
生
田
流
は
全
國
に
普
及
し
東
京
に
於
て
も
山
田
流
と
共
に
流
行
し
畿
内
以
西
九
州
等
に 

亘
り
て
其
盛
な
る
を
以
て
な
り
由
来
絃
箏
の
二
曲
は
京
都
を
中
心
と
し
て
起
り
全
国
に
播
布 

せ
る
を
以
て
斯
道
の
名
手
巧
技
今
尚
此
地
に
多
く
本
院
音
曲
科
教
授
上
頗
る
便
益
を
極
め
り 

今
本
院
に
於
て
教
授
す
る
歌
曲
の
數
を
年
級
に
配
當
す
る
と
左
表
の
如
し 

琵
琶
尺
八
胡
弓
八
雲
は
各
其
技
能
を
異
に
し
日
本
音
樂
中
の
優
な
る
も
の
な
り
と
難
も
其 

世
に
行
は
る
ゝ
と
絃
箏
の
比
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
未
だ
以
て
其
一
技
の
専
門
家
と
し
て
世 

に
立
つ
と
難
し
依
て
暫
く
副
科
と
し
隨
意
撰
擇
し
て
之
を
學
ば
し
む
る
こ
と
と
す 
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豫
科 

 

 

中
等
音
曲
科 

 

 

高
等
音
曲
科 

 

三
絃

箏
學
科

平
物
　
一
七
曲

平
物
　
一
七
曲

一
年

平
物
　
一
三
曲

平
物
　
一
三
曲

二
年

平
物
　
三
〇
曲

平
物
　
三
〇
曲

曲
數
　
計

三
絃

箏
學
科

平
物
　
　
九
曲

段
入
　
　
五
曲

平
物
　
一
四
曲

表
組
　
　
六
曲

一
年

平
物
　
一
一
曲

許
物
　
　
五
曲

平
物
　
一
〇
曲

表
組
　
　
三
曲

許
物
　
　
三
曲

二
年

平
物
　
　
七
曲

許
物
　
　
四
曲

歌
物
　
一
〇
曲

平
物
　
　
七
曲

表
組
　
　
七
曲

許
物
　
　
二
曲

三
年

平
物
　
　
六
曲

許
物
　
一
二
曲

歌
物
　
　
三
曲

替
手
　
　
二
曲

平
物
　
　
六
曲

表
組
　
　
四
曲

許
物
　
一
二
曲

中
組
　
　
三
曲

替
手
　
　
二
曲

四
年

平
物
　
　
　
三
曲

許
物
　
　
　
三
曲

歌
物
　
　
　
三
曲

替
手
　
　
　
二
曲

表
組
　
　
　
五
曲

平
物
　
　
　
二
曲

許
物
　
　
　
三
曲

中
組
　
　
一
〇
曲

替
手
　
　
　
九
曲

五
年

平
物
　
三
八
曲

段
入
　
　
五
曲

許
物
　
二
四
曲

歌
物
　
一
六
曲

替
手
　
　
四
曲

表
組
　
　
五
曲

平
物
　
三
九
曲

表
組
　
　
九
曲

裏
組
　
一
一
曲

許
物
　
二
〇
曲

中
組
　
一
三
曲

替
手
　
一
一
曲

曲
數
　
計

三
絃

箏
學
科

許
物
　
　
七
曲

端
手
　
　
三
曲

歌
物
　
　
四
曲

許
物
　
　
　
四
曲

中
後
許
物
　
七
曲

一
年

許
物
　
　
三
曲

端
手
　
　
三
曲

歌
物
　
　
四
曲

中
後
許
物
　
五
曲

奥
組
　
　
　
六
曲

二
年

許
物
　
　
二
曲

裏
組
　
　
七
曲

歌
物
　
　
三
曲

奥
組
　
　
四
曲

三
年

中
組
　
　
八
曲

歌
物
　
　
三
曲

奥
組
　
　
四
曲

四
年

許
物
　
　
　
一
二
曲

端
手
　
　
　
　
六
曲

裏
組
　
　
　
　
七
曲

中
組
　
　
　
　
八
曲

歌
物
　
　
　
一
四
曲

許
物
　
　
　
　
四
曲

中
後
許
物
　
一
二
曲

奥
組
　
　
　
一
四
曲

曲
數
　
計
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音
曲
科
の
音
曲
教
育
は
、
箏
と
三
絃
で
組
織
さ
れ
る
が
、
三
絃
は
上
方
歌
を
、
箏
は
生
田
流
を
採
用
し

て
い
た
。 

山
口
の
ま
と
め
た
こ
の
方
針
の
な
か
で
、
古
来
よ
り
箏
と
合
奏
す
る
楽
器
で
あ
る
三
絃
は
、
高
雅
で
優

美
繊
細
で
あ
り
日
本
音
楽
一
の
楽
器
で
あ
る
と
唱
え
て
い
る
。 

山
口
は
、
東
京
音
楽
学
校
の
教
授
時
代
に
、
多
く
の
著
名
な
人
々
に
、
上
方
歌
は
発
達
の
余
地
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
京
都
盲
唖
院
に
お
い
て
、
箏
と
と
も
に
、
特
に
上
方
歌
の
教
授
に
も
力
を
入
れ
、

盲
唖
院
が
、
盲
人
の
音
曲
の
芸
事
と
し
て
発
信
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。 

生
田
流
は
東
京
に
お
い
て
も
、
山
田
流
と
と
も
に
流
行
し
、
全
国
に
普
及
し
て
い
る
が
、
京
都
が
発
祥

の
地
で
あ
る
。
京
都
で
は
、
箏
・
三
絃
の
妙
手
や
名
人
が
多
か
っ
た
た
め
、
盲
唖
院
の
音
曲
教
授
に
好
都

合
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
琵
琶
・
尺
八
・
胡
弓
・
八
雲
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
と
し
て
世
の
中
に

出
る
の
は
難
し
い
の
で
、
箏
・
三
絃
を
中
心
と
し
、
こ
れ
ら
の
楽
器
は
副
科
と
し
て
学
べ
る
よ
う
に
し
て

い
た
。 

そ
し
て
、
こ
の
教
育
方
針
に
は
、
藝
を
身
に
付
け
る
た
め
に
は
、
音
曲
に
関
す
る
知
識
を
学
ぶ
だ
け
で

な
く
、
国
語
や
算
術
、
体
操
の
授
業
に
よ
り
身
体
を
鍛
え
、
音
楽
家
と
な
る
た
め
の
実
力
を
得
ら
れ
る
と

記
述
さ
れ
て
い
る
。
予
科
の
二
年
、
本
科
五
年
を
経
て
卒
業
に
至
れ
ば
、
大
体
の
歌
曲
は
、
習
得
し
、
ま

た
さ
ら
に
、
高
等
科
に
入
り
、
音
曲
師
を
目
指
す
た
め
に
四
年
の
課
程
を
修
了
す
る
ま
で
に
至
れ
ば
、
絃

本
科
は
藝
術
に
属
す
る
も
の
な
れ
ば
習
熟
鍛
錬
以
て
其
妙
域
に
達
せ
し
む
る
を
以
て
教
授
の 

要
と
な
す
と
雖
も
彼
の
歌
曲
の
意
義
を
解
せ
ず
し
て
徒
に
模
倣
是
れ
勤
む
る
が
如
き
の
弊
風 

を
避
け
音
曲
談
、
作
曲
、
和
歌
の
科
に
因
り
て
音
曲
に
關
す
る
智
識
を
授
け
又
其
常
識
を
養
ひ
品 

性
を
陶
治
し
身
体
の
強
健
を
謀
ら
ん
為
め
修
身
、
國
語
、
算
術
、
体
操
を
課
し
以
て
明
治
の
音
樂
師 

 

た
る
の
實
力
を
得
し
め
ん
こ
と
を
期
す
其
教
授
法
の
如
き
は
普
通
と
異
る
事
な
け
れ
ば
省
き
て 

、
載
せ
ず 

本
科
の
志
望
者
を
し
て
普
通
音
樂
科
第
一
第
二
學
年
在
學
中
に
於
て
早
く
己
に
簡
易
な
る
歌
曲 

を
授
け
又
他
の
學
科
の
如
く
普
通
科
卒
業
後
技
藝
科
に
入
る
の
例
に
倣
は
ず
し
て
普
通
科
二 

學
年
の
修
了
を
待
ち
直
ち
に
本
科
を
専
修
せ
し
む
る
も
の
は
こ
れ
筋
肉
の
強
固
な
ら
ざ
る
以 

前
に
於
て
其
手
指
を
慣
ら
す
の
必
要
あ
る
に
よ
る
な
り 

以
上
の
如
く
豫
科
二
年
を
経
て
本
科
に
入
り
本
科
五
年
を
卒
業
す
れ
ば
普
通
の
歌
曲
は
大
体 

習
得
し
て
音
曲
師
た
る
を
得
べ
く
尚
進
で
高
等
科
に
入
り
四
年
の
課
程
を
修
了
す
る
に
至
ら 

ば
爰
に
始
め
て
絃
箏
の
蘊
奥
に
達
し
其
全
班
を
了
知
し
以
て
高
等
音
曲
家
と
し
て
世
に
立
つ 

を
得
べ
し 
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箏
を
極
め
、
高
い
技
術
を
も
つ
演
奏
家
と
し
て
世
の
中
に
で
る
こ
と
が
で
き
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

山
口
が
、
名
人
名
手
を
輩
出
し
た
京
都
に
お
い
て
、
盲
唖
院
の
音
曲
教
育
を
発
展
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に

考
え
た
だ
け
で
な
く
、
盲
唖
院
の
音
曲
科
に
入
学
す
る
生
徒
が
、
日
本
音
楽
を
代
表
す
る
絃
箏
の
音
曲
師

を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
教
育
方
針
を
提
示
し
た
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 
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第
二
節 

京
都
時
代
の
演
奏
活
動 

 

（
一
）
京
都
盲
唖
院
時
代
の
演
奏
活
動 

 

こ
こ
で
は
、
山
口
巌
の
京
都
盲
唖
院
に
い
た
頃
の
演
奏
活
動
の
記
録
を
ま
と
め
た
。 

京
都
盲
唖
院
に
関
わ
る
演
奏
活
動
で
は
、
演
奏
会
の
記
録
を
は
じ
め
、
音
曲
試
験
の
際
の
演
奏
、
ま
た

皇
后
陛
下
の
御
前
で
演
奏
し
た
際
、
そ
し
て
慈
善
会
へ
の
出
演
や
、
卒
業
式
で
の
余
興
演
奏
の
記
録
が
残

っ
て
い
た
。 

こ
れ
は
、
京
都
盲
唖
院
の
前
身
で
あ
る
、
京
都
府
立
盲
学
校
の
資
料
室
に
保
存
さ
れ
て
い
る
「
京
盲
文

書
」
を
時
代
ご
と
に
調
査
し
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
で
あ
り
、
演
奏
会
全
体
の
曲
目
と
出
演
者
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
演
奏
活
動
の
資
料
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
資
料
の
タ
イ
ト
ル
や
、
演
奏
会
、
音
曲
の
試
験
の
際

の
演
奏
の
年
代
や
、
期
日
が
わ
か
る
も
の
は
、
演
奏
の
日
程
を
掲
載
し
た
。
ま
た
、
年
代
の
順
に
掲
載
し

て
い
る
が
、
年
月
日
が
不
明
な
も
の
は
、
最
後
に
掲
載
し
た
。 

 

演
奏
活
動
の
記
録
の
表
記
に
際
し
、
以
下
に
凡
例
を
載
せ
る
。 

 １
．
演
奏
会
タ
イ
ト
ル
お
よ
び
、
試
験
の
題
目
は
【 

 

】
で
記
し
、
番
号
に
つ
い
て
は
、
資
料
編
の
「
京

盲
文
書
」
に
従
っ
て
、
番
号
付
け
を
行
っ
た
。 

２
．
「
京
盲
文
書
」
の
な
か
で
、
資
料
に
よ
っ
て
は
、
保
存
状
態
が
悪
く
、
紙
の
一
部
が
虫
食
い
お
よ
び
、

破
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
た
め
翻
刻
が
困
難
で
、
読
み
取
れ
な
か
っ
た
部
分
も
含
ま
れ
て
い
る
。
読
み

取
れ
な
か
っ
た
言
葉
に
つ
い
て
は
、
□
で
記
し
た
。 

３
．
演
奏
一
覧
の
楽
器
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
資
料
中
の
演
奏
楽
器
の
種
類
が
、
「
箏
」
は
「
琴
」
お
よ
び

「
コ
」
、
「
三
絃
」
は
「
三
」
、「
胡
弓
」
は
「
弓
」
、
「
本
手
」
は
「
本
」
、
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

す
べ
て
の
楽
器
に
お
い
て
名
称
が
分
か
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
楽
器
名
を
記
し
た
。 

ま
た
、
前
の
曲
と
楽
器
が
同
じ
場
合
や
、
演
奏
者
が
複
数
い
る
場
合
、
演
奏
楽
器
名
に
つ
い
て
、「
同
」

や
「
仝
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
は
、
楽
器
が
記
さ
れ
て
い
る
演
奏
者
に
連
ね
て
表
記
し
た
。 

 



 

８０ 
 

４
．
資
料
内
の
曲
名
や
演
奏
者
名
の
表
記
の
な
か
に
、
赤
線
ま
た
は
黒
線
で
名
前
を
消
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
る
。
そ
の
場
合
は
記
載
さ
れ
て
い
る
曲
名
ま
た
は
演
奏
者
名
の
後
に
（
赤
線
）
と
記
し
た
。
ま
た
、

赤
あ
る
い
は
黒
で
曲
名
ま
た
は
演
奏
者
名
が
加
え
ら
れ
て
い
る
場
合
も
、
資
料
の
と
お
り
翻
刻
し
た
。 

５
．
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
な
か
で
、
楽
器
に
つ
い
て
表
記
の
な
い
場
合
、
ま
た
演
奏
し
た
楽
器
が
わ
か
ら
な

い
場
合
は
何
も
記
さ
ず
、
一
覧
表
の
な
か
で
は
空
欄
に
し
た
。
ま
た
、
一
覧
表
の
な
か
で
、
山
口
巌
の

出
演
曲
目
で
、
共
演
者
が
い
な
い
場
合
も
同
じ
く
空
欄
で
表
し
た
。 

６
．
一
覧
表
内
の
数
字
の
表
記
は
、
元
の
資
料
の
年
代
以
外
は
、
年
・
日
程
は
英
数
字
に
直
し
た
。 

 

 

は
じ
め
に
、
山
口
の
京
都
盲
唖
院
で
の
演
奏
活
動
に
つ
い
て
、
「
京
盲
文
書
」
か
ら
見
つ
か
っ
た
資
料

を
も
と
に
、
京
都
盲
唖
院
時
代
の
山
口
が
演
奏
し
て
い
る
曲
目
の
み
を
一
覧
に
し
た
。
（
図
表
４
） 

そ
し
て
、
京
都
盲
唖
院
内
で
の
各
演
奏
会
で
の
演
奏
内
容
ま
た
は
、
試
験
内
容
を
資
料
別
に
列
挙
し
、
そ

の
後
、
京
都
盲
唖
院
内
で
の
山
口
が
演
奏
し
た
演
奏
内
容
の
す
べ
て
の
記
録
を
全
体
の
一
覧
表
で
示
し
た
。

（
図
表
５
） 

こ
の
山
口
の
京
都
盲
唖
院
時
代
の
演
奏
全
体
の
一
覧
表
の
な
か
で
、
山
口
が
出
演
し
た
曲
目
に
関
し
て

は
、
山
口
の
演
奏
し
た
曲
目
お
よ
び
演
奏
者
名
の
部
分
に
色
付
け
を
し
た
。 

な
お
、
京
都
盲
唖
院
時
代
の
演
奏
活
動
の
記
録
は
、「
京
盲
文
書
」
を
参
考
に
し
た
集
計
結
果
で
あ
り
、

山
口
の
演
奏
の
記
録
の
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
た
な
か
の
演
奏
曲
目
や
、
演
奏
内

容
、
ま
た
共
演
者
に
よ
っ
て
、
演
奏
活
動
の
内
容
を
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 
 



 

８１ 
 

図
表 
４ 
京
都
盲
唖
院
時
代
の
山
口
巌
の
出
演
曲
目
一
覧 

 

年 演奏題目 日程 曲
山口巖が

演奏した楽器
演奏者 演奏場所

1880 明治13年 八しま

1881 明治14年 竹生島 箏 箏：古川立斎

1885 音曲試檢題 明治18年 ひんた組 三絃 三絃：八木銀次郎
明治十八年三月
『檢査一件書』

京都市盲唖院

玉川 三絃
三絃：松村音二郎
箏：川勝まさ

七小町 箏 三絃：中石芳次郎
残月 箏 三絃：松本万二郎　渡辺正太郎

秋そら 三絃

宇治巡り 箏
三絃：八木銀次郎　三帰とく
箏：小田せん

磯千鳥 胡弓 三絃：八木銀次郎
さらし 三絃
石橋 各生一同

1885 音曲研究會 明治18年3月26日 西行櫻 箏
箏：八木健次郎
中石芳次郎　渡邉庄太郎
松本萬次郎（赤線）

明治十八年三月
『檢査一件書』

東山知恩院内

春かさね
尾本猪十郎　福永らく　横山ふじ
芝田りつ

1887
新古美術博覽会

御臨幸之際
明治20年1月 十段 替手

箏曲八雲栞合奏
本手：幾山栄福　古川瀧斎　福永らく
江良千代
替手：澤本牧之助　松阪春栄　松見栄二
八雲琹本手：西村よね

⑨
明治二十年
『盲唖院一件』

新古美術博覽会
御臨啓之際

明治20年1月
若菜

ももちどりの曲
箏

箏曲平安絃曲鼓弓合奏
箏：澤本牧之助　松見栄二　中山あい
平安絃：田中きぬ　岡豫一郎　糸谷妙徳
桐山らく　芝田かつ　高木こう
渡辺庄太郎　中石芳次郎　八木銀次郎
小畠てつ　川勝まさ　江良千代
鼓弓：西村よね

⑨
明治二十年
『盲唖院一件』

1887 音曲科試檢問題 明治20年3月 梅か枝 箏 渡辺庄太郎　山村いく
明治二十年三月
『盲生試檢問題』

京都市盲唖院

四季の詠 山村いく
あおひのうへ 箏

御代の春
新青柳 八木銀次郎

常世の曲

資料番号（資料編第一部）
/元の資料「京盲文書」

明治自十一年　到十四年
 『檢査用書類綴』

⑤

⑩

⑥

⑥
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年 演奏題目 日程 曲
山口巖が

演奏した楽器
演奏者 演奏場所

すま 渡辺正太郎　江良千代

さかのはる
河野すへ
胡弓：江良千代

松風
箏：小畑てつ
川勝まさ

きぬた 中石芳次郎
水嶋合戦 平曲

紅葉同音 平曲
平曲琵琶：山崎貞之助　山本駒二郎
安田治三郎　谷口菊二郎
半井緑　藤村性禅

しづ 三絃
箏：横山ふじ
三絃：河野すへ　渡辺庄太郎

九段
すこもり 渡辺庄太郎

あつま獅子 本手

本手：小畑てつ　川勝まさ
三絃：福井てい　中石芳次郎
渡辺庄太郎
箏：糸谷妙徳　桐山らく　江良千代

1890
皇后宮陛下
行啓記録

明治23年4月9日 八段 替手
幾山栄福　古川龍斎
八雲：島せい
替手：福永らく　渡辺庄太郎

明治二十三年四月八日
『皇后宮陛下行啓記録』

京都市盲唖院

櫻尽し 替手
幾山栄福　福永らく
替手：江良千代

常世の曲 渡邊庄太郎　江良千代

石橋
古川龍斎　福永らく　中石芳次郎
渡邊庄太郎　江良千代

1890 音曲會 明治23年11月22日 富士太鼓
渡邉庄太郎　中石芳次郎
江良千代　川勝まさ　杉原りやう

明治二十三年十一月
二十二日
『音曲會一件書綴』

萩の露
渡邉庄太郎　中石芳次郎
川勝まさ
箏：江良千代　小畠てつ

八段 箏
尺八：小森隆吉
古川龍齋　福永らく　田中きぬ
箏：渡邉庄太郎

1891
婦人慈善會
音曲番組

明治24年1月17日 みだれ 替手箏
替手箏：江良千代
箏本手：渡辺庄太郎　中石芳二郎

高等女学校

巣ごもり 三絃
三絃：古川龍齋
胡弓：渡辺庄太郎

七小町 箏

三絃：古川龍齋
箏：嶋　セイ　小畠テツ
三絃：渡辺庄太郎　江良千代
川勝マサ　杉原リヤウ　清水スエ
胡弓：中石芳二郎

⑯

⑱

⑮

⑭

資料番号（資料編第一部）
/元の資料「京盲文書」

京都市盲唖院
1888 音曲科試檢問題 明治21年4月

明治二十四年
『諸往復書』

明治二十三年ヨリ
廿六年ニ至ル
『日注簿』
（翻刻は⑱『日注簿』よ
り）

明治廿一年四月
『試檢書類』⑬
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年 演奏題目 日程 曲
山口巖が

演奏した楽器
演奏者 演奏場所

1891
卒業証書授與式
余興音曲番組

明治24年 櫻尽し 三絃
箏：川勝まさ　杉原りよう
三絃：渡辺庄太郎　中石芳次郎

明治二十四年
『試檢書類綴込』 京都市盲唖院

根引の松 箏

箏：江良千代
三絃：渡邉庄太郎　川勝まさ
小畠てつ　杉原りよう　清水すへ
胡弓：中石芳次郎

1894
京都婦人慈善會
餘興音曲番組

明治27年 若菜 箏
箏：中石芳次郎
三絃：高木こう　川勝まさ　杉原りよう
清水すへ

明治二十七年
『諸往復綴込』

楫枕 三絃
箏：江良千代　杉原りよう
三絃：渡邉正太郎　中石芳次郎
川勝まさ　清水すへ

□かさね 箏
箏：江良千代
三絃：渡邉正太郎　高木こう・・・
（紙が古く、破れているため人物不明）

羽衣 箏 箏：渡邊庄太郎　中石芳次郎　江良千代

櫻川 三絃
箏：渡邊庄太郎　江良千代
三絃：川勝まさ　清水すへ　井上菊枝
胡弓中石芳次郎

吾妻獅子 總掛リ

宇治めぐり 箏
箏：小畠てつ
三絃　中石芳次郎　高木こう　川勝まさ
杉原りよう（黒線）清水すへ

七段 渡辺正之　杉原りよう　清水すへ

玉川 三絃
箏：江良千代　小畠てつ
三絃：中石芳次郎　川勝まさ
杉原りよう

残月 箏
箏：杉原りよう
三絃：渡辺正之　川勝まさ　清水すへ
胡弓：中石芳次郎

1895 余興　音曲番組 明治28年4月8日 櫻尽し 三絃
箏：江良千代　杉原りよう
三絃：渡辺正之　小畠てつ　清水すへ
中石芳齋

㉕
明治廿八年三月
『試驗書類』

京都市盲唖院

1902
卒業証書授与式

余興番組
明治35年 雪の曙 箏

三絃：小畑てつ　天春さわ　田中ふみ
尺八：坂本音次郎

㉞
明治三十五年四月
『學年末書類』

京都市盲唖院

1891 明治27年

⑳
明治二十七年
『試験書類』

1892 明治28年 明治二十八年
『諸往復』㉔

京都市盲唖院
奏曲番組

資料番号（資料編第一部）
/元の資料「京盲文書」

京都婦人慈善會
餘興音曲番組

⑲

⑰
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年 演奏題目 日程 曲
山口巖が

演奏した楽器
演奏者 演奏場所

1902
秋季

音曲大會番組
明治35年 長崎 　平家琵琶 古川　百原　渡辺正之 （不明）

都土産
百原　谷　田中きぬ　芝田かつ
糸屋初尾

六段 箏替手

箏本手：谷　小畑てつ
箏替手：天春さわ
三絃：中石芳齋　尾崎小花
三下り：古川　井上

越後獅子 箏

箏：田中榮一
三絃：中石芳齋　江良千代
杉原りよう　坂本音次郎　小畑てつ
尾崎小花　天春さわ
胡弓：澤本さき

資料番号（資料編第一部）
/元の資料「京盲文書」

 
㉟
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京
都
盲
唖
院
時
代
に
山
口
巌
が
演
奏
し
た
演
奏
会
お
よ
び
試
験
の
演
奏
記
録
一
覧 

 

◆
『
檢
査
用
書
類
綴
込
』
（
資
料
番
号
⑤
） 

明
治
自
十
一
年 

至
十
四
年 

盲
啞
院 

 

１
．
明
治
十
三
年 

 

《
都
の
春
》 

八
木
銀
次
郎 

 

《
呉
羽
と
り
》 

北
村
ち
ま 

 

《
蝶
々
》 小

畑
て
川 

 

《
七
ゝ
艸
》 

日
下
宗
次
郎 

 

《
八
し
ま
》 

山
口
菊
次
郎 

 

《
鴫
の
は
る
か
き
》 

岡
豫
一
郎 

外
五
人 

 

２
．
明
治
十
四
年 

 

《
ゆ
き
》 

三
絃 

 

古
川
立
斎 

前
田
み
つ 

 

《
蝶
々
》 

箏 
 

西
村
と
よ 

岡
豫
一
郎 

 

《
七
々
草
》 

箏 
 

川
勝
ま
さ 

岡
豫
一
郎 

 

《
か
く
ら
》 

箏 
 

八
木
龍
八
郎 

古
川
立
斎 

 

《
う
た
れ
ん
ぼ
》 

箏 
 

松
本
万
次
郎 

岡
豫
一
郎 

 

《
ゆ
う
か
ほ
》 

箏 
 

日
下
宗
次
郎 

岡
豫
一
郎 

 

《
竹
生
島
》 

箏 
 

山
口
菊
次
郎 

古
川
立
斎 

 

《
紅
葉
つ
く
し
》 

古
川
立
斎 

岡
豫
一
郎 

 
《
宇
治
め
く
り
》 

幾
山
栄
福 

古
川
立
斎 

岡
豫
一
郎 

  
 

◆
『
檢
査
一
件
書
』
（
資
料
番
号
⑥
） 

明
治
十
八
年
三
月 
盲
唖
院 

 

【
音
曲
試
檢
題
】 

 

《
梅
か
枝
》 

箏 
 

中
石
芳
次
郎 

渡
辺
正
太
郎 

 

《
ひ
ん
た
組
》 

三
絃 

山
口
菊
二
郎 

八
木
銀
次
郎 

 

《
二
て
う
》 

箏 
 

山
田
せ
ん 
 

《
な
ゝ
草
》 

箏 
 

渡
辺
正
太
郎 

 

三
絃 

西
村
と
よ 

生
駒
と
わ 

 

《
ま
ゝ
の
川
》 

三
絃 

中
石
芳
次
郎 

 

箏 
 

藤
林
い
ろ 

 

《
お
ほ
小
菊
》 

三
帰
と
く 

 

《
玉
川
》 

三
絃 

山
口
菊
二
郎 

松
村
音
二
郎 

箏 
 

川
勝
ま
さ 

 



 

８６ 
 

《
四
季
の
雪
》 

三
絃 

渡
辺
正
太
郎 

江
良
千
代 

 

《
越
後
獅
》 

箏 
 

松
本
萬
二
郎 

三
絃 

川
勝
ま
さ 

入
江
う
の 

 

《
高
雄
山
》 

小
畑
て
つ 

三
絃 

三
帰
と
く 

 

《
け
し
の
花
》 

三
絃 

藤
林
い
ろ 

 

《
四
季
の
詠
》 

箏 
 

八
木
銀
次
郎 

 

三
絃 

渡
辺
正
太
郎 

 

《
あ
い
の
山
》 

三
絃 

松
本
万
二
郎 

 

《
里
の
暁
》 

箏 
 

小
畑
て
つ 

三
絃 

川
勝
ま
さ 

 

《
思
ひ
寝
》 

三
絃 

八
木
銀
次
郎 

 

《
末
の
契
り
》 

胡
弓 

松
本
万
二
郎 

三
絃 

中
石
芳
次
郎 

 

《
水
の
音
》 

三
絃 

江
良
千
代 

 

《
娘
道
成
寺
》 

胡
弓 

渡
辺
正
太
郎 

三
絃 

八
木
銀
次
郎 

 

《
夕
き
り
文
章
》 

三
絃 

小
田
せ
ん 

 

《
六
段
》 

胡
弓 

八
木
銀
次
郎 

三
絃 

岡 

豫
一
郎 

箏 
 

三
帰
と
く 

長
田
ふ
さ
を 

 

《
七
小
町
》 

箏 

山
口
菊
次
郎 

三
絃 

中
石
芳
次
郎 

 

《
え
ん
の
つ
な
》 

三
絃 

渡
辺
正
太
郎 

 

《
残
月
》 

箏 
 

山
口
菊
次
郎 

三
絃 

松
本
万
二
郎 

渡
辺
正
太
郎 

 

《
八
重
霞
》 

箏 
 

江
良
千
代 

 

《
秋
そ
ら
》 

三
絃 

山
口
菊
次
郎 

 

《
宇
治
巡
り
》 

三
絃 
八
木
銀
次
郎 

三
帰
と
く 

箏 
 

小
田
せ
ん 

 
 

《
玉
の
臺
》 

胡
弓 

中
石
芳
次
郎 

 

《
反
こ
ん
こ
う
》 

三
絃 

小
畑
て
つ 

川
勝
ま
さ 

 

《
磯
千
鳥
》 

胡
弓 

山
口
菊
次
郎 

三
絃 

八
木
銀
次
郎 

 

《
身
か
わ
り
お
ん
ど
》 

三
絃 

中
石
芳
次
郎 
 

《
さ
ら
し
》 

三
絃 

山
口
菊
次
郎 

 

《
石
橋
》 

各
生
一
同 
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◆
『
檢
査
一
件
書
』
（
資
料
番
号
⑥
） 

明
治
十
八
年
三
月 

盲
唖
院 

 

【
音
曲
研
究
會
】 
京
都
府
盲
啞
院 

三
月
廿
六
日 

於 
東
山
知
恩
院
内
午
前
正
六
時

始
メ
午
後
五
時
終
リ 

 

◯
琵
琶 

平
曲 

 

《
梶
原
二
度
ノ
駈
》 

石
田
光
太
郎 

 

◯
絃
箏 

《
天
下
泰
平
》 

幾
山
栄
福 

古
川
龍
齋 

 

《
青
柳
》 澤

本
牧
之
助 

松
見
榮
二 

福
永
ら
く 

 

横
山
ふ
じ 

 

《
四
季
の
富
士
》 

糸
谷
妙
徳 

桐
山
ら
く 

 

《
磯
の
春
》 

高
田
す
へ 

桐
山
ら
く 

 

《
末
の
よ
る
へ
》 

江
良
千
代 

 

《
西
行
櫻
》 

箏 
 

山
口
菊
次
郎 

八
木
健
次
郎 

中
石
芳
次
郎 

渡
邉
庄
太
郎 

松
本
萬
次
郎
（
赤
線
） 

 

《
□
簿
命
》
（
□
は
、
紙
が
古
く
破
れ
て
い
る
た
め

読
取
不
明
） 

小
畑
て
川 

川
勝
ま
さ 

 

《
□
重
衣
》
（
□
は
、
紙
が
古
く
破
れ
て
い
る
た
め

読
取
不
明
） 

富
田
な
み 

幾
山
栄
福 

 

《
さ
か
の
春
》 

三
絃 

竹
田
き
ぬ 
 

箏 
 

川
島
よ
ね 

 

《
夕
霧
文
章
》 

小
田
せ
ん 

 

《
川
千
鳥
》 

横
山
ふ
じ 

箏 
 

芝
田
か
つ 

高
木
こ
う 

 

《
夜
々
の
星
》 

井
上
つ
る 

伊
原
邦
貴 

松
坂
春
栄 

 

《
萩
の
露
》 

鈴
木
重
明 

箏 
 

古
川
瀧
斎 

田
中
き
ぬ 

 

《
葵
上
》 岸

さ
と 

臼
井
み
つ 

鶴
岡
俊 

 

《
さ
む
し
ろ
》 

大
阪 

一
菊
池 

四
菊
塚 

三
菊
山 

 

菊
高
（
赤
線
）
二
菊
仲 

 
 

 

中
入 

 

○
琵
琶 

平
曲 

《
那
須
余
市
》 

《
櫻
中
音
》 

シ
テ 

藤
村
繁
三 

ワ
キ 

石
田
光
太
郎 

 

○
一
絃
琴 

《
明
石
の
曲
》 

《
一
節
切
》 

櫻
井
せ
い 

里
田
り
ょ
う 

 

加
賀
田
よ
し
（
赤
線
） 

万
木
肇 

 

◯
八
雲
琹 

《
東
の
名
残
》 

大
森
り
つ 

西
村
よ
ね 

庭
田
れ
い 

 

◯
吾
妻
琹 

《
千
代
の
春
》 

山
田
誠
次 

 

◯
廿
五
絃
琹 

《
き
ぬ
た
》 

奥
村
ゆ
か 

《
六
段
》 

 

千
原
千
賀 

◯
堤
琴 

《
三
ツ
れ
ん
ぼ
》 

西
村
よ
ね 

小
田
せ
ん
（
赤
線
） 

田
中
き
ぬ 

 
 



 

８８ 
 

◯
木
栞 

《
松
竹
梅
》 

河
島
つ
る 

岡 

豫
市 

村
上
雪
江 

 

◯
風
琹 

唱
歌 

赤
松
藤
枝 

 

廣
瀬
志
ん
し 

 

中
入 

 

○
□
□
（
□
は
、
紙
が
古
く
破
れ
て
い
る
た
め
読
取

不
明
） 

《
壽
式
三
番
叟
》 

シ
テ 

安
倍 

 

ワ
キ 

薄
田 

 

ツ
レ 

み
よ
し 

 

謡 
 

高
多 

 

三
絃 

友
次
郎 

三
二 

庄
次
郎 

豐
吉 

 

廣
左 

衛
門 

紫
蓮 

權
七 

 

笛 

田
中 

 

小
鼓 

梅
松 

 

○
胡
弓 

《
深
夜
の
月
》 

村
上
雪
江 

岡
餘
市 

澤
本
牧
之
助 

 

《
す
ご
も
り
》 

谷
口
は
な 

古
川
瀧
斎 

鶴
岡
俊 

 

○
洞
簫 

 

《
あ
づ
さ
》 

小
森
隆
吉 

塚
原
幸
吉 

箏 
 

福
永
ら
く 

三
絃 

田
中
き
ぬ 

三
絃 

横
山
ふ
志 

 

《
袖
の
露
》 

股
野
眞
龍 

 

三
絃 

千
原
千
賀 

田
中
き
ぬ 

西
村
よ
ね 

 

○
笛 

《
古
道
成
寺
》 

島
村
庫
太
郎 

木
村
徳
次
郎 

箏 
 

松
見
榮
二 

三
絃 

谷
清
五
郎 

福
井
て
い 

中
入 

 

◯
管
絃 

《
平
調
音
取
》 

《
三 

臺
塩
》 

箏 

杉
浦
爲
充 

 

琵
琶 

岩
田
秀
行 

 

笙 
 

杉
浦
爲
之 

菱
田
正
徳 

 

篳
篥 

横
山
經
忠 

青
木
富
義 

 

龍
笛 

西
村
貞
興 

古
澤
賢
角 

 

羯
鼓 

辻
村
恭
徳 

 

太
鼓 

杉
浦
爲
久 

 

鉦
鼓 

杉
浦
爲
興 

 

◯
明
清
楽 

《
水
滸
傳
武
鮮
花 

二
宗
不
諗
母
流
水
》 

招
月
園 

社
中 

 

中
入 

 

絃
箏 

《
雲
井
の
曲
》 

大
阪 

菊
池 
菊
塚 

菊
山 

菊
仲 

 

新
開 

《
春
か
さ
ね
》 

尾
本
猪
十
郎 

福
永
ら
く 
横
山
ふ
し 

 

芝
田
り
つ 

山
口
菊
次
郎 

  

《
か
つ
ら
男
》 

箏 
 

澤
本
牧
之
助 

谷
清
五
郎 

 

《
新
玉
か
つ
ら
》 

福
井
て
い 

箏 
 

芝
田
か
つ 

三
絃 

横
山
ふ
じ



 

８９ 
 

《
五
段
砧
》 

臼
井
み
つ 

高
野
い
そ 

幾
山
榮
福 

 

《
狐
火
》 大

阪 

菊
池 
菊
山 

菊
仲 

菊
塚 

 

《
梅
か
枝
》 

箏 
 

中
山
あ
い 

田
中
き
ぬ 
谷
口
は
な 

 

瀧
野
り
つ 

 

《
う
き
ね
》
（
赤
線
） 

《
善
知
鳥
》 

箏 
 

松
見
榮
二 

百
原
良
雄 

 

《
今
小
町
》 

伊
原
邦
貴 

松
坂
春
榮 

 

《
新
浮
舟
》 

幾
山
栄
福 

箏 
 

古
川
瀧
斎 

 

《
袖
の
雨
・
玉
椿
》
組
合
せ 

大
阪 

菊
池 

菊
仲 

菊
山 

菊
塚 

 

千
秋
楽 

《
東
獅
子
》 

箏 
 

伊
原
邦
貴 

松
坂
春
榮 

 

三
絃 

岡
豫
一 

澤
本
牧
之
助 

松
見
榮
二 

 

百
原
良
雄 

谷
清
五
郎 

 

胡
弓 

村
上
雪
江 

西
村
よ
ね 

笛 
 

田
井
中
常
次
郎

◆
『
盲
唖
院
一
件
』
（
資
料
番
号
⑨
） 

明
治
二
十
年 

學
務
課 

 

【
新
古
美
術
博
覽
會
】 

 

１
．
新
古
美
術
博
覽
会 

御
臨
幸
之
際 

 

祝
言
平
曲
琵
琶 

《
栄
行
御
代
》 

 

音
曲
科
商
議
員 

 

藤
村
性
禅 

 

音
曲
科
五
年
生 

 

石
田
光
太
郎 

 

箏
曲
八
雲
栞
合
奏 

《
十
段
》 

 
本
手 

 

音
曲
科
商
議
員
長 

幾
山
栄
福 

 

音
曲
科
教
員 

 
 

古
川
瀧
斎 

 

音
曲
科
商
議
員 

 

福
永
ら
く 

 

音
曲
科
三
期
生 

 

江
良
千
代 

 
 

替
手 

 

音
曲
科
商
議
員 

 

澤
本
牧
之
助 

 

仝 
 
 
 
 
 
 

松
阪
春
栄 

仝 
 
 
 
 
 
 

松
見
栄
二 

 

音
曲
科
卒
業
生 
 

山
口
菊
次
郎 

 

八
雲
琹
本
手 

音
曲
科
教
員 

 
 

西
村
よ
ね 

 

箏
曲
平
安
絃
曲
鼓
弓
合
奏 

《
四
つ
の
民
》 

 

箏 
 

 

音
曲
科
商
議
員 

 

伊
原
邦
貴 

 

仝 
 
 
 
 
 
 

横
山
ふ
じ 

 

音
曲
科
卒
業
生 

 

芝
田
か
つ 

 

音
曲
科
商
議 

 
 

桐
山
ら
く 

 
 

平
安
絃 

 

音
曲
科
教
員 

 
 

田
中
き
ぬ 

 

音
曲
科
商
議
員 

 

百
原
良
雄 

 

仝 
 
 
 
 
 
 

岡
豫
一
郎 

 

仝 
 
 
 
 
 
 

糸
谷
妙
徳 

 

仝 
 
 
 
 
 
 

谷
清
五
郎 

 

仝 
 
 
 
 
 
 

中
山
あ
い 

音
曲
科
五
年
期
生 

渡
辺
庄
太
郎 

 

仝 
 
 
 
 
 
 

八
木
銀
次
郎 

 

仝 
 
 
 
 
 
 

中
石
芳
次
郎 



 

９０ 
 

２
．
新
古
美
術
博
覽
会 

御
臨
啓
之
際 

 

祝
言
平
曲
琵
琶 

《
御
代
の
恵
》 

 

音
曲
科
商
議
員 

 

藤
村
性
禅 

 

音
曲
科
五
年
期
生 

石
田
光
太
郎 

 

箏
曲 

《
九
段
》 

 

雲
井 

 

音
曲
科
商
議
員
長 

幾
山
栄
福 

 

音
曲
科
教
員 

 
 

古
川
瀧
斎 

音
曲
科
商
議
員 

 

福
永
ら
く 

 

仝 
 
 
 
 
 
 

伊
原
邦
貴 

 
 
 

九
段 

音
曲
科
商
議
員 

 

横
山
ふ
じ 

 

仝 
 
 
 
 
 
 

百
原
良
雄 

松
阪
春
栄 

仝 
 

 
 

 
 

 

□
□
郎
（
紙
虫
食
い
で
不
明
） 

 

箏
曲
平
安
絃
曲
鼓
弓
合
奏 

《
若
菜
》
《
も
も
ち
ど
り
の
曲
》 

 
 箏 音

曲
科
商
議
員 

 

沢
本
牧
之
助 

 

仝 
 
 
 
 
 
 

松
見
栄
二 

 

仝 
 
 
 
 
 
 

中
山
あ
い 

 

音
曲
科
卒
業
生 

 

山
口
菊
次
郎 

 
 平

安
絃 

 

音
曲
科
教
員 

 
 

田
中
き
ぬ 

 

音
曲
科
商
議
員 

 

岡
豫
一
郎 

 

仝 
 
 
 
 
 
 

糸
谷
妙
徳 

 

仝 
 
 
 
 
 
 

桐
山
ら
く 

 

音
曲
科
卒
業
生 

 

芝
田
か
川 

 

仝 
 
 
 
 
 
 

高
木
こ
う 

音
曲
科
五
年
期
生 

渡
辺
庄
太
郎 

 

仝 
 
 
 
 
 
 

中
石
芳
次
郎 
 

仝 
 
 
 
 
 
 

八
木
銀
次
郎 

 

音
曲
科
四
年
期
生 

小
畠
て
つ 

 

仝 
 
 
 
 
 
 

川
勝
ま
さ 

 

音
曲
科
三
年
期
生 

江
良
千
代 

 
 

鼓
弓 

音
曲
科
教
員 

 

西
村
よ
ね 

 

箏
曲
八
雲
栞
合
奏 

 

《
竹
生
島
》 

 

箏 
 

 
 
 
 

 

桐
山
ら
く 

 

中
山
あ
い 

糸
谷
妙
徳 

 

八
雲
琹
本
手 

 
 

西
村
よ
ね 

 

箏
曲
平
安
絃
合
奏 

《
松
竹
梅
》 

 
 箏 

古
川
瀧
斎 

沢
本
牧
之
助 

松
見
栄
二 

 

芝
田
か
川 

幾
山
栄
福 

福
永
ら
く 

横
山
ふ
し 

田
中
き
ぬ 

伊
原
邦
貴 

百
原
良
雄 

岡
豫
一
郎 

松
阪
春
栄 

谷
清
五
郎 

  



 

９１ 
 

◆
『
盲
生
試
檢
問
題
』
（
資
料
番
号
⑩
） 

明
治
二
十
年
三
月 

 

【
音
曲
科
試
檢
問
題
】 

明
治
二
十
年
三
月 

 

《
梅
か
枝
》 

箏 
 

渡
辺
庄
太
郎 

山
村
い
く 

 
 

山
口
菊
次
郎 

 

《
薄
衣
》 

箏 
 

小
畑
て
つ 

江
良
千
代 

 

《
四
季
の
友
》 

箏 
 

八
木
銀
次
郎 

中
石
芳
次
郎 

 

川
勝
ま
さ 

 

《
か
よ
ふ
神
》 

三
絃 

入
江
う
の 

 

胡
弓 

清
水
す
ゑ 

 

《
夕
顔
》 西

村
と
よ
（
赤
線
） 

近
藤
み
つ 

 

《
ゆ
ふ
そ
ら
》 

箏 
 

清
水
す
へ 

 

《
袖
の
露
》 

高
橋
た
ね  

胡
弓 

前
田
阿
さ 

 

《
四
季
の
詠
》 

山
口
菊
次
郎 

山
村
い
く 

 

《
高
尾
山
》 

小
畑
て
つ 

 

胡
弓 

江
良
千
代 

 

《
桜
川
》 染

木
静
治 

前
田
阿
さ 

 

《
磯
千
鳥
》 

箏 
 

川
勝
ま
さ 

 

入
江
う
の 

 

《
七
小
町
》 

箏 
 

八
木
銀
次
郎 

 

渡
辺
庄
太
郎 

 

《
袖
こ
ふ
ろ
》 

胡
弓 

 

小
畑
て
つ 

 

三
絃 

 

江
良
千
代 

 

《
古
道
成
寺
》 

八
木
銀
次
郎 

 

箏 
 

渡
辺
庄
太
郎 

 

生
駒
と
わ 

 

《
八
千
代
獅
子
》 

胡
弓 

高
橋
た
ね 

 

前
田
阿
さ 

 

《
あ
お
ひ
の
う
へ
》 

箏 
 

山
口
菊
次
郎 

 
《
宇
治
巡
り
》 

箏 
 

小
畑
て
つ 

 
江
良
千
代 

 

《
新
松
尽
し
》 

胡
弓 

川
勝
ま
さ 

 

生
駒
と
わ 
高
橋
た
ね 

 

《
す
が
が
き
》 

 

八
雲
琴 

染
木
静
治 

 

《
い
す
ず
川
》 

 

八
雲
琴 

福
永
せ
い 

 

《
わ
か
な
》 

箏 

中
石
芳
次
郎 

 

川
勝
ま
さ 
 

《
弄
斎
》 

中
石
芳
次
郎 

渡
辺
庄
太
郎 

 

《
あ
か
つ
き
》 

小
畑
て
つ 

 

箏 

江
良
千
代 

 

《
御
代
の
春
》 

 

山
口
菊
次
郎 

 

《
菊
の
露
》 

 

胡
弓 

八
木
銀
次
郎 

 

川
勝
ま
さ 

 



 

９２ 
 

《
新
青
柳
》 

 
山
口
菊
次
郎 

八
木
銀
次
郎 

 

《
歌
（
哥
）
れ
ん
ぼ
》 

 

中
石
芳
次
郎 

 

胡
弓 

渡
辺
庄
太
郎 

 

《
残
月
》 

胡
弓 

中
石
芳
二
郎 

八
木
銀
二
郎 

 

《
哥
れ
ん
ぼ
》 

渡
辺
庄
太
郎 

 

《
常
世
の
曲
》 

山
口
菊
次
郎 

 

《
鳥
追 

神
楽
》 

入
江
宇
乃 

江
良
千
代 

 

箏 
 

前
田
阿
さ 

川
勝
ま
さ 

 

箏 
 

高
橋
た
ね 

清
水
す
江

◆
『
試
檢
書
類
』
（
資
料
番
号
⑬
） 

明
治
廿
一
年
四
月 

京
都
府
盲
唖
院 

 

【
音
曲
科
試
檢
問
題
】 

明
治
廿
一
年
三
月 

 

《
菜
蕗
》 河

野
す
へ 

中
山
阿
い 

小
畑
て
つ 

 

《
雲
の
う
へ
》 

中
石
芳
次
郎 

川
勝
ま
さ 

杉
原
り
や
う 

 

《
す
ま
》 山

口
菊
次
郎 

渡
辺
正
太
郎 

江
良
千
代 

 
《
七
く
さ 小

畑
て
つ 

西
村
と
よ 

哉
垣
重
次 

 

《
松
尽
し
》 

川
勝
ま
さ 

近
藤
み
つ 

河
野
す
へ 

 

《
末
の
ち
き
り
》 

渡
辺
庄
太
郎 

箏 
 

清
水
す
へ 

 

《
老
ま
つ
》 

渡
辺
庄
太
郎 

生
駒
と
わ 

《
さ
か
の
は
る
》 

阿
野
す
へ 

山
口
菊
次
郎 

胡
弓 

江
良
千
代 

 

《
越
後
獅
子
》 

小
畑
て
つ 

胡
弓 

川
勝
ま
さ 

杉
原
り
や
う 

 

《
浮
ふ
ね
》 

胡
弓 

小
畑
て
つ 

江
良
千
代 

 

《
櫻
尽
し
》 

江
良
千
代 

箏 
 

渡
辺
庄
太
郎



 

９３ 
 

《
西
行
桜
》 

高
木
こ
う 

箏 
 

川
勝
ま
さ 

 

《
七
小
町
》 

箏 
 

中
石
芳
次
郎 

 

江
良
千
代 

 

《
秋
そ
ら
》 

渡
辺
庄
太
郎 

 

《
松
風
》 山

口
菊
次
郎 

箏 
 

小
畑
て
つ 

 

川
勝
ま
さ 

 

《
新
浮
舟
》 

小
畑
て
つ 

川
勝
ま
さ 

箏 
 

江
良
千
代 

 

《
き
ぬ
た
》 

山
口
菊
次
郎 

中
石
芳
次
郎 

 

○
平
曲 

《
か
む
ろ
》 

 

山
崎
貞
之
助 

 

《
燈
籠
》 

 
 

山
本
駒
二
郎 

 

《
重
衡
擒
れ
》 

安
田
治
三
郎 

 
 《

園
城
寺
》 

 

谷
口
菊
二
郎 

 

《
小
朝
拝
》 

 

半
井
緑 

 
 《

水
嶋
合
戦
》 

山
口
菊
次
郎 

 

《
燧
合
戦
》 

 
 

藤
村
性
禅 

 

《
紅
葉
同
音
》 

山
崎
貞
之
助 

山
本
駒
二
郎 

安
田
治
三
郎 

谷
口
菊
二
郎 

半
井
緑 

 

山
口
菊
次
郎 

藤
村
性
禅 

 

《
松
に
ご
ざ
れ
》 

箏 
 

 

松
見
栄
二 

芝
田
か
つ 

江
良
千
代

《
し
づ
》 

箏 
 

横
山
ふ
し 

 

三
絃 

河
野
す
へ 

山
口
菊
次
郎 

渡
辺
庄
太
郎 

 

八
雲 

 

《
松
の
よ
わ
い
》 

江
良
千
代 

河
野
す
へ 

 

《
ふ
り
さ
け
曲
》 

江
良
千
代 

 

《
安
玉
曲
》 

高
木
こ
う 

嶋
せ
ん 

 
《
春
の
あ
け
ぼ
の
》 

沢
本
牧
之
助 

西
山
む
め 

箏 
 

河
野
す
へ 

 

《
沢
の
川
れ
》 

江
良
千
代 

 

《
若
菜
》 岡

豫
一
郎 

谷
清
五
郎 

箏 
 

高
木
こ
う 

 

《
ぬ
れ
お
ふ
き
》 

小
畑
て
つ 

川
勝
ま
さ 

 《
四
季
の
な
か
め
》 

福
永
ら
く 

中
山
あ
い 

胡
弓 

中
石
芳
次
郎 

 

《
さ
ら
し
》 

百
原
義
雄 

渡
辺
庄
太
郎 

 

《
は
る
か
さ
ね
》 

高
木
こ
う 

嶋
せ
い 

 

《
雲
井
九
段
》 

松
阪
春
栄 

 

《
九
段
》 山

口
菊
次
郎 

 

《
す
こ
も
り
》 

山
口
菊
次
郎 

渡
辺
庄
太
郎 

 



 

９４ 
 

《
四
つ
の
民
》 

 
幾
山
栄
福 

古
川
瀧
斎 

田
中
き
ぬ 

 

高
野
い
そ 

中
山
あ
い 

臼
井
み
つ 

胡
弓 

西
村
よ
ね 

 

《
あ
つ
ま
獅
子
》 

 

本
手 

山
口
菊
次
郎 

小
畑
て
つ 

川
勝
ま
さ 

三
絃 

福
井
て
い 

中
石
芳
次
郎 

渡
辺
庄
太
郎 

箏 
 

糸
谷
妙
徳 

桐
山
ら
く 
江
良
千
代 

  

◆
『
皇
后
宮
陛
下
行
啓
記
録
』（
資
料
番
号
⑭
） 

明
治
二
十
三
年
四
月
八
日 

京
都
市
盲
唖
院 

  

《
四
季
の
友
》 

 

江
良
千
代 

小
畠
て
つ 

川
勝
ま
さ 

 

杉
原
り
や
う 

 

《
八
段
》 幾

山
栄
福 

古
川
龍
斎 

中
石
芳
次
郎 

 

八
雲 

島
せ
い 

替
手 

福
永
ら
く 

山
口
菊
次
郎 

渡
辺
庄
太
郎 

 

《
櫻
尽
し
》 

幾
山
栄
福 

福
永
ら
く 

替
手 

山
口
菊
次
郎 

江
良
千
代 

 

《
歌
れ
ん
ほ
》 

中
石
芳
次
郎 

小
畠
て
つ 

川
勝
ま
さ 

 

《
常
世
の
曲
》 

山
口
菊
次
郎 

渡
邊
庄
太
郎 

江
良
千
代 

 

《
石
橋
》 古

川
龍
斎 

福
永
ら
く 

山
口
菊
次
郎 

 

中
石
芳
次
郎 

渡
邊
庄
太
郎 

江
良
千
代 

 

◆
『
音
曲
會
一
件
書
類
』
（
資
料
番
号
⑮
） 

明
治
二
十
三
年
十
一
月
廿
二
日 

 

京
都
市
盲
唖
院 

 

【
明
治
二
十
三
年
音
曲
會
】 

 

番
組 

◯
琵
琶 

《
紅
葉
》 

藤
村
性
憚 

 

◯
絃
箏 

《
四
季
の
富
士
》 

福
永
ら
く 

西
山
む
め 

糸
谷
妙
徳 

桐
山
ら
く 

 
《
賤
》 

澤
本
牧
乃
助 

岡
豫
一
郎 

松
見
榮
二 
 

谷 

三
笑 

 

《
千
鳥
の
曲
》 

松
阪
春
榮 

芝
田
か
つ 

 

桐
山
ら
く 
井
上
福
榮 

尺
八 

鈴
木
孝
道 

 

《
富
士
太
鼓
》 

山
口
菊
次
郎 

渡
邉
庄
太
郎 

中
石
芳
次
郎 

江
良
千
代 

 

川
勝
ま
さ 

杉
原
り
や
う 

 

《
梶
枕
》 西

山
む
め 

福
井
て
い 

芝
田
か
つ 

 

糸
谷
妙
徳 

桐
山
ら
く 

清
水
す
ゑ 

 

《
萩
の
露
》 

山
口
菊
次
郎 

渡
邉
庄
太
郎 

 

中
石
芳
次
郎 

川
勝
ま
さ 

箏 

江
良
千
代 

小
畠
て
つ 

 

◯
唱
歌 

《
菊
》
（
複
音
） 

 

京
都
唱
歌
會
員 

 

《
護
國
の
頌
一
》 

京
都
唱
歌
會
員 

 

中
入 

 

◯
唱
歌 

軍
歌 

京
都
唱
歌
會
員 



 

９５ 
 

◯
八
雲 

《
出
雲
新
嘗
》 

 

島 

勢
つ 
江
良
千
代 

 

◯
絃
箏 

《
八
段
》 

 

尺
八 

小
森
隆
吉 

古
川
龍
齋 

福
永
ら
く 
田
中
き
ぬ 

箏 
 
 

山
口
菊
次
郎 

渡
邉
庄
太
朗 

 

《
今
小
町
》 

箏 

松
阪
春
榮 

松
見
榮
二 

伊
原
邦
貴 

百
原
良
雄 

福
永
て
い 

 

芝
田
か
つ 

 

《
菊
》 江

良
千
代 

小
畠
て
つ 

川
勝
ま
さ 

 

杉
原
り
や
う 

 

《
新
浮
舟
》 

岡
豫
一
郎 

（
紙
が
古
く
破
れ
て
い
る
た
め

人
物
不
明
） 

清
水
す
ゑ 

箏 
 

井
上
福
榮 

杉
原
り
や
う 

胡
弓 

中
石
芳
次
郎 

 

《
宇
治
廻
り
》 

箏 
 

澤
本
牧
之
助 

島 

勢
い 

古
川
龍
齋 

百
原
良
雄 

田
中
き
ぬ 

尺
八 

俣
野
眞
龍 

 

《
酒
》 

伊
原
邦
貴 

谷 

三
笑 

西
山
む
め 

 

福
井
て
い 

糸
谷
妙
徳 

井
上
福
榮 

箏 
 

松
見
榮
二 

島
勢
い 

小
畠 

て
つ

◆
『
日
注
簿
』
（
資
料
番
号
⑱
） 

明
治
二
十
三
年
ヨ
リ
廿
六
年
ニ
至
ル 

京
都
市
盲
唖
院 

（
【
婦
人
慈
善
會
音
曲
番
組
に
つ
い
て
は
、
明
治
二

十
四
年
『
諸
往
復
書
』
（
資
料
番
号
⑯
）
京
都
市
盲

唖
院
に
も
同
じ
演
目
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
翻
刻

は
⑱
『
日
注
簿
』
よ
り
） 

 
 

 

【
婦
人
慈
善
會
音
曲
番
組
】 

明
治
二
十
四
年
一
月
十
七
日 

 
 

本
日
高
等
女
学
校
ニ
於
テ
婦
人
慈
善
會 

新
年
宴
會
ヲ
開
ク
ア
リ
因
テ
本
院
盲
生 

参
會
音
曲
ヲ
合
奏
ス
其
人
名
及
曲
名
ヲ
記
ス 

婦
人
慈
善
會
音
曲
番
組 

 

《
二
蝶
》 

箏 
 

小
畠
テ
ツ 

川
勝
マ
サ 

江
良
千
代 

 
杉
原
リ
ヤ
ウ 

 

《
み
だ
れ
》 

替
手
箏 

山
口
菊
次
郎 

江
良
千
代 

本
手
箏 

渡
辺
庄
太
郎 
中
石
芳
二
郎 

 

《
玉
川
》 

箏 
 

 
 
 

小
畠
テ
ツ 

杉
原
リ
ヤ
ウ 

三
絃 

 
 
 

渡
辺
庄
太
郎 

中
石
芳
次
郎 

三
絃
三
下
リ 

川
勝
マ
サ 

清
水
ス
エ 

 

《
羽
織
つ
ま
》 

三
絃 

小
畠
テ
ツ 

川
勝
マ
サ 

 

江
良
千
代 

杉
原
リ
ヤ
ウ 
 

《
巣
ご
も
り
》 

三
絃 

古
川
龍
齋 

山
口
菊
次
郎 

胡
弓 

渡
辺
庄
太
郎 

 

《
松
の
齢
》 

 

八
雲 

嶋 

セ
イ 

江
良
千
代 

 

《
七
小
町
》 

三
絃 

古
川
龍
齋 

箏 
 

嶋 

セ
イ 

山
口
菊
次
郎 

小
畠
テ
ツ 

三
絃 

渡
辺
庄
太
郎 

江
良
千
代 

川
勝
マ
サ 

三
絃 

杉
原
リ
ヤ
ウ 

清
水
ス
エ 

胡
弓 

中
石
芳
二
郎



 

９６ 
 

一
右
ニ
付
仝
會
豫
テ
會
員
中
慈
善
者
号 

救
助
セ
ラ
レ
ツ
ツ
ア
ル
齋
藤
政
太
郎
田
中
濱
太
郎 

山
本
兵
吉
山
口
栄
次
郎
岩
崎
ス
エ
飯
尾
円
二 

長
船
小
一
郎
ノ
七
生
ヲ
出
席
挨
拶
セ
レ
ム 

  

◆
『
試
檢
書
類
綴
込
』
（
資
料
番
号
⑰
） 

明
治
二
十
四
年
三
月 

 

京
都
市
盲
唖
院 

 

【
卒
業
証
書
授
與
式
余
興
音
曲
番
組
】 

 

《
明
石
》 

箏 

江
良
千
代 

小
畠
て
つ 

川
勝
ま
さ 

 

《
櫻
尽
く
し
》 

箏 
 

川
勝
ま
さ 

杉
原
り
よ
う 

三
絃 

山
口
菊
次
郎 

渡
辺
庄
太
郎 

 

中
石
芳
次
郎 

 

《
歌
れ
ん
ぼ
》 

箏 
 

小
畠
て
つ 

清
水
す
へ 

 

《
常
世
の
曲
》 

箏 
 

江
良
千
代 

杉
原
り
よ
う 

 

《
縁
の
つ
な
》 

三
絃 

江
良
千
代 

川
勝
ま
さ 

小
畠
て
つ 

 

杉
原
り
よ
う 

 

《
根
引
の
松
》 

箏 

山
口
菊
次
郎 

江
良
千
代 

三
絃 

渡
邉
庄
太
郎 

川
勝
ま
さ 

小
畠
て
つ 

杉
原
り
よ
う 

清
水
す
へ 

胡
弓 

中
石
芳
次
郎 

   

◆
『
諸
往
復
綴
込
』
（
資
料
番
号
⑲
） 

明
治
二
十
七
年 

京
都
市
盲
唖
院 

 

【
京
都
婦
人
慈
善
會
餘
興
音
曲
番
組
】 

 

《
扇
の
曲
》 

江
良
千
代 

高
木
こ
う 

川
勝
ま
さ 

 

杉
原
り
よ
う 

 

《
若
菜
》 

箏 
 

山
口
菊
次
郎 

中
石
芳
次
郎 

三
絃 

高
木
こ
う 

川
勝
ま
さ 

杉
原
り
よ
う 

清
水
す
へ 

 

《
楫
枕
》 

箏 
 

江
良
千
代 

杉
原
り
よ
う 

三
絃 

山
口
菊
次
郎 

渡
邉
正
太
郎 

 

中
石
芳
次
郎 

川
勝
ま
さ 

清
水
す
へ 

 

《
□
か
さ
ね
》
（
□
ま
た
は
…
は
、
紙
が
古
く
、
破

れ
て
い
る
た
め
人
物
不
明
） 

 

箏 
 

山
口
菊
次
郎 
江
良
千
代 

三
絃 

渡
邉
正
太
郎 
高
木
こ
う
・
・
・ 

 

《
新
松
竹
梅
》 

江
良
千
代 

高
木
こ
う 

川
勝
ま
さ 

 

杉
原
り
よ
う 

 

《
す
ご
も
り
》 

尺
八 

塚
原
玉
堂 

地 
 

古
川
龍
斎 

 

○
八
雲 

 

《
大
社
ぶ
り
》 

江
良
千
代 

箏 

渡
邉
正
太
郎 

 

《
六
段
れ
ん
ぼ
》 

箏 
 

江
良
千
代 

杉
原
り
よ
う 

三
絃 

古
川
龍
斎 

渡
邉
正
太
郎 

中
石
芳
次
郎 

川
勝
ま
さ 

 

《
東
獅
々
》 

總
掛
リ 

胡
弓 

中
石
芳
次
郎 

 

（
紙
が
切
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
以
降
の
演
目
は
不

明
） 



 

９７ 
 

◆
『
試
験
書
類
』
（
資
料
番
号
⑳
） 

明
治
廿
七
年 

京
都
市
盲
唖
院 

 

【
奏
曲
番
組
】 

 

《
羽
衣
》 

箏 
 

山
口
菊
次
郎 

渡
邊
庄
太
郎 

 

中
石
芳
次
郎 

江
良
千
代 

 

《
九
段
》 

箏 
 

川
勝
ま
さ 

杉
原
り
や
う 

 

《
雲
井
》 

箏 
 

渡
邊
庄
太
郎 

江
良
千
代 

 

《
今
小
町
》 

三
絃 

中
石
芳
次
郎 

清
水
す
へ 

 

箏 
 

江
良
千
代 

 

《
櫻
川
》 

箏 
 

渡
邊
庄
太
郎 

江
良
千
代 

三
絃 

山
口
菊
次
郎 

川
勝
ま
さ 

清
水
す
へ 

井
上
菊
枝 

 

胡
弓 

中
石
芳
次
郎 

 

《
吾
妻
獅
子
》 

總
掛
リ

◆
『
諸
往
復
』
（
資
料
番
号
㉔
） 

明
治
二
十
八
年 

京
都
市
盲
唖
院 

 

【
京
都
婦
人
慈
善
餘
興
音
曲
番
組
】 

 

《
四
季
の
ふ
じ
》 

江
良
千
代 

高
木
こ
う 

川
勝
ま
さ 

 

杉
原
り
よ
う 

 

《
宇
治
め
ぐ
り
》 

箏 
 

山
口
巖 

小
畠
て
つ 

三
絃 

中
石
芳
次
郎 

高
木
こ
う 

川
勝
ま
さ 

杉
原
り
よ
う
（
黒
線
） 

清
水
す
へ 

 

《
七
段
》 山

口
巖 

渡
辺
正
之 

杉
原
り
よ
う 

 

清
水
す
へ 

 

《
玉
川
》 

箏 
 

江
良
千
代 

小
畠
て
つ 

三
絃 

山
口
巖 
中
石
芳
次
郎 

川
勝
ま
さ 

杉
原
り
よ
う 

 

《
磯
千
鳥
》 

箏 
 

中
石
芳
次
郎 

小
畠
て
つ 

 

三
絃 

高
木
こ
う 

川
勝
ま
さ 
清
水
す
へ 

尺
八 

塚
原
正
覚 

 

《
浦
分
衣
》 

八
雲 

江
良
千
代 

 

《
残
月
》 

箏 
 

山
口
巖 

杉
原
り
よ
う 

三
絃 

渡
辺
正
之 

川
勝
ま
さ 

清
水
す
へ 

胡
弓 

中
石
芳
次
郎 

 

《
み
や
ま
じ
し
》 

箏 
 

江
良
千
代 

杉
原
り
よ
う 

三
絃 

古
川
瀧
斎 

渡
辺
正
之 

高
木
こ
う 

 

川
勝
ま
さ 

 

《
四
季
の
雪
》 

《
か
ん
た
ん
》 

總
が
ゝ
り 

  



 

９８ 
 

◆
『
試
驗
書
類
』
（
資
料
番
号
㉕
） 

明
治
廿
八
年
三
月 

京
都
市
盲
唖
院 

 

【
音
曲
番
組
】 

明
治
廿
八
年
四
月
八
日 

余
興 

 
 

《
友
千
鳥
》 

 

箏 
 

江
良
千
代 

三
絃 

小
畠
て
つ 

中
村
朱
吉 
尾
崎
小
花 

 

《
玉
川
》 

 
 

箏 
 

坂
本
音
次
郎 

青
木
み
つ 

天
春
さ
わ 

三
絃 

渡
辺
正
之 

田
中
榮
一 

宮
城
な
か 

 

前
田
み
つ 

藤
堂
す
み 

 

《
櫻
尽
し
》 

箏 
 

江
良
千
代 

杉
原
り
よ
う 

三
絃 

山
口
巖 

 

渡
辺
正
之 

 

小
畠
て
つ 

清
水
す
へ 

中
石
芳
齋 

   

◆
『
學
年
末
書
類
』
（
資
料
番
号
㉞
） 

明
治
三
十
五
年 

盲
唖
院 

 

【
卒
業
証
書
授
与
式
余
興
番
組
】 

 

《
民
に
よ
す
る
》 

天
春
さ
わ 

末
廣
さ
と 

田
中
ふ
み 

 

辻
本
由
三 

 

《
雪
の
曙
》 

箏 
 

山
口
巖 

 
 

三
絃 

小
畑
て
つ 

天
春
さ
わ 

田
中
ふ
み 

尺
八 

坂
本
音
次
郎 

 

《
松
竹
梅
》 

箏 
 

江
良
千
代 

坂
本
音
二
郎 

三
絃 

渡
邊
正
之 

高
城
こ
う 

田
中
榮
一 

 

杉
原
り
よ
う 

小
畑
て
つ 

尾
崎
小
花 

 

天
春
さ
わ 

尺
八
（
赤
線
）
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図
表 
５ 
京
都
盲
唖
院
時
代
の
山
口
巌
出
演
の
演
奏
全
体
一
覧 

 

年 演奏題目 日程 演奏者 演奏場所

1880 明治13年 都の春 八木銀次郎 ⑤

呉羽とり 小村ちま
蝶々 小畑て川
七ヽ艸 日下宗次郎
八しま 山口菊次郎
鴫のはるかき 岡豫一郎　外五人

1881 明治14年 ゆき 三絃：古川立斎　前田みつ ⑤
蝶々 箏：西村とよ　岡豫一郎
七々草 箏：川勝まさ　岡豫一郎
かくら 箏：八木龍八郎　古川立斎
うたれんぼ 箏：松本万次郎　岡豫一郎
ゆうかほ 箏：日下宗次郎　岡豫一郎
竹生島 箏：山口菊次郎　古川立斎
紅葉つくし 箏：古川立斎　岡豫一郎
宇治めくり 箏：幾山栄福　古川立斎　岡豫一郎

1885 音曲試檢題 明治18年 梅か枝 箏：中石芳次郎　渡辺正太郎 ⑥ 京都市盲唖院
ひんた組 三絃：山口菊二郎　八木銀次郎
二てう 箏：山田せん

なゝ草
箏：渡辺正太郎
三絃：西村とよ　生駒とわ

まゝの川 三絃：中石芳次郎　箏：藤林いろ
おほ小菊 三帰とく
玉川 三絃：山口菊二郎　松村音二郎　箏：川勝まさ
四季の雪 三絃：渡辺正太郎　江良千代
越後獅 箏：松本萬二郎　三絃：川勝まさ　入江うの
高雄山 小畑てつ　三絃：三帰とく
けしの花 三絃：藤林いろ
四季の詠 箏：八木銀次郎　三絃：松本万二郎
あいの山 三絃：松本万二郎
里の暁 箏：小畑てつ　三絃：川勝まさ
思ひ寝 三絃：八木銀次郎
末の契り 胡弓：松本万二郎　三絃：中石芳次郎
水の音 三絃：江良千代
娘道成寺 胡弓：渡辺正太郎　三絃：八木銀次郎
夕きり文章 三絃：小田せん

六段
胡弓：八木銀次郎　三絃　岡　豫一郎
箏：三帰とく　長田ふさを

七小町 箏：山口菊次郎　三絃：中石芳次郎
えんのつな 三絃：渡辺正太郎

資料番号（資料編第一部）
/元の資料「京盲文書」

曲

明治自十一年至十四年
『檢査用書類綴込』

明治十一年～十四年
『檢査用書類綴込』

明治十八年
『檢査一件書』
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年 演奏題目 日程 演奏者 演奏場所

1885 音曲試檢題 明治18年 残月 箏：山口菊次郎　三絃：松本万二郎　渡辺正太郎 ⑥ 明治十八年 京都市盲唖院
八重霞 箏：江良千代 『檢査一件書』
秋そら 三絃：山口菊次郎

宇治巡り
三絃：八木銀次郎　三帰とく
箏：小田せん　山口菊次郎

玉の臺 胡弓：中石芳次郎
反こんこう 三絃：小畑てつ　川勝まさ
磯千鳥 胡弓：山口菊次郎　三絃：八木銀次郎
身かわりおんど 三絃：中石芳次郎
さらし 三絃：山口菊次郎
石橋 各生一同

音曲研究會 明治18年3月26日 梶原二度ノ駆 平曲琵琶：石田光太郎 ⑥ 東山知恩院内
天下泰平 箏：幾山栄福　古川龍齋
青柳 澤本牧之助　松見榮二　福永らく　横山ふじ
四季の富士 糸谷妙徳　桐山らく
磯の春 高田すへ　桐山らく
末のよるへ 江良千代

西行櫻
箏：山口菊次郎　八木健次郎
三絃：中石芳次郎　渡邉庄太郎　松本萬次郎（赤線）

□簿命（□不明） 小畑て川　川勝まさ
□重衣（□不明） 富田なみ　幾山栄福
さかの春 三絃：竹田きぬ　箏：川島よね
夕霧文章 小田せん
川千鳥 横山ふじ　箏：芝田かつ　高木こう
夜々の星 井上つる　井原邦貴　松坂春栄
萩の露 鈴木重明　箏：古川瀧斎　三絃：田中きぬ
葵上 岸さと　臼井みつ　鶴岡俊
さむしろ 大阪　一菊池　四菊塚　三菊山　菊高（赤線）　二菊中

那須余市
櫻中音

平曲
シテ：藤村繁三
ワキ：石田光太郎

明石の曲
一節切

一絃箏：櫻井せい　里田りょう　加賀田よし（赤線）
万木肇

東の名残 八雲琹：大森りつ　西村よね　庭田れい
千代の春 吾妻琹：山田誠次
きぬた 廿五絃琹：奥村ゆか
六段 廿五絃琹：千原千賀
三ツれんぼ 堤琴：西村よね　小田せん（赤線）　田中きぬ
松竹梅 木栞：河島つる　岡　豫市　村上雪江
唱歌 風琹：赤松藤枝　廣瀬志んし

資料番号（資料編第一部）
/元の資料「京盲文書」

曲

明治十八年三月
『檢査一件書』



 

１０２ 
 

年 演奏題目 日程 演奏者 演奏場所

1885 音曲研究會 明治18年3月26日
□□（不明）
壽式三番叟

シテ：安倍
ワキ：薄田
ツレ：みよし
謡：高多
三絃：友次郎　三二　庄次郎　豊吉　廣左衛門
紫蓮　權七
笛：田中：
小鼓　梅松

⑥
明治十八年三月
『檢査一件書』

東山知恩院内

深夜の月 胡弓：村上雪江　岡餘市　澤本牧之助
すごもり 胡弓：谷口はな　古川瀧斎　鶴岡俊

あづさ
洞簫：小森隆吉　塚原幸吉
箏：福永らく　三絃：田中きぬ　横山ふ志

袖の露 股野眞龍　三絃：千原千賀　田中きぬ　西村よしえ

古道成寺
笛：島村庫太郎　木村徳次郎
箏：松見榮二　三絃：谷清五郎　福井てい

平調音取
三臺塩

箏：杉浦爲充
琵琶：岩田秀行
笙：杉浦爲之　菱田正徳
篳篥：横山經忠　青木富義
龍笛：西村貞興　古澤賢角
羯鼓：辻村恭徳
太鼓：杉浦爲久
鉦鼓：杉浦爲興

水滸傳武鮮花
二宗不諗母流水

明清楽：招月園　社中

雲井の曲 箏：大阪　菊池　菊塚　菊山　菊仲

春かさね
尾本猪十郎　福永らく　横山ふし
芝田りつ　山口菊次郎

かつら男 箏：澤本牧之助　谷清五郎

新玉かつら
福井てい
箏：芝田かつ　三絃：横山ふじ

五段砧 臼井みつ　高野いそ　幾山榮福
狐火 大阪　菊池　菊山　菊中　菊塚
梅か枝 箏：中山あい　田中きぬ　谷口はな　瀧野りつ
うきね（赤線）
善知鳥

箏：松見榮二　百原良雄

今小町
井原邦貴
松坂春榮

新浮舟
幾山栄福
箏：古川瀧斎

曲
資料番号（資料編第一部）

/元の資料「京盲文書」
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年 演奏題目 日程 演奏者 演奏場所

1885 音曲研究會 明治18年3月26日 袖の雨・玉椿 大阪　菊池　菊仲　菊山　菊塚 ⑥
明治十八年三月
『檢査一件書』

東山知恩院内

東獅子

箏：井原邦貴　松坂春榮
三絃：岡豫一　澤本牧之助　松見榮二　百原良雄
谷清五郎
胡弓：村上雪江　西村よね
笛：田井中常次郎

1887
新古美術博覽会

御臨幸之際
明治20年1月 栄行御代

祝言平曲琵琶
平曲琵琶：藤村性禅　石田光太郎

⑨
明治二十年
『盲唖院一件』

十段

箏曲八雲栞合奏
本手：幾山栄福　古川瀧斎
福永らく　江良千代
替手：澤本牧之助　松阪春栄
松見栄二　山口菊次郎
八雲琹本手：西村よね

四つの民

箏曲平安絃曲鼓弓合奏
箏：伊原邦貴　横山ふじ
芝田かつ　桐山らく
平安絃：田中きぬ　百原良雄　岡豫一郎　糸谷妙徳
谷清五郎　中山あい　渡辺庄太郎　八木銀次郎
中石芳次郎

新古美術博覽会
御臨啓之際

明治20年1月 御代の恵
祝言平曲琵琶
平曲琵琶：藤村性禅　石田光太郎

⑨
明治二十年
『盲唖院一件』

九段

箏曲
雲井：幾山栄福　古川瀧斎　福永らく
伊原邦貴
九段：横山ふじ　百原良雄　松阪春栄
・・・（紙虫食いで不明）

若菜
ももちどりの曲

箏曲平安絃曲鼓弓合奏
箏：澤本牧之助　松見栄二
中山あい　山口菊次郎
平安絃：田中きぬ　岡豫一郎　糸谷妙徳　桐山らく
芝田かつ　高木こう　渡辺庄太郎　中石芳次郎
八木銀次郎　小畠てつ　川勝まさ　江良千代
鼓弓：西村よね

竹生島
箏曲八雲栞合奏
箏：桐山らく　中山あい　糸谷妙徳
八雲琹本手：西村よね

松竹梅

箏曲平安絃合奏
箏：古川瀧斎　沢本牧之助　松見栄二　芝田かつ
幾山栄福　福永らく　横山ふじ　田中きぬ　伊原邦貴
百原良雄　岡豫一郎　松阪春栄　谷清五郎

曲
資料番号（資料編第一部）

/元の資料「京盲文書」
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年 演奏題目 日程 演奏者 演奏場所

1887
明治20年３月

音曲科試檢問題

明治20年3月
梅か枝 箏：渡辺庄太郎　山村いく　山口菊次郎 ⑩

明治二十年三月
『盲生試檢問題』

京都市盲唖院

薄衣 箏：小畑てつ　江良千代
四季の友 箏：八木銀次郎　中石芳次郎　川勝まさ
かよふ神 三絃：入江うの　胡弓：清水すゑ
夕顔 西村とよ（赤線）　近藤みつ
ゆふそら 箏：清水すへ
袖の露 高橋たね 胡弓：前田阿さ
四季の詠 山口菊次郎　山村いく
高尾山 小畑てつ　胡弓：江良千代
桜川 染木静治　前田阿さ

磯千鳥
箏：川勝まさ
入江うの

七小町
箏八木銀次郎
渡辺庄太郎

袖こふろ 胡弓：小畑てつ　三絃：江良千代

古道成寺
八木銀次郎　箏：渡辺庄太郎
生駒とわ

八千代獅子
胡弓：高橋たね
前田阿さ

あおひのうへ 箏：山口菊次郎

宇治巡り
箏：小畑てつ
江良千代

新松尽し 胡弓：川勝まさ　生駒とわ　高橋たね
すががき 八雲琴：染木静治
いすず川 八雲琴：福永せい

わかな
箏：中石芳次郎
川勝まさ

弄斎 中石芳次郎　渡辺庄太郎
あかつき 小畑てつ　江良千代
御代の春 山口菊次郎

菊の露
胡弓：八木銀次郎
川勝まさ

新青柳 山口菊次郎　八木銀次郎

歌れんぼ
中石芳次郎
胡弓：渡辺庄太郎

残月
胡弓：中石芳二郎
八木銀二郎

哥れんぼ 渡辺庄太郎
常世の曲 山口菊次郎

曲
資料番号（資料編第一部）

/元の資料「京盲文書」
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年 演奏題目 日程 演奏者 演奏場所

1887
明治20年３月

音曲科試檢問題

明治20年3月
鳥追　神楽

入江宇乃　江良千代
箏：前田阿さ　川勝まさ
箏：高橋たね　清水す江

⑩
明治二十年三月
『盲生試檢問題』

京都市盲唖院

1888 音曲科試檢問題 明治21年4月 菜蕗 河野すへ　中山阿い　小畑てつ ⑬ 京都市盲唖院
雲のうへ 中石芳次郎　川勝まさ　杉原りやう
すま 山口菊次郎　渡辺正太郎　江良千代
七くさ 小畑てつ　西村とよ　□垣重次
松尽し 川勝まさ　近藤みつ　河野すへ

末のちきり
三絃：渡辺庄太郎
箏：清水すへ

老まつ 渡辺庄太郎　生駒とわ

さかのはる
阿野すへ　山口菊次郎
胡弓：江良千代

越後獅子
小畑てつ
胡弓：川勝まさ　杉原りよう

浮ふね
胡弓：小畑てつ
江良千代

櫻尽し
江良千代
箏：渡辺庄太郎

西行桜
高木こう
箏：川勝まさ

七小町 中石芳次郎　江良千代
秋そら 渡辺庄太郎

松風
山口菊次郎
箏：小畑てつ
川勝まさ

新浮舟
小畑てつ　川勝まさ
箏：江良千代

きぬた 山口菊次郎　中石芳次郎
かむろ 平曲：山崎貞之助
燈籠 平曲：山本駒二郎
重衡擒れ 平曲：安田治三郎
園城寺 平曲：谷口菊二郎
小朝拝 平曲：半井緑
水嶋合戦 平曲：山口菊次郎
燧合戦 平曲：藤村性禅

紅葉同音
平曲：山崎貞之助　山本駒二郎　安田治三郎　谷口菊二郎
半井緑　山口菊次郎　藤村性禅

松にござれ 箏：松見栄二　芝田かつ　江良千代

しづ
箏：横山ふじ
三絃：河野すへ　山口菊次郎　渡辺庄太郎

曲
資料番号（資料編第一部）

/元の資料「京盲文書」

明治廿一年四月
『試檢書類』



 

１０６ 
 

年 演奏題目 日程 演奏者 演奏場所

1888 音曲科試檢問題 明治21年4月 松のよわい 江良千代　河野すへ ⑬ 明治廿一年四月 京都市盲唖院

ふりさけ曲 江良千代 『試檢書類』
安玉曲 高木こう　嶋せん

春のあけぼの
沢本牧之助　西山むめ
箏：河野すへ

沢の川れ 江良千代

若菜
岡豫一郎　谷清五郎
箏：高木こう

ぬれおふき 小畑てつ　川勝まさ

四季のなかめ
福永らく　中山あい
胡弓：中石芳次郎

さらし 百原義雄　渡辺庄太郎
はるかさね 箏：高木こう　嶋せい
雲井九段 松阪春栄
九段 山口菊次郎
すこもり 山口菊次郎　渡辺庄太郎

四つの民
幾山栄福　古川瀧斎　田中きぬ　高野いそ　中山あい
臼井みつ
胡弓：西村よね

あつま獅子
本手：山口菊次郎　小畑てつ　川勝まさ
三絃：福井てい　中石芳次郎　渡辺庄太郎
箏：糸谷妙徳　桐山らく　江良千代

1890 皇后宮陛下
行啓記録

明治23年4月8日 四季の友 江良千代　小畠てつ　川勝まさ　杉原りやう ⑭ 京都市盲唖院

八段
本手：幾山栄福　古川龍斎
八雲：中石芳次郎　島せい
替手：福永らく　山口菊次郎　渡辺庄太郎

櫻尽し
幾山栄福　福永らく
替手：山口菊次郎　江良千代

歌れんほ 中石芳次郎　小畠てつ　川勝まさ
常世の曲 山口菊次郎　渡邊庄太郎　江良千代

石橋
古川龍斎　福永らく　山口菊次郎　中石芳次郎
渡邊庄太郎　江良千代

明治二十三年音曲會 明治23年 紅葉 藤村性憚 ⑮
四季の富士 福永らく　西山むめ　糸谷妙徳　桐山らく
賤 澤本牧乃助　岡豫一郎　松見榮二　谷　三笑

千鳥の曲
松阪春榮　芝田かつ　桐山らく　井上福榮
尺八：鈴木孝道

富士太鼓
山口菊次郎　渡邉庄太郎　中石芳次郎　江良千代
川勝まさ　杉原りやう

明治二十三年
十一月二十二日
『音曲會一件書綴』

資料番号（資料編第一部）
/元の資料「京盲文書」

明治二十三年四月八日
『皇后宮陛下 行啓記録』

曲
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年 演奏題目 日程 演奏者 演奏場所

1890
明治二十三年音曲會 明治23年 梶枕

西山むめ　福井てい　芝田かつ　糸谷妙徳　桐山らく
清水すゑ

⑮

萩の露
山口菊次郎　渡邉庄太郎　中石芳次郎　川勝まさ
箏：江良千代　小畠てつ

菊（複音） 唱歌：京都唱歌會員
護國の頌一 唱歌：京都唱歌會員
軍歌 唱歌：京都唱歌會員
出雲新嘗 島　勢つ　江良千代

八段
尺八：小森隆吉
古川龍齋　福永らく　田中きぬ
箏：山口菊次郎　渡邉庄太朗

今小町
箏：松阪春榮　松見榮二
伊原邦貴　百原良雄　福永てい　芝田かつ

菊 江良千代　小畠てつ　川勝まさ　杉原りやう

新浮舟

岡豫一郎　（紙が古く破れているため人物不明）
清水すゑ
箏：井上福榮　杉原りやう
胡弓：中石芳次郎

宇治廻り
箏：澤本牧之助　島　勢い
古川龍齋　百原良雄　田中きぬ
尺八：俣野眞龍

酒
伊原邦貴　谷　三笑　西山むめ　福井てい　糸谷妙徳
井上福榮
箏：松見榮二　島せい　小畠　てつ

1891
婦人慈善會

餘興音曲番組
明治24年1月17日 二蝶 箏：小畠テツ　川勝マサ　江良千代　杉原リヤウ 高等女学校

みだれ
替手箏：山口菊次郎　江良千代
箏本手：渡辺庄太郎　中石芳二郎

玉川
箏：小畠テツ　杉原リヤウ
三絃：渡辺庄太郎　中石芳二郎
三絃三下リ：川勝マサ　清水スエ

羽織つま
三絃：小畠テツ　川勝マサ
江良千代　杉原リヤウ

巣ごもり
三絃：古川龍齋　山口菊次郎
胡弓：渡辺庄太郎

松の齢 八雲：嶋　セイ　江良千代

七小町

三絃：古川龍齋
箏：嶋　セイ　山口菊次郎　小畠テツ
三絃：渡辺庄太郎　江良千代
川勝マサ　杉原リヤウ　清水スエ
胡弓：中石芳二郎

明治二十四年
『諸往復書』
及び
明治二十三年ヨリ
廿六年ニ至ル
『日注簿』
（翻刻は⑱『日注簿』より）

明治二十三年
十一月二十二日
『音曲會一件書綴』

曲

⑯
及び
⑱

資料番号（資料編第一部）
/元の資料「京盲文書」
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年 演奏題目 日程 演奏者 演奏場所

1891
卒業証書授與式
余興音曲番組

明治24年3月 明石 箏：江良千代　小畠てつ　川勝まさ 京都市盲唖院

櫻尽し
箏：川勝まさ　杉原りょう
三絃：山口菊次郎　渡辺庄太郎　中石芳次郎

歌れんぼ
常世の曲
縁のつな 三絃：江良千代　川勝まさ　小畠てつ　杉原りょう

根引の松

箏：山口菊次郎　江良千代
三絃：渡邉庄太郎　川勝まさ　小畠てつ　杉原りよう
清水すへ
胡弓：中石芳次郎

1891
京都婦人慈善會
餘興音曲番組

明治27年 扇の曲 江良千代　高木こう　川勝まさ　杉原りよう ⑲

若菜
箏：山口菊次郎　中石芳次郎
三絃：高木こう　川勝まさ　杉原りよう　清水すへ

楫枕
箏：江良千代　杉原りよう
三絃：山口菊次郎　渡邉正太郎　中石芳次郎　川勝まさ
清水すへ

□かさね
箏：山口菊次郎　江良千代
三絃：渡邉正太郎　高木こう
（紙が古く、破れているため人物不明）

新松竹梅 江良千代　高木こう　川勝まさ　杉原りよう

すごもり
尺八：塚原玉堂
地：古川龍斎

大社ぶり
八雲：江良千代
箏：渡邉正太郎

六段れんぼ
箏：江良千代　杉原りよう
三絃：古川龍斎　渡邉正太郎　中石芳次郎　川勝まさ

東獅々
總掛り
胡弓　中石芳次郎

1891 奏曲番組 明治27年 羽衣 箏：山口菊次郎　渡邊庄太郎　中石芳次郎　江良千代 ⑳ 京都市盲唖院
九段 箏：川勝まさ　杉原りやう
雲井 箏渡：邊庄太郎　江良千代

今小町
三絃：中石芳次郎　清水すへ
箏：江良千代

櫻川
箏：渡邊庄太郎　江良千代
三絃　山口菊次郎　川勝まさ　清水すへ　井上菊枝
胡弓中石芳次郎

吾妻獅子 總掛リ

曲
資料番号（資料編第一部）

/元の資料「京盲文書」

明治二十四年
『試檢書類綴込』

⑰

明治二十七年
『諸往復綴込』

明治廿七年
『試験書類』

箏：小畠てつ　清水すへ　江良千代　杉原りよう
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年 演奏題目 日程 演奏者 演奏場所

四季のふじ 江良千代　高木こう　川勝まさ　杉原りよう

宇治めぐり
箏：山口巖　小畠てつ
三絃：中石芳次郎　高木こう　川勝まさ　清水すへ

七段 山口巖　渡辺正之　杉原りよう　清水すへ

玉川
箏：江良千代　小畠てつ
三絃：山口巖　中石芳次郎　川勝まさ　杉原りよう

磯千鳥
箏：中石芳次郎　小畠てつ
三絃：高木こう　川勝まさ　清水すへ
尺八：□□正覚

浦分衣 八雲：江良千代

残月
箏：山口巖　杉原りよう
三絃：渡辺正之　川勝まさ　清水すへ
胡弓：中石芳次郎

みやまじし
箏　江良千代　杉原りよう
三絃　古川瀧斎　渡辺正之　高木こう　川勝まさ

四季の雪
かんたん

1895 余興　音曲番組 明治28年4月8日 友千鳥
箏：江良千代
三絃：小畠てつ　中村朱吉　尾崎小花

㉕
明治廿八年三月
『試驗書類』

京都市盲唖院

玉川
箏：坂本音次郎　青木みつ　天春さわ
三絃：渡辺正之　田中榮一　宮城なか　前田菊江
藤堂すみ

櫻尽し
箏：江良千代　杉原りよう
三絃　山口巖　渡辺正之　小畠てつ　清水すへ　中石芳齋

卒業証書授与式
余興番組

民によする 天春さわ　末廣さと　田中ふみ　辻本由三 ㉞
明治三十五年四月
『學年末書類』

京都市盲唖院

雪の曙
箏：山口巖
三絃：小畑てつ　天春さわ　田中ふみ
尺八：坂本音次郎

松竹梅

箏：江良千代　坂本音二郎
三絃：渡邊正之　高城こう　田中榮一　杉原りよう　小畑てつ　尾
崎小花　天春さわ
尺八（赤線）胡弓：中石芳斎

池月 藤村 ㉟ （不明）

長崎 古川　百原　山口巖　渡辺正之

二長
中石芳斎　田中榮一　杉原りよう
坂本音次郎　小畑てつ　天春さわ

亂後夜 古川　井上　田中きぬ
晴嵐 伊原　福井てい　芝田かつ

富士太鼓
箏：江良千代　尾崎小花
三絃：田中榮一　島　せい
澤本さき

曲
資料番号（資料編第一部）

/元の資料「京盲文書」

明治二十八年
『諸往復』

㉔1892 京都婦人慈善會
餘興音曲番組

明治28年

總がゝり

1902 明治35年

秋季
音曲大會番組
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年 演奏題目 日程 演奏者 演奏場所

1902
秋季

音曲大會番組
明治35年

都土産
百原　谷　田中きぬ　芝田かつ
山口巖　糸屋初尾

今小町
箏：澤本さき　杉原りよう
三絃：伊原　松阪　百原　江良千代

六段

箏本手：谷　小畑てつ
箏替手：山口巖　天春さわ
三絃本手：中石芳齋　尾崎小花
三下リ替手：古川　井上

靖國曲 高城こう　嶋せい　糸屋初尾

新松竹梅
箏本手：古川　百原　谷
箏替手：伊原　渡辺正之
今村□（□は紙が切れているため不明）

菊 江良千代　小畑てつ　杉原りよう　天春さわ

東獅子
箏：伊原
三絃本手：古川　百原　高城こう
三下リ替手：松阪　福井てい　田中きぬ

萩の露
箏：江良千代　島せい
三絃：福井てい　芝田かつ　糸屋初尾　尾崎小花

楓の花
箏高音：高城こう　田中榮一　島せい
箏低音：渡辺正之　中石芳齋　坂本音次郎

四つの民

箏：山口巖　田中榮一
三絃：中石芳齋　江良千代　杉原りよう　坂本音次郎
小畑てつ　尾崎小花　天春さわ
胡弓：澤本さき

越後獅子

箏：山口巖　田中榮一
三絃：中石芳齋　江良千代
杉原りよう　坂本音次郎　小畑てつ
尾崎小花　天春さわ
胡弓：澤本さき

狂言
文荷

茂山千五郎

七ツ成子 北浦長三
海人 北村好三
道明寺 茂山眞一
狂言
鎌腹

谷野廣

（不明）

小
舞

曲

㉟

資料番号（資料編第一部）
/元の資料「京盲文書」
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以
下
は
、
山
口
が
京
都
盲
唖
院
時
代
に
演
奏
し
た
楽
曲
を
曲
名
と
、
演
奏
楽
器
に
分
け
て
列
挙
し
た
表

で
あ
る
。
右
か
ら
左
に
か
け
て
上
か
ら
演
奏
年
代
順
に
並
べ
た
。 

 

図
表 

６ 

京
都
盲
唖
院
時
代 

演
奏
曲
目
・
演
奏
楽
器
の
一
覧 

 
 

 
 

 
 

こ
の
一
覧
か
ら
、
演
奏
曲
の
多
い
楽
曲
を
五
十
音
順
で
演
奏
回
数
を
取
り
上
げ
た
。 

演
奏
楽
器
が
空
欄
の
場
合
は
、（
楽
器
不
明
）
と
表
記
し
た
。 

な
お
、
こ
こ
で
は
、
山
口
が
演
奏
し
た
曲
名
に
つ
い
て
、
「
京
盲
文
書
」
に
記
さ
れ
て
い
た
曲
名
に
つ

い
て
は
、
『
日
本
音
楽
大
事
典
』
１ 

に
基
づ
き
、
こ
れ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
曲
名
で
述
べ
て
い
く
。 

 

ま
た
、
《
□
か
さ
ね
》
は
、
《
春
重
ね
》
だ
と
考
え
ら
れ
、
《
春
重
ね
》
の
演
奏
回
数
に
入
れ
た
。 

図
表
６
を
み
る
と
、《
櫻
尽
く
し
》（
三
絃
二
回
と
、
替
手
一
回
）
が
三
回
の
演
奏
で
最
も
多
く
演
奏
さ

れ
て
い
た
。 

次
に
、
二
回
の
出
演
記
録
が
あ
っ
た
曲
目
に
つ
い
て
、
五
十
音
順
に
挙
げ
、
（ 

）
内
は
、
演
奏
し
た

楽
器
を
記
し
た
。 

 

                                        

         

 

１ 

平
野
健
次 

上
参
郷
祐
康 

蒲
生
郷
昭
監
修 

『
日
本
音
楽
大
事
典
』 

平
凡
社 

平
成
元
年
（
１
９
８
９
）
参
考 

曲 楽器

八しま

竹生島 箏

ひんた組 三絃

玉川 三絃

七小町 箏

残月 箏

秋そら 三絃

宇治巡り 箏

磯千鳥 胡弓

さらし 三絃

石橋

西行櫻 箏

春かさね

十段 替手

若菜
ももちどりの曲

箏

梅か枝 箏

四季の詠

あおひのうへ 箏

御代の春

新青柳

常世の曲

すま

さかのはる

松風

きぬた

水嶋合戦 平曲

紅葉同音 平曲

しづ 三絃

九段

曲 楽器

すこもり

あつま獅子 本手

八段 替手

櫻尽し 替手

常世の曲

石橋

富士太鼓

萩の露

八段 箏

みだれ 替手箏

巣ごもり 三絃

七小町 箏

櫻尽し 三絃

根引の松 箏

若菜 箏

楫枕 三絃

□かさね 箏

羽衣 箏

櫻川 三絃

吾妻獅子

宇治めぐり 箏

七段

玉川 三絃

残月 箏

櫻尽し 三絃

雪の曙 箏

都土産

六段 箏替手

越後獅子 箏



 

１１２ 
 

《
吾
妻
獅
子
》
（
本
手
と
楽
器
不
明
） 

《
宇
治
巡
り
》
（
箏
二
回
） 

《
残
月
》
（
箏
二
回
） 

《
常
世
の
曲
》
（
不
明
） 

《
玉
川
》
（
三
絃
二
回
） 

《
七
小
町
》
（
箏
二
回
） 

《
八
段
》
（
替
手
と
箏
） 

《
春
重
ね
》
（
箏
と
楽
器
不
明
）

《
石
橋
》
（
楽
器
不
明
） 

 

こ
れ
ら
の
曲
目
以
外
の
楽
曲
は
、（
楽
器
不
明
）
の
曲
も
含
め
て
す
べ
て
一
曲
ず
つ
の
演
奏
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
演
奏
曲
目
の
な
か
に
は
、
《
吾
妻
獅
子
》
《
越
後
獅
子
》
《
石
橋
》
の
獅
子
物
や
、
《
六
段
》
《
七

段
》
《
八
段
》
《
九
段
》
《
十
段
》
《
み
だ
れ
》
の
段
物
の
演
奏
が
多
か
っ
た
。 

《
み
だ
れ
（
乱
）
》
は
、
《
乱
輪
舌
》
と
も
言
わ
れ
、
そ
の
略
称
で
あ
り
、
《
十
段
の
調
》
と
も
い
わ
れ

る
た
め
、
こ
こ
で
演
奏
さ
れ
て
い
る
《
十
段
》
は
、
《
み
だ
れ
》
と
同
曲
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

明
治
時
代
の
生
田
流
の
箏
の
免
状
は
、
組
歌
の
曲
の
そ
れ
ぞ
れ
の
組
分
け
に
よ
っ
て
免
状
が
発
行
さ
れ

て
い
る
。
箏
の
分
類
は
、
表
組
、
裏
組
、
中
許
、
奥
許
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。 

山
口
が
京
都
盲
唖
院
時
代
に
演
奏
し
た
段
物
は
、
演
奏
楽
器
の
不
明
な
も
の
も
あ
る
が
、
組
歌
の
分
類

で
い
う
と
、
表
組
に
《
六
段
の
調
》
、
裏
組
に
《
八
段
の
調
》《
乱
輪
舌
》
、
中
許
に
《
七
段
の
調
》《
九
段

の
調
》
が
含
ま
れ
て
い
る
。
１ 

こ
れ
ら
の
段
物
の
演
奏
は
、
当
時
の
免
状
の
組
歌
の
分
類
の
な
か
に
含

ま
れ
て
い
る
楽
曲
で
あ
る
た
め
、
箏
の
伝
承
や
保
存
の
な
か
で
重
要
で
あ
る
組
歌
の
演
奏
の
機
会
が
多
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

同
じ
く
、
段
物
以
外
で
も
、
《
梅
が
枝
》
は
表
組
に
、
《
須
磨
》
は
中
許
に
、
《
羽
衣
》
は
奥
許
に
分
類

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
組
歌
の
楽
曲
で
あ
っ
た
。 

三
味
線
の
楽
曲
の
な
か
で
も
同
様
に
、
組
歌
に
分
類
さ
れ
る
楽
曲
が
あ
っ
た
。
２ 

三
味
線
本
手
組
に

分
類
さ
れ
る
《
飛
騨
組
》
も
三
味
線
の
組
歌
の
一
曲
で
あ
る
。 

 

山
口
が
演
奏
し
た
演
奏
会
や
、
試
験
の
演
奏
の
内
容
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
組
歌
の
楽
曲
が
多
く
、

京
都
盲
唖
院
の
音
曲
の
教
育
が
、
箏
・
三
絃
の
免
状
に
関
す
る
組
歌
に
沿
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

ま
た
、
盲
唖
院
で
の
出
演
記
録
に
は
、
琵
琶
の
楽
曲
も
《
水
嶋
合
戦
》《
紅
葉
同
音
》《
長
崎
》
の
三
曲

が
演
奏
さ
れ
て
い
た
。
山
口
が
盲
唖
院
内
で
箏
・
三
絃
以
外
に
琵
琶
の
演
奏
も
積
極
的
だ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。 

                                        

         

 

１ 

藤
田
斗
南 

『
箏
曲
と
地
唄
の
味
ひ
方
』 

前
川
合
名
會
社 

昭
和
五
年
（
１
９
３
０
）（
２８
～
３２
頁
） 

２ 

藤
田
斗
南 

『
箏
曲
と
地
唄
の
味
ひ
方
』 

前
川
合
名
會
社 

昭
和
五
年
（
１
９
３
０
）（
１０
～
１４
頁
） 



 

１１３ 
 

（
二
）
京
都
音
楽
会
で
の
演
奏
活
動 

 

京
都
音
楽
会
は
、
明
治
三
十
六
年
（
１
９
０
３
）
三
月
に
、
当
時
の
知
事
、
大
森
鍾
一
の
賛
同
を
得
て

第
一
回
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
音
楽
会
は
、
明
治
三
十
五
年
（
１
９
０
２
）
七
月
に
東
京
音
楽
学
校
出
身

の
吉
田
恒
三
（
１
８
７
２
ー
１
９
５
７
）
が
、
福
井
県
の
師
範
学
校
か
ら
京
都
府
師
範
の
専
任
に
な
り
、

京
都
市
立
第
二
高
等
小
学
校
の
校
長
、
田
村
作
太
郎
を
訪
ね
て
、
京
都
市
の
学
校
音
楽
の
現
況
を
聞
き
、

社
会
音
楽
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
同
校
の
唱
歌
教
員
の
寺
町
六
郎
を
交
え
て
京
都
音
楽
会
を
設
立
し
た
。

吉
田
は
常
任
理
事
と
し
て
京
都
に
お
い
て
社
会
的
活
動
第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
京
都
の
音
楽
教
育
に
尽
力

し
、
同
地
の
音
楽
集
団
の
始
ま
り
を
築
い
た
の
で
あ
る
。
邦
楽
と
洋
楽
問
わ
ず
、
音
楽
の
普
及
と
発
達
を

目
的
と
し
、
講
習
会
や
演
奏
会
、
講
話
会
、
作
曲
な
ど
の
音
楽
に
関
す
る
研
究
や
事
業
を
行
う
こ
と
が
音

楽
会
の
規
則
で
あ
っ
た
。
演
奏
会
は
春
秋
二
回
開
催
さ
れ
て
い
た
。 

山
口
が
、
明
治
三
十
九
年
（
１
９
０
６
）
に
、
一
度
だ
け
京
都
音
楽
会
に
参
加
し
た
記
録
に
残
っ
て
い

た
。
３ 

以
下
は
京
都
時
代
に
京
都
の
音
楽
会
で
の
演
奏
記
録
で
あ
る
。 

 
 

『
京
都
音
楽
史
』
に
よ
る
と
、
こ
の
京
都
音
楽
会
は
、
慈
善
事
業
の
為
の
演
奏
会
で
な
け
れ
ば
当
局
よ

り
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
ほ
ど
、
慈
善
を
目
的
と
す
る
演
奏
会
で
あ
る
こ
と
が
、
記
載
さ
れ
て
い
る
。

４ 

 

 
 

                                        

         

 

３ 

吉
田
恒
三
編 

『
京
都
音
楽
史
』 

京
都
音
樂
協
會 

昭
和
十
七
年
（
１
９
４
２
）（
１９
～
２０
頁
） 

４ 

吉
田
恒
三
編 

『
京
都
音
楽
史
』 

京
都
音
樂
協
會 

昭
和
十
七
年 

昭
和
十
七
年
（
１
９
４
２
）
（
２５
頁
） 

明
治
三
十
九
年
五
月
二
十
日 

第
八
回
演
奏
曲
目 

第
一
部 

箏
曲 

《
新
高
砂
》 

タ
カ 

江
良
千
代
氏 

坂
本
音
次
郎
君 

 

ヒ
ク 

山
口
巌
君 

田
中
榮
一
君 

 

 

第
二
部 

箏
尺
八
合
奏 

《
九
段
》 

山
口
巌
君 

江
良
千
代
氏 

 

田
中
榮
一
君 

小
畑
て
つ
師 

尺
八 

坂
本
音
次
郎 



 

１１４ 
 

當
時
の
音
樂
演
奏
會
を
通
覽
す
る
に
一
般
に
慈
善
的
事
業
の
為
め
の
開
催
に
あ
ら
ざ
れ
ば
當
局

よ
り
許
さ
れ
な
か
つ
た
、
之
は
營
利
の
徒
が
音
樂
な
る
美
名
の
下
に
經
營
す
る
弊
を
生
ず
る
か
ら

で
あ
る
、
然
る
に
京
都
音
樂
会
は
會
員
組
織
で
あ
り
、
且
は
又
教
育
家
が
社
會
教
育
上
の
文
化
事

業
と
し
て
の
仕
事
な
る
が
故
に
警
察
の
手
續
も
了
せ
ず
之
を
開
い
た
も
の
で
あ
る 

 

こ
の
記
載
に
よ
る
と
、
「
教
育
家
が
社
會
教
育
上
の
文
化
事
業
と
し
て
の
仕
事
」
と
あ
る
ほ
ど
で
、
山

口
を
は
じ
め
、
共
演
者
の
江
良
千
代
、
坂
本
音
次
郎
、
田
中
栄
一
は
、
京
都
盲
唖
院
で
教
育
者
と
し
て
従

事
し
な
が
ら
も
、
演
奏
会
を
開
い
て
、
慈
善
事
業
に
努
め
て
い
た
。
山
口
の
出
演
は
こ
の
第
八
回
の
音
楽

会
の
み
で
あ
っ
た
が
、
共
演
者
の
江
良
千
代
、
坂
本
音
次
郎
、
田
中
栄
一
な
ど
の
京
都
盲
唖
院
で
音
曲
の

教
育
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
教
師
た
ち
は
、
そ
の
後
も
、
こ
の
京
都
音
楽
会
に
参
加
し
、
慈
善
事
業
と

し
て
、
ま
た
京
都
盲
唖
院
の
音
曲
教
育
の
普
及
ま
た
は
文
化
の
発
信
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

以
下
は
、
山
口
が
出
演
し
た
京
都
音
楽
会
、
第
八
回
演
奏
会
の
第
一
部
、
第
二
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
。
５ 

 

図
表 

７ 

京
都
音
楽
會
に
お
け
る
第
八
回
演
奏
会
の
一
覧 

 

 
                                         

         

 

５ 

吉
田
恒
三
編 

『
京
都
音
楽
史
』 

京
都
音
樂
協
會 

昭
和
十
七
年
（
１
９
４
２
）（
１９
～
２１
頁
） 

第一部 演奏種別 曲 出演者

1 箏曲 新高砂
タカ：江良千代　坂本音次郎
ヒク：山口巌　田中栄一

2 ピアノ連弾 ソナタ（アンダンテの部） 土田むつ子　鷲尾しげ子

3 ヴァイオリン独奏 ロンド
加古てる子
ピアノ伴奏：吉田恒三

4 合唱
甲、大塔宮
乙、遊獵

会員並ニ有志
ピアノ伴奏　吉田恒三

5 ヴァイオリン独奏 センプル・アヴー
藤田胸三郎
ピアノ伴奏：吉田恒三

6 独唱 エルサレム ピアノ伴奏三善和気
7 風琴独奏 ドン・ファン 高橋二三四

8 ヴァイオリン合奏 婚礼行進曲

加古てる子　吉田恒三
矢野みち子　藤田胸三郎
芝本信利
ピアノ伴奏：小林八重野

第二部 ジャンル 曲 出演者

1 ピアノ連弾 ヴィエンナマーチ 永井幸次　高橋二三四

2 独唱
甲、子守歌
乙、春の夢

青木　見
ピアノ伴奏：瀧川英一

3 風琴 ドゥラマティッシュ・シーネ 小林八重野

4 箏尺八合奏 九段
山口巌　江良千代　田中栄一
小畑てつ
尺八：坂本音次郎

5 ヴァイオリン独奏
甲、メディテーション

乙、ポップーリ
大村恕三郎
ピアノ伴奏：吉田恒三

6 ピアノ独奏
甲、ゴンデルリード
乙、エーゲルリード

瀧川英一

7 ヴァイオリン合奏 ドナウウェルレン

加古てる子　吉田恒三
矢野みち子　藤田胸三郎
芝本信利
ピアノ伴奏：小林八重野

8 合唱 我国
会員並に有志
ピアノ伴奏：永井行幸次



 

１１５ 
 

第
三
節 

京
都
當
道
会
で
の
活
動 

 
 

京
都
の
当
道
職
屋
敷
は
明
治
四
年
（
１
８
７
１
）
に
明
治
維
新
と
と
も
に
盲
人
の
保
護
制
度
も
廃
止
さ

れ
た
た
め
、
解
体
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
は
、
盲
人
の
職
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
当
道
職
屋
敷
が
京
都
で
は
「
京
都
當
道
会
」
と
な
る
ま
で
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

１ 

 
 

 

そ
の
伝
統
の
古
い
京
都
の
当
道
職
屋
敷
は
ど
う
な
っ
た
の
か
、
京
都
出
身
の
山
口
巌
さ
ん
に
聞

い
た
の
で
は
、
当
時
の
検
校
達
は
そ
の
伝
統
を
ま
も
る
に
、
や
は
り
団
結
の
必
要
を
感
じ
、
相
談

の
上
で
「
当
道
慈
善
会
」
と
い
う
の
を
つ
く
っ
て
、
従
来
の
検
校
勾
当
も
一
同
そ
こ
に
集
ま
っ
て
、

や
は
り
階
級
制
に
し
て
七
階
級
と
し
、
服
装
ま
で
定
め
て
婦
人
は
被
布
と
な
っ
た
、
維
持
費
は
寄

付
金
に
よ
る
の
で
、
階
級
別
で
こ
れ
も
定
め
て
あ
る
。
こ
れ
が
今
日
の
京
都
當
道
道
会
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
は
、
『
現
代
三
曲
名
鑑 

三
曲
百
年
史
』
の
著
者
で
あ
る
、
藤
田
俊
一
が
山
口
巌
に
聞
い
た
話
を

ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

京
都
當
道
会
は
、
当
道
職
屋
敷
に
続
く
、
盲
人
検
校
達
が
職
を
持
て
る
唯
一
の
団
体
と
し
て
、
寄
付
金

に
よ
っ
て
成
り
立
つ
慈
善
会
と
し
て
の
自
治
団
体
組
織
と
な
っ
た
。 

 

➀ 

琴
友
社
で
の
働
き
に
つ
い
て 

 

「
琴
友
社
」
と
は
、
江
戸
時
代
に
発
展
し
た
盲
人
の
た
め
の
当
道
職
屋
敷
が
、
明
治
維
新
の
改
革
に
よ

っ
て
、
崩
壊
と
な
っ
た
際
に
、
当
道
の
系
統
を
引
き
継
い
で
い
る
検
校
た
ち
が
、
盲
人
た
ち
の
よ
り
ど
こ

ろ
を
作
る
た
め
に
、
設
立
し
た
京
都
當
道
会
の
な
か
の
慈
善
会
の
団
体
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
の
琴
友
社

創
立
に
際
し
て
の
成
り
行
き
な
ど
は
定
か
で
は
な
い
が
、
琴
友
社
設
立
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
の
が
、

京
都
盲
唖
院
の
音
曲
教
育
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 

明
治
十
二
年
（
１
８
７
９
）
か
ら
京
都
盲
唖
院
で
は
、
音
曲
教
育
が
創
始
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
前

述
に
述
べ
た
と
お
り
だ
が
、
職
業
教
育
の
ひ
と
つ
と
し
て
の
伝
統
的
な
盲
人
の
職
業
で
あ
る
音
曲
を
採
用

し
、
盲
人
が
職
業
と
し
て
将
来
働
い
て
い
く
た
め
の
教
育
が
こ
こ
で
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
本
格
的
に
音

                                        

         

 

１ 

藤
田
俊
一
『
現
代
三
曲
名
鑑 

三
曲
百
年
史
』 

日
本
音
楽
社 

昭
和
四
十
八
年
（
１
９
７
３
）（
２８
頁
） 



 

１１６ 
 

曲
の
な
か
で
、
箏
・
三
絃
の
教
育
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
明
治
十
四
年
（
１
８
８
１
）
の
十
二
月
に
な
る
。 

こ
の
音
曲
教
育
が
創
始
さ
れ
た
際
に
盲
唖
院
に
入
学
し
、
そ
の
教
育
を
受
け
た
最
初
の
生
徒
と
な
っ
た

の
が
、
山
口
巌
を
は
じ
め
と
す
る
生
徒
た
ち
で
あ
っ
た
。 

琴
友
社
の
創
立
か
ら
少
し
あ
と
の
明
治
二
十
年
（
１
８
８
７
）
一
月
に
は
、
盲
唖
院
に
お
い
て
、
音
曲

科
の
商
議
員
が
設
置
さ
れ
、
幾
山
栄
福
、
沢
本
牧
之
助
、
福
永
ら
く
、
な
ど
の
十
四
名
が
嘱
託
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
商
議
員
の
な
か
で
の
、
藤
村
繁
三
（
藤
村
性
禅
）
を
除
き
、
そ
の
ほ
か
は
す
べ
て
琴
友
社
に
属

し
て
い
た
。 

盲
唖
院
の
音
曲
教
育
の
開
始
と
と
も
に
、
箏
・
三
絃
の
伝
統
的
音
楽
が
、
そ
れ
ま
で
検
校
の
職
と
し
て
、

そ
の
権
威
を
保
ち
な
が
ら
守
ら
れ
て
き
た
も
の
が
、
当
道
職
屋
敷
崩
壊
か
ら
意
識
的
に
変
化
し
、
だ
ん
だ

ん
と
教
育
を
通
し
て
家
庭
音
楽
も
介
入
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

琴
友
社
の
社
員
は
職
屋
敷
に
属
し
て
い
た
頃
の
「
検
校
」「
座
頭
」「
勾
当
」
な
ど
の
職
に
就
い
て
い
る

こ
と
が
契
約
の
第
一
条
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
職
屋
敷
の
時
代
の
排
他
的
権
利
を
そ
の
ま
ま

活
か
す
と
い
う
琴
友
社
の
条
件
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 

山
口
が
こ
の
琴
友
社
に
入
っ
た
の
は
、
明
治
三
十
八
年
（
１
９
０
５
）
一
月
四
日
で
あ
る
。
明
治
三
十

四
年
に
は
、
す
で
に
京
都
盲
唖
院
で
音
曲
科
協
賛
員
に
嘱
託
さ
れ
て
い
た
山
口
だ
が
、
こ
の
頃
は
盲
唖
院

で
音
曲
の
助
手
に
就
い
て
い
た
時
代
で
あ
る
。 

明
治
二
十
六
年
（
１
８
９
３
）
に
は
、
京
都
盲
唖
院
に
お
い
て
、
「
京
都
盲
唖
院
慈
善
会
」
と
い
う
団

体
が
、
京
都
の
財
閥
や
著
名
な
人
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
が
、
大
正
三
年
（
１
９
１
４
）
に
は
名
称
を
変

え
、
盲
唖
院
慈
善
会
と
し
て
財
団
法
人
と
な
る
。
こ
の
慈
善
会
は
、
琴
友
社
は
じ
め
当
道
の
会
を
継
続
し

て
い
く
た
め
の
慈
善
団
体
で
あ
り
、
毎
年
音
曲
の
演
奏
会
を
行
う
こ
と
で
寄
付
金
を
募
っ
て
い
た
。 

ま
た
、
明
治
三
十
三
年
（
１
９
０
０
）
に
は
、
琴
友
社
と
は
ま
た
異
な
る
団
体
で
当
道
慈
善
会
と
い
う

団
体
も
京
都
の
有
権
者
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
団
体
の
関
係
は
定
か
で
は
な
い
が
、
箏
・
三

絃
の
音
曲
の
伝
承
を
守
り
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
職
屋
敷
時
代
か
ら
の
上
位
の
位
で
あ
っ
た
検
校
た

ち
が
、
京
都
の
有
力
者
な
ど
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
維
持
し
て
い
く

意
志
を
強
く
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

明
治
三
十
八
年
（
１
９
０
５
）
に
は
、
当
道
慈
善
会
に
お
い
て
、
階
級
が
授
与
さ
れ
は
じ
め
た
。
当
道

慈
善
会
に
お
い
て
の
収
入
は
、
階
級
授
与
の
た
め
の
寄
付
金
の
収
入
は
な
く
、
会
員
に
よ
る
会
費
と
個
人

的
な
寄
付
金
の
み
で
、
祭
典
費
と
音
曲
会
の
開
催
費
が
主
な
支
出
と
な
っ
た
。 

以
下
は
、
明
治
三
十
八
年
（
１
９
０
５
）
九
月
七
日
に
、
当
道
慈
善
会
の
第
一
回
階
級
授
与
式
が
行
わ

れ
、
当
道
慈
善
会
に
対
す
る
従
来
の
功
労
に
よ
り
、
頭
書
の
名
称
お
よ
び
微
章
を
授
与
さ
れ
た
記
録
で
あ
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る
。
２ 

 

こ
こ
に
山
口
も
「
衆
分 

山
口
菊
次
郎
」
と
し
て
名
が
あ
り
、
階
級
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

 

ま
た
、
山
口
は
明
治
四
十
一
年
十
二
月
の
第
八
回
の
階
級
授
与
式
で
は
、
「
検
校
」
の
位
を
授
与
し
て

い
る
。 

 
 

                                        

         

 

２ 

津
田
道
子
著 

『
１
２
０
年
の
あ
ゆ
み 

京
都
當
道
会
史
』
京
都
當
道
会
叢
書Ⅱ

 

京
都
當
道
会 

平
成
十
四
年
（
２
０

０
２
）（
４８
頁
） 

明
治
３
８
年
９
月
７
日
午
後
３
時
よ
り
京
都
市
河
原
町
通
四
条
南
入
京
都
倶
楽
部
に
於
い
て
、
第

一
回
階
級
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
当
日
検
校
そ
の
他
の
名
称
を
受
け
た
人
を
次
に
示

す
。 

検
校 

伊
原
邦
貴 

権
検
校 

古
川
龍
斎
、
松
阪
春
栄
、
百
原
良
雄
、
藤
原
性
善 

別
當 

谷
清
五
郎
、
井
上
福
栄 

勾
當 

泉
玉
尾
都 

衆
分 

村
尾
栄
順
、
山
口
菊
次
郎
、
渡
辺
正
太
郎
、
中
石
芳
次
郎
、
田
中
栄
一
、
坂
本
音
次
郎
、
津

田
富
栄 

以
上
十
五
名 

授
婦 

福
井
て
い
、
柴
田
か
つ
、
高
城
こ
う
、
江
良
千
代
、
杉
原
り
ょ
う
、
小
畑
て
つ
、
太
田
と
め
、

小
原
ぬ
い
、
山
本
ま
さ 

以
上
九
名 

桃
花
章 

田
中
き
ぬ
、
島
せ
い
、
糸
屋
初
尾
、
沢
本
咲
、
猪
飼
ひ
ろ
、
高
田
な
お
、
大
島
と
く
、
西

山
と
く
、
西
村
壬
子
、
草
川
き
く
、
北
川
ふ
さ
、
片
岡
み
ね 

以
上
十
二
名 
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➁ 
箏
曲
復
興
へ
の
献
身
に
つ
い
て 

昭
和
九
年
頃
よ
り
日
本
音
楽
の
保
護
や
箏
曲
振
興
の
取
り
組
み
が
大
き
く
行
わ
れ
た
。
そ
の
記
録
が
以

下
の
よ
う
に
あ
る
。
３ 

 

昭
和
９
年
頃
よ
り
、
日
本
音
楽
の
保
護
、
箏
曲
振
興
の
機
運
が
み
な
ぎ
り
、
全
国
の
箏
曲
団
体

の
協
力
に
よ
り
箏
曲
振
興
期
成
道
営
会
が
つ
く
ら
れ
議
会
・
文
部
省
に
働
き
か
け
た
。
京
都
當
道

会
は
直
接
的
に
は
運
動
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
が
此
の
運
動
に
は
大
き
な
声
援
を
送
っ
た
。 

 

こ
の
運
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
日
本
音
楽
の
保
護
に
対
す
る
活
動
に
山
口
巌
も
尽
力
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
昭
和
九
年
（
１
９
３
４
）
に
は
「
日
本
音
楽
保
護
に
関
す
る
請
願
」
が
出
さ
れ
、
そ
の
な
か
の
「
邦

楽
振
興
に
就
い
て
」
と
い
う
請
願
に
山
口
が
検
校
と
し
て
、
邦
楽
に
対
す
る
認
識
を
高
め
る
た
め
の
意
志

を
国
に
対
し
て
強
く
願
っ
て
い
る
。
特
に
、
こ
の
請
願
の
な
か
で
、
琴
三
絃
に
お
い
て
は
、
「
優
雅
な
郷

土
音
楽
と
し
て
も
ぜ
ひ
琴
三
絃
の
興
隆
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
邦
楽
の
発
祥
の
地
と
し
て

名
人
を
輩
出
し
て
き
た
京
都
を
代
表
す
る
演
奏
家
と
と
も
に
、
請
願
に
願
い
を
込
め
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。 こ

の
請
願
の
結
果
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
時
、
山
口
に
と
っ
て
は
、
晩
年
の
取
り
組
み
で
あ
り
、

生
涯
を
か
け
て
、
京
都
の
生
田
流
の
伝
統
を
守
り
続
け
、
衰
退
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
願
っ
た
国
へ
対

す
る
最
後
の
要
望
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
請
願
に
つ
い
て
の
内
容
を
、
以
下
に
載
せ
る
。
４ 

  
 

                                        

         

 

３ 

津
田
道
子
著 

『
１
２
０
年
の
あ
ゆ
み 

京
都
當
道
会
史
』
京
都
當
道
会
叢
書Ⅱ

 

京
都
當
道
会 

平
成
十
四
年
（
２
０

０
２
）（
１１７
頁
） 

４ 

津
田
道
子
著 

『
１
２
０
年
の
あ
ゆ
み 

京
都
當
道
会
史
』
京
都
當
道
会
叢
書Ⅱ

 

京
都
當
道
会 

平
成
十
四
年
（
２
０

０
２
）（
１１８
頁
） 
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日
本
音
楽
保
護
に
関
す
る
請
願 

紹
介
議
員 

山
本
芳
治 

 

上
田
孝
吉 

請
願
要
旨 

政
府
は
日
本
在
来
の
音
楽
を
保
護
司
且
つ
学
校
の
教
科
用
と
さ
す
べ
き
途
を
講
ぜ
ら
れ
ん

こ
と
を
望
む 

請
願
理
由 

我
帝
国
の
世
界
に
雄
飛
し
列
強
に
伍
し
て
活
躍
せ
る
は
物
資
が
豊
富
な
る
か
為
め
に
あ
ら

ず 

叉
機
械
文
明
の
卓
絶
せ
る
か
為
め
に
も
あ
ら
ず 

実
に
国
民
精
神
の
優
秀
な
る
に
因

る 

然
る
に
今
や
青
少
年
は
滔
々
と
し
て
欧
米
の
風
習
に
怩
み 

国
風
の
前
途
寒
心
に
堪

え
ず 

我
日
本
音
楽
は
其
の
由
来
す
る
所
高
く
高
尚
優
雅
な
る
風
韻
を
伝
え
て
永
く
国
風
を
育
成

す
る
所
あ
り
し
に
近
時
之
に
親
む
も
の
漸
く
す
く
な
き
は
蓋
し
学
校
に
於
い
て
専
ら
洋
楽 

を
採
用
せ
る
結
果
に
外
な
ら
ず 

茲
に
於
て
我
等
は
日
本
在
来
の
音
楽
を
学
校
の
教
科
目
に
併
用
し
弘
く
国
民
一
般
の
嗜
好

を
復
旧
せ
し
め
て
以
て
国
民
精
神
の
保
存
涵
養
に
資
す
る
旁
ら
日
本
音
楽
を
職
と
せ
る
多

数
斬
道
者
の
生
活
を
擁
護
遷
都
す
る
も
の
な
り 

  

以
上
の
請
願
は
昭
和
９
年
３
月
９
日
に
議
会
に
上
程
採
択
さ
れ
た
。
陳
情
は 

１
．
日
本
音
楽
の
擁
護
、
２
、
日
本
精
神
の
普
及
、 

３
、
盲
人
保
護 

の
見
地
よ
り
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
精
神
の
興
隆
の
運
動
に
便
乗
の
感
が
あ
る
。
日

本
音
楽
の
地
歌
、
箏
曲
に
携
わ
る
者
は
、
盲
人
と
決
め
つ
け
て
い
る
の
も
お
か
し
な
話
で
あ

る
。
こ
の
際
と
思
う
が
、
東
京
音
楽
学
校
に
於
い
て
邦
楽
は
正
課
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
当
時
の
東
京
音
楽
学
校
の
乗
杉
校
長
は
、
邦
楽
が
学
問
的
に
も

研
究
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
時
期
早
朝
と
の
意
見
を
述
べ
た
が
、
軍
人
の
強
行
に
よ

り
乗
杉
校
長
は
破
れ
た
。
此
の
校
長
の
見
解
は
も
っ
と
も
で
あ
る
が
、
時
勢
に
は
勝
て
な
か

っ
た
。
時
勢
は
変
わ
っ
て
い
っ
た
が
、
京
都
に
於
い
て
も
邦
楽
振
興
の
運
動
に
即
し
、
昭
和

９
年
に
邦
楽
振
興
に
就
い
て
の
一
文
が
出
さ
れ
て
い
る
。 
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邦
楽
振
興
に
就
い
て 

 

現
時
国
連
の
進
展
に
伴
ひ
澎
湃
と
し
て
興
っ
て
参
り
ま
し
た
、
国
民
精
神
作
興
の
気
勢
は 

凡
ゆ
る
方
面
に
国
民
の
自
覚
を
促
し
音
楽
芸
術
の
上
に
於
て
も
海
外
の
模
倣
追
従
の
弊
習 

か
ら
漸
く
脱
し
て
多
年
我
國
固
有
の
醇
風
美
俗
の
下
に
培
わ
れ
て 

最
も
深
く
国
民
性
に 

合
致
す
る
音
楽
と
し
て
、
古
来
琴
三
絃
の
あ
る
こ
と
が
最
近
頓
に
認
識
せ
ら
れ
て
参
り
ま 

し
た
事
は
誠
に
喜
ば
し
い
傾
向
と
存
じ
ま
す 

去
る
本
年
２
月
紀
元
の
佳
節
に
当
っ
て
大
阪
に
於
て
邦
楽
振
興
期
成
同
盟
会
が
創
立
せ
ら 

れ
、
爾
来
全
国
各
都
市
相
呼
応
し
て
之
が
気
勢
を
高
め
、
引
続
き
「
邦
楽
は
婦
女
子
の
情 

操
教
育
と
し
て
欠
く
可
ら
ざ
る
も
の
な
る
が
故
に
先
づ
箏
曲
を
女
学
校
の
教
科
目
に
採
用 

せ
ら
る
べ
し
」
と
先
般
帝
国
議
会
開
会
中
文
部
省
に
要
望
し
主
務
大
臣
の
了
解
を
も
得
る 

こ
と
が
出
来
ま
し
て
目
下
順
次
そ
の
目
的
達
成
に
つ
と
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

古
来
我
が
京
都
は
平
安
朝
の
昔
か
ら
邦
楽
発
祥
の
地
と
し
て
多
く
の
名
人
が
続
出
し
、
最 

も
由
緒
深
い
土
地
柄
で
あ
り
ま
す
が
故
に
、
優
雅
な
郷
土
音
楽
と
し
て
も
ぜ
ひ
琴
三
絃
の 

道
の
隆
盛
を
計
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

去
れ
ば
吾
々
斬
道
に
た
づ
さ
は
る
も
の
は
時
勢
に
順
応
し
て
改
善
す
べ
き
は
多
い
に
改
善 

し
時
代
の
嗜
好
に
適
合
せ
し
む
る
や
う
普
段
の
努
力
を
尽
す
こ
と
は
申
す
迄
も
あ
り
ま
せ 

ん
。 

就
て
は
有
力
な
る
各
位
に
於
か
せ
ら
れ
て
も
、
琴
三
絃
の
持
つ
真
価
を
御
研
究
下
さ
い
ま 

し
て
腹
蔵
な
き
御
高
見
と
御
鞭
撻
と
を
賜
ひ
、
近
き
将
来
に
於
て
純
然
た
る
日
本
音
楽
の 

確
立
を
期
し
得
ら
れ
ま
す
や
う
切
に
各
位
の
御
支
援
を
懇
望
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

昭
和
９
年 

京
都
當
道
会 

検
校 

山
口
巌 

同 
 

阪
本
龍
暲
斎 

同 
 

津
田
青
寛 

本
会
理
事
長 

小
篠
長
兵
衛 

 



 

１２１ 
 

第
四
章 
東
京
時
代
と
帰
京
後
（
明
治
四
十
四
年
～
昭
和
十
三
年
） 

 

山
口
は
、
明
治
四
十
四
年
（
１
９
１
１
）
に
東
京
音
楽
学
校
へ
、
調
査
嘱
託
の
講
師
と
し
て
招
か
れ
、

生
田
流
の
講
師
と
な
っ
た
。
当
時
、
京
都
の
芸
を
重
ん
じ
て
い
た
山
口
は
、
東
京
音
楽
学
校
か
ら
の
講
師

の
話
が
あ
っ
た
際
に
、
は
じ
め
は
東
京
に
行
く
こ
と
を
断
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
５ 

何
度
か
そ

の
要
請
を
断
り
な
が
ら
も
、
東
京
で
生
田
流
を
誰
が
広
め
る
か
に
つ
い
て
熟
考
し
た
結
果
、
自
身
が
東
京

に
行
く
こ
と
を
決
意
し
た
そ
う
で
あ
る
。
当
時
、
山
口
が
生
田
流
の
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
際
の
記
録
が

『
三
曲
』
に
残
っ
て
い
る
。
６ 

 

當
時
今
井
先
生
が
主
任
教
授
で
私
と
高
橋
松
勢
さ
ん
が
教
師
を
し
て
居
り
ま
し
た
。
こ
の
學
校

へ
生
田
流
が
入
っ
た
の
は
湯
原
校
長
の
時
代
、
富
尾
木
先
生
の
發
儀
で
京
都
か
ら
山
口
先
生
を
喚

ん
で
講
師
に
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

東
京
で
は
山
田
流
が
流
行
し
、
日
本
音
楽
の
時
代
の
流
れ
の
変
化
や
、
新
し
い
音
楽
の
風
潮
に
な
り
つ

つ
あ
る
時
代
に
、
山
口
自
身
が
東
京
に
出
向
く
こ
と
は
苦
渋
の
選
択
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な

時
代
に
、
東
京
に
お
い
て
、
演
奏
や
作
曲
活
動
の
み
な
ら
ず
、
教
授
活
動
や
ラ
ジ
オ
放
送
に
多
く
従
事
し
、

生
田
流
箏
曲
界
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
山
口
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
苦
労
と
努

力
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

明
治
四
十
四
年
（
１
９
１
１
）
に
東
京
音
楽
学
校
に
就
任
し
た
山
口
は
、
大
正
五
年
（
１
９
１
６
）
ま

で
調
査
嘱
託
の
講
師
と
し
て
、
大
正
六
年
か
ら
昭
和
二
年
（
１
９
２
７
）
ま
で
嘱
託
員
と
し
て
務
め
て
い

た
。 昭

和
二
、
三
年
お
よ
び
、
昭
和
三
十
一
年
に
は
、
東
京
音
楽
学
校
で
演
奏
会
に
出
演
し
た
と
、
財
団
法

人
芸
術
研
究
振
興
財
団
・
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
刊
行
委
員
会
編 

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史 

演
奏
会

篇 

第
一
巻
』
の
関
係
者
一
覧
表
７ 

の
備
考
欄
に
記
録
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
の
演
奏
に
関
す
る
詳
細

の
記
録
は
、
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』
に
記
載
が
な
か
っ
た
。 

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史 

演
奏
会
篇 

第
一
巻
』
の
記
録
に
よ
る
と
、
山
口
は
、
調
査
嘱
託
の
講
師

                                        

         

 

５ 

伊
藤
志
野
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
話
（
平
成
二
十
七
年
（
２
０
１
５
）
十
月
二
日
） 

６ 

村
田
松
泉 

『
三
曲
』
（
第
二
百
五
号
）
昭
和
十
四
年
四
月
〈
箏
曲
と
音
楽
学
校
の
関
係
〉（
１６
頁
） 

７ 

財
団
法
人
芸
術
研
究
振
興
財
団
・
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
刊
行
委
員
会
編 

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史 

演
奏
会
篇 

第

一
巻
』 

音
楽
之
友
社 

平
成
元
年
（
１
９
８
９
） 

第
３
章
大
正
・
昭
和
の
東
京
音
楽
学
校 

第
４
節 

調
査
研
究
・
事

業
な
ど
（
７４７
頁
） 



 

１２２ 
 

の
期
間
中
に
、「
調
査
実
績
が
希
少
あ
る
い
は
皆
無
」
８ 

で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
の
通

り
、
山
口
の
東
京
音
楽
学
校
時
代
、
調
査
実
績
や
、
講
師
の
内
容
の
詳
細
の
記
録
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。 

山
口
の
東
京
音
楽
学
校
で
の
演
奏
や
作
曲
活
動
に
つ
い
て
は
、
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。
記
載
が
あ
る
の
は
、
東
京
音
楽
学
校
に
依
頼
さ
れ
た
作
曲
に
関
す
る
記
録
、
学
校
内
で
行
わ

れ
た
演
奏
会
に
関
す
る
演
奏
記
録
、
ま
た
蠟
管
に
よ
る
録
音
記
録
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
東
京

音
楽
学
校
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』
の
記
録
か
ら
辿
っ
た
。 

山
口
は
、
雑
誌
『
三
曲
』
に
お
い
て
箏
の
歴
史
、
箏
曲
の
楽
曲
、
箏
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
の
記
事
を

多
く
残
し
て
い
る
。
こ
の
雑
誌
『
三
曲
』
に
つ
い
て
は
、
山
口
の
す
べ
て
の
記
事
を
資
料
編
の
第
二
部
に

ま
と
め
た
。『
三
曲
』
に
は
山
口
の
記
事
以
外
の
な
か
に
も
、
山
口
の
演
奏
記
録
が
残
っ
て
い
る
。【
三
曲

名
流
大
会
】
を
は
じ
め
、
山
口
が
主
宰
し
て
い
た
「
源
奏
会
」
の
演
奏
会
の
宣
伝
記
事
や
、
巌
の
子
息
瀧

響
の
【
名
披
露
演
奏
会
】
の
宣
伝
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
東
京
音
楽
学
校
以
外
で
の
東

京
時
代
の
演
奏
活
動
は
、
『
三
曲
』
か
ら
も
活
動
記
録
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

こ
の
第
四
章
で
は
、
山
口
の
東
京
時
代
の
活
動
と
、
東
京
か
ら
故
郷
へ
帰
郷
す
る
ま
で
の
活
動
を
ま
と

め
た
。 

以
下
の
写
真
は
、
山
口
が
、
東
京
音
楽
学
校
か
ら
邦
楽
調
査
を
嘱
託
さ
れ
た
際
の
書
類
で
あ
る
。 

     

  

   

 

 

                                        

         

 

８ 

財
団
法
人
芸
術
研
究
振
興
財
団
・
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
刊
行
委
員
会
編 

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史 

演
奏
会
篇 

第

一
巻
』 

音
楽
之
友
社 

平
成
元
年
（
１
９
８
９
） 

第
３
章
大
正
・
昭
和
の
東
京
音
楽
学
校 

第
４
節 

調
査
研
究
・
事

業
な
ど
（
７４６
～
７４７
頁
） 

写
真 

１
８ 

東
京
音
楽
学
校
に
嘱
託
さ
れ
た
際
の
書
類 

（
京
都
府
立
盲
学
校 

岸
博
実
氏
所
蔵
の
個
人
資
料
よ
り
） 

 

 

 

東
京
音
樂
學
校
嘱
託
講
師 

山
口
菊
次
郎 

邦
楽
調
査
ヲ
嘱
託
ス 

明
治
四
十
四
年
四
月
一
日 

東
京
音
樂
學
校 



 

１２３ 
 

第
一
節 

箏
曲
教
授
に
つ
い
て 

 

東
京
音
楽
学
校
で
明
治
四
十
四
年
（
１
９
１
１
）
か
ら
、
生
田
流
箏
曲
の
講
師
を
務
め
て
い
た
山
口
で

あ
る
が
、
同
校
に
お
い
て
の
具
体
的
な
箏
曲
の
指
導
や
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
記
録
は
残
っ
て
い
な
い

た
め
、
明
ら
か
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
東
京
音
楽
学
校
に
関
す
る
作
曲
や
、
同
校
で
の

演
奏
活
動
の
記
録
、
ま
た
雑
誌
『
三
曲
』
に
お
け
る
山
口
巌
の
箏
曲
の
指
導
に
お
け
る
内
容
の
記
事
か
ら
、

生
田
流
箏
曲
の
普
及
の
た
め
、
箏
曲
指
導
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。 

山
口
が
昭
和
二
年
（
１
９
２
７
）
に
東
京
音
楽
学
校
の
講
師
を
辞
職
し
た
の
ち
、
昭
和
五
年
（
１
９
３

０
）
に
、
生
田
流
の
次
期
講
師
と
な
っ
た
の
は
、
宮
城
道
雄
１ 

で
あ
っ
た
。
宮
城
道
雄
は
、
新
日
本
音

楽
の
祖
と
も
い
わ
れ
、
現
代
箏
曲
の
礎
を
築
き
、
現
在
の
箏
曲
界
に
欠
か
せ
な
い
楽
曲
を
残
し
た
人
物
で

あ
る
。
山
口
は
、
同
校
に
お
い
て
、
宮
城
が
生
田
流
講
師
と
な
る
ま
で
は
、
京
都
時
代
に
培
っ
た
、
古
典

の
伝
承
に
献
身
し
た
。
そ
し
て
、
東
京
音
楽
学
校
か
ら
東
京
藝
術
大
学
に
移
行
さ
れ
た
現
在
で
も
、
古
典

に
重
き
を
置
い
た
箏
曲
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。
山
口
は
、
生
田
流
箏
曲
に
お
い
て
、
そ
の
基
盤
を
作
り
、

箏
曲
指
導
の
先
駆
け
と
な
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
山
口
の
箏
曲
教
授
へ
の
献
身
的
な
活
動
の
ひ
と
つ
が
、
箏
の
弾
き
方
に
つ
い
て
、
『
三
曲
』
に

多
く
の
記
事
と
し
て
残
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
箏
の
弾
き
方
の
基
本
や
、
各
奏
法
へ
の
山
口

自
身
の
意
見
も
加
え
ら
れ
た
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
演
奏
す
る
際
の
座
り
方
か
ら
、
基
礎
的
な
手
や

指
の
形
、
力
の
入
れ
方
や
爪
の
使
い
方
、
さ
ら
に
箏
の
手
法
や
奏
法
ご
と
に
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

『
三
曲
』
の
な
か
で
、
山
口
に
よ
る
〈
箏
の
弾
き
方
〉
の
掲
載
時
期
は
、
右
手
の
奏
法
に
つ
い
て
は
、

大
正
十
二
年
七
月
（
第
二
十
五
号
）
、
八
月
（
第
二
十
六
号
）
、
ま
た
大
正
十
三
年
七
～
十
月
（
第
二
十
八

～
三
十
一
号
）
ま
で
掲
載
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
左
手
の
奏
法
に
つ
い
て
は
、
〈
箏
の
弾
き
方
左
手
手

法
〉 

大
正
十
四
年
一
・
二
月
（
第
三
十
四
号
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
〈
箏
の
弾
き
方
〉
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
資
料
編
の
第
二
部
「
『
三
曲
』
に
お
け
る
山
口
巌
の
記

事
」
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
記
事
を
ま
と
め
た
。 

〈
箏
の
弾
き
方
〉
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奏
法
や
手
法
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
加
え
、
各
弾
き

方
が
出
現
す
る
楽
曲
の
例
を
出
し
、
具
体
的
に
ど
の
歌
詞
の
部
分
で
使
用
さ
れ
て
い
る
か
も
わ
か
り
や
す

                                        

         

 

１ 

宮
城
道
雄 

明
治
二
十
七
年
（
１
８
９
４
）
四
月
に
生
ま
れ
、
昭
和
三
十
一
年
（
１
９
５
６
）
六
月
二
十
五
日
に
逝
去
し

た
。
九
歳
の
時
に
失
明
し
、
明
治
三
十
五
年
（
１
９
０
２
）
に
、
中
島
検
校
に
入
門
し
、
明
治
四
十
年
（
１
９
０
７
）
に
朝

鮮
に
移
住
。
十
六
歳
の
時
、
処
女
作
品
で
あ
る
《
水
の
変
態
》
を
伊
藤
博
文
の
前
で
演
奏
す
る
。
大
正
六
年
（
１
９
１
７
）

に
東
京
へ
状
況
し
、
東
京
を
中
心
に
演
奏
活
動
し
、
作
曲
も
多
く
残
す
。
大
正
九
年
（
１
９
２
０
）
に
吉
田
晴
風
、
本
居
長

世
な
ど
と
連
携
し
、「
新
日
本
音
楽
」
を
創
始
し
た
後
は
、
演
奏
、
作
曲
に
活
躍
し
、
箏
曲
界
邦
楽
界
の
第
一
人
者
と
な
る
。

東
京
音
楽
学
校
教
授
と
な
り
、
芸
術
院
会
員
に
選
出
さ
れ
た
。 



 

１２４ 
 

く
説
明
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
山
口
は
、
弾
き
方
だ
け
で
は
な
く
、
箏
の
音
色
に
も
こ
だ
わ
り
を
も
ち
、
音
色
の
研
究
も
重

ね
て
い
た
こ
と
が
、
『
三
曲
』
の
記
事
２ 

か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

 

箏
の
音
と
し
て
は
す
べ
て
丸
味
の
あ
る
然
も
冴
え
た
も
の
が
い
ゝ
の
で
す
が
、
近
頃
は
一
体
に

荒
っ
ぽ
い
音
が
多
く
な
っ
て
パ
チ
ン
〳
〵
と
聞
へ
る
の
も
あ
る
が
之
は
決
し
て
よ
ろ
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
成
程
カ
ン
〳
〵
カ
チ
〳
〵
と
云
ふ
様
な
か
た
い
音
は
ち
ょ
と
耳
に
い
ゝ
様
で
す
が
、
少

し
長
く
な
る
と
至
て
耳
に
よ
く
な
い
、
上
滑
り
の
し
て
ゐ
る
音
で
お
も
み
が
な
い
。
そ
こ
へ
行
く

と
丸
味
の
あ
る
柔
い
冴
え
の
あ
る
音
は
い
つ
迄
で
も
耳
に
い
ゝ 

 

こ
の
内
容
か
ら
、
箏
の
音
色
は
、
柔
ら
か
く
丸
み
が
あ
り
、
ま
た
冴
え
の
あ
る
音
が
い
つ
ま
で
も
耳
に

良
い
と
山
口
の
理
想
の
音
色
を
言
葉
に
変
え
て
語
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
門
人
に
対
し
て

は
、
箏
の
音
色
へ
の
心
が
け
と
し
て
、
以
下
の
一
首
を
覚
え
さ
せ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
３ 

 
 

 

こ
れ
は
、
山
口
の
箏
の
音
色
に
対
す
る
す
べ
て
の
想
い
を
込
め
て
、
こ
の
歌
に
詠
み
込
ん
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
正
し
い
座
り
方
や
、
手
の
形
、
力
の
入
れ
方
、
爪
の
使
い
方
な
ど
、
ま
ず
箏
を
演
奏
す
る
際

の
す
べ
て
の
基
本
的
な
事
柄
が
、
こ
の
音
色
に
自
然
と
繋
が
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
、
特
に
入
念
に
説

明
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

山
口
は
、
自
身
の
積
み
重
ね
た
研
究
と
経
験
か
ら
得
た
考
え
方
を
、
初
学
者
の
た
め
の
手
引
き
と
し
、

自
身
の
説
を
残
し
た
。
箏
曲
を
教
授
す
る
側
や
箏
を
学
ぶ
側
に
対
し
て
、
基
礎
的
な
箏
の
弾
き
方
に
つ
い

て
、
自
身
の
感
じ
方
や
見
解
を
記
事
に
残
す
こ
と
で
、
そ
の
当
時
だ
け
で
な
く
、
後
世
に
伝
え
る
手
段
と

し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 
 

                                        

         

 

２ 

山
口
巌 

『
三
曲
』（
第
二
十
六
号
）
大
正
十
二
年
八
月
〈
琴
の
弾
き
方
（
其
二
）
如
何
な
る
音
を
求
む
る
か
〉 

（
２６
～
２７
頁
） 

３ 

山
口
巌 

『
三
曲
』（
第
二
十
六
号
）
大
正
十
二
年
八
月
〈
琴
の
弾
き
方
（
其
二
）
如
何
な
る
音
を
求
む
る
か
〉 

（
２６
～
２７
頁
） 

 

琴
の
音
は
、
く
ま
な
き
月
と
覚
ゆ
べ
し 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

丸
く
や
わ
ら
か
、
さ
え
う
る
は
し

く 

 



 

１２５ 
 

第
二
節 

東
京
時
代
の
演
奏
活
動 

 

第
二
節
で
は
、
山
口
の
東
京
音
楽
学
校
時
代
の
演
奏
会
の
出
演
記
録
に
つ
い
て
、
東
京
音
楽
学
校
関
係

の
演
奏
と
、
『
三
曲
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
山
口
の
演
奏
記
録
を
ま
と
め
た
。 

は
じ
め
に
、
東
京
音
楽
学
校
に
関
す
る
演
奏
曲
目
を
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』
を
も
と
に
、
そ
の
記

録
を
ま
と
め
た
。
東
京
音
楽
学
校
で
の
演
奏
活
動
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
資
料
別
に
列
挙
し
、
出
演
し

た
演
奏
会
の
全
体
の
一
覧
表
を
掲
載
す
る
。
ま
た
、
山
口
の
主
宰
し
て
い
た
「
源
奏
会
」
の
演
奏
会
に
つ

い
て
も
『
三
曲
』
か
ら
取
り
上
げ
、
山
口
の
東
京
時
代
の
演
奏
活
動
の
記
録
を
記
し
た
。 

 

（
一
）
東
京
音
楽
学
校
関
係
の
演
奏
の
記
録 

  

東
京
音
楽
学
校
の
邦
楽
調
査
掛
関
係
者
に
よ
る
演
奏
会
は
、
明
治
四
十
一
年
（
１
９
０
８
）
十
二
月
よ

り
、
大
正
二
年
（
１
９
１
３
）
十
二
月
ま
で
、
定
期
的
な
【
邦
楽
演
奏
会
】
が
七
回
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ

以
降
は
、
大
正
十
五
年
ま
で
臨
時
の
演
奏
会
が
四
回
開
催
さ
れ
て
い
た
。 

ま
た
、
【
邦
楽
会
】
と
い
う
演
奏
会
は
、
大
正
四
年
（
１
９
１
５
）
に
、
三
味
線
の
各
流
派
の
保
存
と

発
展
を
図
る
た
め
、
調
査
掛
の
掛
長
の
発
議
に
よ
り
、
関
係
の
家
元
た
ち
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
は
、
邦
楽
調
査
掛
の
主
宰
で
は
な
い
が
、
そ
の
事
務
所
を
邦
楽
調
査
掛
に
置
き
、
事
実
上
は
邦
楽
調
査

掛
関
係
者
が
運
営
に
当
た
っ
て
い
た
。
１ 

 

山
口
は
、
こ
れ
ら
の
邦
楽
調
査
掛
関
係
の
演
奏
会
に
、
大
正
二
年
（
１
９
１
３
）
の
【
第
七
回
邦
楽
演

奏
会
】
、
大
正
十
五
年
（
１
９
２
６
）
の
【
邦
楽
会
第
三
十
回
演
奏
会
】
に
出
演
し
て
い
る
。 

 

ま
た
そ
の
ほ
か
に
も
、
東
京
音
楽
学
校
で
は
、
演
奏
者
な
ど
を
招
聘
し
た
演
奏
や
講
演
も
行
わ
れ
て
い

た
。
山
口
は
、
こ
れ
ら
の
演
奏
会
以
外
に
も
、
東
京
音
楽
学
校
時
代
に
、
明
治
四
十
四
年
（
１
９
１
１
）

に
【
三
味
線
組
歌
演
奏
】
、
大
正
四
年
（
１
９
１
５
）
に
、
【
御
大
體
奉
祝
音
楽
演
奏
會
】
、
同
年
に
【
第

三
回
箏
演
奏
会
】
の
演
奏
、
ま
た
【
卒
業
證
書
授
与
式
】
で
は
、
選
科
修
了
生
と
演
奏
を
と
も
に
し
て
い

る
。
【
卒
業
證
書
授
与
式
】
の
出
演
は
、
卒
業
生
の
卒
業
演
奏
の
機
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た

め
、
山
口
は
、
助
演
で
の
出
演
だ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
東
京
音
楽
学
校
で
の
山
口
の
演
奏
記
録
は
、

以
下
の
東
京
音
楽
学
校
時
代
の
山
口
巌
の
出
演
曲
目
（
図
表
８
）
で
示
し
た
。
こ
の
演
奏
活
動
の
な
か
の

明
治
四
十
一
年
の
演
奏
の
蠟
管
に
よ
る
録
音
記
録
は
、
次
項
で
後
述
す
る
。 

                                        

         

 

１ 

財
団
法
人
芸
術
研
究
振
興
財
団
・
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
刊
行
委
員
会
編 

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史 

演
奏
会
篇 

第

一
巻
』
音
楽
之
友
社 

平
成
元
年
（
１
９
８
９
）
第
３
章
大
正
・
昭
和
の
東
京
音
楽
学
校 

第
４
節 

調
査
研
究
・
事
業
な

ど
（
７０８
頁
） 



 

１２６ 
 

図
表 
８ 
東
京
音
楽
学
校
時
代
の
山
口
巌
の
出
演
曲
目 

 

年 演奏会名 日程 曲
山口巖が
演奏した

楽器
共演者 演奏場所

元の資料
『東京芸術大学百年史』

概要

本手
  飛騨組

端手
葛の葉

明治41年2月 きぬた 蠟管　貳本

大和文 蠟管　壹本

1913 第七回邦楽演奏会 大正2年12月14日
本手

琉球組
三絃

第一巻
第３章大正・昭和の東京音楽学校
第４節　調査研究・事業など　（715頁）

1914 卒業證書授興式 大正3年3月25日 老松 三絃
選科修了生
箏：蜂須賀ハツネ
工藤　琴　今井　花

東京音樂學校
第一巻
第一部明治・大正篇
第３章大正元年9月～15年（387頁）

御大體奉祝音楽演奏會 大正4年12月23日 御代萬歳 箏
箏：蜂須賀ハツネ
加藤柔子　今井　花
工藤古登　若狭玉子

第一巻
第３章大正・昭和の東京音楽学校
第４節　調査研究・事業など　（717頁）

高砂 箏：山本美代子
鶴亀 箏：溝口俊子
八段 箏：鈴木志舞

さけ
箏：蜂須賀ハツネ
今井花　加藤柔子
三絃：松島糸壽

1926 邦楽会三十回演奏会 大正15年2月21日 貴船 箏
三絃：山口又次
宇田川壽恵　為廣菜蕗子
尺八：宇田川作童

上野奏楽堂
第一巻
第１部　明治・大正篇
第３章大正元年9月～15年（428頁）

1915

神田一橋通町
東京音樂學校分教場

明治44年7月3日 三絃 奏楽堂
第一巻
第３章大正・昭和の東京音楽学校
第４節　調査研究・事業など　（653頁）

金平浄瑠璃語りの五十敬豐を
招いて6月29日演奏上協議の
上、7月3日講演と演奏

第三回箏演奏会 大正4年12月25日 三絃
東京音樂學校

分教場

第一巻
第１部　明治・大正篇
第３章大正元年9月～15年（428頁）

1911

前田玄七

京都 第一巻
第３章大正・昭和の東京音楽学校
第４節　調査研究・事業など　（704頁）

1908



 

１２７ 
 

以
下
は
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
山
口
の
東
京
音
楽
学
校
に
関
す
る
演
奏
活
動

の
内
容
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
東
京
音
楽
学
校
の
演
奏
会
全
体
の
一
覧
表
に
つ
い

て
は
、
図
表
９
の
東
京
音
楽
学
校
時
代
に
山
口
が
出
演
し
た
演
奏
の
曲
目
一
覧
で
示
し
た
。 

 

◆
【
三
味
線
組
歌
演
奏
】
２ 

明
治
四
十
四
年
七
月
三
日
（
日
） 

午
後
二
時
よ
り 

於
奏
楽
堂 

 

三
味
線
本
手 

《
飛
騨
組
》
山
口
菊
次
郎 

三
味
線
端
手 

《
葛
の
葉
》
同

人 

 

◆
【
第
七
回
邦
楽
演
奏
会
】
３ 

大
正
二
年
十
二
月
十
四
日 

曲
目 

《
本
手
琉
球
組
》 

 

邦
楽
調
査
嘱
託 

山
口
菊
次
郎 

                                        

         

 

２ 

財
団
法
人
芸
術
研
究
振
興
財
団
・
東
京
芸
術
大
学
百
年

史
刊
行
委
員
会
編 

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史 

演
奏
会

篇 

第
一
巻
』 

音
楽
之
友
社 

平
成
元
年
（
１
９
８
９
） 

第
三
章 

大
正
・
昭
和
の
東
京
音
楽
学
校 

第
４
節 

調

査
研
究
・
事
業
な
ど
（
６５３
頁
） 

３ 

財
団
法
人
芸
術
研
究
振
興
財
団
・
東
京
芸
術
大
学
百
年

史
刊
行
委
員
会
編 

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史 

演
奏
会

篇 

第
一
巻
』 

音
楽
之
友
社 

平
成
元
年
（
１
９
８
９
） 

第
三
章 

大
正
・
昭
和
の
東
京
音
楽
学
校 

第
４
節 

調

査
研
究
・
事
業
な
ど
（
７１５
頁
） 

 

◆
【
卒
業
證
書
授
与
式
】
４ 

大
正
三
年
三
月
二
十
五
日
（
水
）
午
後
二
時 

卒
業
證
書
授
與
式
順
序 

箏
（
生
田
流
） 

《
老
松
》 

 

箏 

選
科
修
了
生 

 

蜂
須
賀
ハ
ツ
ネ 

工
藤
花 

今
井
ハ
ナ 

三
味
線
講
師 

山
口
菊
次
郎 

 

◆
【
御
大
體
奉
祝
音
楽
演
奏
會
】
５ 

大
正
四
年
十
二
月
二
十
三
日
（
木
） 

東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂 

生
田
流 

《
御
代
萬
歳
》 

講
師 

山
口
菊
次
郎 

蜂
須
賀
ハ
ツ
ネ 

加
藤
柔
子 

今
井
花 

 

工
藤
古
登 

若
狭
玉
子 

 
 

                                        

         

 

４ 

財
団
法
人
芸
術
研
究
振
興
財
団
・
東
京
芸
術
大
学
百
年

史
刊
行
委
員
会
編 

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史 

東
京
音

楽
学
校
篇 

第
一
巻
』 

音
楽
之
友
社 

平
成
元
年
（
１

９
８
９
） 

第
一
部
明
治
・
大
正
篇 

第
三
章 

大
正
元

年
九
月
―
十
五
年
（
１
９
１
２
―
１
９
２
６
）（
３８７
頁
） 

 

５ 

財
団
法
人
芸
術
研
究
振
興
財
団
・
東
京
芸
術
大
学
百
年

史
刊
行
委
員
会
編 

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史 

演
奏
会

篇 

第
一
巻
』 

音
楽
之
友
社 

平
成
元
年
（
１
９
８
９
）

第
三
章 

大
正
・
昭
和
の
東
京
音
楽
学
校 

第
４
節 

調

査
研
究
・
事
業
な
ど
（
７１７
頁
） 



 

１２８ 
 

◆
【
第
三
回
箏
演
奏
会
】
６ 

大
正
四
年
十
二
月
二
十
五
日
（
土
）
午
後
一
時 

 

神
田
一
橋
通
町
東
京
音
楽
学
校
分
教
場 

第
三
回
箏
演
奏
会
番
組 

 

（
第
一
部
） 

三
、 

高
砂 

 山
本
美
代
子 

 

三
絃 

山
口
講
師 

四
、 

鶴
亀 

 溝
口
俊
子 

 

三
絃 

山
口
講
師 

 

（
第
二
部
） 

十
、 

八
段 

 

鈴
木
志
舞 

 

三
絃 

山
口
講
師 

 

十
三
、
左
計
７ 

峰
須
賀
ハ
ツ
ネ 

 

今
井
花 

加
藤
柔
子 

 

三
絃 

山
口
講
師 

 

同 

松
島
糸
壽 

                                        

         

 

６ 

財
団
法
人
芸
術
研
究
振
興
財
団
・
東
京
芸
術
大
学
百
年

史
刊
行
委
員
会
編 

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史 

東
京
音

楽
学
校
篇 

第
一
巻
』 

音
楽
之
友
社 

平
成
元
年
（
１

９
８
９
） 

第
一
部
明
治
・
大
正
篇 

第
三
章 

大
正
元

年
九
月
―
十
五
年
（
１
９
１
２
―
１
９
２
６
）（
４２８
頁
） 

７ 

《
左
計
》
は
《（
酒
）
さ
け
》
の
漢
字
の
当
て
字
と
思

わ
れ
る
。 

 

◆
【
邦
楽
会
第
三
十
回
演
奏
会
】
８ 

大
正
十
五
年
二
月
二
十
一
日
午
後
一
時 

 

上
野
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂 

第
三
拾
回
演
奏
曲
目 

一
、
貴
船 

 

箏 
 

山
口
巌 

 

三
絃 

山
口
又
次 

 

仝 
 

宇
田
川
壽
惠 

 

仝 
 

為
廣
菜
蕗
子 

 

尺
八 

宇
田
川
作
童 

 

              

                                        

         

 

８ 

財
団
法
人
芸
術
研
究
振
興
財
団
・
東
京
芸
術
大
学
百
年

史
刊
行
委
員
会
編 

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史 

東
京
音

楽
学
校
篇 

第
一
巻
』 

音
楽
之
友
社 

平
成
元
年 

（
１
９
８
９
）
明
治
・
大
正
篇 

第
三
章 

大
正
元
年
九

月
―
十
五
年
（
１
９
１
２
―
１
９
２
６
）（
６０６
頁
） 



 

１２９ 
 

図
表 

９ 
東
京
音
楽
学
校
時
代
に
山
口
巌
が
出
演
し
た
演
奏
の
曲
目
一
覧 

 

日時 演奏会名 曲 演奏者 演奏場所
元の資料

『東京芸術大学百年史』

大正2年12月14日
第七回

邦樂演奏會
本手琉球組 邦樂調査囑託　山口菊次郎 東京音樂學校

一中節 松盡し
邦樂調査囑託　浄瑠璃：都太夫一中
邦樂調査囑託　三味線：菅野序遊

　

常磐津
四天王大江山入
（古山姥）

邦樂調査囑託　常磐津文字太夫
常磐津彌生太夫　常磐津鳴渡太夫
三味線：常磐津文字兵衛
上調子：常磐津菊三郎

上方歌（地唄） 十三鐘 小手出とい

富本節
百夜聽色の世中
（關寺小町又は檜垣）

富本　豐　邦樂調査囑託
三味線：名見崎得壽齋
上調子：名見崎徳

新内節
歸唉名殘の命毛
（尾上伊太八）

邦樂調査囑託　富士松加賀太夫
三味線：吾妻路宮古太夫

江戸長唄 嫐染分紅葉（うはなり）

長歌：松島庄十郎
邦樂調査囑託　三味線：今藤長十郎
杵屋五三郎
邦樂調査囑託　小鼓：六合新三郎
太鼓：梅屋福之助

踊 白拍子　花柳壽々香

道行面影草
（道成寺道行）

邦樂調査囑託　常磐津文字太夫
常磐津彌生太夫　常磐津鳴渡太夫
三味線：常磐津文字兵衛
上調子：常磐津菊三郎

第一巻
第３章大正・昭和の東京音楽学校
第４節　調査研究・事業など
（715～716頁）

演奏種別
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日時 演奏会名 曲 演奏者 演奏場所
元の資料

『東京芸術大学百年史』

第一部 箏（生田流） 老松
箏：選科修了生　蜂須賀ハツネ
工藤琴　今井ハナ
三味線：講師　山口菊次郎

箏（山田流） 菊水
箏：選科修了生　神谷美衞
箏：教授今井新太郎

ピアノ獨奏
スケールツオ
（第二番、作品十六）

甲種師範科卒業生　工藤チヨ

中音獨唱 手琴に 聲樂部卒業生　近藤義次

ピアノ獨奏
は長調ソナータ
（第三番、作品二、第壹樂曲）

甲種師範科卒業生　喰田ヤエコ

ヴァイオリン獨奏 レジアンド（作品十七） 器楽部卒業生　佐藤謙三

最高音獨唱
歌劇「フーゲノッテン」中の
侍童のカヴァンティネ

聲樂部卒業生　長坂好子

ピアノ獨奏
森の景色
（作品八十二）

器樂部卒業生　高安ゆり子

第二部 合唱
い、夜の歌
ろ、墳墓と月影（男聲合唱）

ヴァイオリン獨奏
フアンタジーア、アパッシヨナー
タ中のラールゴ及び
フィナーレ（作品三十五）

器樂部卒業生　田中ひさ

ピアノ獨奏
は短調コンチェルト
（第三番、作品三十七）

器樂部卒業生　弘田龍太郎

最高音獨唱
歌劇「フライシユッツ」中の
アガーテのアリー

聲樂部卒業生　永井いく

ヴァイオリン
チエロ獨奏

コンチエルト中のアンダンテ
（作品四十五）

研究科修了生　多　基永

ピアノ獨奏
と長調フアンタジーア
（作品七十八）

研究科修了生　石原かず子

ヴァイオリン獨奏
に短調第二コンチエルト中の
ロマンス（作品二十二）

研究科修了生　末吉雄二

合唱
い、潮は岩に碎けて鳴る
ろ、小鳥は空に囀る

第一巻
第一部明治・大正篇
第３章大正元年9月～15年（387頁）

演奏種別

卒業式
卒業證書授與式

大正3年3月25日
（水曜日）
午後二時

東京音樂學校
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日時 演奏会名 曲 演奏者 演奏場所
元の資料

『東京芸術大学百年史』

大正4年12月23日
御大禮奉祝
音樂演奏會

生田流 御代万歳
講師：山口菊次郎　蜂須賀ハツネ
加藤柔子　今井花　工藤古登
若狭多摩湖

東京音樂學校
奏楽堂

河東 御代の秋（二人翁）

　　　　　　　　　　　　　山彦秀翁事

邦樂調査囑託　伊藤秀次郎
江本舜平
三味線：落合泰恵　山彦かん子
上調子：山彦綿子

富本 御代の秋（二人翁）
三味線：　　　　名見崎得壽齋事

邦樂調査囑託　吉野萬太郎
上調子：名見崎多加

長唄 御代の秋（二人翁）

邦樂調査囑託　吉住小三郎
吉住小三藏　吉住小四郎
三味線：　　　　杵屋六四郎事

邦樂調査囑託 杉本金太郎
杵屋長三郎　杵屋六次
笛：住田又兵衛　小鼓：望月太左吉
大鼓：望月長十郎
太鼓：望月仙右衛門

山田流 御代万歳

教授　今井新太郎　飯田松漣
中限不二子
講師　村田ミイ
講師　高橋勢以　氣賀慶重
三味線：高橋榮清

常磐津 御代の秋（二人翁）

　　　　　　　　　　　　　常磐津文字太夫事

邦樂調査囑託　常岡丑五郎
常磐津志妻太夫　常磐津彌生太夫
三味線：常磐津文字兵衛
上調子：常磐津菊三郎

一中 御代の秋（二人翁）

　　　　　　　　　　都太夫一中事

邦樂調査囑託　伊藤楳太郎
　　　　　　　　　　菅野序遊事

邦樂調査囑託　菅野藤次郎
菅野利三
　　　　　　　　　　 菅野吟平事

邦樂調査囑託　西山亀助
都一秀
上調子：都一花　笛：望月長之助
小鼓：六合新三郎事
邦樂調査囑託　細谷佶太郎
大鼓：梅屋勝次郎
太鼓：六郷新右衛門

合唱 雲井仰げば 生徒

演奏種別
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日時 演奏会名 曲 演奏者 演奏場所
元の資料

『東京芸術大学百年史』

大正4年12月25日
（土曜日）午後1時

第三回箏演奏会 第一部 八段
阿久津イノ　栗田駒野　百名津る
高宮あい

神田一橋通町
東京音樂學校

分教場

秋の七草
村田講師　楊照　田島一子
福田初子
三絃：阿部キイ

高砂 山本美代子　三絃：山口講師
鶴亀 溝口俊子　三絃：山口講師

早春興
高橋講師　正親町輝　井上逸子
三絃：渥美繁野

椿づくし
小野ハナ　保坂ミキ　本間キク
清水シズ

御大禮奉祝
御代万歳

松島糸壽　清津務　堀井榮彦
為廣ふき子　上田梅代
尺八：島居若菜　津田雨篂

第二部 六段
替手：高橋講師　加賀すゑ
本手：増田やゑ　毛利富士
若杉美幸　坂川群子

かざしの雪
井上よし子　吉田ふで子　齊藤かつ
三絃：村田講師

八段 鈴木志舞　三絃：山口講師

都の春
村田講師　谷口こま　植野コサノ
椋原なを子

御大礼御代万歳

今井教授　服部きく　阿部キイ
渥美繁野　渥美富貴　佐川國
高橋秀
三絃：中江なを

さけ
蜂須賀ハツネ　今井花　加藤柔子
三絃：山口講師　松島糸壽

晒

中江なを　高橋秀　佐川國
渥美繁野　渥美富貴　芝田ムメ
阿部キク　服部きく
三絃：今井教授

演奏種別

第一巻
第１部　明治・大正篇
第３章大正元年9月～15年（428頁）
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日時 演奏会名 曲 演奏者 演奏場所
元の資料

『東京芸術大学百年史』

大正5年2月21日
午後1時

三曲（生田流） 貴船
箏：山口巖　三絃：山口又次
宇田川壽恵　為廣菜蕗子
宇田川作童

上野東京音樂
學校　奏楽堂

富本節
道行念玉蔓
（長昨）

浄瑠璃：富本豐前　富本豐喜代
富本豐千代　三味線：富本都路
ツレ：富本豐紫明　上調子　富本豐常

歌澤節
我が物と
春雨

歌澤：澤寅右衛門　三絃：同　寅秀

常磐津節
恩愛瞔關守
（宗清）

浄瑠璃：常磐津和佐太夫
常磐津三喜太夫　常磐津歌男太夫
三味線：常磐津文左衛門
上調子：常磐津津文次郎

江戸長唄 勧進帳

長唄：芳村孝次郎　芳村孝太郎
芳村孝一郎
三絃：今藤長十郎　杵屋勝藏
上調子：杵屋五三郎　笛：望月長之助
小鼓：望月太佐吉　望月孝太郎
太鼓：望月吉三郎

演奏種別

第一巻
第１部　明治・大正篇
第３章大正元年9月～15年（428頁）

邦楽会
第三十回演奏会
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（
二
）
東
京
音
楽
学
校
時
代 

蠟
管
資
料
に
つ
い
て 

 

東
京
音
楽
学
校
時
代
に
は
、
蠟
管
１ 

で
の
演
奏
録
音
が
行
わ
れ
て
い
る
。
東
京
藝
術
大
学
に
は
大
き

な
形
の
蠟
管
１
７
８
本
、
小
さ
な
形
の
蠟
管
３
４
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
２ 

大
き
い
蠟
管
に
は
明
治

四
十
年
（
１
９
０
７
）
十
月
に
文
部
省
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
邦
楽
調
査
掛
が
、
邦
楽
の
調
査
と
保
存
を

目
的
と
し
て
吹
き
込
ん
だ
邦
楽
曲
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
収
録
ジ
ャ
ン
ル
は
、
清
元
、
重
太
夫
、
富

本
、
端
歌
（
葉
唄
）
、
菅
野
（
一
中
節
）
平
曲
、
長
唄
、
小
唄
、
民
謡
、
外
記
節
（
河
東
節
）
、
大
盡
舞

（
巷
間
歌
謡
）
、
奥
浄
瑠
璃
、
琉
球
歌
、
幸
若
、
文
弥
節
、
声
明
の
順
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

大
き
い
蠟
管
の
録
音
時
間
は
約
四
分
と
な
っ
て
お
り
、
一
本
に
楽
曲
の
最
後
ま
で
収
録
で
き
な
い
場
合

も
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
と
き
は
、
旋
律
や
歌
詞
の
区
切
れ
の
良
い
と
こ
ろ
ま
で
収
録
し
、
ま
た
別
に
収
録

し
て
い
く
と
い
う
形
を
取
り
、
数
本
に
ま
た
が
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
３ 

こ
れ
ら
の
録
音
は
明
治
四

十
一
年
（
１
９
０
８
）
二
月
二
十
二
日
か
ら
大
正
二
年
（
１
９
１
３
）
九
月
二
十
九
日
に
か
け
て
十
七
日

間
行
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。 

 

山
口
巌
も
蠟
管
録
音
を
行
っ
た
な
か
の
一
人
で
あ
り
、
「
重
太
夫
節
」
４ 
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、
蠟

管
の
録
音
を
行
っ
て
い
る
。
以
下
の
二
つ
の
資
料
は
、
山
口
が
明
治
四
十
一
年
二
月
に
、
蠟
管
で
録
音
し

た
記
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
で
あ
る
。 

 

➀ 

『
明
治
期
に
お
け
る
音
楽
録
音
資
料
・
蠟
管
の
保
存
体
制
と
公
開
手
法
の
研
究
』 

平
成
二
十
一
年
（
２
０
０
９
） 

東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館 

研
究
代
表
者 

東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館 

薩
摩
雅
登 

 

研
究
報
告
書
編
集 

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部 

小
泉
文
夫
記
念
資
料
室 

教
育
研
究
助
手 

松
村
智
郁
子 

 
 

                                        

         

 

１ 

蠟
管 

エ
ジ
ソ
ン
発
明
の
音
声
の
記
録
に
用
い
た
初
期
の
蓄
音
機
。
蠟
を
塗
っ
た
円
筒
で
、
録
音
、
再
生
の
ど
ち
ら
も
可

能
な
、
兼
用
機
と
し
て
発
展
し
た
。 

２ 

研
究
代
表
者 

薩
摩
雅
登 

研
究
報
告
書
編
集 

松
村
智
郁
子
『
明
治
期
に
お
け
る
音
楽
録
音
資
料
・
蠟
管
（
ろ
う
か
ん
）

の
保
存
体
制
と
公
開
手
法
の
研
究
』 

 

東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館  

平
成
二
十
一
年
（
２
０
０
９
）
（
１６
頁
） 

３ 

研
究
代
表
者 

薩
摩
雅
登 

研
究
報
告
書
編
集 

松
村
智
郁
子
『
明
治
期
に
お
け
る
音
楽
録
音
資
料
・
蠟
管
（
ろ
う
か
ん
）

の
保
存
体
制
と
公
開
手
法
の
研
究
』 

 

東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館  

平
成
二
十
一
年
（
２
０
０
９
）
（
１７
頁
） 

４ 

重
太
夫
節 

「
繁
太
夫
節
」
と
思
わ
れ
る
。
地
歌
の
曲
種
で
あ
り
、
浄
瑠
璃
の
一
種
で
、
豊
後
系
浄
瑠
璃
の
繁
太
夫
節
を

地
歌
の
音
楽
家
が
接
種
し
て
伝
承
し
た
楽
曲
お
よ
び
、
そ
の
曲
長
に
し
た
が
っ
て
改
作
、
新
作
し
た
楽
曲
。（
吉
川
英
史
監
修 

『
邦
楽
百
科
辞
典 

雅
楽
か
ら
民
謡
ま
で
』
音
楽
之
友
社 

昭
和
五
十
九
年
（
１
９
８
４
）（
４７０
頁
） 
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➁ 
『
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
所
蔵 

邦
楽
調
査
関
係
蠟
管
の
録
音
内
容
調
査
報
告
書
』 

平
成
元
年
二
月
二
十
二
日 

企
画 

東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー 

編
集 

東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー 

音
響
研
究
室 

 

 

こ
の
二
つ
の
資
料
に
は
、
東
京
藝
術
大
学
収
蔵
の
大
き
い
蠟
管
（
Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ
ｔ 

ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
）
に

収
録
さ
れ
た
山
口
の
演
奏
記
録
が
二
曲
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
録
音
さ
れ
た
曲
は
、
「
重
太
夫
節
」
の
《
大

和
文
》
と
《
き
ぬ
た
》
の
二
曲
で
あ
る
。
こ
の
二
曲
は
、
明
治
四
十
一
年
（
１
９
０
８
）
二
月
（
日
に
ち

は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る
。
）
に
、
京
都
に
於
い
て
演
奏
さ
れ
た
記
録
が
『
東
京
芸
術
大
学
百

年
史
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
５ 

以
下
は
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
蠟
管
録
音
さ
れ
た
際
の
演
奏
の
記
録
で
あ

る
。 

 

 

 

こ
の
記
録
に
よ
る
と
、「
重
太
夫
節
」
の
録
音
の
記
録
に
は
、
田
中
キ
ヌ
が
《
ぬ
れ
扇
》
、
前
田
玄
七
と

山
口
が
《
き
ぬ
た
》
と
《
大
和
文
》
の
演
奏
が
蠟
管
に
録
音
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
三
曲
に
お
い
て
、
す
べ
て
「
重
太
夫
節
」
と
し
て
の
演
奏
と
さ
れ
て
い
る
が
、

《
き
ぬ
た
》
と
《
大
和
文
》
の
二
曲
は
、
江
戸
時
代
お
よ
び
現
代
の
分
類
で
は
、
繁
太
夫
節
の
曲
で
は
な

い
が
、
《
ぬ
れ
扇
》
６ 

は
、
繁
太
夫
節
で
あ
る
。 

現
在
、
東
京
藝
術
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
蠟
管
の
記
録
は
、
１
９
８
７
年
～
１
９
８
９
年
に
東
京
芸

                                        

         

 

５ 

財
団
法
人
芸
術
研
究
振
興
財
団
・
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
刊
行
委
員
会
編 

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史 

演
奏
会
篇 

第

一
巻
』
音
楽
之
友
社 

平
成
元
年
（
１
９
８
９
）
第
３
章
大
正
・
昭
和
の
東
京
音
楽
学
校 

第
４
節 

調
査
研
究
・
事
業
な

ど
（
７０４
頁
） 

６ 

野
川
美
穂
子 

『
地
歌
に
お
け
る
曲
種
の
生
成
』 

第
一
書
房 

平
成
十
八
年
（
２
０
０
６
）（
２６４
頁
）
現
行
曲
名
の
覧

に
は
、《
濡
扇
》
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

明
治
四
十
一
年
二
月
京
都
ニ
於
テ 

一
重 マ

マ

太
夫
節 

ぬ
れ
扇 

田
中
キ
ヌ 

全
部 

 

蠟
管 

六
本
〔
＊
〕 

き
ぬ
た 

前
田
玄
七 

 
 
 
 

〃 
 

貳
本
〔
＊
〕 

山
口 

巌 
 

 
 

 
 

大
和
文 

 

仝 
 

 

全
部 

 

蠟
管 

壹
本
〔
＊
〕 

 



 

１３６ 
 

術
大
学
音
楽
学
部
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
の
音
響
研
究
室
に
お
い
て
、
再
録
音
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
７ 

 
 

当
時
は
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
移
り
変
わ
る
転
換
期
で
あ
っ
た
頃
で
あ
り
、
東
京
藝
術
大
学
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
蠟
管
は
劣
化
し
て
い
く
た
め
、
再
録
音
は
、
可
能
な
限
り
音
源
を
抽
出
す
る
緊
急
を
要
す

る
作
業
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
再
録
音
方
法
に
つ
い
て
「
蓄
音
機
を
用
い
て
再
生
し
、
収
録
用
の
マ
イ

ク
を
蓄
音
機
の
サ
ウ
ン
ド
フ
ォ
ー
ン
の
前
に
立
て
、
そ
こ
か
ら
出
る
音
声
を
Ｄ
Ａ
Ｔ
用
録
音
へ
収
録
す
る
」

８ 

と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
。
東
京
藝
術
大
学
に
お
い
て
、
山
口
の
蠟
管
の
録
音
は
、
状
態
が
悪
く
デ
ジ

タ
ル
化
が
不
可
能
な
音
声
デ
ー
タ
で
あ
っ
た
た
め
、
再
録
音
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
山
口
の

蠟
管
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
東
京
藝
術
大
学
図
書
館
に
お
い
て
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
で
保
管
さ
れ
て

い
る
。
９ 

図
表
１
０
の
記
録
は
、「
明
治
期
に
お
け
る
音
楽
録
音
資
料
・
蠟
管
の
保
存
体
制
と
公
開
手
法
の
研
究
」

の
東
京
芸
術
大
学
収
蔵
の
大
き
い
蠟
管
の
収
録
内
容
表
に
あ
る
、
山
口
の
演
奏
が
蠟
管
で
録
音
さ
れ
た
時

の
記
録
で
あ
る
。
１
０ 

  
 

                                        

         

 

７ 

研
究
代
表
者 

薩
摩
雅
登 

研
究
報
告
書
編
集 

松
村
智
郁
子
『
明
治
期
に
お
け
る
音
楽
録
音
資
料
・
蠟
管
（
ろ
う
か
ん
）

の
保
存
体
制
と
公
開
手
法
の
研
究
』 

 

東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館  

平
成
二
十
一
年
（
２
０
０
９
）
（
３１
頁
） 

８ 

研
究
代
表
者 

薩
摩
雅
登 

研
究
報
告
書
編
集 

松
村
智
郁
子
『
明
治
期
に
お
け
る
音
楽
録
音
資
料
・
蠟
管
（
ろ
う
か
ん
）

の
保
存
体
制
と
公
開
手
法
の
研
究
』 

 

東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館  

平
成
二
十
一
年
（
２
０
０
９
）
（
３１
頁
） 

９

『
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
所
蔵 

邦
楽
調
査
関
係
蠟
管
の
録
音
内
容
調
査
報
告
書
』
付
属
資
料
（
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
）

「
藝
術
資
料
所
蔵 

邦
楽
調
査
関
係
蠟
管
７
」
に
《
大
和
文
》
、
「
藝
術
資
料
所
蔵 

邦
楽
調
査
関
係
蠟
管
８
」
《
き
ぬ
た
》

の
録
音
記
録 

１
０ 

研
究
代
表
者 

薩
摩
雅
登 

研
究
報
告
書
編
集 

松
村
智
郁
子
『
明
治
期
に
お
け
る
音
楽
録
音
資
料
・
蠟
管
（
ろ
う
か
ん
）

の
保
存
体
制
と
公
開
手
法
の
研
究
』 

 

東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館  

平
成
二
十
一
年
（
２
０
０
９
）
（
３７
頁
） 



 

１３７ 
 

図
表 
１
０ 

東
京
音
楽
学
校
に
お
け
る
山
口
巌
の
蠟
管
の
記
録
収
録
内
容 

 

  

 

 

収
録
内
容
表
に
あ
る
、「
再
録
」
の
部
分
で
「×

」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、「
再
録
を
試
み
た
が
音
声
が

聞
き
取
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
１
１ 

「
音
質
」
の
部
分
は
、
音
質
の
良
い

も
の
は
、
Ａ
～
Ｅ
で
記
さ
れ
て
お
り
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
進
む
に
つ
れ
、
音
質
は
悪
く
な
り
、
Ｅ
は
全

く
聞
き
取
り
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
筆
者
自
身
で
Ｄ
Ａ
Ｔ
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
《
き
ぬ
た
》
と
《
大

和
文
》
と
も
に
、
演
奏
し
て
い
る
音
を
聞
き
取
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
山
口
が
演
奏
し
て
い
る
音
を
ほ

ん
の
か
す
か
に
し
か
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
蠟
管
で
の
録
音
が
可
能
と

な
っ
た
時
代
に
山
口
が
携
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
記
録
に
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
山
口

本
人
の
演
奏
の
音
源
が
極
め
て
少
な
い
な
か
で
、
こ
の
蠟
管
で
の
録
音
は
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。 

（
三
）
『
三
曲
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
山
口
巌
の
演
奏
記
録 

                                         

         

 

１
１ 

研
究
代
表
者 

薩
摩
雅
登 

研
究
報
告
書
編
集 

松
村
智
郁
子
『
明
治
期
に
お
け
る
音
楽
録
音
資
料
・
蠟
管
（
ろ
う
か
ん
）

の
保
存
体
制
と
公
開
手
法
の
研
究
』 

東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館  

平
成
二
十
一
年
（
２
０
０
９
）(

３５
頁
） 

・
再
録 

×
 

・
分
類
番
号 

３
‐
４
‐
６ 

・
曲
種 

 
 

重
太
夫
節
地
歌
（
長
歌
） 

・
曲
名 

 
 

大
和
文 

・
演
奏
者 

 

前
田
玄
七
、
山
口
巌 

・
吹
込
日 

 

明
治
四
十
一
年
二
月
‐
日 

・
音
質 

 
 

Ｄ 

・
再
録 

×
 

・
分
類
番
号 

３
‐
９
‐
１ 

・
曲
種 

 
 

重
太
夫
節 

・
曲
名 

 
 

き
ぬ
た
第
一 

・
演
奏
者 

 

前
田
玄
七
、
山
口
巌 

・
吹
込
日 

 

明
治
四
十
一
年
二
月
‐
日 

・
音
質 

 
 

Ｅ 

・
再
録 

×
 

・
分
類
番
号 
３
‐
９
‐ 

２ 

・
曲
種 

 
 

重
太
夫
節 

・
曲
名 

 
 

き
ぬ
た
第
二 

・
演
奏
者 

 

前
田
玄
七
、
山
口
巌 

・
吹
込
日 

 

明
治
四
十
一
年
二
月
‐
日 

・
音
質 

 
 

Ｅ 



 

１３８ 
 

『
三
曲
』
に
掲
載
さ
れ
た
山
口
の
演
奏
記
録
を
以
下
に
記
す
と
と
も
に
、
そ
の
演
奏
記
録
を
一
覧
（
図
表

１
１
）
に
し
た
も
の
を
掲
載
す
る
。 

 

◆ 

第
三
十
二
号 
大
正
十
三
年
十
一
月 

（
５０
頁
） 

 

【
三
曲
名
流
大
会
】 

日
時
十
一
月
三
十
日
（
日
） 

午
後
一
時
開
会 

会
場 

丸
の
内
邦
楽
座
（
元
有
楽
座
の
前
） 

会
費 

一
等
四
圓
半 

二
等
三
圓
半 

三
等

二
圓 

 
 

 

《
四
季
の
曲
（
奥
組
）
》 

箏 

山
口
巌 

前
田
壽
美
惠 

矢
野
静
子 

 

◆ 

第
三
十
二
号 

大
正
十
三
年
十
二
月 

（
５４
頁
） 

同
上 

 

【
三
曲
名
流
大
会
】 

 

◆ 

第
三
十
四
号
（
大
正
十
四
年
一
月
号
） 

巻
頭
写
真 

 

 

【
三
曲
名
流
大
会
】 

（
大
正
十
三
年
十
一
月
三
十
日
） 

東
京
丸
の
内 

邦
楽
座 

こ
の
大
正
十
三
年
十
一
三
十
日
に
丸
の
内

の
邦
楽
座
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
各
流
派
の

名
手
が
集
う
連
合
大
会
【
三
曲
名
流
大
会
】
で

あ
っ
た
。 

こ
の
演
奏
会
の
集
合
写
真
に
山
口
巌
が
前

列
の
右
か
ら
五
番
目
に
移
っ
て
い
る
。 

 
 



 

１３９ 
 

 

 

     
 

 
 

写
真 
１
９ 

【
三
曲
名
流
大
会
】
集
合
写
真 

大
正
十
三
年
十
一
月
三
十
日 

【
三
曲
名
流
大
会
】
「
全
国
各
流
派
の
代
表
」
の
集
合
写
真 

 

大正 13 年 11 月 30 日 三曲名流大会 初めて催された各流名流連合大会 

於丸の内、邦楽座          主催、美妙社（司会 藤田俊一）

 

後列 藤田俊一・吉田晴風・山口四郎・川瀬順輔・中尾都山・津田雨篂 

中央 矢野静子・米川親敏・山室千代子・荒木古童・今井慶松・萩岡松韻・高橋栄清・上原真佐喜・越野栄松 

前列 前田寿美枝・宮城道雄・加藤柔子・富崎春昇・山口巌・古賀城武・川瀬里子・木谷寿恵・井村豊子 



 

１４０ 
 

◆ 

第
三
十
八
号
（
大
正
十
四
年
五
月
号
） 

（
５６
頁
） 

 

【
生
田
流
箏
曲
演
奏
会
】 

会
場 

丸
の
内
報
知
講
堂 

日
時 

六
月
七
日
（
日
） 

正
午
開
場 

零
時
半
開
演 

会
費 

白
券
二
圓 

青
券
壹
圓 

 

主
催
源
奏
会 

司
會 

山
口
巌 

事
務
所 

東
京
市
麹
町
區
土
手
三
番
町
二 

 

山
口
方 

入
場
券
は
事
務
所
其
他
出
演
者
方
に
之
有 

奥
組 

 

一
、
《
羽
衣
の
曲
》 

 
 
 
 

山
口
巌 

為
廣
菜
蕗
子 

加
藤
久
子 

 

宮
原
紫
霞
子 

森 

静
子 

鈴
木
綾
子 

 

ニ
、 

《
ゆ
き
》 

三
絃 

橋
本
美
子 

胡
弓
山
口
巌 

 

三
、 

《
夏
の
曲
》 

箏
本
手 

鈴
木
綾
子 

宮
原
紫
霞
子 

 

加
藤
久
子 

為
廣
菜
蕗
子 

弾
替 

山
口
巌 

森
静
子 

 

尺
八 

中
里
孝
人 

四
、 

《
梓
》 

 

箏 
 

新
納
操
子 

 

三
絃 

天
笠
才
子 

橋
本
美
子 

 

尺
八 

三
熊
孝
次
郎 

 

五
、 

《
若
菜
》 

 

箏 
 

古
賀
貴
久
江 

 
 

三
絃 

古
賀
號
武 

 

尺
八 

佐
野
季
世 

 
六
、 
《
道
中
双
六
》 

 
三
絃 

富
崎
春
昇 

富
崎
美
貴
子 

 

七
、 

《
夜
々
の
星
》 

 

箏 
 

山
口
巌 

 

三
絃
（
地
） 

中
島
利
之 
小
林
鉦
次
郎 

 

山
口
又
次 

 

尺
八 

倉
川
簫
山 

 

八
、 

《
お
ち
や
め
の
と
》 

 
 

箏 

矢
野
静
子 

山
口
巌 

 

小
林
鉦
次
郎 

山
口
又
次 

 

尺
八
宇
田
川
作
童 

九
、 

《
残
月
》 

 
 

箏 
 

廣
岡
福
子 

三
絃
加
藤
柔
子 

 

尺
八 

津
田
雨
篁 

 



 

１４１ 
 

十
、 
《
潮
の
響
》 

 

 

箏
本
手 
米
川
輝
子 

 

伴
奏 

 
臼
井
み
さ
子 

 

三
絃 

 

米
川
親
敏 

 

十
一
、
《
四
つ
の
民
》 

 

箏 
 

山
口
巌 

 

三
絃 

小
林
鉦
次
郎 

山
口
又
次 

 

 

十
二
、 

《
春
重
ね
》 

 

箏 
 

前
田
苔
巌 

 

三
絃 

山
口
巌 

宇
田
川
壽
惠
子 

尺
八 

中
尾
都
山 

 

十
三
、 

《
石
橋
》 

 
 
 
 

箏 
 
 
 

山
口
巌 

 

三
絃
本
手 

宇
田
川
壽
惠
子 

 

為
廣
菜
蕗
子 

 

宮
原
紫
霞
子 

 

森 

静
子 

 

矢
野
静
子 

 

三
絃
替
手 

中
島
利
之 

 

前
田
苔
巌 

 

山
口
又
次 

◆ 

第
四
十
三
号
（
大
正
十
四
年
十
月
） 

（
６６
・
６７
頁
） 

 

 

【
第
二
回
三
曲
名
流
大
会
】 

主
催 

美
妙
社 

日
時
十
一
月
二
十
八
日
（
土
）
午
後
五
時
半
よ
り 

会
場
丸
の
内 

邦
楽
座 

会
費 

四
圓
半
、
三
圓
半
、
二
圓 

 

三
絃
本
曲 

《
琉
球
組
》 

 

山
口
巌 

山
口
又
次 

 

《
箏
曲
裏
組 

乱
輪
舌
》 

 

替
手 

山
口
巌 

本
手 

中
島
利
之 

天
笠
才
子 

 



 

１４２ 
 

◆ 

第
六
十
六
号
（
昭
和
二
年
九
月
）
（
６８
頁
） 

（
こ
の
演
奏
会
で
は
、
巌
は
出
演
し
て
い
な
い
が
、

巌
の
長
男
又
次
が
源
奏
会
を
代
表
し
た
際
に
、
巌
が

顧
問
を
し
た
時
の
演
奏
会
の
記
録
で
あ
る
。
） 

 

【
三
曲
聯
合
大
會
】 

顧
問 

山
口
巌
氏 

日
時
十
二
月
十
二
日
（
土
曜
）
夜 

午
後
五
時
半
開
會 

会
場
丸
の
内
朝
日
講
堂
（
ス
キ
ヤ
橋
際
） 

会
費
二
圓
（
学
生
券
） 

切
符
美
妙
社 

其
他
各
師
方 

 

柳
川
流
三
絃
曲 

《
京
砧
》 

地 
 
 

天
笠
才
壽
（
松
生
會
） 

 

本
調
子 

野
坂
操
壽
（
同
） 

三
下
り 

山
口
又
次
（
源
奏
会
） 

尺
八 

 

片
山
雄
山
（
東
京
） 

 

同 
 
 

八
坂
鈴
山
（
幹
部
會
） 

 

◆ 

第
六
十
八
号
（
昭
和
二
年
十
一
月
） 

（
６８
頁
） 

【
源
奏
会
演
奏
会
】 

日
時
十
一
月
二
十
日
（
日
曜
）
正
午
よ
り 

会
場 

四
谷
區
美
山
倶
楽
部
（
十
三
丁
目
又
荒
木
町

下
車
） 

 

出
演 

山
口
巌 

山
口
瀧
響 

山
口
琴
栄 

其
他 

曲
目
《
金
輪
》
《
面
影
》
《
菊
》
其
他
二
十
曲 

主
催 

源
奏
会
本
部 

麹
町
區
土
手
三
番
町
二
番

地
（
山
口
方
） 

右
出
演
曲
目
中 

 

◆ 

第
七
十
三
号
（
昭
和
三
年
四
月
）
（
６１
頁
） 

【
源
奏
会
演
奏
大
会
】 

日
時
四
月
十
五
日
（
日
曜
）
正
午
開
会 

会
場 
四
谷 

美
山
倶
楽
部
（
市
電
麹
町
長
三
丁
目

下
車 

省
線
四
谷
驛
下
車
） 

 

電
話
四
谷
六
三
五
〇
番 

演
奏
者 

山
口
巌 

瀧
響 
琴
栄 

其
他 

曲
目 

《
新
雪
月
花
（
裏
組
）
》
《
御
代
万
歳
》 

《
三
津
山
》
《
四
つ
の
民
》
《
面
影
》 

《
春
重
ね
》 

       

 
 



 

１４３ 
 

図
表 
１
１ 

『
三
曲
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
山
口
巌
の
演
奏
記
録 

  
 

号数 発行年 年 日程 演奏会名 曲
山口巖が

演奏した楽器
共演者 演奏場所

元の資
料

概要 頁

第32号 大正13年11月 50頁

第33号 大正13年12月 54頁

羽衣の曲
（奥組）

箏
箏：為廣菜蕗子　加藤久子
宮原紫霞子　森　静子
鈴木綾子

ゆき 胡弓 三絃：橋本美子

夏の曲 箏　替手

箏本手：鈴木綾子
宮原紫霞子　加藤久子
箏替手：森静子
尺八：中里孝人

夜々の星 箏
三絃（地）：中島利之
小林鉦次郎　山口又次
尺八：倉川簫山

おちやめのと 箏
箏：矢野静子　山口巌
小林鉦次郎　山口又次
尺八：宇田川作童

四つの民 箏 三絃：小林鉦次郎　山口又次

春重ね 三絃
箏：前田苔巌
三絃：宇田川壽惠子
尺八：中尾都山

石　橋 箏

三絃本手：宇田川壽惠子
為廣菜蕗子　森　静子
矢野静子
三絃替手：中島利之
前田苔巌　山口又次

第40号 大正14年7月 〃 生田流箏曲演奏会 〃 〃 〃 〃 〃 68頁

琉球組 三絃 山口又次
66・67

頁

第44号 大正14年11月 70・71
68頁
70頁

第68号 昭和2年11月 12月20日（日） 源奏会演奏会

金輪
面影
菊

其他二十曲

出演山口巌　山口瀧響
山口琴栄
其他

四谷區
美山倶楽

部
68頁

第73号 昭和3年4月 4月15日（日） 源奏会演奏大会

新雪月花（裏
組）

御代万歳
三津山

四つの民
面影

春重ね
其他

出演山口巌　山口瀧響
山口琴栄
其他

四谷區
美山倶楽

部
61頁

56頁1925 丸の内
報知講堂

京砧
出演無

三絃地：天笠才壽
本調子：野坂操壽（同）

1927

第38号 大正14年5月

第43号

箏本手：中島利之
天笠才子

箏　替手

大正14年10月

第66号 12月12日（土） 三曲聯合大會

箏曲裏組
乱輪舌

第二回三曲名流大会11月28日（土）

昭和2年9月

1924 『三曲』

山口巌師
「源奏会」主催

出演　司会
山口巌外各流

専門家

丸の内
朝日講堂

顧問 山口巌　出
演　東京各會所

丸の内
邦楽座

主催　美妙社

丸の内
邦楽座

箏：前田壽美惠　矢野静子
箏

四季の曲
（奥組）

三曲名流大会11月30日（日）

6月7日（日） 生田流箏曲演奏会
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（
四
）
【
山
口
瀧
響 

名
披
露
演
奏
会
】 

 

『
檢
校
山
口
巖
師 

五
十
回
忌
に
あ
た
り
』
に
山
口
瀧
響
の
名
披
露
演
奏
会
の
曲
目
と
演
奏
者
の
詳
細

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
演
奏
会
で
は
、
流
派
を
問
わ
ず
、
全
国
の
名
だ
た
る
著
名
な
演
奏
家
が
集
結

し
た
。
源
奏
会
の
演
奏
曲
目
だ
け
で
な
く
、
各
流
派
の
演
奏
家
が
そ
れ
ぞ
れ
演
目
を
も
ち
、
演
奏
し
た
記

録
が
以
下
の
よ
う
に
残
っ
て
い
る
。
１ 

こ
れ
だ
け
の
有
名
な
演
奏
家
た
ち
が
集
ま
る
演
奏
会
を
開
催
で

き
る
と
い
う
こ
と
は
、
山
口
巌
と
、
各
流
派
の
演
奏
者
が
交
流
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
伊
藤
氏
が
琴
栄
か
ら
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、
巌
が
東
京
に
い
た
頃
は
、
全
国
の
各
流
派
の
演
奏
家
た

ち
は
、
互
い
に
芸
の
稽
古
を
受
け
る
こ
と
や
、
教
え
合
う
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
、
山
口
の
も
と
へ
習
い

に
来
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
２

『
季
刊
邦
楽 

地
唄
採
譜
の
思
い
出
』
（
二
〇
）
に
は
、
中
井
氏
が
瀧
響

よ
り
聞
い
た
話
が
以
下
の
よ
う
に
残
っ
て
い
る
。
３ 

 

「
宮
城
（
道
雄
）
さ
ん
も
採
り
物
に
時
々
来
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
熱
心
に
い
ら
っ
し
て
い
た
の
は
加

藤
柔
子
４ 

さ
ん
と
こ
の
広
岡
柔
甫
さ
ん
。
あ
の
頃
は
福
ち
ゃ
ん
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
楯
久
さ
ん
５ 

も

み
え
て
、
ど
ち
ら
も
小
柄
な
方
で
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

こ
の
当
時
は
、
九
州
、
大
阪
か
ら
上
京
し
た
演
奏
家
は
多
く
、
各
流
派
の
芸
に
お
け
る
交
流
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

図
表
１
２
は
、
【
山
口
瀧
響 

名
披
露
演
奏
会
】
で
山
口
が
出
演
し
た
曲
目
の
一
覧
表
で
あ
る
。 

 

 
 

                                        

         

 

１ 

『
檢
校
山
口
巖
師 

五
十
回
忌
に
あ
た
り
』 

大
気
堂 

昭
和
六
十
一
年
（
１
９
８
６
）（
１５
～
１７
頁
） 

２ 

伊
藤
志
野
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
話
（
平
成
二
十
七
年
（
２
０
１
５
）
八
月
三
日
） 

３ 

中
井
猛 

『
季
刊
邦
楽 

邦
楽
フ
ァ
ン
』「
地
唄
採
譜
の
思
い
出
（
二
〇
）」〈
ち
ゃ
ち
ゃ
う
ち
ゃ
ち
ゃ
え
ん
の
（
そ
の
二
）〉

（
５１
頁
） 

４ 

加
藤
柔
子 

明
治
八
年
（
１
８
７
５
）
四
月
二
十
八
日 

生 

― 

昭
和
四
十
年
（
１
９
６
５
）
十
月
六
日 

没 
 

十
四
歳
か
ら
明
治
時
代
華
族
女
学
校
の
箏
曲
教
師
で
あ
り
、
九
州
の
高
野
茂
の
門
下
と
し
て
修
行
を
積
み
、
同
校
の
助
教
師

を
務
め
た
あ
と
は
、
九
州
の
名
手
小
井
手
と
い
子
か
ら
学
び
東
京
に
生
田
流
の
基
盤
を
気
づ
い
た
箏
曲
演
奏
家
。
芙
蓉
会
を

主
宰
し
た
。 

５ 

楯
久
雪
子
（
岸
上
雪
子
）（
１
９
０
６
～
１
９
７
１
）
生
田
流
の
箏
曲
演
奏
家
。
加
藤
柔
子
の
高
弟
で
、
箏
曲
の
歴
史
で
も

由
緒
あ
る
「
芙
蓉
会
」
を
敬
称
し
、
再
興
し
て
い
く
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
人
物
。 



 

１４５ 
 

図
表 
１
２ 

【
山
口
瀧
響 

名
披
露
演
奏
会
】
の
山
口
巌
の
出
演
記
録 

 

年 演奏会名 日程 曲
山口巖が

演奏した楽器
共演者 演奏場所 元の資料 概要

1926
山口瀧響

名披露演奏会
大正15年12日26日 琴の栄

山口琴栄　山田俊子　山岡敏子　萩山秋子
奥田俊一

四ツ谷
美山倶楽部

検校山口巌師
五十回忌にあたり

源奏会

明石 橋本春子　加藤久子　山田俊子　稲垣園子

磯千鳥 三絃
箏：山田俊子　萩山秋子
三絃：山口琴栄　宮原紫霞
尺八：足達菱雲

楓の花 箏　替手
箏本手：澤村富子　黒須田嘉久　加藤久子
尺八：古寺幽童

四季の眺 三絃
箏：萩山秋子　久能いく代
尺八：光岡輝山

梶枕 三絃
箏：奥田俊一
三絃：中島利之

高千穂 箏　替手
本手：有川俊子　久保小枝　宮原紫霞
替手：橋本春子　山田俊子
尺八：光岡輝山

嵯峨の春 三絃 箏：廣羽藤子

御山獅子 三絃
箏：山岡敏子　三絃　木谷壽恵子
尺八：足立菱雲

九段の調 箏　雲井調子
箏奥許雲井調子：瀧千鶴子　山口琴栄
箏中許：九段　久保小枝　有川俊子
山岡敏子

四段砧 三絃地
三絃三下り調子：小林鉦次郎
三絃本調子：山口瀧響

葵の上 箏　本手 替手箏：瀧千鶴子
末の契 三絃 胡弓：山岡敏子

四季の壽 三絃
箏：山口琴栄
尺八：中尾都山

八段の調 箏
箏：中島利之
三絃：萩山朧月
尺八：光岡輝山

 古道成寺 三絃
箏：加藤久子
三絃：山口琴栄　山岡敏子

おちや乳人 三絃
箏：山口琴栄
三絃：山口浪月　山口瀧響
尺八：山口朧月

三下り乱 三絃　三下がり 本調子：奥田俊一

萬歳 三絃

箏替手：山口琴栄　瀧千鶴子　山岡敏子
久保小枝
箏本手：有川俊子　山田俊子　橋本春子
三絃：萩山秋子　宮原紫壽
尺八：光岡輝山　足立菱雲　萩山朧月
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以
下
の
記
録
は
、
【
山
口
瀧
響 

名
披
露
演
奏
会
】
に
お
い
て
演
奏
さ
れ
た
演
目
の
す
べ
て
で
あ
る
。 

 

【
山
口
瀧
響 

名
披
露
演
奏
会
】 

昭
和
二
年
二
月
二
十
日 

日
時 

大
正
十
五
年
十
二
月
廿
六
日
（
日
曜
） 

午
前
十
時
開
演 

會
場 

四
ツ
谷
「
美
山
倶
楽
部
」 

 

山
口
又
次
事 

山
口
瀧
響 

名
披
露
演
奏
會
招
待
券 

主
催 

源
奏
会 

 

〈
曲
目
〉 

一
、 

《
琴
の
栄
》 

山
口
巌 

山
口
琴
栄 

山
田
俊
子 

 

山
岡
敏
子 

萩
山
秋
子 

奥
田
俊
一 

 

二
、 

《
明
石
》 

 
 

山
口
巌 

橋
本
春
子 

加
藤
久
子 

 

山
田
俊
子 

稲
垣
園
子 

明
治
松
竹
梅 

 

 

三
、 

《
磯
千
鳥
》 

 

箏 
 
 

山
田
俊
子 

萩
山
秋
子 

三
絃 

山
口
巌 

山
口
琴
栄 

宮
原
紫
霞 

尺
八 

足
達
菱 

 

四
、 

《
明
治
松
竹
梅
》 

 

箏 

徳
永
徳
壽 

廣
瀬
せ
ん
壽 

 
 五

、 

《
け
し
の
花
》 

箏 
 

畠
山
菊
壽 

三
絃 

天
笠
才
壽 

玉
川
眞
壽 

尺
八 

園
方
澎
湫 
 

  

六
、 

《
楓
の
花
》 

 

本
手 

澤
村
富
子 

黒
須
田
嘉
久 

 

加
藤
久
子 

 

替
手 

山
口
巌 

尺
八 

古
寺
幽
童 

 七
、 

山
田
流 

《
松
風
》 

 

箏 
 

徳
永
徳
壽 

中
道
な
か
野 

 

廣
瀬
せ
ん
壽 

 

八
、 

《
四
季
の
眺
》 

 
箏 

 

萩
山
秋
子 

 
三
絃 
山
口
巌 

久
能
い
く
代 

 

尺
八 
光
岡
輝
山 

 

九
、 

《
春
の
夜
》 

 

宮
城
道
雄 
牧
瀬
か
づ
江 

 

十
、 

《
梶
枕
》 
 

箏 
 

奥
田
俊
一 

 

三
絃 

山
口
巌 

中
島
利
之 

 

十
一
、 

《
唐
砧
》 

 

高
箏 

山
口
ち
ゑ
子 

 

低
箏 

天
笠
才
壽 

西
村
良
壽 

 

三
絃 

野
坂
操
壽 

 

十
二
、 

未
定 

 

尺
八 

川
瀬
順
輔 

 

三
絃 

川
瀬
里
子 

 

箏 
 

井
村
豊
子 

 



 

１４７ 
 

十
三
、 
《
高
千
穂
》 

 

本
手 
有
川
俊
子 

久
保
小
枝 

宮
原
紫
霞 

 

替
手 

山
口
巌 
橋
本
春
子 

山
田
俊
子 

 

尺
八 

光
岡
輝
山 

 

 

十
四
、 

《
ま
ま
の
川
》 

 

古
賀
貴
久
江 

 

三
絃 

古
賀
城
武 

 

十
五
、 

《
嵯
峨
の
春
》 

 

箏 
 

廣
羽
藤
子 

 

三
絃 

山
口
巌 

 

十
六
、 

《
乙
の
曲
》 

 

出
井
清
琴 

島
田
せ
き 

 

宮
島
い
づ
み 

 

十
七
、 

《
れ
ん
ぎ 

す
り
ば
ち
》 

 

楯
久
雪
子 

堀
口
千
恵
子 

 

十
八
、 

《
天
津
日
嗣
》 

 

段
返
し
箏 

富
崎
春
昇 

富
崎
美
喜
子 

 

本
手 

 
 

古
宮
と
し
子 

美
馬
千
代
子 

 

富
春
よ
し
子 

 

十
九
、 

《
夏
衣
》 

 

出
井
清
琴 

蛯
澤
い
く
子 

 

長
谷
川
と
き
子 

 

二
十
、 

《
春
重
ね
》 

 

箏 
 

橋
本
美
壽 

 

三
絃 

天
笠
才
壽 

關 

琴
壽 

 

尺
八 

多
田
竹
山 

 

二
十
一
、 

未
定 

 
 

米
川
親
敏 

二
十
二
、 

《
新
娘
道
成
寺
》 

箏 
 

松
島
禮
子 

 

三
絃 

加
藤
柔
子 

川
口
富
子 

 

尺
八 

西
方
雨
溪 

 

二
十
三
、 

京
都
柳
川
三
絃
本
曲
派
手
組 

 

《
葛
の
葉
》 

山
口
瀧
響 

奥
山
巌 

 

二
十
四
、 

《
御
山
獅
子
》 

 

箏 
 

山
岡
敏
子 

 

三
絃 

木
谷
壽
恵
子 

山
口
巌 

 

尺
八 

足
立
菱
雲 

 

二
十
五
、 
《
千
代
の
鶯
》 

 

箏 
 

中
村
玉
枝 

 

三
絃 

加
藤
柔
子 

河
田
登
宇
子 

 

尺
八 

津
田
雨
篁 

 

二
十
六
、 

《
九
段
の
調
》 

 

奥
許
雲
井
調
子 

瀧
千
鶴
子 
山
口
琴
栄 

 

山
口
巌 

 

中
許 

九
段 

 

久
保
小
枝 

有
川
俊
子 

 

山
岡
敏
子 

 

 

二
十
七
、 

《
や
し
ま
》 

替
手
箏 

廣
岡
福
子 

 

三
絃 

 

加
藤
柔
子 

尺
八 

 

津
田
雨
篁 

 

二
十
八
、 

《
四
段
砧
》 

三
下
り
調
子 

小
林
鉦
次
郎 

本
調
子 

 
 

山
口
瀧
響 

 

地 
 
 
 
 

山
口
巌 

 

 



 

１４８ 
 

二
十
九
、 
《
夜
々
の
星
》 

箏 
 

三
好
光
壽 

三
絃 

關
琴
壽 
橋
本
美
壽 

 

尺
八 

光
岡
輝
山 

 

三
十
、 

《
葵
の
上
》 

替
手
箏 

瀧
千
鶴
子 

 

本
手
箏 

山
口
巌 

 三
十
一
、 

《
末
の
契
》 

胡
弓 

山
岡
敏
子 

 

三
絃 

山
口
巌 

 

三
十
二
、 

《
四
季
の
壽
》 

 
 

箏 
 

山
口
琴
栄 

 

三
絃 

山
口
巌 

 

尺
八 

中
尾
都
山 

 

三
十
三
、 

《
八
段
の
調
》 

箏 
 

中
島
利
之 

 

三
絃 

萩
山
朧
月 

山
口
巌 

小
林
鉦
次
郎 

 

尺
八 

光
岡
輝
山 

 三
十
四
、 

《
春
の
曙
》 

 

 

箏 
 

濱
島
秀
子 

 

三
絃 

天
笠
才
壽 

藤
井
清
壽 

 

尺
八 

倉
川
簫
山 

 

三
十
五
、 

《
古
道
成
寺
》 

箏 
 

加
藤
久
子 

 

三
絃 

山
口
巌 

山
口
琴
栄 

山
岡
敏
子 

 

三
十
六
、 

《
玉
の
台
》 

箏 
 

宮
原
紫
霞 

 

三
絃 

山
口
巌 

關 

琴
壽 

 

尺
八 

園
方
澎
湫 

 

三
十
七
、 

《
お
ち
や
乳
人
》 

箏 
 

山
口
琴
栄 

三
絃 

山
口
浪
月 

山
口
巌 

山
口
瀧
響 

 

尺
八 

山
口
朧
月 

 

三
十
八
、 

《
三
下
り
乱
》 

三
下
り
調
子 

山
口
巌 

 

本
調
子 

 
 

奥
田
俊
一 

 

三
十
九
、 

《
桶
取
り
》 

 
 

尺
八 

山
口
瀧
響 

 

三
絃 

奥
山
巌 

 

《
萬
歳
》 

替
手
箏 
山
口
琴
栄 

瀧
千
鶴
子 

 
山
岡
敏
子 

久
保
小
枝 

 

本
手
箏 

有
川
俊
子 
山
田
俊
子 

橋
本
春
子 

 

三
絃 

 

山
口
巌 

萩
山
秋
子 

宮
原
紫
壽 

 

尺
八 

 

光
岡
輝
山 

足
立
菱
雲 

萩
山
朧
月 

              



 

１４９ 
 

第
三
節 

東
京
音
楽
学
校
に
関
連
す
る
作
曲
に
つ
い
て
《
御
代
万
歳
》
《
聖
の
御
代
》 

 

➀ 

《
御
代
万
歳
（
み
よ
ば
ん
ぜ
い
）
》
に
つ
い
て 

 

大
正
四
年
（
１
９
１
５
）
十
一
月
十
日
、
大
正
天
皇
即
位
礼
を
奉
祝
し
て
、
東
京
音
楽
学
校
で
は
、
十
二
月

二
十
三
日
、
奏
楽
堂
に
お
い
て
【
御
大
禮
奉
祝
音
樂
演
奏
会
】
が
開
催
さ
れ
た
。
１ 

こ
の
演
奏
会
に
際
し
、

邦
楽
取
調
掛
の
協
力
の
も
と
、
箏
、
長
唄
、
一
中
、
富
本
、
常
磐
津
、
河
東
、
新
内
、
清
元
な
ど
の
模
範
的
新

曲
を
作
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

そ
の
な
か
で
、
箏
曲
は
同
校
の
吉
丸
一
昌
２ 
に
作
詞
を
依
頼
し
、
《
御
代
万
歳
》
と
い
う
作
品
に
対
し
て
、

生
田
流
は
山
口
巌
、
山
田
流
は
今
井
慶
松
３ 

が
そ
れ
ぞ
れ
作
曲
し
た
。
こ
の
曲
は
、【
御
大
禮
奉
祝
音
樂
演
奏

会
】
に
お
い
て
、
生
田
流
と
山
田
流
で
そ
れ
ぞ
れ
演
奏
披
露
さ
れ
た
記
録
が
あ
る
。
こ
の
記
録
は
、
本
章
第
二

節
（
一
）
東
京
音
楽
学
校
関
係
の
演
奏
記
録
の
図
表
１
２
東
京
音
楽
学
校
時
代
山
口
が
出
演
し
た
演
奏
の
曲
目

一
覧
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
４ 

《
御
代
万
歳
》
の
演
奏
披
露
は
、
同
学
校
で
は
、
皇
后
陛
下
御
名
代
伏

見
宮
妃
と
姫
宮
の
御
前
演
奏
で
あ
っ
た
。
５ 

 

東
京
で
発
展
し
、
流
行
し
て
き
た
山
田
流
で
は
、
こ
の
《
御
代
万
歳
》
は
よ
く
演
奏
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
が
、

生
田
流
は
演
奏
の
機
会
が
少
な
か
っ
た
た
め
か
、
生
田
流
の
《
御
代
万
歳
》
は
楽
譜
も
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
山
口
巌
の
息
女
で
あ
る
琴
栄
が
、
こ
の
曲
を
楽
譜
と
し
て
公
刊
す
る
こ
と
と
な
り
、
山
口
の

《
御
代
万
歳
》
が
世
の
中
に
も
知
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。 

 
 

                                        

         

 

１ 

財
団
法
人
芸
術
研
究
振
興
財
団
・
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
刊
行
委
員
会
編 

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史 

演
奏
会
篇 

第

一
巻
』 

音
楽
之
友
社 

平
成
元
年
（
１
９
８
９
） 

第
三
章 

大
正
・
昭
和
の
東
京
音
楽
学
校 

第
４
節 

調
査
研
究
・

事
業
な
ど
（
７１７
頁
） 

 

２ 

吉
丸
一
昌 

明
治
六
年
（
１
８
７
４
）
九
月
十
五
日 

生 

― 

大
正
五
年
（
１
９
１
６
）
三
月
七
日 

没 

明
治
か
ら
大
正
時

代
の
国
文
学
者
。
明
治
四
十
一
年
（
１
９
０
１
）
に
東
京
音
楽
学
校
の
教
授
と
な
り
、
同
四
十
二
年
に
は
文
部
省
唱
歌
教
科

書
編
纂
委
員
と
な
り
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
多
く
の
唱
歌
を
作
詞
し
た
。《
早
春
賦
》
の
作
詞
者
と
し
て
有
名

で
あ
る
。 

３ 

今
井
慶
松 

第
一
章
第
三
節
（
五
）
東
京
音
楽
学
校
時
代
に
同
時
期
に
活
躍
し
た
人
物
。 

４ 

財
団
法
人
芸
術
研
究
振
興
財
団
・
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
刊
行
委
員
会
編 

『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史 

演
奏
会
篇 

第

一
巻
』 

音
楽
之
友
社 

平
成
元
年
（
１
９
８
９
） 

第
三
章 

大
正
・
昭
和
の
東
京
音
楽
学
校 

第
４
節 

調
査
研
究
・

事
業
な
ど
（
７１７
頁
） 

５ 

大
正
十
四
年
十
月
三
十
日
「
ラ
ジ
オ
新
聞
」
第
１
２
７
号
（
２
頁
） 



 

１５０ 
 

➁
《
聖
の
御
代
》
に
つ
い
て 

 

山
口
が
昭
和
三
年
（
１
９
２
８
）
に
、
東
京
音
楽
学
校
か
ら
御
下
命
を
受
け
、
同
年
九
月
六
日
に
完
成
し
た

曲
が
《
聖
の
御
代
》
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
御
大
礼
奉
祝
曲
と
し
て
山
口
に
作
曲
依
頼
さ
れ
た
曲
で
あ
る
。 

作
詞
は
、
尾
上
八
郎
６ 

作
曲
は
、
前
述
し
た
《
御
代
万
歳
》
と
同
様
に
、
山
田
流
は
今
井
慶
松
、
生
田
流

は
山
口
が
作
曲
し
て
い
る
。
こ
の
曲
に
つ
い
て
は
、
楽
譜
が
な
く
、
楽
曲
に
つ
い
て
の
情
報
が
少
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
『
三
曲
』
の
な
か
で
、
〈
御
大
禮
奉
祝
曲
「
聖
の
御
代
」
歌
詞
〉
〈
新
作
曲 

奉
祝
「
聖
の
御
代
」
〉

の
記
事
に
山
口
自
身
が
、
《
聖
の
御
代
》
の
作
曲
背
景
と
曲
の
内
容
に
つ
い
て
語
っ
た
記
事
が
以
下
の
よ
う
に

残
っ
て
い
る
。
７ 

 

                                        

         

 

６ 
 

尾
上
八
郎
（
柴
舟
）
明
治
九
年
（
１
８
７
６
）
八
月
二
十
日 

生 

―
昭
和
三
十
二
年
（
１
９
５
７
）
一
月
十
三
日 

没 

 

日
本
の
詩
人
で
あ
り
、
書
家
・
歌
人
・
国
文
学
者
で
あ
る
。
岡
山
県
苫
田
郡
津
山
町
出
身
で
、
元
津
山
藩
士
・
北
郷
直
衛

の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
同
藩
士
尾
上
動
の
養
子
と
な
っ
た
。
詩
を
落
合
直
文
に
師
事
し
、
明
治
三
十
四
年
（
１
９
０
１
）

に
「
ハ
イ
ネ
の
詩
」
を
、
金
子
薫
園
と
と
も
に
「
叙
景
詩
」
を
刊
行
し
て
い
る
。 

７ 
 

山
口
巌
『
三
曲
』（
第
七
十
九
号
） 

昭
和
三
年
十
月
〈
御
大
禮
奉
祝
曲
「
聖
の
御
代
」
歌
詞
〉〈
新
作
曲 

奉
祝
「
聖
の

御
代
」〉（
２０
～
２１
頁
） 

 



 

１５１ 
 

 
 

「
聖
の
御
代
」
に
就
て
は
生
田
流
箏
曲
と
し
て
東
京
音
樂
學
校
か
ら
私
に
御
下
命
が
あ
り
ま

し
て
、
至
極
光
榮
に
存
じ
、
本
年
九
月
六
日
之
を
完
成
致
し
ま
し
た
。 

元
來
が
古
典
を
重
ん
ぜ
さ
せ
ら
る
ゝ
か
ゝ
る
御
式
に
際
し
ま
し
て
、
私
も
謹
ん
で
御
大
禮
奉

祝
曲
と
し
て
古
雅
の
香
を
十
分
に
漂
は
せ
た
く
、
曲
中
に
は
古
典
の
平
家
琵
琶
の
節
を
採
入
れ

て
更
に
箏
曲
と
し
て
の
奥
床
し
さ
を
織
り
込
ま
し
た
。 

三
絃
で
原
作
致
し
ま
し
た
が
、
初
め
は
優
長
の
氣
分
を
表
は
す
に
適
す
る
二
上
り
調
子
で
出

て
、
調
子
變
り
と
し
て
は
三
下
り
に
、
又
本
調
子
に
な
つ
て
終
り
ま
す
。 

全
體
を
通
じ
て
は
唄
物
風
で
、
合
は
一
の
歌
の
終
り
に
相
当
の
も
の
が
あ
る
位
で
す
。 

二
の
唄
の
「
下
し
給
は
る
大
御
言
」
か
ら
二
の
終
る
迄
平
家
の
ク
ド
キ
と
云
ふ
節
で
、
之
に

は
手
が
な
く
歌
の
み
で
、
最
も
重
々
し
く
聴
か
せ
る
所
で
す
。
此
処
は
最
も
謹
慎
し
て
、
陛
下

の
御
前
に
立
並
ん
だ
巖
肅
な
處
で
す
か
ら
、
平
家
の
ク
ド
キ
は
斯
る
重
々
し
い
場
合
に
よ
く
用

ひ
ら
れ
て
あ
る
も
の
で
之
を
も
つ
て
來
ま
し
た
、
終
り
の
方
の
「
神
の
ま
す
」
で
そ
の
口
説
風

を
變
へ
て
強
下
と
云
ふ
同
じ
く
平
家
の
節
に
し
、
又
「
高
天
原
」
は
そ
れ
の
中
音
に
上
げ
て
所

謂
重
い
謡
ひ
物
と
し
た
の
で
す
、 

三
の
歌
の
「
嵐
は
や
み
て
」
か
ら
は
浮
出
た
様
な
晴
れ
や
さ
を
以
て
「
賜
は
る
御
酒
」
は
更

に
賑
や
か
に
浮
か
れ
た
手
に
し
、
「
豊
か
に
」
で
は
黄
鐘
律
の
音
を
使
っ
て
、
平
静
に
し
て
安

ら
け
き
氣
分
の
手
づ
け
と
致
し
ま
し
た
。
続
い
て
「
う
れ
し
さ
は
」
を
一
層
派
手
や
か
に
「
天

少
女
」
の
處
は
細
く
な
っ
て
「
舞
の
袂
」
に
は
實
は
手
事
を
入
れ
た
か
っ
た
の
で
す
が
曲
の
都

合
で
や
め
て
す
ぐ
「
返
す
〳
〵
」
か
ら
穏
や
か
に
、
芽
出
た
く
「
聖
の
御
代
に
あ
ふ
ぞ
た
の
し

き
」
そ
の
歡
喜
と
奉
祝
の
念
を
籠
め
た
壱
越
律
で
弾
き
納
め
ま
す
。 

大
體
が
つ
ゝ
ま
し
や
か
な
氣
分
の
内
に
寿
ぎ
と
喜
び
の
溢
れ
た
も
の
と
し
て
作
曲
致
し
ま

し
た
に
就
て
、
そ
こ
に
大
い
に
苦
心
が
あ
る
處
な
の
で
す
。 

  

元
来
が
古
典
を
重
ん
ぜ
さ
せ
ら
る
ゝ
か
ゝ
る
御
式
に
際
し
ま
し
て
、
私
も
謹
ん
で
御
大
礼
奉

祝
曲
と
し
て
古
雅
の
香
を
十
分
に
漂
は
せ
た
く
、
曲
中
に
は
古
典
の
平
家
琵
琶
の
節
を
採
入
れ

て
更
に
筝
曲
と
し
て
の
奥
床
し
さ
を
織
り
込
ま
し
た
。
三
絃
で
原
作
致
し
ま
し
た
が
、
初
め
は

優
長
の
気
分
を
表
は
す
に
適
す
る
二
上
り
調
子
で
出
て
、
調
子
変
り
と
し
て
は
三
下
り
に
、
又

本
調
子
に
な
っ
て
終
り
ま
す
。 

全
体
を
通
じ
て
は
唄
物
風
で
、
合
は
一
の
歌
の
終
り
に
相
当
の
も
の
が
あ
る
位
で
す
。 

二
の
唄
の
「
下
し
給
は
る
大
御
言
」
か
ら
二
の
終
る
迄
平
家
の
ク
ド
キ
と
云
ふ
節
で
、
之
に

は
手
が
な
く
歌
の
み
で
、
最
も
重
々
し
く
聴
か
せ
る
所
で
す
。
此
処
は
最
も
謹
慎
し
て
、
陛
下

の
御
前
に
立
並
ん
だ
厳
粛
な
處
で
す
か
ら
、
平
家
の
ク
ド
キ
は
斯
る
重
々
し
い
場
合
に
よ
く
用

ひ
ら
れ
て
あ
る
も
の
で
之
を
も
っ
て
来
ま
し
た
。
終
り
の
方
の
「
神
の
ま
す
」
で
そ
の
口
説
風

を
変
へ
て
強
下
と
云
ふ
同
じ
く
平
家
の
節
に
し
、
又
「
高
天
原
」
は
そ
れ
の
中
音
に
上
げ
て
所

謂
重
い
謡
い
物
と
し
た
の
で
す
。 

三
の
歌
の
「
嵐
は
や
み
て
」
か
ら
は
浮
出
た
様
な
晴
れ
や
さ
を
以
て
「
賜
は
る
御
酒
」
は
更

に
賑
や
か
に
浮
か
れ
た
手
に
し
、
「
豊
か
に
」
で
は
黄
鐘
律
の
音
を
使
っ
て
、
平
静
に
し
て
安

ら
け
き
気
分
の
手
づ
け
と
致
し
ま
し
た
。
続
い
て
「
う
れ
し
さ
は
」
を
一
層
派
手
や
か
に
「
天

少
女
」
の
處
は
細
く
な
っ
て
「
舞
の
袂
」
に
は
実
は
手
事
を
入
れ
た
か
っ
た
の
で
す
が
曲
の
都

合
で
や
め
て
す
ぐ
「
返
す
〳
〵
」
か
ら
穏
や
か
に
、
芽
出
た
く
「
聖
の
御
代
に
あ
ふ
ぞ
た
の
し

き
」
そ
の
歓
喜
と
奉
祝
の
念
を
籠
め
た
壱
越
律
で
弾
き
納
め
ま
す
。 

大
体
が
つ
ゝ
ま
し
や
か
な
気
分
の
内
に
寿
ぎ
と
喜
び
の
溢
れ
た
も
の
と
し
て
作
曲
致
し
ま

し
た
に
就
て
、
そ
こ
に
大
い
に
苦
心
が
あ
る
處
な
の
で
す
。 

  

元
来
が
古
典
を
重
ん
ぜ
さ
せ
ら
る
ゝ
か
ゝ
る
御
式
に
際
し
ま
し
て
、
私
も
謹
ん
で
御
大
礼
奉

祝
曲
と
し
て
古
雅
の
香
を
十
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以
下
は
、
同
じ
く
『
三
曲
』
の
〈
御
大
禮
奉
祝
曲
「
聖
の
御
代
」
歌
詞
〉
〈
新
作
曲 

奉
祝
「
聖
の
御
代
」
〉

記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
《
聖
の
御
代
》
の
歌
詞
で
あ
る
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御
大
礼
奉
祝
曲 

「
聖
の
御
代
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作
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文
学
博
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尾
上
八
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作
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山
田
流 

今
井
慶
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生
田
流 

山
口 
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（
一
） 

朝
立
つ
霧
の
匂
い
さ
へ
、 

神
世
お
ぼ
ゆ
る
九
重
の
、 

二
重
の
橋
を
渡
り
ま
す
、 

六
の
御
馬
の
御
車
や
、 

錦
の
帳
め
も
あ
や
に
、 

輝
き
わ
た
る
御
羽
車
、 

守
ら
せ
た
ま
ひ
出
で
た
ゝ
す
、 

道
の
小
草
も
ひ
れ
ふ
し
て
、 

迎
へ
を
ろ
が
む
か
し
こ
さ
や
。 

 
 
 

（
二
） 

天
と
地
と
の
分
れ
に
し
、 

代
よ
り
定
ま
る
大
君
の
、 

高
御
座
山
う
ち
仰
ぐ
、 

眼
さ
へ
眩
き
み
装
や
、 

南
殿
の
御
廓
ゐ
や
ゝ
か
に
、 

な
ら
ぶ
臣
等
の
衣
の
色
、 

御
庭
の
白
洲
處
せ
く
、 

連
り
匂
ふ
幡
の
影
、 

か
ゝ
や
き
あ
へ
る
そ
が
中
に
、 

下
し
た
ま
は
る
大
御
言
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畏
み
ま
つ
り
大
臣
は
、 

御
幡
の
下
に
立
ち
い
で
て
、 

御
代
万
歳
と
唱
ふ
れ
ば
、 

百
官
人
万
民
、 

合
は
せ
て
呼
ば
ふ
聲
々
は
、 

国
に
溢
れ
て
神
の
ま
す
。 

高
天
原
も
と
よ
む
ら
む
。 

 
 
 

（
三
） 

嵐
は
や
み
て
霜
重
き
、 

悠
紀
と
主
基
と
の
大
殿
に
、 

大
御
手
づ
か
ら
捧
げ
ま
す
、 

黒
酒
白
酒
の
大
御
饌
も
、 

嬉
し
と
き
こ
す
大
神
の
、 

大
御
心
は
た
き
す
さ
ぶ
、 

庭
燎
の
さ
や
に
見
ゆ
る
か
な
、 

百
の
官
を
召
さ
れ
せ
つ
ゝ
、 

賜
は
る
御
酒
に
う
つ
ら
ふ
は
、 

大
御
惠
の
影
な
れ
や
、 

豊
か
に
た
て
ど
嬉
し
さ
は
、 

つ
ゝ
み
か
ね
た
る
天
少
女
、 

舞
の
袂
の
か
へ
す
〳
〵
、 

聖
の
御
代
に
逢
ふ
ぞ
た
の
し
き
。 

 

 



 

１５３ 
 

第
四
節 

帰
郷
後
の
活
動
に
つ
い
て 

 

昭
和
三
年
（
１
９
２
８
）
、
東
京
音
楽
学
校
で
邦
楽
科
に
改
変
す
る
際
に
、
山
口
が
同
校
の
講
師
を
辞

職
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
同
年
九
月
に
一
家
で
京
都
に
帰
り
、
故
郷
で
の
箏
教
授
を
続
け
た
。 

ま
た
、
生
田
流
の
長
老
と
し
て
、
京
都
當
道
会
の
役
員
と
な
っ
て
當
道
会
に
も
貢
献
し
て
い
た
。 

そ
し
て
、
第
二
章
第
五
節
八
重
崎
検
校
追
善
会
で
前
述
し
た
が
、
生
田
流
の
先
駆
者
で
あ
る
八
重
崎
検

校
の
お
墓
を
発
見
し
、
そ
の
業
績
を
称
え
る
た
め
の
追
慕
会
を
行
っ
た
こ
と
は
、
帰
郷
後
の
大
き
な
功
績

で
あ
る
。 

山
口
は
、
急
性
腹
膜
炎
（
急
性
盲
腸
炎
と
も
い
わ
れ
て
い
る
）
に
よ
っ
て
、
昭
和
十
二
年
（
１
９
３
７
）

二
月
二
十
六
日
午
午
前
三
時
三
十
分
に
自
宅
に
お
い
て
、
享
年
七
十
一
歳
で
逝
去
し
た
。 

亡
く
な
っ
た
当
時
、
『
三
曲
』
に
お
い
て
、
藤
田
鈴
朗
は
以
下
の
よ
う
に
山
口
巌
に
つ
い
て
の
思
い
出
話

を
綴
っ
て
い
る
。
１ 

 

「
鈴
朗
雑
記
」 

山
口
巖
さ
ん
伊
庭
孝
さ
ん
中
内
蝶
二
さ
ん
、
敢
え
な
く
散
つ
て
も
う
再
び
會
へ
ぬ
と
は
世
は
無
常 

伊
庭
さ
ん
の
亡
く
な
っ
た
翌
日
、
山
口
さ
ん
が
逝
く
、
追
駈
け
て
ゐ
る
の
か
と
思
う
と
こ
の
两
人

は
私
が
紹
介
し
て
知
己
と
な
つ
て
ゐ
る
人
な
の
だ
か
ら
そ
う
か
も
し
れ
な
い
と
思
ふ
。
七
年
程
前

に
パ
ー
ロ
フ
ォ
ン
蓄
音
器
會
社
で
日
本
の
古
典
音
樂
を
集
め
た
事
が
あ
る
。
そ
れ
の
編
輯
主
任
が

伊
庭
さ
ん
で
、
そ
こ
で
二
十
種
の
内
箏
三
絃
尺
八
一
節
切
を
私
に
相
談
が
あ
つ
て
、
す
べ
て
最
古

の
も
の
を
ね
ら
つ
た
の
で
先
づ
箏
は
組
曲
菜
蕗
を
富
崎
さ
ん
に
三
絃
は
細
撥
の
柳
川
流
、
と
す
る

と
京
都
へ
歸
へ
つ
て
ゐ
る
山
口
さ
ん
を
呼
ぶ
よ
り
外
は
な
い
。 

金
が
い
る
、
到
頭
二
百
圓
で
呼
び
寄
せ
る
事
に
し
て
上
京
し
て
貰
つ
た
の
が
緣
で
伊
庭
さ
ん
の
研

究
か
ら
山
口
さ
ん
の
連
絡
が
つ
い
た
譯
で
あ
る
。 

  

こ
の
記
事
に
は
、
山
口
が
、
伊
庭
孝
２ 

と
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
「
鈴
朗
雑
記
」 

の
な
か
で
、
「
パ
ー
ロ
フ
ォ
ン
蓄
音
器
會
社
で
日
本
の
古
典
音
樂
を
集
め
た
事
が
あ
る
」
と
い
う
の
は
、

                                        

         

 

１ 
 

藤
田
鈴
朗
『
三
曲
』（
第
一
八
〇
号
）
昭
和
十
二
年
三
月
〈
鈴
朗
日
記
〉（
８４
頁
） 

２ 

伊
庭
孝
（
明
治
二
十
年
（
１
８
８
７
）
十
二
月
一
日 

生 

―
昭
和
十
二
年
（
１
９
３
７
）
二
月
二
十
五
日 

没 
 

東
京
都
出
身
で
同
志
社
大
学
を
中
退
。
大
正
か
ら
昭
和
時
代
前
期
に
か
け
て
の
音
楽
評
論
家
で
あ
り
演
出
家
。
音
楽
雑
誌
『
白

眉
』
を
編
集
、
大
日
本
音
楽
協
会
常
務
理
事
等
を
経
て
、
そ
の
間
、
著
述
、
脚
本
、
作
詞
な
ど
を
手
掛
け
る
。
大
正
元
年
に
、

上
山
草
人
ら
と
近
代
劇
協
会
を
お
こ
す
。
大
正
五
年
（
１
９
１
６
）
に
舞
踊
家
の
高
木
徳
子
と
浅
草
オ
ペ
ラ
を
は
じ
め
た
の

ち
、
ラ
ジ
オ
放
送
で
の
音
楽
評
論
や
演
出,

翻
訳
に
活
躍
し
た
。
著
作
に
『
日
本
音
楽
概
論
』
な
ど
が
あ
る
。 



 

１５４ 
 

日
本
の
古
典
音
楽
を
代
表
す
る
演
奏
家
の
演
奏
を
集
め
た
「
日
本
音
楽
史 

名
演
奏
復
刻
盤
」
の
こ
と
で

あ
る
。
３ 
「
日
本
音
楽
史 

名
演
奏
復
刻
盤
」
は
伊
庭
孝
が
編
纂
し
、
第
一
回
発
売
は
、
昭
和
九
年
（
１

９
３
４
）
の
Ｓ
Ｐ
盤
の
十
枚
組
、
第
二
回
は
Ｌ
Ｐ
盤
の
二
組
と
な
っ
て
昭
和
二
十
八
年
（
１
９
５
３
）
に

発
売
さ
れ
た
。
録
音
は
昭
和
六
年
（
１
９
３
１
）
頃
と
さ
れ
る
。
こ
の
「
日
本
音
楽
史 

名
演
奏
復
刻
盤
」

の
な
か
に
、
山
口
巌
の
《
琉
球
組
》
の
演
奏
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

前
述
し
た
「
鈴
朗
雑
記
」
の
記
事
の
な
か
で
、
「
箏
は
組
曲
菜
蕗
を
富
崎
さ
ん
に
三
絃
は
細
撥
の
柳
川

流
、
と
す
る
と
京
都
へ
歸
へ
つ
て
ゐ
る
山
口
さ
ん
を
呼
ぶ
よ
り
外
は
な
い
。
」
と
い
う
文
章
か
ら
、
藤
田

鈴
朗
が
京
都
か
ら
山
口
を
呼
び
出
し
、
演
奏
の
収
録
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

藤
田
が
紹
介
し
た
伊
庭
と
知
り
合
う
こ
と
と
な
っ
た
が
、
不
幸
に
も
、
伊
庭
の
亡
く
な
っ
た
翌
日
に
山

口
が
亡
く
な
り
、
後
を
追
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
藤
田
は
感
じ
た
そ
う
で
あ
る
。
４ 

 

図
表
１
３
の
一
覧
は
、
藤
田
鈴
朗
が
山
口
を
東
京
に
呼
び
、
邦
楽
の
名
演
奏
家
を
集
め
、
演
奏
を
収
録

し
た
伊
庭
孝
編 

昭
和
二
十
八
年
（
１
９
５
３
）
「
日
本
音
楽
史 
名
演
奏
復
刻
盤
」
の
各
演
奏
者
と
演
奏

曲
目
の
記
録
で
あ
る
。 

 
 

                                        

         

 

３ 

伊
庭
孝
編 

Ｌ
Ｐ
「
日
本
音
楽
史 

名
演
奏
復
刻
盤
」 

昭
和
二
十
八
年
（
１
９
５
３
） 

Ｌ
Ｐ
付
属
の
解
説 

参
考 

４ 

藤
田
鈴
朗
『
三
曲
』（
第
一
八
〇
号
）
昭
和
十
二
年
三
月
〈
鈴
朗
日
記
〉（
８４
頁
） 



 

１５５ 
 

図
表 
１
３ 

「
日
本
音
楽
史 

名
演
奏
復
刻
盤
」
曲
目
一
覧
５ 

 

 
 

                                        

         

 

５ 

伊
庭
孝
編 

Ｌ
Ｐ
「
日
本
音
楽
史 

名
演
奏
復
刻
盤
」 

昭
和
二
十
八
年
（
１
９
５
３
） 

Ｌ
Ｐ
付
属
の
解
説 

参
考 

 

曲種

久米歌

歌披講

管弦

催馬楽

声明

礼讃

平曲

奥浄瑠璃

狂言小歌

拍子入独吟

箏組歌
三味線組歌

めりやす

荻江節

尺八本曲
一節切

一中節

河東節

繁太夫節

薗八節

曲目 演奏者

久米歌
(雅楽普及会)
拍子：多忠龍　篳篥：東儀民四郎
笛：多重雄　和琴：東儀和太郎

君が代 大原重明

蘭陵王（半帖）

(雅楽普及会)
篳篥：東儀和太郎　白井貞雄
横笛：多重雄　小島吉太郎
笙：大原重明　近衛直麿
鞨鼓：多忠龍　太鼓：東儀民四郎　鉦鼓：押田良久

席田
(雅楽普及会)
拍子：多忠龍　琵琶：大原重明　箏：東儀和太郎
笙：近衛直麿　笛：多重雄　篳篥：東儀民四郎

涅槃講式 小野塚与澄

三尊礼 増上寺法式会員

弓流 湯浅半月

牛若東下がり 石垣勇栄

北嵯峨・あか月 野村万斎

羽衣　切
喜多六平太
笛：寺井政数　小鼓：瀬尾潔
大鼓：安福春雄　太鼓：金春惣右衛門

菜蕗組 富崎春昇
琉球組 山口巌

無間の鐘 唄：富士田新蔵　三弦：杵屋栄二

短か夜 唄：荻江寿々子　三弦：荻江章子

虚空鈴慕 川瀬順輔
小児（こちご） 藤田鈴朗

夕霧浅間嶽 浄瑠璃：都一梅　三弦：都一花

鳥辺山 浄瑠璃：宮園千香　三弦：宮園千秀

助六所縁江戸桜
浄瑠璃：山彦米子　三弦：山彦秀子
上調子：山彦八重子

橋づくし 富崎春昇



 

１５６ 
 

第
五
章 
山
口
巌
の
楽
曲 

 

第
五
章
で
は
、
山
口
巌
の
楽
曲
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
や
作
曲
の
分
析
を
行
っ
た
。
山
口
の
楽
曲
の
特

徴
を
捉
え
る
こ
と
で
、
演
奏
家
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
作
曲
や
手
付
作
品
を
多
く
残
し

た
山
口
の
人
物
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

 
 第

一
節 

山
口
巌
の
楽
曲 

 

（
一
）
楽
曲
に
つ
い
て 

  

ま
ず
山
口
が
作
曲
し
た
楽
曲
に
つ
い
て
の
詳
細
を
述
べ
て
い
く
た
め
、
山
口
が
作
曲
し
た
楽
曲
の
一
覧

表
（
図
表
１
４
）
を
提
示
し
た
。
楽
曲
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
口
が
残
し
た
楽
曲
に
つ
い
て
、
①
山
口

が
作
曲
し
た
楽
曲
、
②
師
の
古
川
瀧
斎
の
曲
に
手
付
し
た
作
品
、
③
山
口
の
芸
統
の
み
に
残
り
、
琴
栄
が

伝
承
し
て
い
る
三
絃
の
替
手
手
付
作
品
、
こ
の
三
つ
に
分
け
て
楽
曲
の
詳
細
を
掲
載
し
、
そ
れ
ぞ
れ
作
曲

年
の
順
に
記
し
た
。 

た
だ
し
、
山
口
が
作
曲
し
た
曲
の
な
か
で
も
楽
譜
や
資
料
の
な
い
も
の
は
こ
こ
で
は
説
明
で
き
な
い
た

め
、
楽
曲
一
覧
表
の
み
に
載
せ
た
。 

図
表
１
４
は
、
山
口
の
作
曲
、
ま
た
手
付
作
品
の
す
べ
て
の
楽
曲
を
一
覧
に
し
た
楽
曲
一
覧
表
で
あ
る
。

楽
曲
の
順
番
に
つ
い
て
は
、
作
曲
年
順
で
一
覧
に
し
た
。 

ま
た
、
「
山
口
自
身
の
作
曲
」
（
山
口
の
作
曲
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
も
含
む
）
お
よ
び
「
楽
譜
の
有
無
」

に
つ
い
て
は
、
表
の
な
か
で
は
、
〇
で
示
し
た
。 

  

   
 



 

１５７ 
 

図
表 
１
４ 

山
口
巌 

楽
曲
一
覧
表 

 

年 曲名 種別
山口自身
の作曲

備考
楽譜有無

（伊藤志野
師所有）

楽譜有無（現
行出版されて

いる楽譜）

1885 18 3月1日 春重ね 箏  手付 ○

1891 24 12月26日 鏡餅（もち） 箏　手付 ○
1897 30 11月3日 変奏曲君が代 箏 ○

5月23日 おちや乳人 箏　手付 ○
5月24日 高千穂 箏　本手 ○ 明治３７・３８年戦没者慰霊戦勝記念 ○

1908 41 3月1日 御代の琴 箏 ○ ○
5月1日 面影 箏　手付 ○
10月23日 高千穂 箏　替手 ○ ○

1915
4

10月1日 御代万歳 箏　本手替手 ○
箏御大典祝賀
楽譜は宮中に納める

○

2月10日 八（屋）嶋 箏　替手改作

箏手付本手は手付者不明、
箏替手手付は、京都は八重崎検校、
大阪は菊原琴治、九州系に藤井泰和の手
付が残っている。

○

10月9日 手ほどき君が代 箏 ○

1918
7

5月28日 琴の栄 箏 ○
作詞山口巌
八橋検校２３０年記念に作曲。
手事は《六段の調》の初段と合奏ができる。

○

1924
13

2月19日
乱
（三下り乱）

三絃　替手手付 ○ ○

1月1日 変奏曲君が代 三絃 ○
4月1日 おちや乳人 尺八　替手
9月1日 邯鄲 箏　手事替手手付 ○
11月15日 万歳 箏　　替手手付 ○
1月6日 高千穂 三絃　手付
12月23日 桶とり 箏
1月14日 おちや乳人 三絃　替手手付 ○
7月20日 玉川 尺八　替手手付
9月3日 ちしゃの木 三絃　替手手付 ○
9月13日 川端柳 三絃　替手手付 ○
9月23日 鉄輪 三絃　替手手付 ○
10月13日 鉄輪 箏　替手手付 ○
4月1日 嵯峨の春 尺八　替手手付
5月1日 石橋 三絃　替手手付 本手と同じ所及び手事を全部作曲 ○
6月1日 十日夷 箏　手付 ○
11月11日 琴の栄 三絃 ○ 作詞作曲 ○
8月1日 聖の御代 箏 ○ 御大礼奉祝曲

作曲年月日

明治

大正

1906

1910

1916

1925

1926

1927

39

43

5

14

15

2

1928 3

昭和



 

１５８ 
 

 

 

年 曲名 種別
山口自身
の作曲

備考
楽譜有無

（伊藤志野
師所有）

楽譜有無（現
行出版されて

いる楽譜）

3月4日 四季の寿
三絃　替手手付
（一部分）

前歌後半、手事の中間部分から
後歌の前まで、後歌後半に手付

○ ○

8月1日 面影 三絃　替手手付
11月1日 手ほどきおく山 箏 ○
1月10日 小亀 三絃・箏 ○
2月3日 奈良の都 箏 ○
2月10日 月ほととぎす 箏 ○
2月20日 霜の橋 箏 ○
3月10日 いろは 三絃・箏 ○
4月20日 十日夷 三絃　替手手付
7月1日 鑑石 箏 ○ 大石良雄作歌
4月13日 玉川 胡弓　替手手付
5月9日 西行櫻 胡弓　手付

1936 11 2月16日 古道成寺 箏　替手手付

箏乱
箏　替手手付
（一部分）

八段の途中から九段が始まる前までの手付 ○

雷 三絃　替手手付 ○
月 箏 ○ ○

昭和

（不明）

1929

1930

1931

1932

4

5

6

7

作曲年月日



 

１５９ 
 

➀ 

山
口
が
作
曲
し
た
楽
曲 

 

山
口
が
作
曲
し
た
楽
曲
で
楽
譜
が
現
存
し
て
い
る
曲
は
、
《
高
千
穂
》
《
琴
の
栄
（
箏
）》
《
御
代
万
歳
》

の
三
曲
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
山
口
が
作
曲
し
た
と
考
え
ら
れ
る
曲
は
、
《
変
奏
曲
君
が
代
》
、
《
御
代

の
琴
》《
手
ほ
ど
き
君
が
代
》《
手
ほ
ど
き
お
く
山
》《
小
亀
》《
奈
良
の
都
》《
月
ほ
と
と
ぎ
す
》《
霜
の
橋
》

《
い
ろ
は
》
《
鏡
石
》
で
あ
る
。 

山
口
が
作
曲
し
た
と
考
え
ら
れ
る
曲
は
、
山
口
の
芸
統
を
受
け
継
ぐ
伊
藤
氏
の
元
に
も
楽
譜
が
な
く
、

現
存
し
て
い
な
か
っ
た
。
楽
譜
の
残
っ
て
い
な
い
楽
曲
に
つ
い
て
は
、
詳
細
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。 

 
 

《
高
千
穂
》 

 

 

明
治
三
十
九
年
（
１
９
０
６
）
に
箏
本
手
、
明
治
四
十
三
年
（
１
９
１
０
）
に
箏
替
手
が
作
曲
さ
れ
た

楽
曲
。 

歌
詞
は
、
明
治
二
十
一
年
（
１
９
８
８
）
に
発
表
さ
れ
た
高
崎
正
風
に
よ
っ
て
、
二
月
十
一
日
の
紀
元

節
に
発
表
さ
れ
た
祝
歌
で
あ
る
。
明
治
二
十
二
（
１
８
８
９
）
年
の
『
中
等
唱
歌
集
』
、
同
二
十
五
年
の

『
小
学
唱
歌
壱
』
、
そ
の
翌
年
の
文
部
省
告
示
「
官
報
第
３
０
３
７
号
附
録
」
に
も
掲
載
さ
れ
た
。 

 

終
戦
ま
で
は
二
月
十
一
日
の
「
紀
元
節
」（『
日
本
書
記
』
の
蔦
悦
神
武
天
皇
の
即
位
日
、
現
行
の
建
国

記
念
の
日
）
に
歌
わ
れ
て
き
た
。
１ 

原
曲
は
明
治
二
十
一
年
（
１
８
８
８
）
に
伊
沢
修
二
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
た
。
原
曲
の
詞
章
は
四
番
ま

で
あ
る
が
、
こ
の
曲
は
、
そ
の
一
番
の
詞
章
を
用
い
て
い
る
。
山
田
流
箏
曲
で
は
、
全
詞
章
を
用
い
た
曲

《
紀
元
節
》
が
あ
る
。 

 

［
調
弦
］
箏
本
手 

低
平
調
子
（
一
＝
双
調
）
よ
り
六
斗
半
音
上
、
箏
替
手
高
平
調
子
（
一
＝
壱
越
）
よ

り
四
九
一
音
上 

 

［
詞
章
］ 

〽
雲
に
聳そ

び

ゆ
る
高
千
穂
の
、
高
根
お
ろ
し
に
草
も
木
も
、
靡な

び

き
ふ
し
け
ん
大
御
代
を
〔
手
事
〕
〽
仰
ぐ

今
日
こ
そ
楽
し
け
れ
、
仰
ぐ
今
日
こ
そ
尊
け
れ
。 

                                        

         

 

１ 

京
都
市
立
芸
術
大
学 

日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー 

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
『
箏
曲
地
歌
研
究
』
〈
下
〉 

（
１０
～
１１
頁
） 



 

１６０ 
 


 

《
琴
の
栄
》 

大
正
三
年
（
１
９
１
４
）
の
八
橋
検
校
二
百
三
十
年
忌
記
念
、
お
よ
び
翌
年
の
生
田
検
校
二
百
年
忌
記

念
の
際
に
、
山
口
が
自
ら
和
歌
を
詠
み
、
大
正
七
年
（
１
９
１
８
）
に
そ
の
歌
を
用
い
て
作
曲
し
た
楽
曲

で
あ
る
。
前
歌
と
後
歌
の
手
の
節
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
手
で
作
曲
さ
れ
て
お
り
、
《
菜
蕗
》
と
合
う
よ
う

に
作
曲
さ
れ
て
い
る
。
〔
手
事
〕
は
、
《
六
段
の
調
》
の
初
段
と
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
２ 

 
 

 

［
調
弦
］
箏 

平
調
子
（
一
＝
壱
越
） 

三
絃 

楽
譜
が
現
存
し
て
い
な
い
た
め
不
明 

 

 

［
詞
章
］ 

〽
八
橋
の
奏
で
初
め
に
し
菜ふ

蕗き

草く
さ

は
、
生
田
の
園
に
今
も
栄
え
あ
り
、
今
も
栄
え
あ
り
。 

〔
手
事
〕
〽
今
も
世
に
奏
づ
る
響
き
絶
え
ざ
る
は
、
八
千
代
生
田
の
琴
の
爪
音
、
琴
の
爪
音
。 

 
 

《
御
代
万
歳
》 

 

山
口
が
東
京
音
楽
学
校
の
講
師
だ
っ
た
際
に
、
大
正
四
年
（
１
９
１
５
）
十
一
月
十
日
に
大
正
天
皇
即

位
礼
を
奉
祝
し
て
作
ら
れ
た
曲
。
山
田
流
は
今
井
慶
松
が
同
じ
詞
章
で
作
曲
し
た
楽
曲
で
あ
る
。 

作
詞
者
は
、
吉
丸
一
昌
。
３ 

《
御
代
万
歳
》
に
つ
い
て
は
、
第
四
章 

第
三
節 

東
京
音
楽
学
校
に
関
連
す
る
作
曲
で
述
べ
た
。 

 

［
調
弦
］
箏
本
手
・
替
手
と
も
に
雲
井
調
子
（
一
は
五
の
乙 

一
＝
壱
越
） 

 
 

 
 

                                        

         

 

２ 

京
都
市
立
芸
術
大
学 

日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー 

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
『
箏
曲
地
歌
研
究
』
〈
上
〉 

（
２３１
～
２３２
頁
） 

３ 

京
都
市
立
芸
術
大
学 

日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー 

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
『
箏
曲
地
歌
研
究
』
〈
下
〉 

（
２６５
～
２６６
頁
） 



 

１６１ 
 

［
詞
章
］ 

〽
明
治
の
御
代
の
隆

さ
か
え

は
、
天

業

あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ

を
恢

ひ
ろ
め

弘の

べ
、
大
正
の
御
代
の
御
稜

み

い

威つ

は
、
天あ

ま

の
下
に
光
宅

み

ち

を

り
。 

皇

天

あ
ま
つ
み
か
み

の

威
い
き
お
い

と
、
皇
祖

よ

よ

の

皇
宗

み

お

や

の

徳
い
つ
く
し
み

、
積つ

も

り
て
こ
こ
に
三
千
年

み

ち

と

せ

や
。 

御
国

み

く

に

の
光
、
照
り
ま
さ
る
我わ

が

大
君

お
お
き
み

の
大
御
代

お

お

み

よ

の
生う

ま

れ
来こ

し
さ
へ
嬉
し
き
に
。 

現
津

あ

き

つ

御
神

み

か

み

の
大
君
は
、
今
日
を
生
田
の
足た

る

日ひ

と
て
、
舊ふ

る

き
都
の
雲
の
上
、
天

た
か
み

位
く
ら
い

に
即つ

き
た
ま
う
。 

〔
手
事
〕 

〽
此
の
大お

お

御み

典の
り

仰あ
お

ぎ
見
る
六
千
餘

ろ

く

せ

ん

よ

萬ま
ん

の
國
民
は
、
足
の
ふ
み
と
も
手
の
舞
も 

忘
る
〱
ば
か
り
の
よ
ろ
こ
び
に
、
御
代

み

よ

万
歳

ば
ん
ぜ
い

と
言
祝

こ

と

ほ

げ
ば
鴨あ

り

緑な
れ

江が
わ

の 

河
音

か
わ
お
と

も
、
新に

い

高
山

た
か
や
ま

の
山
風
も
、
し
ら
べ
合
せ
て
諸
聲

も
ろ
ご
え

に
、 

御
代

み

よ

万
歳

ば
ん
ぜ
い

と
祝
う
な
り
。
御
代

み

よ

万
歳

ば
ん
ぜ
い

と
祝
う
な
り
。 

 

➁ 

師
の
古
川
瀧
斎
の
曲
に
手
付
し
た
作
品 

 

師
の
古
川
瀧
斎
の
作
曲
し
た
三
絃
曲
に
、
山
口
が
箏
手
付
を
し
た
楽
曲
に
、
《
春
重
ね
》
と
《
面
影
》

の
二
曲
が
あ
る
。
古
川
は
、
山
口
が
京
都
盲
唖
院
の
生
徒
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
、
音
曲
科
の
講
師
で
あ
り
、

そ
の
後
も
山
口
の
師
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
山
口
は
、
作
曲
に
関
し
て
も
少
な
か
ら
ず
古
川
の
影

響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

《
春
重
ね
》 

こ
の
曲
は
、
明
治
十
八
年
（
１
８
８
５
）
三
月
二
十
六
日
の
、
知
恩
院
で
の
歌
開
き
の
際
に
、
初
め
て

演
奏
さ
れ
た
曲
で
あ
る
。
明
治
十
八
年
三
月
に
、
山
口
が
こ
の
曲
に
箏
手
付
を
し
た
の
で
、
作
曲
は
そ
の

頃
か
、
そ
れ
以
前
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
正
確
な
作
曲
年
日
は
不
明
で
あ
る
。
歌
詞
は
、
春
夏
秋
冬
の
流

れ
で
、
四
季
の
風
物
が
詠
み
こ
ま
れ
、
千
代
の
春
を
重
ね
て
迎
え
る
と
い
う
太
平
の
長
久
を
祝
う
内
容
で

あ
る
。
４ 

作
詞
は
三
井
家
後
室
で
、『
生
田
流
琴
曲
歌
之
海
』（
１
８
８
９
）
に
初
出
さ
れ
て
い
る
。
古
川
も
山
口

も
三
井
家
に
稽
古
に
上
が
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
《
春
重
ね
》
を
作
曲
す
る
際
に
両
者
の
関
係
が
あ
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

                                        

         

 

４ 

京
都
市
立
芸
術
大
学 

日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー 

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
『
箏
曲
地
歌
研
究
』
〈
下
〉 

（
１７１
～
１７２
頁
） 



 

１６２ 
 

［
調
弦
］
三
絃 

二
上
が
り
→
三
下
が
り 

 

箏
平
調
子
（
一
＝
壱
越
） 

［
詞
章
］ 

〽
富
士
の
根
の
、
雪
も
さ
す
が
に
春
の
色
を
、 

見
せ
て
霞
め
る
朝
ぼ
ら
け
。
桜
咲
く
か
た
は
、
い
ず

く
か
白
浪
の
。
寄
す
る
岸
辺
の
水
匂
い
つ
つ
。
昨
日
今
日
、
い
つ
し
か
夏
に
な
ら
の
葉
の
。
風
に
落
ち

く
る
ひ
と
声
は
、
ま
だ
は
づ
か
し
の
森
蔭
に
、 

忍
ぶ
も
嬉
し
足
引
の
。
山
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
き
捨
て
て
、

い
づ
ち
の
空
も
短
か
夜
の
。
〔
手
事
〕 

〽
隈
な
く
照
ら
す
月
影
に
、
君
が
調
ぶ
る
爪
琴
の
、 

音
に
通
い
来
る
松
虫
の
、
声
も
哀
れ
に
秋
更
け

て
。
ま
だ
き
時
雨
の
雲
と
雲
、
行
き
合
う
空
の
年
波
に
、 

尽
き
ぬ
流
れ
の
龍
田
川
。
め
で
し
紅
葉
に

世
の
憂
き
を
、
知
ら
で
今
年
も
送
り
来
て
、 
重
ぬ
る
千
代
の
春
ぞ
迎
え
ん
。 

 
 

《
面
影
》 

明
治
中
期
に
古
川
瀧
斎
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
、
明
治
四
十
三
年
（
１
９
１
０
）
に
山
口
が
箏
手
付
し
た

手
事
物
形
式
の
楽
曲
で
あ
る
。
手
事
は
同
じ
拍
数
の
二
段
構
成
の
た
め
、
調
子
違
い
で
段
合
わ
せ
が
可
能

で
あ
る
。
三
井
家
の
さ
る
婦
人
の
作
詞
で
、
『
新
曲
糸
の
節
』
（
１
７
５
７
）
に
初
出
し
て
い
る
。
『
伊
勢

物
語
』
や
そ
の
ほ
か
の
故
事
、
古
歌
を
引
き
な
が
ら
、
安
芸
の
夜
に
亡
き
恋
人
を
思
い
つ
つ
独
り
寝
を
摺

す
る
寂
し
さ
を
歌
っ
て
い
る
。
５ 

 

［
調
弦
］
三
絃 

三
下
が
り
→
本
調
子
→
三
下
が
り
→
二
上
が
り 

箏 

四
上
が
り
半
雲
井
調
子
→
四
上

が
り
平
調
子
（
一
＝
壱
越
） 

 

［
詞
章
］ 

〽
玉た

ま

櫛
笥

く

し

げ

、
二
道

ふ
た
み
ち

掛
け
し
蜘
蛛
の
、
糸
麗
し
き
三
つ
の
緒
の
、
調
べ
も
澄
め
る
秋
の
夜
に
、
心
惹
か
る

る
初
雁
の
、
声
は
雲
間
に
忍
ぶ
れ
ど
、
い
つ
し
か
洩
る
る
月
影
の
、
さ
す
が
に
辛
き
思
い
寝
の
、
枕
に

通
う
虫
の
音
は
、
い
つ
も
変
わ
ら
で
今
も
な
お
、
昔
男
と
名
に
立
て
て
、
深
き
契
は
底
ま
で
も
。 

〔
手
事
〕 

〽
水
も
濡
ら
さ
ぬ
筒
井
筒
、
残
る
面
影
忘
ら
れ
ぬ
、
夜
な
夜
な
結
ぶ
夢
を
さ
え
、
夢
と
知
り
せ
ば
覚
め

ざ
ら
ま
し
を
、
夢
と
知
り
せ
ば
覚
め
ざ
ら
ま
し
を
。 

                                        

         

 

５ 

京
都
市
立
芸
術
大
学 

日
本
伝
統
音 

楽
研
究
セ
ン
タ
ー 

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
『
箏
曲
地
歌
研
究
』
〈
上
〉

（
１２７
頁
） 



 

１６３ 
 

➂ 
山
口
の
芸
統
の
み
に
残
り
、
琴
栄
が
伝
承
し
た
三
絃
の
替
手
手
付
作
品 

 
 

《
雷
》 

歌
詞
は
、『
増
補
大
成
糸
の
し
ら
べ
』（
１
８
１
２
）
に
あ
る
が
、
作
詞
、
作
曲
者
と
も
に
不
明
で
あ
る
。 

 

雲
間
か
ら
覗
き
見
た
雷
が
、
若
い
娘
に
懸
想
し
て
、
稲
妻
に
手
紙
を
言
づ
け
る
と
い
う
微
笑
ま
し
い
話

を
用
い
た
手
ほ
ど
き
曲
で
あ
る
。
６ 

山
口
巌
の
息
女
琴
栄
が
伝
承
し
て
い
る
曲
で
、
巌
は
、
こ
の
三
絃

の
曲
に
三
絃
替
手
を
手
付
し
た
。 

 

［
調
弦
］
三
絃 

本
調
子 

 
 

 

［
詞
章
］ 

〽
さ
て
も
優
し
の
、
雷
殿
は
。
ご
ろ
ご
ろ
、
ご
ろ
ご
ろ
、
が
ら
が
ら
が
ら
と
、
仰
せ
山
な
声
を
し
や
る
は
、

可
笑
し
。
太
鼓
を
腰
に
引
っ
付
け
て
、
虎
の
皮
の
頬
歌
被
り
、
前
に
巾
着
ぶ
ら
下
げ
て
、
雲
の
間
か
ら
長

首
出
し
、
下
を
覗
い
て
恥
ず
か
し
そ
う
に
、
文
は
遣
り
た
し
、
飛
脚
は
持
た
ね
ば
、
稲
妻
殿
の
使
い
に
、

チ
ョ
ン
。
お
千
代
さ
ま
参
る
。
雷
よ
り
と
。
見
る
に
娘
は
吃
驚
し
、
臍
を
抱
え
て
逃
げ
た
り
け
り
。 

  

山
口
の
芸
統
の
み
に
残
る
楽
曲
は
、《
浮
舟
話
》（
箏
・
三
絃
）
と
い
う
曲
も
あ
る
。
こ
の
曲
に
つ
い
て

は
、
本
章
第
一
節
（
四
）
楽
曲
《
浮
舟
話
》
で
後
述
す
る
。 

                                          

         

 

６ 

京
都
市
立
芸
術
大
学 

日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー 

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
『
箏
曲
地
歌
研
究
』
〈
上
〉 

（
１５６
～
１５７
頁
） 



 

１６４ 
 

（
二
）
作
曲
に
つ
い
て 

  

山
口
は
、
自
身
の
作
曲
と
と
も
に
、
も
と
も
と
作
曲
さ
れ
た
楽
曲
に
手
付
し
た
曲
を
多
く
残
し
て
い
る
。 

そ
の
作
品
数
は
、
自
身
の
作
曲
の
楽
曲
（
山
口
作
曲
だ
と
考
え
ら
れ
る
も
作
品
も
含
む
）
を
十
四
曲
、

箏
手
付
作
品
を
五
曲
、
箏
替
手
手
付
作
品
を
七
曲
、
三
絃
手
付
作
品
を
五
曲
、
三
絃
替
手
手
付
作
品
を
十

曲
、
尺
八
手
付
作
品
を
三
曲
、
胡
弓
手
付
作
品
を
二
曲
で
あ
っ
た
。
自
身
の
作
曲
と
手
付
曲
を
合
わ
せ
、

合
計
四
十
六
曲
を
作
曲
し
て
い
る
。 

作
品
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
各
楽
曲
を
楽
器
や
手
付
別
に
統
計
し
て
み
る
と
、
箏
の
作
曲
が
多
い
が
、

箏
の
作
曲
は
本
手
替
手
の
曲
の
ほ
か
に
、
小
曲
や
初
学
曲
の
よ
な
手
ほ
ど
き
曲
が
多
く
、
箏
の
手
ほ
ど
き

と
な
る
よ
う
な
曲
の
作
曲
に
も
積
極
的
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
箏
・
三
絃
と
も
に
替
手
の
手
付
曲

が
多
い
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。 

山
口
の
楽
曲
の
な
か
で
、
手
ほ
ど
き
曲
を
残
し
た
理
由
と
し
て
は
、
自
身
が
弟
子
に
教
授
す
る
よ
う
に

な
っ
た
頃
か
ら
の
経
験
や
、
そ
の
時
代
箏
曲
教
授
の
方
法
に
関
連
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

『
三
曲
』
「
箏
曲
教
授
話
」
に
、
師
が
弟
子
に
教
授
す
る
際
の
昔
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
１ 

 

昔
し
は
習
う
曲
に
就
て
は
師
匠
の
方
か
ら
、
そ
の
手
や
律
の
さ
ば
き
な
ど
に
無
理
の
な
い
様
曲

の
順
を
以
て
手
を
さ
ば
き
又
馴
ら
し
て
行
つ
た
も
の
で
す
が
、
現
今
で
は
習
ふ
方
か
ら
好
み
が
出

て
何
の
曲
を
と
な
る
の
で
、
そ
こ
に
大
い
に
無
理
が
出
る
事
が
あ
り
ま
す
、
こ
の
無
理
と
云
ふ
の

に
は
教
え
る
ほ
う
で
も
習
ふ
方
で
も
お
互
ひ
に
骨
が
折
れ
て
然
も
い
ゝ
も
の
が
出
来
あ
が
ら
ぬ

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
そ
れ
で
な
い
と
納
ら
な
い
と
云
ふ
有
様
で
す
か
ら
藝
術
的
に
は
昔
し
の
方

が
根
強
い
力
が
あ
っ
た
様
に
思
は
れ
ま
す
。
未
だ
習
っ
て
も
ゐ
な
い
曲
を
弟
子
の
方
か
ら
せ
が
ま

れ
て
、
教
え
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
習
ふ
と
云
ふ
様
な
事
も
あ
る
か
と
思
へ
ば
、
又
弟
子
を
と
っ
て
教

え
出
し
て
見
る
と
小
さ
い
曲
が
必
要
で
、
案
外
に
小
曲
が
自
分
に
な
い
の
に
面
喰
っ
て
、
そ
れ
か

ら
手
ほ
ど
き
物
を
習
ふ
師
匠
も
あ
る
が
、
之
が
又
却
々
六
か
し
く
感
ず
る
の
で
す
か
ら
妙
な
も
の

で
す
。 

 

山
口
が
箏
曲
指
導
を
行
っ
て
い
た
頃
は
、
師
匠
が
弟
子
に
そ
の
時
々
に
見
合
っ
た
曲
を
与
え
て
い
く
時

代
か
ら
は
異
な
り
、
弟
子
が
好
ん
だ
曲
を
師
匠
に
希
望
す
る
と
い
う
こ
と
も
増
え
て
き
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
師
匠
で
さ
え
も
、
あ
ま
り
小
曲
を
習
っ
て
い
な
い
こ
と
も
多
く
、
弟
子
に
教
授
す
る
際
に

                                        

         

 

１ 
 

山
口
巌 

『
三
曲
』（
第
七
十
七
号
）
昭
和
三
年
八
月
〈
箏
曲
教
授
話
〉（
２４
～
２５
頁
） 



 

１６５ 
 

は
、
自
身
が
小
曲
や
手
ほ
ど
き
曲
を
習
う
師
匠
も
い
た
そ
う
で
あ
る
。 

山
口
自
身
は
、
弟
子
に
小
曲
を
教
授
す
る
際
に
、
初
学
曲
の
よ
う
な
楽
曲
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
感

じ
、
自
ら
手
ほ
ど
き
曲
を
作
曲
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
ま
た
山
口
は
、
京
都
の
生
田
流
を
東

京
に
広
め
る
だ
け
で
な
く
、
箏
曲
教
育
の
普
及
に
従
事
し
、
初
歩
的
な
手
ほ
ど
き
楽
曲
を
自
ら
作
曲
す
る

こ
と
で
、
生
田
流
箏
曲
を
は
じ
め
る
人
に
と
っ
て
も
導
入
し
や
す
い
環
境
を
作
り
、
教
育
に
も
献
身
的
で

あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

 
 
 

 

山
口
が
作
曲
し
た
楽
曲
の
初
め
て
の
作
品
は
、
図
表
１
４
の
楽
曲
一
覧
に
あ
る
よ
う
に
、
古
川
瀧
斎
作

曲
の
《
春
重
ね
》
で
あ
る
。
明
治
十
八
年
（
１
８
８
５
）
に
山
口
が
こ
の
曲
に
箏
の
手
付
を
加
え
た
。
師

の
古
川
が
、
三
井
家
に
稽
古
に
上
が
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
三
井
家
後
室
が
作
詞
し
た
《
春
重
ね
》
に
作

曲
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
２ 

 

こ
の
《
春
重
ね
》
は
、
同
年
に
、
京
都
盲
唖
院
の
創
立
者
で
あ
る
、
古
河
太
四
郎
が
開
催
し
た
、
知
恩

院
の
千
畳
敷
で
、
日
本
音
楽
の
大
演
奏
会
が
行
わ
れ
た
と
き
に
歌
開
き
さ
れ
た
曲
で
あ
る
。
こ
の
演
奏
会

は
、
七
千
人
も
の
人
々
が
集
ま
る
大
き
な
演
奏
会
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
古
河
の
曲
で
、
《
春
重

ね
》
以
外
に
、
山
口
が
箏
の
手
を
加
え
た
曲
に
は
、
《
面
影
》
と
い
う
曲
も
残
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
こ
の
当
時
、
古
川
瀧
斎
と
関
わ
り
の
深
か
っ
た
幾
山
検
校
は
、
芸
に
関
し
て
も
二
人
は
並
び
称
さ

れ
て
お
り
、
古
川
の
三
絃
に
は
幾
山
の
箏
が
つ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。 

山
口
は
、
こ
の
幾
山
か
ら
も
恩
顧
を
受
け
て
い
た
そ
う
で
あ
る
が
、
箏
・
三
絃
と
も
に
幾
山
の
楽
曲
で

あ
る
《
四
季
の
寿
》
の
三
絃
の
一
部
分
に
、
自
ら
替
手
の
手
付
を
加
え
て
い
る
。
《
四
季
の
寿
》
に
替
手

を
加
え
た
の
は
、
昭
和
四
年
（
１
９
２
９
）
で
山
口
は
晩
年
の
頃
で
あ
っ
た
。
こ
の
曲
は
、
山
口
が
幾
山

の
作
品
に
手
付
し
た
唯
一
の
作
品
で
あ
る
。
師
の
古
川
と
親
交
の
深
か
っ
た
幾
山
の
楽
曲
に
替
手
を
加
え

た
の
は
、
こ
の
幾
山
が
健
在
の
際
に
、
師
の
古
川
と
肩
を
並
べ
る
存
在
で
あ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

山
口
が
少
な
か
ら
ず
幾
山
に
も
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
と
関
係
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

山
口
は
、
作
曲
者
不
明
で
あ
る
が
《
お
ち
や
め
の
と
》
と
い
う
三
味
線
の
本
手
の
奥
組
に
あ
る
《
七
つ

子
》
を
歌
物
に
し
た
曲
に
、「
こ
ん
な
古
い
珍
ら
し
い
曲
を
こ
の
ま
ゝ
ほ
つ
て
お
く
の
は
勿
體
な
い
事
」
３ 

と
し
て
、
明
治
三
十
四
年
（
１
９
０
１
）
に
箏
の
手
付
を
加
え
て
い
る
。
昭
和
二
年
（
１
９
２
７
）
に
は
、

こ
の
曲
の
三
絃
替
手
の
手
も
作
曲
し
て
い
る
。 

 

山
口
の
作
品
に
お
い
て
、
前
述
し
た
《
四
季
の
寿
》
も
同
様
に
、
も
と
も
と
作
曲
さ
れ
て
い
た
箏
・
三

                                        

         

 

２ 

山
口
巌 

『
三
曲
』（
第
三
十
八
号
）
大
正
十
四
年
五
月
〈
春
重
ね
と
お
ち
や
乳
人
―
幾
山
検
校
と
古
川
瀧
斎
の
話
―
〉 

（
１６
頁
） 

３ 

山
口
巌 

『
三
曲
』（
第
三
十
八
号
）
大
正
十
四
年
五
月
〈
春
重
ね
と
お
ち
や
乳
人
―
幾
山
検
校
と
古
川
瀧
斎
の
話
―
〉 

（
１７
頁
） 



 

１６６ 
 

絃
の
合
奏
曲
に
、
替
手
を
加
え
て
、
よ
り
賑
や
か
で
派
手
な
合
奏
に
す
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。 

ま
た
、
《
万
歳
》
と
い
う
曲
に
は
、
も
と
も
と
三
絃
の
本
手
替
手
お
よ
び
箏
の
本
手
が
作
曲
さ
れ
て
い

る
が
、
山
口
は
こ
の
曲
に
箏
の
替
手
を
加
え
て
い
る
。『
三
曲
』
の
山
口
の
記
事
に
、「
今
度
私
は
そ
の
替

手
を
作
っ
て
、
三
絃
の
二
手
に
體
し
箏
も
二
手
と
四
部
で
賑
や
か
な
も
の
を
仕
組
ん
で
見
ま
し
た
」
４ 

と

残
っ
て
い
る
よ
う
に
、
山
口
自
身
が
賑
や
か
な
も
の
を
仕
組
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
替
手
を
加
え
る
こ
と

で
楽
器
構
成
が
増
え
、
音
数
が
多
く
派
手
な
演
奏
を
好
ん
で
作
曲
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。 

大
正
五
年
（
１
９
１
６
）
に
作
曲
さ
れ
た
《
琴
の
栄
》
は
、
八
橋
検
校
の
二
百
三
十
年
祭
の
際
に
以
下

の
一
句
と
、 

 

生
田
検
校
の
二
百
年
祭
の
際
に
、 

 
 
 

 

と
い
う
一
句
を
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
楽
曲
で
あ
る
。
手
事
は
《
六
段
の
調
》
と
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
作

ら
れ
、
前
歌
と
後
歌
の
手
付
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
《
菜
蕗
》
と
合
う
よ
う
に
作
曲
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
曲
は
、
箏
の
元
祖
で
あ
る
八
橋
検
校
か
ら
北
島
検
校
へ
、
ま
た
生
田
流
の
祖
で
あ
る
生
田
検
校
の

三
検
校
の
功
績
を
称
え
、
こ
の
三
検
校
を
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
作
曲
さ
れ
た
曲
で
あ
る
。
こ
の
八
橋

検
校
、
北
島
検
校
、
生
田
検
校
の
三
人
の
検
校
を
山
口
が
慕
っ
て
い
た
記
録
が
『
三
曲
』
に
残
っ
て
い
る
。

５ 

以
下
の
一
句
は
、
そ
の
後
、
大
正
九
年
（
１
９
２
２
）
の
生
田
検
校
二
百
五
年
祭
の
と
き
に
、
山
口
が

そ
の
三
人
の
検
校
を
詠
い
込
ん
だ
和
歌
で
あ
る
。 

 
 
 

 

                                        

         

 

４ 

山
口
巌 

『
三
曲
』（
第
四
十
五
号
）
大
正
十
四
年
十
二
月
〈「
萬
歳
」
と
云
ふ
曲
に
就
て
〉
（
２０
～
２１
頁
） 

５ 

山
口
巌 

『
三
曲
』（
第
十
九
号
）
大
正
十
二
年
一
月
〈
名
人
名
手
の
話 

八
橋
検
校
、
北
島
検
校
、
生
田
検
校 

爪
の
變

遷
角
爪
の
事
、
自
作
「
琴
の
榮
」
の
話 

藤
崎
検
校
、
栄
え
崎
検
校
の
挿
話
〉（
１５
頁
） 

八
つ
橋
の
か
な
で
そ
め
に
し
富
貴
草
は 

生
田
の
園
に
今
も
栄
え
あ
り 

今
も
世
に
か
な
づ
る
響
き
た
え
ざ
る
は 

八
千
代
生
田
の
琴
の
爪
音 

八
つ
橋
を
亘
て
こ
こ
に
北
島
の 

南
に
そ
そ
ぐ
生
田
川
み
づ 

 



 

１６７ 
 

八
橋
検
校
は
、
箏
曲
の
祖
と
し
て
名
高
い
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
後
を
受
け
継
い
だ
北
島
検
校
は
、
生

田
検
校
へ
の
橋
渡
し
と
な
る
人
物
で
あ
っ
た
。
爪
の
形
に
つ
い
て
は
、
八
橋
検
校
の
時
代
の
爪
は
、
楽
箏

の
爪
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
先
が
丸
く
細
長
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
北
島
検
校
は
、
爪
を
角
に
し
て
、
裏

を
く
り
ぬ
い
た
も
の
を
工
夫
改
良
し
て
考
案
し
た
。 

そ
し
て
、
生
田
検
校
に
伝
わ
っ
た
の
ち
、
現
在
の
生
田
流
の
爪
の
形
が
実
現
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
角
爪
が
生
田
流
の
爪
と
し
て
受
け
継
が
れ
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
山
口
は
こ
の

功
績
に
対
し
て
敬
意
の
念
を
抱
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。 

 

山
口
は
、
過
去
の
名
人
た
ち
や
始
祖
た
ち
の
偉
業
を
記
憶
に
留
め
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
自

ら
詩
を
詠
み
、
楽
曲
を
残
す
こ
と
で
、
過
去
の
検
校
た
ち
に
尊
敬
の
念
を
も
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
栄
光
が

廃
れ
な
い
よ
う
に
、
絶
え
ず
箏
の
伝
承
を
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

昭
和
三
年
（
１
９
２
８
）
五
月
に
三
絃
の
替
手
が
手
付
さ
れ
た
《
石
橋
》
は
、
も
と
も
と
あ
る
三
絃
の

《
石
橋
》
に
は
手
事
の
五
段
と
、
長
い
〔
合
の
手
〕
の
部
分
に
替
手
が
な
い
の
に
対
し
て
山
口
が
手
付
を

加
え
て
い
る
。
こ
の
替
手
を
加
え
た
の
は
、
富
崎
春
昇
６ 

の
依
頼
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
中
井
氏
の

『
季
刊
邦
楽 

邦
楽
フ
ァ
ン
』
７ 

の
記
事
に
以
下
の
よ
う
な
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

瀧
響
先
生
（
琴
栄
師
の
兄
）
を
お
た
ず
ね
し
た
折
に
う
か
が
い
ま
し
た
所
、
こ
の
手
は
、
富
崎

春
昇
先
生
の
す
す
め
で
つ
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
「
私
も
替
手
を
作
っ
て
み
た
け
ど
、
あ
ん
た
ひ
と

つ
替
手
ら
し
く
な
い
手
で
作
っ
て
み
て
ほ
し
い
」
と
富
崎
先
生
が
依
頼
さ
れ
て
、
従
来
の
盛
込
式

の
延
長
で
は
な
い
、
い
わ
ば
対
位
法
的
な
手
付
で
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

 

 

こ
の
記
事
か
ら
、
《
石
橋
》
の
三
絃
替
手
の
〔
合
の
手
〕
に
さ
ら
に
手
付
を
加
え
た
の
は
、
山
口
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
富
崎
が
東
京
に
移
っ
た
際
に
、
京
都
か
ら
で
て
き
た
山
口
と
《
古
道
成
寺
》

を
合
奏
し
た
と
の
記
録
も
残
っ
て
い
る
。
８ 

当
時
山
口
が
、
富
崎
春
昇
に
依
頼
さ
れ
る
ほ
ど
の
、
作
曲

の
力
量
が
あ
り
、
東
京
に
お
い
て
富
崎
と
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

山
口
は
、
東
京
で
山
田
流
が
流
行
し
て
い
た
時
代
に
東
京
音
楽
学
校
の
講
師
に
任
命
さ
れ
た
と
同
時
に
、

                                        

         

 

６ 

富
崎
春
昇 

明
治
十
三
年
（
１
８
８
０
）
生
―
昭
和
三
十
三
年
（
１
９
５
８
）
没 

大
阪
の
文
楽
人
形
遣
い
吉
田
玉
助
の

子
息
。
五
歳
で
失
明
し
、
富
崎
宗
順
に
入
門
し
た
後
、
十
八
歳
で
内
弟
子
と
な
る
。
継
山
流
箏
組
歌
と
野
川
流
三
絃
本
手
を

伝
授
さ
れ
大
正
七
年
（
１
９
１
８
）
に
東
京
に
移
り
、
地
歌
の
古
曲
や
繁
太
夫
も
の
で
名
を
は
せ
た
人
物
。
昭
和
三
十
年
（
１

９
５
５
）
に
重
要
無
形
財
保
持
者
と
な
り
、
亡
く
な
る
前
年
昭
和
三
十
二
年
（
１
９
５
７
）
に
文
化
功
労
者
と
な
る
。
代
表

作
品
に
《
蓬
生
》《
浅
間
》《
楠
昔
噺
》《
吉
野
太
夫
》 

７ 

中
井
猛 

『
季
刊
邦
楽 

邦
楽
フ
ァ
ン
』「
地
唄
採
譜
の
思
い
出
」〈
寄
せ
集
め
の
「
石
橋
」〉
（
９
頁
） 

８ 

吉
川
英
士 

『
邦
樂
鑑
賞
手
帖
』 

創
元
社 

昭
和
二
十
三
年
（
１
９
５
３
）（
９３
頁
） 

 



 

１６８ 
 

東
京
へ
上
京
し
て
い
る
。
そ
の
頃
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
京
都
で
流
行
し
た
地
歌
箏
曲

は
、
歴
史
的
な
も
の
と
し
て
残
る
の
み
で
、
東
京
で
は
、
明
治
維
新
と
と
も
に
、
明
治
新
曲
や
、
新
た
な

調
子
で
の
楽
曲
が
増
え
た
う
え
に
、
今
ま
で
の
古
典
曲
に
代
わ
り
、
新
箏
曲
を
生
み
出
し
、
発
展
さ
せ
た

宮
城
道
雄
が
登
場
し
た
。
京
都
の
地
歌
箏
曲
を
伝
承
す
る
た
め
上
京
し
た
山
口
も
、
江
戸
時
代
に
発
達
し

た
地
歌
の
手
事
物
の
名
残
を
残
し
つ
つ
、
そ
の
特
徴
を
感
じ
さ
せ
な
が
ら
も
、
新
た
な
楽
曲
を
多
く
作
曲

し
た
。 

山
口
は
、
京
都
の
生
田
流
箏
曲
を
東
京
で
広
め
よ
う
と
献
身
し
た
人
の
一
人
で
あ
る
が
、
京
都
で
は
、

山
口
巌
と
い
え
ば
地
歌
箏
曲
の
演
奏
家
と
し
て
、
作
曲
家
と
し
て
著
名
な
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
東
京
で
は
新
し
い
箏
曲
の
演
奏
形
態
や
楽
曲
が
流
行
し
は
じ
め
て
い
た
な
か
で
、
京
都
古
来
の
演
伝

承
に
沿
っ
た
山
口
の
演
奏
や
楽
曲
は
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
山
口

が
導
入
し
た
芸
風
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
そ
う
で
な
い
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
新
箏
曲
の
流
れ
の
方

が
大
き
く
、
山
口
の
楽
曲
も
、
現
在
に
至
る
ま
で
少
し
ず
つ
薄
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。 

 
 



 

１６９ 
 

（
三
）
楽
曲
の
現
存
の
有
無 

  

山
口
が
演
奏
し
た
記
録
に
つ
い
て
調
査
し
た
が
、
山
口
が
実
際
に
演
奏
し
て
い
た
音
源
資
料
は
極
め
て

少
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
実
際
に
確
認
で
き
た
音
源
資
料
に
つ
い
て
、
山
口
が
演
奏
し
た
記
録
と
、
山

口
が
手
付
し
た
《
春
重
ね
》
が
演
奏
さ
れ
て
い
る
音
源
を
取
り
上
げ
、
年
代
順
で
記
し
た
。 

 

１
．
山
口
巌
が
演
奏
し
た
音
源 

 

➀ 

繁
（
重
）
太
夫
節
《
き
ぬ
た
》
《
大
和
文
》 

音
源
の
種
類
：
Ｄ
Ａ
Ｔ 

山
口
が
演
奏
し
た
楽
器
：
三
絃 

東
京
音
楽
学
校
時
代
の
蠟
管
の
録
音
に
お
い
て
音
源
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
１ 

 

➁ 

《
残
月
》 

音
源
の
種
類
：
Ｓ
Ｐ 

山
口
が
演
奏
し
た
楽
器
：
三
絃 

 

尺
八
：
松
本
秋
水 

 

発
売
元
：
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン 

商
品
番
号
３
５
１
９ 

発
売
日
不
明
。
た
だ
し
、
京
都
市
立
芸
術
大
学 

日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
「
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
レ
ー
ベ
ル
に
見
る 

日
蓄
ー
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
歴
史
」
の
写
真
に

よ
る
と
、
Ｓ
Ｐ
の
表
面
デ
ザ
イ
ン
の
変
遷
か
ら
み
て
、
大
正
初
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

➂ 

「
日
本
音
楽
史 

名
演
奏
復
刻
盤
」
《
琉
球
組
》 

音
源
の
種
類
：
Ｌ
Ｐ 

山
口
が
演
奏
し
た
楽
器
：
三
絃 

発
売
元
：
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア 

第
二
回
発
売
日 

昭
和
二
十
八
年
（
１
９
５
３
年
）
２ 

 

第
一
回
発
売
日
は
、
昭
和
九
年
（
１
９
３
４
）
で
、
Ｓ
Ｐ
盤
で
あ
る
。
録
音
は
昭
和
六
年
（
１
９
３
１
） 

 

山
口
が
よ
く
演
奏
し
て
い
た
曲
の
ひ
と
つ
が
《
琉
球
組
》
で
あ
る
。
こ
の
《
琉
球
組
》
に
つ
い
て
は
、

                                        

         

 

１ 
 

第
四
章
第
二
節
（
二
）
東
京
音
楽
学
校
時
代 

蠟
管
資
料
に
つ
い
て 

２ 

第
四
章
第
四
節 

帰
郷
後
の
活
動
に
つ
い
て
「
日
本
音
楽
史 

名
演
奏
復
刻
版
」 



 

１７０ 
 

山
口
自
身
の
記
事
が
『
三
曲
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
３ 

大
正
十
四
年
（
１
９
２
５
）
の
【
第
二
回
三

曲
名
流
大
会
】
で
《
琉
球
組
》
を
演
奏
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
こ
の
記
事
に
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
『
三

曲
』
の
記
事
か
ら
も
、
三
絃
を
演
奏
す
る
に
あ
た
り
、
三
絃
の
本
曲
の
歴
史
や
《
琉
球
組
》
に
つ
い
て
自

分
自
身
で
熱
心
に
研
究
し
た
う
え
、
演
奏
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
山
口
が
演
奏
家

と
し
て
の
技
術
が
優
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
箏
や
三
絃
の
歴
史
を
学
び
、
作
曲
者
や
、
曲
に
つ
い
て
十

分
に
理
解
し
た
う
え
で
、
演
奏
に
臨
ん
で
い
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
山
口
自
身
の
演
奏
で
は
な
い
が
、
山
口
が
箏
手
付
を
し
た
《
春
重
ね
》
は
、
各
演
奏
家
が
演
奏

し
て
い
る
音
源
が
Ｌ
Ｐ
の
音
源
資
料
に
残
っ
て
い
る
。 

 ２
．
山
口
巌
が
手
付
し
た
《
春
重
ね
》
が
演
奏
さ
れ
た
音
源  

 

➀ 

「
京
都
の
作
曲
家
〈
日
本
の
作
曲
家Ⅱ

〉Ⅺ
 

明
治
新
曲
の
京
物
（
十
九
）
」 

音
源
の
種
類
：
Ｌ
Ｐ 

昭
和
五
十
年
（
１
９
７
５
）
五
月
（
Ｃ
Ｂ
Ｓ
ソ
ニ
ー 

東
京 

三
絃 

津
田
道
子 

箏 

山
口
琴
栄 

 

➁ 

「
近
代
の
箏
曲
―
第
二
輯
―
」 

音
源
の
種
類
：
Ｌ
Ｐ 

 

昭
和
五
十
六
年
（
１
９
８
１
）
東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ
株
式
会
社
・
東
京 

三
絃 

菊
井
松
音 

箏 

小
林
早
苗 

歌 

菊
風
夕
子 

 
 

 

➂ 

「
地
歌
大
鑑
下
之
巻
」 

音
源
の
種
類
：
Ｌ
Ｐ 

昭
和
五
十
九
年
（
１
９
８
４
）
東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ
株
式
会
社
・
東
京 

二
枚
目 

Ａ
―
２ 

歌
・
箏 

峰
内
吟
彰 

三
絃 

川
勝
彰
晃 

                                        

         

 

３ 
 

山
口
巌 

『
三
曲
』（
第
四
十
四
号
）
大
正
十
四
年
十
一
月
〈
三
絃
本
曲
の
話
―
三
味
線
最
古
の
曲
琉
球
組
に
就
て
―
〉 

（
１９
頁
） 



 

１７１ 
 

（
四
）
楽
曲
《
浮
舟
話
》 

 

現
在
、
山
口
の
芸
統
に
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
さ
れ
る
《
浮
舟
話
》
と
い
う
楽
曲
が
あ
る
。
こ
の
《
浮

舟
話
》
と
い
う
曲
は
、
松
島
勾
当
の
作
曲
で
、
京
都
で
は
、
浦
崎
検
校
の
箏
手
付
で
あ
る
。
箏
の
手
は
廃

絶
し
て
い
た
が
、
津
田
道
子
が
『
千
重
之
一
重
』（
天
保
四
年
（
１
８
３
３
）
）
よ
り
復
元
し
、
採
譜
し
残

っ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
採
譜
に
加
え
て
、
琴
栄
が
、
父
巌
の
弾
い
て
い
た
手
と
照
合

さ
せ
て
、
楽
譜
を
書
き
直
し
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
箏
の
楽
譜
は
現
在
伊
藤
氏
の
元
に
残
っ
て
い
る
。
ま

た
、
現
行
の
楽
譜
は
、
津
田
道
子
と
、
山
口
琴
栄
の
二
つ
の
楽
譜
が
残
っ
て
い
る
。 

《
浮
舟
話
》
の
歌
詞
の
内
容
は
、
平
安
初
期
の
六
歌
仙
の
一
人
、
喜
撰
法
師
の
和
歌
を
冒
頭
に
置
い
て
、

「
源
氏
物
語
」
の
浮
舟
の
話
を
尻
の
軽
い
茶
摘
み
女
に
も
じ
っ
て
詠
み
込
ん
だ
内
容
で
あ
る
。
中
井
猛
の

「
地
唄
採
譜
の
思
い
出
」
（
十
九
）
４ 

に
は 

 

「
浮
舟
話
」
は
た
し
か
山
口
さ
ん
と
こ
に
残
っ
て
い
る
は
ず
や” 

と
い
っ
て
下
さ
っ
た
の
は
菊
県
琴
松
先
生
で
し
た
。 

 

と
あ
る
。
５ 

中
井
は
こ
の
後
、
実
際
に
山
口
の
子
息
瀧
響
の
も
と
で
、
こ
の
《
浮
舟
話
》
を
教
わ
っ
た

そ
う
で
あ
る
。
６ 

そ
し
て
こ
の
曲
は
、
現
在
も
山
口
の
芸
統
に
の
み
楽
譜
が
残
り
、
そ
の
芸
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
た
め
、
極
め
て
貴
重
な
楽
曲
で
あ
る
。 

以
下
は
、
《
浮
舟
話
》
の
歌
詞
で
あ
る
。 

 
 

                                        

         

 

４ 

中
井
猛 

『
季
刊
邦
楽 

邦
楽
フ
ァ
ン
』「
地
唄
採
譜
の
思
い
出
（
十
九
）」〈
ち
ゃ
ち
ゃ
う
ち
ゃ
ち
ゃ
え
ん
の
（
そ
の
一
）〉

（
４８
頁
） 

５ 

菊
県
琴
松 

明
治
四
十
年
（
１
９
０
７
）
二
月
十
一
日
生
―
昭
和
四
十
三
年
（
１
９
６
８
）
六
月
十
一
日 

没 

大
正
か
ら

昭
和
の
箏
曲
演
奏
家
。
大
正
二
年
に
菊
原
琴
治
に
入
門
し
、
同
九
年
よ
り
菊
県
を
名
乗
り
、
宮
城
道
雄
に
も
師
事
。
組
歌
継

承
の
第
一
人
者
と
い
わ
れ
た
人
物
。 

６ 

中
井
猛 

『
季
刊
邦
楽 

邦
楽
フ
ァ
ン
』「
地
唄
採
譜
の
思
い
出
（
十
九
）」〈
ち
ゃ
ち
ゃ
う
ち
ゃ
ち
ゃ
え
ん
の
（
そ
の
二
）〉

（
５０
頁
） 



 

１７２ 
 

《
浮
舟
話
》
の
歌
詞 

〽
愚
僧
が
住
家
は
京
の
た
つ
み
の
世
を
宇
治
山
と
人
は
言
う
な
り
。
茶
々
苦
茶
茶
園
で
話
す
、
こ
い
茶
の

線
の
樽
姫
、
夕
べ
の
口
説
の
祖
で
の
う
つ
り
香
、
花
た
ち
ば
な
の
小
島
が
崎
よ
り
。
〔
手
事
〕
〽
い
つ
さ

ん
走
り
に
戻
っ
て
見
た
れ
ば
、
家
の
お
か
た
が
り
ん
き
の
角つ

の

文
字
、
牛
の
よ
だ
れ
と
流
る
ゝ
川
瀬
の
口
説

け
ば
、
お
ち
あ
い
我
か
ら
こ
が
る
ゝ
ほ
た
る
を
集
め
て
手
管
の
学
問
、

唐
も
ろ
こ
し

も
大
和

や

ま

と

も
里
の
恋
路
は
山
吹

流
し
の
水
の
照
り
そ
ふ
、
朝
日
の
山
は
誰
で
も
か
れ
で
も
、
二
世
の
契
は
平
等
院
と
な
ア
さ
り
と
は
さ
り

と
は
う
る
さ
い
こ
っ
た
ほ
い 

 



 

１７３ 
 

（
五
）
山
口
巌
の
芸
統
に
伝
わ
る
箏
奏
法 

 

箏
の
奏
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
流
派
に
よ
っ
て
特
徴
を
も
ち
、
同
じ
奏
法
で
も
異
な
る
弾
き
方
と
な
る
こ

と
も
あ
る
。 

山
口
の
芸
の
系
統
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
特
徴
的
な
箏
の
弾
き
方
は
、
「
サ
ー
ラ
リ
ン
と
い
う
手
法
で

あ
る
。
左
の
図
は
サ
ー
ラ
リ
ン
の
譜
例
（
《
春
重
ね
》
の
譜
例
） 

 
 

   

サ
ー
ラ
リ
ン
は
、
一
般
的
に
、
ト
レ
モ
ロ
と
裏
連
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ト
レ
モ
ロ
は
、

人
差
し
指
の
爪
の
表
側
と
裏
側
を
巾
の
糸
に
引
っ
か
け
な
が
ら
、
交
互
に
弾
き
、
そ
の
後
、
裏
連
と
い
う

奏
法
で
、
人
差
し
指
と
中
指
の
爪
の
裏
側
を
使
い
、
基
本
的
に
は
、
巾
の
糸
か
ら
、
楽
譜
に
指
示
さ
れ
た

糸
ま
で
下
り
て
い
く
奏
法
で
あ
る
。 

山
口
系
統
の
サ
ー
ラ
リ
ン
は
、
ト
レ
モ
ロ
は
、
人
差
し
指
の
裏
側
の
み
を
使
い
、
一
方
方
向
に
巾
の
糸

を
短
く
は
じ
き
、
其
の
後
、
巾
か
ら
下
り
る
裏
連
の
際
に
は
、
中
指
は
使
わ
ず
、
人
差
し
指
の
み
で
下
り

て
い
く
弾
き
方
で
あ
る
。
音
色
も
一
般
的
な
サ
ー
ラ
リ
ン
の
よ
う
に
、
細
か
い
音
が
連
な
る
華
や
か
な
音

色
で
は
な
く
、
人
差
し
指
の
み
を
使
う
こ
と
で
、
音
数
も
少
な
い
た
め
、
素
朴
で
平
た
い
音
色
と
な
る
。 

ま
た
、
こ
の
山
口
系
統
の
サ
ー
ラ
リ
ン
と
似
て
い
る
弾
き
方
を
も
つ
の
は
、
京
極
流
の
流
派
で
あ
っ
た
。

京
極
流
の
サ
ー
ラ
リ
ン
の
弾
き
方
と
し
て
は
、
山
口
系
統
の
ト
レ
モ
ロ
と
同
じ
く
、
人
差
し
指
の
爪
の
裏

側
の
み
で
引
っ
掻
け
て
弾
く
奏
法
と
類
似
し
て
い
た
。
裏
連
奏
法
は
、
一
般
的
な
人
差
し
指
と
中
指
の
爪

の
裏
側
を
使
う
奏
法
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
１ 

こ
れ
は
、
京
極
流
の
和
田
一
久
氏
が
、
琴
栄
の
も
と
へ
長

い
間
習
い
に
来
て
い
た
こ
と
も
理
由
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
２ 

こ
の
サ
ー
ラ
リ
ン
の
弾
き
方
を
山
口
自
身
が
こ
の
奏
法
を
独
自
で
考
え
だ
し
た
奏
法
か
、
師
古
川
か
ら

受
け
継
い
だ
奏
法
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
現
在
、
山
口
の
芸
統
で
あ
る
伊
藤
氏
は
、
こ
の
弾
き
方
を
受

け
継
い
で
い
る
。 

伊
藤
氏
の
も
と
に
は
、
山
口
琴
栄
が
特
別
に
作
ら
せ
た
爪
が
今
で
も
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
爪
は
、

琴
栄
の
時
代
か
ら
、
京
都
千
本
今
出
川
の
浅
野
楽
器
と
い
う
と
こ
ろ
に
特
別
に
注
文
さ
れ
作
ら
れ
て
お
り
、

伊
藤
氏
の
と
こ
ろ
で
は
、
現
在
も
琴
栄
の
爪
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

                                        

         

 

１ 

第
一
回 

京
極
流
箏
曲
の
会 

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
一
（
日
）
お
さ
ご
え
民
家
園
旧
城
家
住
宅 

京
極
流
宗
家
三
代

目
和
田
一
久
氏
に
よ
る
京
極
流
箏
曲
の
演
奏
会
のD

VD

の
映
像
参
考 

２ 

伊
藤
志
野
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
話
（
平
成
二
十
七
年
（
２
０
１
５
）
十
月
二
日
） 



 

１７４ 
 

 

  

琴
栄
特
注
の
爪
の
特
徴
は
、
角
の
分
の
厚
さ
が
厚
め
で
あ
り
、
中
心
部
付
近
の
く
り
が
、
爪
の
角
側
よ

り
、
深
く
掘
ら
れ
て
い
る
。 

京
極
流
と
山
口
系
統
の
サ
ー
ラ
リ
ン
の
弾
き
方
に
関
連
が
あ
っ
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
類
似
し
て
い

る
点
で
い
え
ば
、
写
真
２
２
の
左
側
の
京
極
流
の
爪
の
図
３ 

か
ら
、
く
り
が
深
く
掘
ら
れ
て
い
る
よ
う

な
作
り
が
示
さ
れ
て
い
る
。
写
真
２
１
の
琴
栄
の
特
注
の
爪
と
比
較
し
て
み
る
と
、
京
極
流
も
同
じ
く
く

り
が
深
め
で
あ
る
こ
と
は
、
琴
栄
が
爪
の
製
作
に
関
し
て
参
考
に
し
た
部
分
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。 

サ
ー
ラ
リ
ン
の
み
の
奏
法
に
限
ら
ず
、
こ
の
爪
の
作
り
は
、
琴
栄
が
、
父
巌
か
ら
受
け
継
い
だ
箏
の
音

色
や
響
き
を
再
現
し
、
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
に
、
自
ら
爪
を
工
夫
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
琴
栄

も
、
芸
の
み
な
ら
ず
、
楽
器
を
演
奏
す
る
た
め
に
工
夫
や
考
案
に
取
り
組
み
、
父
巌
の
よ
う
に
芸
に
も
一

筋
で
研
究
熱
心
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 
 

                                        

         

 

３ 

京
極
流
宗
家 

和
田
一
久 

『
京
極
流
箏
曲
の
し
お
り
』
平
成
二
十
一
年
四
月
五
日
（
日
）
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル
演
奏
会
資

料
参
考 

 

写
真 

２
０ 
琴
栄
が
使
用

し
て
い
た
箏
爪
１ 

  

 

     

写
真 

２
１ 

京
都
の
浅
野

楽
器
で
作
ら
れ
て
い
る
琴

栄
の
特
注
の
箏
爪 

 
写
真 

２
２ 

京
極

流
の
爪
と
生
田
流
の

爪
の
比
較
図 

 



 

１７５ 
 

第
二
節 

楽
曲
分
析 

 

第
二
節
で
は
、
山
口
の
楽
曲
を
楽
譜
か
ら
読
み
取
り
、
分
析
を
行
っ
た
。 

分
析
に
使
用
す
る
楽
譜
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
志
野
氏
が
所
有
し
て
い
る
山
口
琴
栄
の
手
書
き
の
箏
・
三

絃
譜
と
、
博
信
堂
出
版
か
ら
公
刊
さ
れ
て
い
る
箏
・
三
絃
譜
を
使
用
し
た
。
ま
た
、
現
在
楽
譜
の
残
っ
て

い
な
い
も
の
に
関
し
て
は
、
分
析
で
き
な
い
た
め
、
現
存
す
る
楽
譜
の
み
を
対
象
と
し
た
。
（
本
章
第
一

節
（
二
）
山
口
巌 

楽
曲
一
覧
表
参
照
） 

山
口
の
楽
曲
の
な
か
で
、
尺
八
・
胡
弓
の
手
付
に
つ
い
て
は
、
山
口
が
手
付
し
た
と
考
え
ら
れ
る
楽
譜

が
不
明
で
あ
る
た
め
、
本
論
文
で
は
、
楽
譜
を
使
用
し
た
楽
曲
分
析
は
、
箏
・
三
絃
の
み
と
す
る
。 

分
析
の
第
一
段
階
と
し
て
、（
一
）
楽
器
別
に
よ
る
分
類
、（
二
）
曲
種
に
よ
る
分
類
、
こ
の
二
つ
に
分

け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
曲
の
種
類
別
の
分
類
か
ら
山
口
が
ど
の
よ
う
な
楽
器
で
、
ど
の
よ
う
な
楽
曲
を
作

曲
、
ま
た
は
手
付
し
て
い
る
か
を
分
析
し
て
い
く
。 

分
析
の
第
二
段
階
と
し
て
、
「
箏
の
手
付
作
品
」
お
よ
び
「
三
絃
の
手
付
作
品
」
の
二
つ
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
作
曲
の
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
を
考
え
た
。 

箏
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
箏
の
奏
法
や
音
型
の
特
徴
を
取
り
上
げ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
曲
に
、
奏

法
や
音
型
が
ど
の
く
ら
い
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
出
現
頻
度
の
回
数
で
表
し
た
。
ま
た
、
山
口
が
手
付
し

た
楽
曲
の
譜
例
を
提
示
し
、
そ
の
特
徴
を
述
べ
た
。 

三
絃
の
分
析
に
関
し
て
は
、
替
手
手
付
の
作
品
の
み
し
か
楽
譜
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
三
絃

の
替
手
手
付
の
特
徴
を
挙
げ
た
。
三
絃
の
手
付
に
関
し
て
も
、
楽
曲
の
譜
例
か
ら
三
絃
手
付
の
特
徴
を
取

り
上
げ
た
。 

 

こ
の
分
析
か
ら
、
山
口
が
ど
の
よ
う
な
手
法
を
好
ん
で
い
た
か
、
ま
た
山
口
の
楽
曲
に
は
ど
の
よ
う
な

特
徴
が
あ
る
の
か
を
見
出
す
こ
と
で
、
山
口
の
人
物
像
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
。 

分
析
に
使
用
す
る
箏
の
譜
例
に
つ
い
て
は
、
《
春
重
ね
》
《
面
影
》
《
御
代
万
歳
》
は
、
博
信
堂
発
行
の

現
行
の
楽
譜
を
使
用
し
、
《
古
道
成
寺
》
《
高
千
穂
》
《
万
歳
（
箏
替
手
）
》
《
乱
》
は
、
伊
藤
志
野
氏
所
有

の
山
口
琴
栄
の
手
書
き
の
楽
譜
を
使
用
し
た
。 

ま
た
、
三
絃
の
譜
例
に
つ
い
て
は
、
《
乱
》
は
博
信
堂
発
行
の
現
行
の
楽
譜
を
使
用
し
、
《
鉄
輪
》
（
本

手
・
替
手
対
照
譜
）
は
、
伊
藤
志
野
氏
所
有
の
山
口
琴
栄
の
手
書
き
の
楽
譜
を
使
用
し
た
。 

 

   
 



 

１７６ 
 

（
一
）
楽
器
別
に
よ
る
分
類 

 

ま
ず
山
口
の
手
付
作
品
を
以
下
の
よ
う
に
楽
器
や
手
付
の
種
類
別
に
分
類
し
た
。
ま
た
、
こ
の
分
類
に
基
づ

き
、
山
口
の
楽
曲
を
分
類
別
に
表
し
た
。
曲
順
は
作
曲
年
代
の
順
に
並
べ
た
。 

 

分
類
の
な
か
に
は
、
山
口
が
作
曲
し
た
曲
か
、
あ
る
い
は
手
付
を
し
た
曲
で
あ
る
か
が
不
明
な
作
品
も
含
む
。 

  

以
下
は
、
山
口
の
楽
曲
に
つ
い
て
、
楽
器
別
の
分

類
を
行
っ
た
一
覧
で
あ
る
。
分
類
し
た
な
か
で
の
楽

曲
の
順
番
は
、
作
曲
年
の
順
で
示
し
た
。 

 

➀ 

山
口
巌
作
曲
の
楽
曲 

 (

a)
 

箏
の
み
を
手
付
し
た
楽
曲 

《
聖
の
御
代
》
《
月
》 

 

以
下
は
お
そ
ら
く
山
口
が
作
曲
し
た
と
考
え
ら

れ
る
楽
曲 

《
御
代
の
琴
》《
手
ほ
ど
き
君
が
代
》《
手
ほ
ど
き
お

く
山
》《
奈
良
の
都
》《
月
ほ
と
と
ぎ
す
》《
霜
の
橋
》

《
鑑
石
》 

 (

b)
 

箏
本
手
替
手
を
手
付
し
た
楽
曲 

《
高
千
穂
》
《
御
代
万
歳
》 

 (

c)
 

箏
・
三
絃
を
手
付
し
た
楽
曲 

《
琴
の
栄
》 

以
下
は
お
そ
ら
く
山
口
が
作
曲
し
た
と
考
え
ら

れ
る
楽
曲 

《
変
奏
曲
君
が
代
》
《
小
亀
》《
い
ろ
は
》 

 (

d)
 

箏
本
手
替
手
も
の
に
三
絃
を
手
付
し
た
楽

曲 《
高
千
穂
》 

 

図
表 
１
５ 

➀ 

山
口
巌
作
曲
の
楽
曲 

 

(d) 箏本手

替手ものに

三絃を手付

(c) 箏・三絃

を手付

(b) 箏本手

替手を手付

(a) 箏のみ

を手付

楽曲数 1 4 2 9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

➀山口巌作曲の楽曲



 

１７７ 
 

➁ 

も
と
も
と
作
曲
さ
れ
て
い
た
曲
に
手
付
し
た
楽

曲 

 (

a)
 

箏
の
曲
に
箏
替
手
を
手
付
し
た
楽
曲 

《
乱
（
替
手
手
付
一
部
分
）
》 

 (

b)
 

三
絃
の
曲
に
箏
を
手
付
し
た
楽
曲 

《
春
重
ね
》
《
鏡
餅
》
《
お
ち
や
乳
人
》
《
面
影
》 

《
桶
と
り
》
《
十
日
戎
》 

 (

c)
 

三
絃
の
曲
に
三
絃
替
手
を
手
付
し
た
楽
曲 

《
ち
し
ゃ
の
木
》
《
川
端
柳
》《
面
影
》
《
十
日
戎
》 

 (

d)
 

箏
・
三
絃
と
も
に
作
曲
さ
れ
て
い
た
曲
に
、

箏
替
手
を
手
付
ま
た
は
改
作
し
た
楽
曲 

《
屋
島
（
改
作
）
》
《
邯
鄲
》
《
万
歳
》
《
鉄
輪
》 

《
古
道
成
寺
》 

 (

e)
 

箏
・
三
絃
と
も
に
作
曲
さ
れ
て
い
た
曲
に
、

三
絃
の
替
手
を
手
付
し
た
楽
曲 

《
三
下
が
り
乱
》
《
お
ち
や
乳
人
》
《
鉄
輪
》 

 (

f)
 

箏
・
三
絃
と
も
に
作
曲
さ
れ
て
い
た
曲
に
、

三
絃
の
替
手
を
一
部
分
の
み
手
付
し
た
楽
曲 

《
四
季
の
寿
》
《
石
橋
》

 図
表 

１
６ 

➁ 

も
と
も
と
作
曲
さ
れ
て
い
た
曲
に

手
付
し
た
楽
曲 

 

 
 

(f) 箏・三絃ともに

作曲されていた曲

に、三絃の替手を

一部分のみ手付

(e) 箏・三絃ともに

作曲されていた曲

に、三絃の替手を

手付

(d) 箏・三絃ともに

作曲されていた曲

に、箏替手を手付

または改作

(c) 三絃の曲に三絃

替手を手付

(b) 三絃の曲に箏の

手付

(a) 箏の曲に箏替手

を手付

楽曲数 2 3 5 4 6 1

0

1

2

3

4

5

6

➁もともと作曲されていた曲に手付した楽曲



 

１７８ 
 

➂ 

尺
八
を
手
付
し
た
楽
曲 

《
お
ち
や
乳
人
》
《
玉
川
》
《
嵯
峨
の
春
》 

 

➃ 

胡
弓
を
手
付
し
た
楽
曲 

《
玉
川
（
替
手
手
付
）
》
《
西
行
櫻
（
手
付
）
》 

     

 

➀
山
口
巌
作
曲
の
楽
曲
の
な
か
の
（
ａ
）
箏
の
み
を
手
付
し
た
楽
曲
で
は
、
お
そ
ら
く
山
口
が
作
曲
し

た
楽
曲
だ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
七
曲
、(
c) 

箏
・
三
絃
を
手
付
し
た
楽
曲
に
は
三
曲
含
ま
れ
て
い
た
。 

《
聖
の
御
代
》
に
関
し
て
は
、
前
述
し
た
と
お
り
、
山
口
自
身
の
『
三
曲
』
の
記
事
で
、
こ
の
楽
曲
の

作
曲
の
経
緯
が
語
ら
れ
て
い
た
。
１ 

 

ま
た
、
《
月
》
に
関
し
て
は
、
平
成
十
三
年
（
２
０
０
１
）
八
月
、
琴
栄
が
米
寿
を
記
念
し
て
、
琴
栄

自
身
が
書
き
上
げ
た
箏
の
手
ほ
ど
き
曲
の
楽
譜
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
曲
は
、
琴
栄
が
三
歳
の

時
に
父
巌
か
ら
箏
の
手
ほ
ど
き
を
教
わ
っ
た
曲
で
あ
る
。
２ 

琴
栄
が
三
歳
の
時
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
た

時
の
楽
曲
で
あ
る
た
め
、
大
正
五
年
（
１
９
１
６
）
頃
の
作
曲
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
親
指
だ
け
で
弾

く
こ
と
が
で
き
、
歌
の
節
も
手
と
同
じ
で
あ
る
た
め
、
子
供
や
初
学
者
に
教
え
る
た
め
の
手
ほ
ど
き
曲
と

し
て
作
曲
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

そ
の
ほ
か
の
《
御
代
の
琴
》《
手
ほ
ど
き
君
が
代
》《
手
ほ
ど
き
お
く
山
》《
奈
良
の
都
》《
月
ほ
と
と
ぎ

す
》《
霜
の
橋
》《
鑑
石
》
の
楽
曲
に
つ
い
て
は
、
楽
譜
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
山
口
の
楽
曲
か
ど
う
か
確
実

な
情
報
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
楽
曲
に
つ
い
て
は
、
息
女
の
山
口
琴
栄
『
師

山
口
検
校 

五
十
回
忌
に
あ
た
り
』
の
な
か
で
、
山
口
の
楽
曲
一
覧
表
に
表
記
さ
れ
て
い
た
た
め
、
山
口

の
作
品
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
３ 

こ
れ
ら
の
楽
曲
一
覧
表
の
な
か
に
は
、《
手
ほ
ど
き
君
が
代
》《
手
ほ
ど
き
お
く
山
》
と
曲
名
に
「
手
ほ

ど
き
」
と
つ
い
て
い
る
楽
曲
が
あ
り
、
山
口
が
、
手
ほ
ど
き
の
た
め
の
楽
曲
も
残
し
た
の
だ
と
考
え
る
。 

楽
器
別
に
よ
る
分
類
は
、
山
口
が
ど
の
よ
う
な
作
曲
を
行
っ
て
い
た
か
を
探
る
た
め
に
、
山
口
自
身
が

作
曲
し
た
曲
（
図
表
１
５
）
、
あ
る
い
は
手
付
を
し
た
曲
（
図
表
１
６
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
楽
曲
を

細
か
く
分
類
し
て
曲
数
を
図
に
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
➀
の
山
口
巌
作
曲
の
楽
曲
を
み
る
と
、
お
そ
ら
く

山
口
が
作
曲
し
た
曲
と
考
え
ら
れ
る
楽
曲
を
含
め
、
（
ａ
）
箏
の
み
を
手
付
し
た
楽
曲
が
他
の
分
類
よ
り

多
く
作
曲
さ
れ
て
い
た
。 

                                        

         

 

１ 

第
四
章
第
三
節 

東
京
音
楽
学
校
に
関
す
る
作
曲
に
つ
い
て
《
御
代
万
歳
》《
聖
の
御
代
》 

２ 

山
口
琴
栄
作
譜 

「
箏
手
ほ
ど
き
曲
」
の
楽
譜
の
中
の
説
明
参
考 

３ 

山
口
琴
栄
『
檢
校
山
口
巖
師 

五
十
回
忌
に
あ
た
り
』 

大
気
堂 

昭
和
六
十
一
年
（
１
９
８
６
）
（
３３
～
３４
頁
） 



 

１７９ 
 

《
変
奏
曲
君
が
代
》
《
琴
の
栄
》
《
小
亀
》
《
い
ろ
は
》
の
四
曲
は
、
箏
・
三
絃
を
手
付
し
た
楽
曲
の
ど

ち
ら
の
楽
器
も
山
口
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
て
い
る
楽
曲
で
あ
る
。 

➀ 

山
口
巌
作
曲
の
楽
曲
は
十
六
曲
で
あ
る
の
に
対
し
、
➁ 

も
と
も
と
作
曲
さ
れ
て
い
た
曲
に
手
付
し

た
楽
曲
は
、
全
部
で
二
十
一
曲
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
替
手
の
手
付
が
箏
・
三
絃
合
わ
せ
て
、
十

五
曲
で
あ
っ
た
。 

➂
の
尺
八
を
手
付
し
た
楽
曲
と
➃
の
胡
弓
を
手
付
し
た
楽
曲
は
、
明
治
期
の
免
状
制
度
か
ら
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
た
。 

胡
弓
の
免
状
に
は
、
箏
と
三
絃
に
同
じ
く
、
免
状
に
付
随
ず
る
楽
曲
が
あ
る
。
４ 

胡
弓
は
、
初
曲
あ

る
い
は
前
曲
、
中
曲
、
後
曲
に
分
類
さ
れ
る
。
山
口
が
手
付
し
た
、
➂
尺
八
を
手
付
し
た
楽
曲
の
《
お
ち

や
乳
人
》
は
、「
〽
こ
こ
な
子
は
」
以
降
の
歌
を
《
七
つ
子
》
と
も
い
わ
れ
、《
お
ち
や
乳
人
》
と
歌
詞
が

ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
《
七
つ
子
》
は
、
三
味
線
組
歌
で
あ
り
、
山
口
の
三
味
線
の
流
派
で
あ
る
柳
川

流
の
本
手
中
免
第
八
曲
の
中
の
楽
曲
で
あ
る
。 

ま
た
、
胡
弓
免
状
の
分
類
の
な
か
で
、
前
曲
に
《
嵯
峨
の
春
》
、
中
曲
に
《
西
行
桜
》
、
後
曲
に
《
玉
川
》

の
三
曲
が
含
ま
れ
て
い
た
。
５ 

尺
八
の
手
付
曲
の
《
お
ち
や
乳
人
》
は
、
三
味
線
組
歌
の
《
七
つ
子
》

か
ら
、
《
玉
川
》
《
嵯
峨
の
春
》
は
、
胡
弓
か
ら
影
響
さ
れ
、
胡
弓
の
手
付
曲
は
《
玉
川
（
替
手
手
付
）
》

《
西
行
桜
（
手
付
）
》
で
、
胡
弓
の
伝
承
よ
り
、
山
口
自
身
で
手
付
を
加
え
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

  
 

                                        

         

 

４ 

津
田
道
子
著 

『
１
２
０
年
の
あ
ゆ
み 

京
都
當
道
会
史
』
京
都
當
道
会
叢
書Ⅱ

 

京
都
當
道
会 

平
成
十
四
年
（
２
０

０
２
）（
７４
～
７５
） 

５ 

津
田
道
子
著 

『
１
２
０
年
の
あ
ゆ
み 

京
都
當
道
会
史
』
京
都
當
道
会
叢
書Ⅱ

 

京
都
當
道
会 

平
成
十
四
年
（
２
０

０
２
）（
７４
～
７５
） 



 

１８０ 
 

（
二
）
曲
種
に
よ
る
分
類 

 

こ
こ
で
は
、
山
口
が
手
付
し
た
楽
曲
を
曲
種
別
に
示
し
、
ど
の
よ
う
な
曲
種
に
手
付
し
て
い
る
の
か
を

調
べ
た
。
以
下
の
表
は
、
山
口
の
楽
曲
の
曲
種
に
よ
る
分
類
に
お
け
る
表
で
あ
る
。 

楽
曲
に
つ
い
て
は
、
手
付
に
つ
い
て
同
じ
楽
曲
の
も
の
は
、
作
曲
年
が
早
い
方
に
合
わ
せ
て
表
示
し
た
。

ま
た
、
手
ほ
ど
き
曲
と
考
え
ら
れ
る
楽
曲
は
〔 

 

〕
で
示
し
た
。 

こ
の
曲
種
に
よ
る
分
類
に
つ
い
て
は
、
京
都
市
立
芸
術
大
学 

日
本
の
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
『
地

歌
箏
曲
研
究
（
上
）
（
下
）
』
を
参
考
に
し
た
表
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
地
歌
箏
曲
研
究
（
上
）
（
下
）
』
の

山
口
の
楽
曲
に
つ
い
て
は
、〈
明
治
新
曲
〉
の
分
類
に
誤
記
が
含
ま
れ
て
い
る
。〈
明
治
新
曲
〉
と
記
載
さ

れ
て
い
る
の
は
、
《
春
重
ね
》
《
面
影
》
《
御
代
万
歳
》
で
あ
る
。
《
春
重
ね
》
《
面
影
》
は
明
治
時
代
に
作

曲
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、〈
手
事
物
〉
と
し
て
作
曲
さ
れ
て
い
る
楽
曲
で
あ
り
、《
御
代
万
歳
》
は
大
正
時

代
に
作
曲
さ
れ
て
い
る
楽
曲
で
あ
る
た
め
、
今
回
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
以
下
の
分
類
表
で
は
〈
明

治
新
曲
〉
の
分
類
を
外
し
た
。 

『
地
歌
箏
曲
研
究
（
上
）（
下
）
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
曲
に
つ
い
て
、
楽
譜
が
な
く
曲
種
が
不
明
で

あ
る
楽
曲
に
関
し
て
は
空
欄
と
し
た
。 

ま
た
、
楽
曲
名
に
「
手
ほ
ど
き
」
と
付
い
て
い
る
楽
曲
に
関
し
て
は
、〈
手
ほ
ど
き
曲
〉
と
分
類
し
た
。

《
月
》
に
関
し
て
は
、
本
節
（
一
）
楽
器
別
に
よ
る
分
類
に
お
い
て
前
述
し
た
と
お
り
、
手
ほ
ど
き
の
楽

曲
と
し
て
作
曲
さ
れ
た
た
め
、〈
手
ほ
ど
き
曲
〉
と
分
類
し
た
。 

以
下
の
図
表
１
７
曲
種
に
よ
る
分
類
表
は
、
右
の
列
の
上
か
ら
、
作
曲
年
順
に
示
し
た
。 

 
 



 

１８１ 
 

図
表 
１
７ 

曲
種
に
よ
る
分
類
表 

 

曲名 種別 曲種について 曲名 種別 曲種について

春重ね 箏  手付 地歌・手事物・四季物 鉄輪 三絃　替手手付 地歌・謡物

鏡餅（もち） 箏　手付 地歌・端歌物・手事物・祝儀物 鉄輪 箏　替手手付 地歌・謡物

変奏曲君が代 箏 嵯峨の春 尺八　替手手付 地歌・手事物・京風手事物

おちや乳人 箏　手付 地歌・端歌物 石橋 三絃　替手手付 地歌・芝居歌物・謡物

高千穂 箏　本手 明治新曲 十日夷 箏　手付 地歌・端歌物・上方端歌

御代の琴 箏 琴の栄 三絃 新邦楽・箏曲・打ち合わせ物

面影 箏　手付 手事物・追善物・段合わせ物 聖の御代 箏

高千穂 箏　替手 明治新曲 四季の寿 三絃　替手手付（一部分） 地歌・手事物

御代万歳 箏　本手替手 生田流箏曲・祝儀物 面影 三絃　替手手付 手事物・追善曲・段合わせ物

八（屋）嶋 箏　替手改作 地歌・端歌物・謡物 手ほどきおく山 箏 手ほどき曲

手ほどき君が代 箏 手ほどき曲 小亀 三絃・箏

琴の栄 箏 新邦楽・箏曲・打ち合わせ物 奈良の都 箏

乱（三下り乱） 三絃　替手手付 箏組歌付物・段物 月ほととぎす 箏

変奏曲君が代 三絃 霜の橋 箏

おちや乳人 尺八　替手 地歌・端歌物 いろは 三絃・箏

邯鄲 箏　手事替手手付 地歌・長歌物・謡物 十日夷 三絃　替手手付 地歌・端歌物・上方端歌

万歳 箏　　 替手手付 地歌・端歌物 鑑石 箏

高千穂 三絃　手付 新邦楽・箏曲 玉川 胡弓　替手手付 地歌・長歌物・後に手事物

桶とり 箏 地歌・端歌物 西行櫻 胡弓　手付
地歌・長歌物・後に手事物
シマ三つ物または芸子三つ物の一つ

おちや乳人 三絃　替手手付 地歌・端歌物 古道成寺 箏　替手手付 地歌・芝居歌物・謡物

玉川 尺八　替手手付 地歌・長歌物・後に手事物 箏乱 箏　替手手付（一部分） 箏組歌付物・段物

ちしゃの木 三絃　替手手付 地歌・端歌物・手ほどき物 雷 三絃　替手手付 地歌・端歌物・初学曲・作物

川端柳 三絃　替手手付 地歌・端歌物・初学曲 〃 月 手ほどき曲



 

１８２ 
 

図
表
１
７
曲
種
に
よ
る
分
類
か
ら
、
山
口
が
手
付
し
た
曲
に
は
、
主
に
地
歌
に
分
類
さ
れ
る
曲
が
多
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
山
口
が
京
都
で
地
歌
を
中
心
に
芸
を
学
び
、
演
奏
し
て
き
た
こ
と
と
、
地

歌
を
重
ん
じ
、
演
奏
し
て
き
た
う
え
で
、
特
に
好
ん
で
い
た
地
歌
の
楽
曲
に
、
手
付
を
加
え
た
の
だ
ろ
う

と
推
測
す
る
。 

こ
の
地
歌
に
分
類
さ
れ
る
曲
の
な
か
で
も
、
特
に
、〈
端
歌
物
〉
や
〈
長
歌
物
〉、〈
謡
物
〉
の
よ
う
に
、

歌
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
手
事
部
分
の
な
い
楽
曲
の
手
付
曲
が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、

歌
と
歌
の
間
に
〔
合
の
手
〕
と
い
う
短
い
手
の
み
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
一
曲
を
通
し
て
、
主
に
歌
に
手

を
つ
け
た
楽
曲
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
、
歌
が
中
心
で
あ
る
た
め
、
付
け
ら
れ
た
手
は
単
純
で
、

歌
の
節
に
添
っ
た
節
で
作
曲
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
作
曲
さ
れ
て
い
た
単
純
な
手
の
楽
曲
に
替
手
を
付

け
る
こ
と
で
、
節
を
細
か
く
し
、
音
の
数
を
増
や
す
こ
と
で
、
曲
が
派
手
に
な
る
こ
と
や
、
盛
り
上
が
り

を
み
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
た
め
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
方
、
も
と
も
と
作
曲
さ
れ
た
楽
曲
で
は
な
く
、
山
口
自
身
が
新
た
に
作
曲
し
た
楽
曲
は
、
明
治
時
代

の
楽
曲
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
の
時
代
の
楽
曲
で
も
、
師
古
川
作
曲
の
《
春
重
ね
》
と
《
面
影
》
の
よ
う

に
、〈
手
事
物
〉
の
形
式
が
共
通
し
て
い
る
。《
春
重
ね
》
は
明
治
十
八
年
の
作
曲
で
、
ま
だ
江
戸
時
代
後

期
の
地
歌
箏
曲
が
発
展
し
た
頃
の
楽
曲
の
名
残
を
残
し
、
京
風
の
〈
手
事
物
〉
と
い
え
る
楽
曲
で
あ
る
。 

《
面
影
》
は
、
明
治
時
代
中
期
の
作
曲
で
あ
る
が
、
手
事
が
初
段
と
二
段
に
分
か
れ
て
お
り
、
段
合
わ

せ
が
で
き
る
よ
う
に
作
曲
さ
れ
て
い
る
。
〔
前
歌
〕
〔
手
事
〕
〔
後
歌
〕
で
構
成
さ
れ
た
〈
手
事
物
〉
の
形

式
で
あ
る
。 

《
面
影
》
の
山
口
に
よ
る
箏
手
付
の
作
曲
年
は
、
明
治
四
十
三
年
（
１
９
１
０
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
、

明
治
四
十
一
年
（
１
９
０
８
）
十
一
月
四
日
に
師
古
川
が
亡
く
な
っ
た
後
の
作
曲
で
あ
る
。
〈
追
善
曲
〉

に
分
類
さ
れ
る
の
は
、
詞
章
６

か
ら
も
昔
を
思
い
偲
ぶ
歌
詞
で
は
あ
る
が
、
師
古
川
を
弔
う
た
め
に
古
川

の
楽
曲
に
箏
手
付
を
行
っ
た
こ
と
も
追
善
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

  
 

                                        

         

 

６ 

《
面
影
》
の
詞
章 

第
五
章
第
一
節
（
一
）
楽
曲
に
つ
い
て 

 
 



 

１８３ 
 

（
三
）
箏
手
付
の
分
析 

 

山
口
の
箏
手
付
の
特
徴
を
捉
え
る
た
め
に
、
奏
法
や
、
節
の
音
型
別
か
ら
、
箏
手
付
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
な
形
式
を
と
っ
て
い
る
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
現
れ
る
の
か
を
分
析
し
た
。 

 

本
論
文
で
は
、
分
析
を
行
う
箏
手
付
楽
曲
は
、
手
ほ
ど
き
曲
以
外
の
楽
曲
で
考
え
た
。 

ま
た
、
分
析
方
法
は
、
山
口
の
箏
の
作
曲
と
手
付
曲
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奏
法
や
節
の
出
現
回
数
を

出
し
、
各
曲
に
ど
の
程
度
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
調
べ
た
。
た
だ
し
楽
譜
が
現
存
す
る
曲
の
な
か
で
、
調
べ

出
し
た
結
果
と
す
る
。 

奏
法
や
節
の
音
型
の
出
現
回
数
に
つ
い
て
は
、
各
曲
の
長
さ
に
も
比
例
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
曲

の
長
さ
も
考
慮
し
た
う
え
で
分
析
を
行
う
が
、
出
現
回
数
の
表
に
お
い
て
は
、
曲
の
長
さ
に
か
か
わ
ら
ず
、
各

曲
全
体
を
通
し
て
出
現
し
た
回
数
を
示
し
た
。
ま
た
、
歌
の
部
分
と
手
事
部
分
は
細
分
化
せ
ず
、
曲
全
体
で
調

査
し
た
結
果
を
示
し
た
。 

山
口
の
箏
替
手
手
付
に
は
、
曲
全
体
を
替
手
手
付
し
た
も
の
、
曲
の
途
中
か
ら
手
付
し
た
も
の
、
曲
の
一
部

分
を
改
作
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
曲
に
よ
っ
て
替
手
部
分
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
た
め
、
奏
法
や
、
節

の
出
現
回
数
は
、
山
口
が
作
曲
し
た
、
箏
手
付
部
分
お
よ
び
替
手
手
付
部
分
の
み
の
出
現
回
数
を
示
し
た
。 

奏
法
や
節
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
唱
歌
で
表
し
た
。
ま
た
、
奏
法
の
分
析
の
記
載
方
法
は
、
奏
法
名
、
奏
法
に
よ

る
譜
例
、
出
現
回
数
の
表
を
示
し
、
各
奏
法
が
山
口
の
楽
曲
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
た
か

の
説
明
を
加
え
た
分
析
結
果
を
述
べ
た
。 

楽
曲
分
析
に
お
け
る
記
述
の
際
、
楽
曲
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
《
鏡
餅
（
も
ち
）
》
《
八
（
屋
）
島
》
の
曲
名

の
（ 

）
内
は
省
略
し
た
。 

譜
例
中
の
赤
線
お
よ
び
〔 

〕
、
〇
で
囲
ん
だ
奏
法
や
節
に
つ
い
て
は
、
譜
例
中
の
分
析
お
よ
び
解
説
の
た

め
に
筆
者
が
加
え
た
も
の
で
あ
る
。 

箏
手
付
に
お
い
て
の
分
析
お
よ
び
、
後
述
す
る
三
絃
手
付
の
分
析
は
、
筆
者
が
独
自
に
分
析
を
行
っ
た
う
え

に
、
筆
者
自
身
が
演
奏
す
る
こ
と
で
感
じ
た
こ
と
も
含
め
述
べ
て
い
く
。 

 
 



 

１８４ 
 

➀ 

カ
ラ
カ
ラ
テ
ン 

人
差
し
指
と
中
指
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
で

引
っ
張
り
な
が
ら
弾
く
奏
法 

 

（
《
春
重
ね
》
の
譜
例
）  

 

山
口
の
箏
の
手
付
で
最
も
多
く
み
ら
れ
、
特
徴
的

な
節
で
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
「
カ
ラ
カ
ラ
テ
ン
」
と

い
う
節
で
あ
る
。 

特
に
山
口
自
身
の
楽
曲
、《
高
千
穂
（
替
手
）
》
で

は
十
三
回
、《
春
重
ね
》
は
十
一
回
、《
御
代
万
歳
（
本

手
替
手
同
じ
部
分
）
》
で
は
十
回
、《
高
千
穂
（
本
手
）》

は
九
回
と
多
く
出
現
し
た
。 

ま
た
、
箏
手
付
の
楽
曲
に
関
し
て
は
、
《
鏡
餅
》

で
も
九
回
、
《
古
道
成
寺
》
《
お
ち
や
乳
人
》
六
回
、

《
鉄
輪
》
《
八
島
》
《
御
代
万
歳
（
替
手
部
分
）
》
で

五
回
、
《
面
影
》
《
万
歳
》
は
四
回
出
現
し
た
。 

「
カ
ラ
カ
ラ
テ
ン
」
の
手
付
は
、
山
口
自
身
の
作

曲
の
箏
楽
曲
に
特
に
多
く
出
現
す
る
結
果
で
あ
っ

た
。 
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付
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付
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付
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本
手
）

箏
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替
手
）

本
手
替
手

同
じ
部
分

替
手

改
作

おちや

乳人

面影 鏡餅

（もち）

鉄輪 邯鄲 古道成寺 箏乱 高千穂

（本手）

高千穂

（替手）

春重ね 万歳 御代万歳

（本手）

御代万歳

（替手）

御代万

（本手替

手同じ部

分）

八（屋）

嶋

カラカラテン



 

１８５ 
 

➁ 

コ
ー
ロ
リ
ン
（
後
押
し
あ
り
） 

箏
の
手
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
コ
ー
ロ
リ
ン
」
の

間
の
音
に
「
後
押
し
」
の
手
を
入
れ
る
奏
法
。 

 

間
の
音
に
後
押
し
が
入
る
「
コ
ー
ロ
リ
ン
」 

（
《
春
重
ね
》
の
譜
例
） 

 
 

 

「
コ
ー
ロ
リ
ン
」
と
い
う
節
で
も
、
間
の
音
に
後

押
し
を
入
れ
る
節
は
、 

次
の
譜
例
の
「
シ
ャ
シ
ャ
コ
ー
ロ
リ
ン
」
と
、「
ツ

ト
コ
ー
ロ
リ
ン
」
と
い
わ
れ
る
奏
法
と
同
じ
よ
う
に

「
コ
ー
ロ
リ
ン
」
と
同
じ
間
に
後
押
し
の
手
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。 

 

（
《
春
重
ね
》
の
譜
例
） 

「
シ
ャ
シ
ャ
コ
ー
ロ
リ
ン
」 

 

  

（
《
春
重
ね
》
の
譜
例
） 

「
ツ
ト
コ
ー
ロ
リ
ン
」  

 

山
口
の
箏
手
付
作
品
で
こ
の
節
が
み
ら
れ
た
の

は
、
師
古
川
の
作
曲
《
春
重
ね
》
に
十
八
回
出
現
し
、

他
の
楽
曲
よ
り
並
外
れ
て
多
い
結
果
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
同
じ
く
古
川
の
楽
曲
で
《
面
影
》
で
は
五

回
出
現
し
た
た
め
、
古
川
の
作
曲
で
あ
る
《
春
重
ね
》

《
面
影
》
が
、
他
曲
よ
り
も
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
る

結
果
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
本
論
文
で
は
、
山
口
の
楽
曲
の
な
か
で
、「
コ

ー
ロ
リ
ン
」
の
間
の
音
に
後
押
し
の
節
と
同
じ
く
、

間
の
音
の
後
に
ツ
キ
い
ろ
（
楽
譜
で
は
、
「
ツ
」
と

記
さ
れ
る
）
が
入
る
「
コ
ー
ロ
リ
ン
」
が
《
古
道
成

寺
》
と
《
お
ち
や
乳
人
》
に
現
れ
た
。 

こ
の
音
型
も
、
間
の
音
に
後
押
し
が
入
る
「
コ
ー

ロ
リ
ン
」
と
類
似
の
音
型
と
し
て
、
②
コ
ー
ロ
リ
ン

（
後
押
し
あ
り
）
の
音
型
に
含
め
て
回
数
を
調
べ
た
。 

 

以
下
は
、
ツ
キ
い
ろ
が
入
る
「
コ
ー
ロ
リ
ン
」
の

譜
例
で
あ
る
。 

 

間
の
音
の
後
に
ツ
キ
い
ろ
が
入
る
「
コ
ー
ロ
リ
ン
」 

（
《
古
道
成
寺
》
の
譜
例
） 

 

 
 



 

１８６ 
 

➂ 

サ
ー
ラ
リ
ン 

一
般
的
に
は
、
ト
レ
モ
ロ
と
裏
連
が
組
み
合
わ
さ

っ
た
も
の
で
あ
る
。
ト
レ
モ
ロ
は
、
人
差
し
指
の
爪

の
表
側
と
裏
側
を
巾
の
糸
に
引
っ
か
け
な
が
ら
、
交

互
に
弾
き
、
そ
の
後
、
裏
連
と
い
う
奏
法
で
、
人
差

し
指
と
中
指
の
爪
の
裏
側
を
使
い
、
基
本
的
に
は
、

巾
の
糸
か
ら
、
楽
譜
に
指
示
さ
れ
た
奏
法
の
終
わ
り

を
示
す
糸
ま
で
下
り
て
い
く
奏
法
で
あ
る
。 
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付
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付

替
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付
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手
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替
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）

本
手
替
手

同
じ
部
分

替
手

改
作

おちや

乳人

面影 鏡餅

（もち）

鉄輪 邯鄲 古道成寺 箏乱 高千穂

（本手）

高千穂

（替手）

春重ね 万歳 御代万歳

（本手）

御代万歳

（替手）

御代万

（本手替

手同じ部

分）

八（屋）

嶋

コーロリン

(後押しあり)



 

１８７ 
 

山
口
の
芸
統
で
は
こ
の
「
サ
ー
ラ
リ
ン
」
の
弾
き

方
は
独
自
の
弾
き
方
を
も
ち
、
人
差
し
指
の
裏
側
の

み
を
使
い
、
一
方
方
向
に
巾
の
糸
を
短
く
は
じ
き
、

其
の
後
、
巾
か
ら
下
り
る
際
に
は
、
中
指
は
使
わ
ず
、

人
差
し
指
の
み
で
下
り
て
い
く
弾
き
方
で
あ
る
。
１ 

 

（
《
春
重
ね
》
の
譜
例
） 

 

 

「
サ
ー
ラ
リ
ン
」
の
奏
法
は
、
《
春
重
ね
》
に
十

回
、《
古
道
成
寺
》
に
八
回
、《
御
代
万
歳
（
本
手
替

手
同
じ
部
分
）
》
《
面
影
》
に
七
回
、
《
高
千
穂
（
本

手
）
》
に
六
回
、
《
お
ち
や
乳
人
》
《
鏡
餅
》
《
鉄
輪
》

に
四
回
現
れ
た
。 

「
サ
ー
ラ
リ
ン
」
は
、
《
春
重
ね
》
《
面
影
》
と
、

師
古
川
の
楽
曲
に
多
く
、
の
山
口
自
身
の
楽
曲
、《
高

千
穂
（
本
手
）
》《
御
代
万
歳
（
本
手
替
手
同
じ
部
分
）
》

と
、
ほ
か
の
箏
手
付
作
品
に
も
比
較
的
す
べ
て
の
楽

曲
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。 

 

「
サ
ー
ラ
リ
ン
」
は
本
章
第
一
節
（
五
）
山
口
巌

の
芸
統
に
伝
わ
る
箏
奏
法 

で
前
述
し
た
と
お
り
、

山
口
の
系
統
し
か
伝
わ
ら
な
い
独
特
の
奏
法
で
あ

り
、
《
春
重
ね
》
や
《
古
道
成
寺
》
に
多
い
の
は
、

曲
中
に
特
徴
的
な
音
色
や
、
装
飾
を
特
に
加
え
た
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

     

                                        

         

 

１ 

第
五
章
第
一
節
（
五
）
山
口
の
芸
統
に
伝
わ
る
箏
奏
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付
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付
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御代万歳

（替手）

御代万

（本手替

手同じ部

分）

八（屋）

嶋

サーラリン



 

１８８ 
 

➃ 

リ
ャ
ン
ツ
ン
（
一
音
押
し
） 

リ
ャ
ン
ツ
ン
の
手
で
、
三
つ
の
音
の
最
初
の
音
と

間
の
音
を
同
音
に
す
る
た
め
に
、
間
の
音
を
押
し
手

に
よ
っ
て
、
音
を
一
音
上
げ
て
奏
す
る
奏
法
。 

 

（
《
春
重
ね
》
平
調
子
の
場
合
の
譜
例
） 

 

（
《
御
代
万
歳
》 

雲
井
調
子
の
場
合
の
譜
例
） 

 

 

一
般
的
な
リ
ャ
ン
ツ
ン
の
形 

（
《
御
代
万
歳
》
の
譜
例
） 

 

 

一
般
的
な
リ
ャ
ン
ツ
ン
の
手
法
よ
り
、
間
の
音
を

押
し
て
音
を
高
く
し
て
奏
す
る
た
め
、
明
る
い
印
象

を
も
つ
の
が
、
間
に
押
し
手
を
含
む
「
リ
ャ
ン
ツ
ン
」

で
あ
る
。 

《
御
代
万
歳
（
本
手
替
手
）
同
じ
部
分
》
に
七
回
、

《
春
重
ね
》
《
お
ち
や
乳
人
》
に
二
回
、
《
高
千
穂
》

《
鏡
餅
》
に
一
回
と
、
《
御
代
万
歳
（
本
手
替
手
）

同
じ
部
分
》
以
外
の
各
曲
の
出
現
頻
度
は
少
な
い
結

果
で
あ
っ
た
。
山
口
自
身
の
作
曲
の
《
御
代
万
歳
》

に
最
も
多
く
出
現
し
た
の
は
、
御
大
礼
奉
祝
の
た
め

に
作
曲
さ
れ
た
曲
で
も
あ
り
、
奏
す
る
響
き
と
、
音

の
高
さ
が
明
る
い
音
色
に
感
じ
ら
れ
る
奏
法
を
取

り
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 
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嶋

リャンツン

（一音押し）



 

１８９ 
 

➄ 

ト
テ
ト
テ
ト
テ
ト
テ 

ツ
ト
コ
ー
ロ
リ
ン 

箏
の
手
付
に
お
い
て
、
た
び
た
び
用
い
ら
れ
る
音
型
。 

 

（
《
万
歳
》
（
箏
替
手
）
譜
例
） 

 

 

「
ト
テ
」
は
譜
例
の
一
拍
目
の
オ
ク
タ
ー
ブ
で
奏

す
る
奏
法
で
あ
り
四
拍
目
ま
で
続
い
て
い
る
。
「
ツ

ト
コ
ー
ロ
リ
ン
」
は
、
譜
例
の
五
小
節
目
か
ら
七
小

節
目
に
か
け
て
の
音
型
で
あ
る
。 

ま
た
、「
ト
テ
ト
テ
ト
テ
ト
テ 

ツ
ト
コ
ー
ロ
リ
ン
」

の
音
型
の
出
現
回
数
は
、
こ
の
音
型
の
部
分
の
み
が

使
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
音
型
の
前
後

に
、
異
な
る
節
や
音
型
が
続
い
て
い
る
場
合
も
含
め

て
い
る
。 

そ
し
て
、
「
ツ
ト
コ
ー
ロ
リ
ン
」
の
音
型
が
変
化

し
、
類
似
し
て
い
る
音
型
も
現
れ
た
が
、
本
論
文
で

は
、
こ
の
「
ト
テ
ト
テ
ト
テ
ト
テ 

ツ
ト
コ
ー
ロ
リ

ン
」
の
形
の
み
の
回
数
を
調
べ
た
。 

山
口
の
楽
曲
全
体
を
分
析
し
て
い
く
な
か
で
、
箏

の
手
付
作
品
で
用
い
ら
れ
る
こ
の
節
の
音
型
が
、
特

に
替
手
手
付
作
品
に
現
れ
た
。 

こ
の
節
に
お
い
て
の
回
数
出
現
表
か
ら
、
《
高
千

穂
（
本
手
）
》《
万
歳
》
に
四
回
、《
お
ち
や
乳
人
》《
高

千
穂
（
替
手
）
》
に
三
回
、
《
鏡
餅
》
《
鉄
輪
》
に
二

回
出
現
し
た
。 

《
面
影
》
《
古
道
成
寺
》
《
春
重
ね
》
《
御
代
万
歳

（
本
手
）
》
は
一
回
と
少
な
い
回
数
で
は
あ
る
が
、

《
八
島
》
以
外
の
楽
曲
に
は
、
す
べ
て
使
用
さ
れ
て

お
り
、
出
現
の
多
い
節
の
音
型
で
あ
っ
た
。 

ま
た
山
口
の
箏
作
曲
作
品
に
は
、
こ
の
節
に
も
使

用
さ
れ
て
い
る
オ
ク
タ
ー
ブ
の
「
ト
テ
ト
テ
」
が
多

く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
山
口
が
特
に
好
ん
で
用
い
た

節
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。 



 

１９０ 
 

 

➅ 

ケ
シ
爪
を
使
用
し
た
音
型 

箏
手
付
に
お
い
て
、
よ
く
用
い
ら
れ
る
、
裏
間

を
含
む
形
の
「
ケ
シ
爪
」
の
節
の
音
型
。
「
ケ
シ

爪
」
は
、
左
手
の
人
差
し
指
の
爪
側
の
部
分
を
使

い
、
箏
柱
の
す
ぐ
右
側
部
分
の
糸
に
触
れ
、
右
手

の
爪
で
弾
く
奏
法
で
あ
る
。 

本
論
文
で
の
分
析
に
お
い
て
、
「
ケ
シ
爪
」
の

音
型
の
出
現
回
数
は
、
以
下
の
二
つ
の
譜
例
の
よ

う
に
、
「
ケ
シ
爪
」
に
裏
間
を
含
む
形
の
音
型
と

し
た
。 

 
（
《
春
重
ね
》
の
譜
例
） 

 

 

（
《
古
道
成
寺
》
の
譜
例
） 

 

 

山
口
の
楽
曲
で
も
っ
と
も
多
く
出
現
し
た
の

は
、
《
古
道
成
寺
》
の
七
回
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、《
邯
鄲
》
が
四
回
で
、《
高
千
穂
（
替
手
）
》

《
万
歳
》
《
御
代
万
歳
（
本
手
替
手
同
じ
部
分
）
》

《
八
島
》
が
三
回
で
、
主
に
替
手
の
手
付
に
多
い

結
果
で
あ
っ
た
。 

《
古
道
成
寺
》
《
邯
鄲
》
《
八
島
》
の
三
曲
は
、

〈
地
歌
〉・〈
謡
物
〉
の
二
つ
の
曲
種
で
の
共
通
点

が
あ
る
。 

 
 

0
1
2
3
4

替
手
手
付

箏
手
付

箏
手
付

替
手
手
付

替
手
手
付

替
手
手
付

替
手
手
付

（
一
部
分
）

箏

（
本
手
）

箏

（
替
手
）

箏

手
付

替
手
手
付

箏

（
本
手
）

箏

（
替
手
）

本
手
替
手

同
じ
部
分

替
手

改
作

おちや

乳人

面影 鏡餅

（もち）

鉄輪 邯鄲 古道成寺 箏乱 高千穂

（本手）

高千穂

（替手）

春重ね 万歳 御代万歳

（本手）

御代万歳

（替手）

御代万

（本手替

手同じ部

分）

八（屋）

嶋

トテトテトテトテツトコーロリン



 

１９１ 
 

 

山
口
の
箏
手
付
作
品
に
は
、
「
ケ
シ
爪
」
が
出
現

し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
裏
間
を
含
む
音
型
だ
け
で
な

く
、
以
下
の
よ
う
な
節
の
音
型
も
現
れ
る
。 

本
論
文
で
は
、
裏
間
を
含
む
「
ケ
シ
爪
」
の
節
の

み
を
出
現
回
数
と
し
て
調
べ
出
し
た
が
、
以
下
の
二

つ
の
譜
例
の
よ
う
に
、
「
ケ
シ
爪
」
を
多
く
使
う
節

も
山
口
の
楽
曲
に
手
付
さ
れ
て
い
た
。 

 （
《
古
道
成
寺
》
の
譜
例
） 

 

 

（
「
万
歳
」
（
替
手
）
の
譜
例
） 

 

 

ま
た
、
以
下
の
よ
う
に
一
つ
の
節
に
、
最
初
の
音

だ
け
、「
ケ
シ
爪
」
を
使
用
す
る
手
付
も
み
ら
れ
た
。 

（
《
面
影
》
の
譜
例
） 

 

  

こ
の
よ
う
に
、
山
口
の
箏
手
付
作
品
の
な
か
で
、

「
ケ
シ
爪
」
は
よ
く
用
い
ら
れ
る
奏
法
で
あ
っ
た
。 

箏
替
手
手
付
作
品
に
も
よ
く
現
れ
た
「
ケ
シ
爪
」

で
あ
る
が
、
山
口
の
箏
手
付
作
品
《
古
道
成
寺
》
は
、

複
雑
な
音
型
が
休
み
な
く
続
き
、
替
手
の
よ
う
に
手

付
さ
れ
て
い
る
楽
曲
の
た
め
、
「
ケ
シ
爪
」
を
よ
り

多
く
使
い
、
節
に
装
飾
を
付
け
目
立
た
せ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

 

0
1
2
3
4
5
6
7

替
手
手
付

箏
手
付

箏
手
付

替
手
手
付

替
手
手
付

替
手
手
付

替
手
手
付

（
一
部
分
）

箏

（
本
手
）

箏

（
替
手
）

箏

手
付

替
手
手
付

箏

（
本
手
）

箏

（
替
手
）

本
手
替
手

同
じ
部
分

替
手

改
作

おちや

乳人

面影 鏡餅

（もち）

鉄輪 邯鄲 古道成寺 箏乱 高千穂

（本手）

高千穂

（替手）

春重ね 万歳 御代万歳

（本手）

御代万歳

（替手）

御代万

（本手替

手同じ部

分）

八（屋）

嶋

ケシ爪の節



 

１９２ 
 

図
表 
１
８ 

山
口
巌
の
箏
手
付 

節
別
の
分
析
表
（
総
合
表
） 

 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

替
手
手
付

箏
手
付

箏
手
付

替
手
手
付

替
手
手
付

替
手
手
付

替
手
手
付

（
一
部
分
）

箏

（
本
手
）

箏

（
替
手
）

箏

手
付

替
手
手
付

箏

（
本
手
）

箏

（
替
手
）

本
手
替
手

同
じ
部
分

替
手

改
作

おちや

乳人

面影 鏡餅

（もち）

鉄輪 邯鄲 古道成寺 箏乱 高千穂

（本手）

高千穂

（替手）

春重ね 万歳 御代万歳

（本手）

御代万歳

（替手）

御代万

（本手替

手同じ部

分）

八（屋）

嶋

箏手付 節別の分析表（総合表）

カラカラテン コーロリン

(後押しあり)

サーラリン リャンツン

（一音押し）

トテトテトテトテツトコーロリン ケシ爪の節
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山
口
の
楽
曲
の
な
か
で
、
筆
者
が
特
に
印
象
に
残
り
、
山
口
の
手
付
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
楽
曲
が
《
春

重
ね
》
で
あ
っ
た
。
こ
の
曲
は
、
図
表
１
８
の
節
別
の
分
析
表
（
総
合
表
）
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
他
の

曲
よ
り
、
奏
法
や
、
節
の
出
現
回
数
が
多
く
み
ら
れ
た
。
《
春
重
ね
》
は
山
口
の
初
の
作
曲
で
あ
る
う
え

に
、
師
古
川
の
楽
曲
に
対
す
る
手
付
で
あ
る
た
め
か
、
奏
法
や
節
を
多
く
用
い
た
手
付
で
あ
っ
た
。 

奏
法
と
節
の
音
型
に
よ
る
出
現
回
数
を
調
べ
出
す
こ
と
で
、
箏
の
作
品
に
よ
く
用
い
ら
れ
た
も
の
、
ま

た
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
、
そ
し
て
曲
に
よ
っ
て
よ
く
現
れ
る
も
の
、
現
れ
な
い
も
の
に
分
け

て
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

山
口
の
手
付
作
品
に
は
、
奏
法
や
節
の
音
型
以
外
に
も
、
細
か
い
節
が
続
き
、
長
い
音
型
の
複
雑
な
動

き
を
も
つ
節
も
多
く
み
ら
れ
た
。 

こ
の
長
い
音
型
や
複
雑
な
音
型
に
つ
い
て
は
、
箏
手
付
に
お
い
て
長
い
音
型
が
特
に
多
く
続
く
作
品
、

《
春
重
ね
》
と
《
古
道
成
寺
》
の
二
曲
を
例
に
挙
げ
た
。
山
口
の
箏
手
付
作
品
で
は
、《
春
重
ね
》
、
箏
替

手
手
付
に
お
い
て
は
《
古
道
成
寺
》
の
譜
例
か
ら
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。 

は
じ
め
に
、
《
春
重
ね
》
で
あ
る
が
、
こ
の
曲
は
〔
前
歌
〕
〔
手
事
〕
〔
後
歌
〕
の
形
式
を
も
つ
〈
手
事

物
〉
に
分
類
さ
れ
る
。 

こ
の
曲
の
〔
手
事
〕
部
分
は
比
較
的
長
い
〔
手
事
〕
で
あ
り
、
大
き
く
分
け
て
五
つ
の
部
分
に
分
け
ら

れ
て
い
る
。
各
部
分
の
合
間
に
比
較
的
短
い
か
け
あ
い
を
も
ち
、
か
け
あ
い
を
含
む
長
い
節
や
音
型
は
、

少
し
ず
つ
変
化
し
進
む
た
め
、
複
雑
で
巧
妙
な
構
造
で
あ
る
。 

こ
の
か
け
あ
い
の
五
回
中
の
四
回
が
、
か
け
あ
い
の
終
わ
り
に
「
ト
ン
カ
ラ
テ
ン
」
と
い
う
奏
法
で
締

め
く
く
ら
れ
、
細
か
い
旋
律
が
は
じ
ま
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
音
型
と
も
な
っ
て
い
る
。
か
け
あ
い
後
の

音
型
や
旋
律
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
で
異
な
る
が
、
細
か
い
節
の
旋
律
が
続
き
、
規
則
性
の
な
い
節
が
手
付

さ
れ
、
音
型
の
動
き
が
複
雑
で
あ
る
た
め
、
技
術
を
要
す
る
手
事
で
あ
る
。 

 

 

  
 



 

１９４ 
 

 

以
下
の
譜
例
は
、
《
春
重
ね
》
か
け
あ
い
の
終
わ
り
か
ら
長
い
節
に
続
く
、
手
事
の
一
部
分
の
譜
例 

  
 

 

 

こ
の
譜
例
の
二
行
目
の
四
小
節
目
、
三
拍
目
の
、
「
ト
ン
カ
ラ
テ
ン
」
で
前
の
か
け
あ
い
が
終
わ
り
、

十
行
目
の
二
小
節
目
、
四
拍
目
か
ら
は
じ
ま
る
次
の
か
け
あ
い
ま
で
、
細
か
い
節
で
手
付
さ
れ
て
い
る
。 

特
に
、
こ
の
譜
例
の
九
行
目
の
二
小
節
目
の
二
拍
目
か
ら
、
十
行
目
の
二
小
節
目
の
三
拍
目
ま
で
続
く

長
い
音
型
の
部
分
も
複
雑
な
音
型
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
山
口
の
箏
手
付
作
品
に
多
い
、
オ
ク
タ
ー
ブ

に
よ
る
奏
法
「
ト
テ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
こ
の
譜
例
に
は
、
間
に
後
押
し
の
入
る
「
コ
ー
ロ
リ
ン
」
も
二
回
現
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
の

手
事
か
ら
も
読
み
取
れ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
型
や
節
を
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、
拍
の
間
隔
に
規
則
性
が

な
い
節
で
続
い
て
い
る
。
山
口
の
箏
手
付
に
は
、
こ
の
よ
う
な
細
か
い
節
の
旋
律
が
特
に
多
く
含
ま
れ
て

い
た
。 



 

１９５ 
 

次
に
、
《
古
道
成
寺
》
は
、
本
章
第
二
節
（
二
）
曲
種
に
よ
る
分
類
に
お
い
て
も
前
述
し
た
と
お
り
で

あ
る
が
、
地
歌
の
な
か
で
も
〔
芝
居
歌
物
〕
〔
謡
物
〕
に
分
類
さ
れ
る
た
め
、
歌
が
中
心
と
な
る
曲
で
あ

る
。
曲
中
は
終
始
歌
が
続
き
、
手
の
部
分
は
〔
合
の
手
〕
と
よ
ば
れ
る
、
歌
と
歌
の
間
に
入
る
短
い
手
の

部
分
の
み
で
あ
る
。 

も
と
も
と
原
曲
の
あ
る
三
絃
の
曲
に
箏
の
手
付
を
加
え
る
場
合
は
、
基
本
的
に
、
三
絃
が
旋
律
の
主
体

を
保
ち
、
箏
は
、
そ
の
三
絃
と
同
旋
律
あ
る
い
は
同
音
型
を
含
ん
だ
う
え
で
、
三
絃
を
あ
し
ら
う
よ
う
に

手
付
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
《
古
道
成
寺
》
は
、
三
絃
の
主
旋
律
を
あ
し
ら
う
と

い
う
よ
り
、
独
自
の
節
や
細
か
い
節
が
終
始
続
き
、
複
雑
で
派
手
な
音
型
が
手
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。 

ま
た
、
こ
の
曲
の
箏
手
付
は
、
〔
合
の
手
〕
の
手
事
部
分
だ
け
で
な
く
、
歌
の
部
分
で
も
箏
に
細
か
い

節
が
手
付
さ
れ
て
お
り
、
技
巧
的
で
訓
練
を
要
す
る
曲
で
あ
る
。
以
下
は
、
《
古
道
成
寺
》
の
箏
の
手
付

の
な
か
で
、
細
か
い
節
が
手
付
さ
れ
て
い
る
三
か
所
を
抜
き
出
し
た
譜
例
で
あ
る
。 

 

➀ 

《
古
道
成
寺
》
箏
手
付
譜
例
➀ 

 
 

 ➀ 

一
行
目
の
後
半
か
ら
二
行
目
の
前
半
に
か
け
て
、
ケ
シ
爪
も
含
ん
だ
裏
間
で
奏
し
、
二
行
目
の
一
小

節
目
、
四
拍
目
の
裏
か
ら
の
「
六
ゝ
斗
・
・
・
」
か
ら
は
じ
ま
り
、
「
・
・
・
四
ゝ
九
三
八
」
ま
で
の
節

の
音
型
は
、
一
オ
ク
タ
ー
ブ
の
音
型
を
含
み
な
が
ら
も
、
そ
の
数
が
一
定
で
は
な
く
、
特
徴
的
な
節
付
け

の
音
型
で
あ
る
。 
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➁ 
《
古
道
成
寺
》
箏
手
付
譜
例
➁ 

 
 

 

➁ 

こ
の
部
分
は
、
歌
の
部
分
に
手
付
さ
れ
て
い
る
一
例
で
あ
る
が
、
一
行
目
の
一
小
節
目
、
四
拍
目
か

ら
の
「
巾
為
斗
為
斗
十
・
・
・
」
と
続
く
音
型
は
、
三
小
節
目
の
終
わ
り
に
か
け
る
ま
で
、
同
じ
音
型
を

下
行
型
で
繰
り
返
し
て
い
る
。 

《
古
道
成
寺
》
は
、
ケ
シ
爪
の
節
の
出
現
回
数
が
多
く
、
こ
の
譜
例
の
な
か
で
ケ
シ
爪
の
節
の
音
型
が

二
つ
出
現
し
、
細
か
い
節
付
け
を
さ
ら
に
引
き
立
て
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
様
に
、
二
行
目

の
三
小
節
目
の
四
拍
目
裏
の
「
八
の
ケ
シ
爪
」
の
音
も
、
長
い
音
型
の
な
か
に
、
ケ
シ
爪
を
加
え
て
お
り
、

複
雑
さ
を
増
す
よ
う
に
装
飾
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 

 

➂ 

《
古
道
成
寺
》
箏
手
付
譜
例
➂ 

 
 

 

➂ 

こ
の
部
分
は
、〔
合
の
手
〕
の
手
事
部
分
で
あ
る
が
、
一
行
目
一
小
節
目
の
三
拍
目
の
ス
ク
イ
か
ら
、

三
行
目
の
四
小
節
目
、
四
拍
目
「
カ
ラ
カ
ラ
テ
ン
」
ま
で
続
く
、
比
較
的
長
い
節
で
あ
る
。
は
じ
め
は
ス

ク
イ
を
用
い
、
三
小
節
目
三
拍
目
か
ら
は
、
「
ト
テ
ト
テ
」
の
オ
ク
タ
ー
ブ
の
音
型
を
含
む
節
で
あ
る
。 

 
 



 

１９７ 
 

ま
た
、
オ
ク
タ
ー
ブ
の
音
型
は
、
二
行
目
の
三
小
節
目
四
拍
目
「
巾
為
斗
為
斗
十
オ九
」
の
節
と
、
三

行
目
一
小
節
目
四
拍
目
「
八
七
六
七
六
五
オ四
」
の
節
の
よ
う
な
、
一
オ
ク
タ
ー
ブ
違
い
の
節
も
み
ら
れ

た
。
こ
の
節
は
そ
れ
ぞ
れ
前
後
の
音
型
が
異
な
る
が
、
同
じ
型
の
節
が
一
オ
ク
タ
ー
ブ
違
い
で
出
現
し
て

い
る
。
長
い
節
の
な
か
で
、
節
の
数
は
一
定
で
は
な
い
が
、
短
い
節
を
細
か
く
取
り
入
れ
、
複
雑
な
流
れ

に
み
え
る
節
に
も
、
流
れ
に
形
式
を
作
り
、
巧
妙
な
手
付
を
行
っ
て
い
た
。 

《
春
重
ね
》
と
《
古
道
成
寺
》
の
二
曲
は
、
曲
種
の
分
類
に
共
通
す
る
も
の
は
な
い
が
、
山
口
の
箏
手

付
作
品
の
な
か
で
は
、
節
が
細
か
く
、
技
巧
的
な
手
が
特
に
際
立
っ
た
楽
曲
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
曲
は
、

現
在
、
山
口
の
楽
曲
と
し
て
少
数
で
は
あ
る
が
、
箏
曲
界
の
な
か
で
も
知
ら
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
作

曲
者
と
し
て
山
口
巌
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
楽
曲
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
山
口
の
箏
手
付
の
特
徴
が
一
際

目
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

山
口
の
箏
の
手
付
作
品
は
、
音
型
の
数
、
節
の
数
が
一
定
で
は
な
い
な
か
で
、
オ
ク
タ
ー
ブ
違
い
や
音

を
変
え
て
同
じ
音
型
を
取
り
入
れ
、
長
い
節
、
短
い
節
と
も
に
複
雑
な
音
型
を
含
み
つ
つ
、
精
巧
な
手
付

が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
山
口
の
楽
曲
の
箏
の
手
付
と
、
箏
替
手
手
付
の
ど
ち
ら
の
手
付
に
も
共

通
す
る
特
徴
で
あ
っ
た
。 

 
 



 

１９８ 
 

（
四
）
三
絃
手
付
の
分
析 

 

三
絃
の
替
手
の
手
付
は
、
地
歌
の
作
曲
が
発
達
す
る
に
つ
れ
て
、
発
展
し
た
作
曲
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

地
歌
作
曲
の
発
達
と
と
も
に
、
そ
の
演
奏
技
術
も
だ
ん
だ
ん
と
高
度
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
も
と
も
と

作
ら
れ
た
楽
曲
の
演
奏
に
替
手
を
合
奏
と
し
て
「
盛
り
込
み
」
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
盛
り
込

み
」
は
、
『
日
本
音
楽
大
事
典
』
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
て
い
る
。 

 

「
盛
り
込
み
」
と
は
、
地
歌
や
箏
曲
の
合
奏
に
お
い
て
、
主
奏
者
が
「
洒
落
弾
き
」
と
い
う
即
興

演
奏
を
行
う
事
が
あ
る
。
ほ
か
の
奏
者
が
原
曲
の
原
旋
律
を
忠
実
に
演
奏
す
る
の
に
対
し
て
、
拍

を
ず
ら
し
た
り
、
細
か
い
リ
ズ
ム
の
旋
律
に
よ
っ
て
装
飾
的
に
音
を
補
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。

地
歌
の
三
絃
で
は
こ
の
こ
と
を
「
盛
り
込
み
」
と
い
う
１ 

 

と
あ
る
。
替
手
は
、
も
と
も
と
の
原
曲
を
本
手
と
し
、
本
手
と
の
拍
子
の
間
や
、
原
曲
と
の
音
を
合
わ
せ

な
が
ら
節
の
間
を
補
い
、
拍
の
表
間
の
節
が
続
く
本
手
に
対
し
て
、
替
手
は
裏
間
を
拾
っ
て
い
く
の
も
特

徴
的
で
あ
る
。
装
飾
的
な
フ
レ
ー
ズ
が
続
き
、
常
に
細
か
い
節
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
本
来
の
演

奏
を
盛
り
上
げ
、
よ
り
演
奏
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
手
付
で
あ
る
。 

 

藤
田
斗
南
氏
の
『
箏
曲
と
地
唄
の
味
わ
ひ
方
』
に
は
、
替
手
に
は
以
下
の
二
種
類
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
２ 

 

➀ 

手
事
の
部
分
の
み
に
あ
る
替
手 

➁ 

曲
の
全
部
を
通
じ
て
歌
詞
の
部
分
に
も
替
手
を
用
い
る
替
手 

 

替
手
は
幕
末
前
後
で
多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
➀
手
事
の
部
分
の
み
に
あ
る
替
手 

を
作
曲
し

た
の
は
、
そ
の
時
代
の
作
曲
家
、
大
阪
で
は
、
菊
吉
検
校
の
《
三
下
が
り
残
月
》
や
菊
澤
検
校
《
新
松
竹

梅
》
、
九
州
に
は
津
久
の
都
の
《
新
娘
道
成
寺
》
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
に
名
人
が
い
た
そ
う
で
あ

る
。
３ 

ま
た
、
②
曲
の
全
部
を
通
じ
て
歌
詞
の
部
分
に
も
替
手
を
用
い
る
替
手 

が
作
曲
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
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平
野
健
次 

上
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郷
祐
康 

蒲
生
郷
昭
監
修
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典 

平
凡
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平
成
元
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（
１
９
８
９
）（
１６１
頁
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２ 

藤
田
斗
南 

『
箏
曲
と
地
唄
の
味
ひ
方
』 

前
川
合
名
會
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（
１
９
３
０
）（
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頁
）
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３ 

藤
田
斗
南 

『
箏
曲
と
地
唄
の
味
ひ
方
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前
川
合
名
會
社 

昭
和
五
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（
１
９
３
０
）（
９３
頁
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１９９ 
 

た
の
は
、
京
都
を
中
心
と
さ
れ
て
い
た
が
、
全
国
的
に
広
が
り
を
み
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

京
都
で
三
絃
の
盛
り
込
み
演
奏
を
は
じ
め
た
の
は
、
幾
山
検
校
や
古
川
検
校
（
瀧
斎
）
で
あ
っ
た
。
こ

の
二
人
は
、
と
も
に
三
絃
の
名
手
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
好
ん
で
盛
り
込
み
の
合
奏
を
行
っ
た
。
こ
こ
か

ら
、
三
絃
の
替
手
手
付
が
、
曲
全
体
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
４ 

幾
山
検
校
は
、
山
口
が
京
都
盲
唖
院
に
入
学
し
た
頃
に
音
曲
科
の
助
手
で
あ
り
、
古
川
検
校
は
、
山
口

の
師
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
山
口
の
楽
曲
に
替
手
手
付
作
品
が
多
い
こ
と
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
す
る
。
山
口
は
、
二
人
の
三
絃
の
名
手
の
演
奏
や
作
曲
を
聴
き
、
盲
唖
院
在
学
中
に
影
響

を
受
け
、
自
身
の
作
曲
や
演
奏
に
も
替
手
演
奏
を
取
り
入
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

ま
た
山
口
は
、
こ
の
二
人
の
楽
曲
に
手
付
を
加
え
て
い
る
。
幾
山
検
校
の
箏
・
三
絃
に
よ
る
京
風
手
事

物
の
《
四
季
の
寿
》
に
は
三
絃
の
替
手
、
古
川
検
校
の
楽
曲
《
春
重
ね
》
《
面
影
》
の
三
絃
に
は
箏
の
手

付
を
作
曲
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
替
手
手
付
、
箏
手
付
を
加
え
る
こ
と
で
、
二
人
の
師
へ
の
敬
意
が
示

さ
れ
て
い
る
。 

山
口
の
三
絃
替
手
の
手
付
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
箏
の
手
付
分
析
の
よ
う
に
、
奏
法
や
音
型
別
の
分
析

で
は
な
く
、
替
手
の
全
体
の
手
付
の
特
徴
か
ら
取
り
上
げ
た
。 

譜
例
中
の
〔 

〕
お
よ
び
、
□
で
囲
ん
だ
奏
法
や
節
に
つ
い
て
は
、
譜
例
中
の
分
析
お
よ
び
解
説
の
た

め
に
筆
者
が
加
え
た
も
の
で
あ
る
。 

例
に
挙
げ
る
の
は
山
口
の
三
絃
替
手
楽
曲
で
あ
る
《
鉄
輪
》
と
《
乱
》
で
あ
る
。
以
下
の
譜
例
は
、《
鉄

輪
》
の
三
絃
本
手
替
手
の
対
照
譜
の
譜
例
（
四
枚
目
か
ら
五
枚
目
）
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
、
山
口
の
替
手

手
付
の
複
雑
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

以
下
の
《
鉄
輪
》
楽
譜
４
の
譜
例
、
二
行
目
の
二
小
節
目
か
ら
の
〔
合
の
手
〕
は
、
本
手
の
単
調
な

手
を
基
に
し
た
旋
律
を
用
い
た
替
手
が
手
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、〔
合
の
手
〕
が
終
わ
り
、「
〽
こ
と
さ

ら
う
ら
め
し
～
め
ぐ
り
お
う
べ
き
」
の
歌
の
部
分
は
、
本
手
よ
り
一
オ
ク
タ
ー
ブ
上
の
高
い
音
を
用
い
た

旋
律
や
、
本
手
が
表
間
で
奏
し
て
い
る
の
に
対
し
、
裏
間
で
音
を
拾
う
旋
律
を
入
れ
込
ん
で
い
た
。
本
手

の
節
に
沿
っ
て
、
付
け
ら
れ
た
替
手
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
八
分
音
符
で
節
付
け
さ
れ
て
お
り
、
休
み

な
く
続
く
旋
律
は
、
本
手
の
演
奏
を
引
き
立
て
る
と
と
も
に
、
合
奏
を
盛
り
上
げ
る
要
素
を
も
ち
合
わ
せ

て
い
る
。 

ま
た
三
絃
の
奏
法
の
な
か
の
、
「
ハ
ジ
キ
」
や
「
ス
ク
イ
」
に
加
え
て
「
ス
リ
」
の
奏
法
も
、
旋
律
に

加
え
る
こ
と
で
、
旋
律
に
装
飾
を
も
た
せ
る
効
果
を
取
り
入
れ
て
い
た
。 

                                        

         

 

４ 

藤
田
斗
南 

『
箏
曲
と
地
唄
の
味
ひ
方
』 

前
川
合
名
會
社 

昭
和
五
年
（
１
９
３
０
）（
９４
頁
） 



 

２００ 
 

《
鉄
輪
》
三
絃
（
本
手
・
替
手
対
照
譜 

四
枚
目
（
楽
譜
４
）
か
ら
五
枚
目
（
楽
譜
５
）） 

〔
合
の
手
〕
か
ら
「
〽
こ
と
さ
ら
う
ら
め
し
～
」
歌
に
続
く
譜
例 

三
絃
《
鉄
輪
》
本
手
替
手
対
象
譜 

楽
譜
４ 

 

替手 本手 



 

２０１ 
 

  

三
絃
《
鉄
輪
》
本
手
替
手
対
象
譜 

楽
譜
５ 

 

替手 本手 



 

２０２ 
 

山
口
の
三
絃
替
手
手
付
の
作
品
で
印
象
的
で
あ
る
替
手
作
品
は
、
《
乱
》
の
三
絃
替
手
手
付
で
あ
る
。

こ
の
《
乱
》
三
絃
替
手
は
、
特
に
節
回
し
が
難
し
く
、
《
乱
》
に
し
か
み
ら
れ
な
い
音
型
が
特
徴
的
で

あ
っ
た
。
速
さ
も
後
半
に
な
る
と
段
々
と
早
く
な
る
が
、
さ
ら
に
細
か
い
節
が
手
付
さ
れ
、
技
巧
的
で

あ
る
。 

《
乱
》
の
箏
替
手
は
、
雲
井
調
子
の
替
手
の
時
は
、
《
雲
井
み
だ
れ
》
（
八
重
崎
検
校
作
曲
）
、
平
調
子

の
替
手
の
時
は
、
《
京
み
だ
れ
》
（
野
田
検
校
作
曲
）
の
二
曲
が
現
存
し
て
い
る
。 

山
口
の
《
乱
》
三
絃
替
手
の
八
段
目
に
は
、
「
の
り
拍
子
」
と
描
か
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
以
下
は

そ
の
部
分
の
譜
例
で
あ
る
。 

 

以
下
は
、《
乱
》
三
絃
本
手
替
手
の
楽
譜
に
よ
る
「
の
り
拍
子
」（
一
行
目
の
二
小
節
目
か
ら
）
と
呼
ば

れ
る
部
分
の
譜
例
で
あ
る
。 

 

 

 
 

替手 本手 



 

２０３ 
 

「
の
り
拍
子
」
と
は
、
『
日
本
音
楽
大
事
典
』
に
よ
る
と
、
能
の
囃
子
に
「
ノ
リ
拍
子
」
と
い
う
言
葉

が
あ
っ
た
。
５ 

こ
の
「
ノ
リ
拍
子
」
は
、「
等
拍
性
の
強
い
リ
ズ
ム
の
拍
子
型
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

山
口
が
、
こ
の
能
の
「
ノ
リ
拍
子
」
の
表
現
を
意
識
し
て
使
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
《
乱
》

三
絃
替
手
に
は
、
「
の
り
拍
子
」
と
描
か
れ
て
い
る
部
分
に
ス
ク
イ
を
用
い
た
等
拍
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
手

が
付
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
ス
ク
イ
の
連
続
が
、
本
手
を
引
き
立
て
、
曲
の
速
さ
を
増
す
効
果
を
、
も

ち
合
わ
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。 

山
口
は
、《
乱
》
三
絃
替
手
の
「
の
り
拍
子
」
と
同
じ
部
分
を
、
箏
の
《
乱
》（
八
段
の
途
中
か
ら
九
段

の
始
ま
り
ま
で
）
に
も
自
身
で
手
付
を
加
え
て
い
る
。 

 

山
口
が
手
付
し
た
箏
《
乱
》
の
替
手
部
分
（
八
段
の
途
中
か
ら
、
九
段
の
前
ま
で
） 

 
 

 

 
 

                                        

         

 

５ 

平
野
健
次 

上
参
郷
祐
康 

蒲
生
郷
昭
監
修 

『
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典
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平
凡
社 

平
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１
９
８
９
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４６５
頁
） 

 



 

２０４ 
 

山
口
が
手
付
し
た
《
乱
》
箏
替
手
は
、
オ
ク
タ
ー
ブ
で
奏
す
る
「
ト
テ
」
の
節
や
、
か
き
爪
を
用
い
る

「
割
り
爪
（
シ
ャ
シ
ャ
テ
ン
）」
と
い
う
奏
法
を
中
心
に
細
か
い
手
付
が
さ
れ
て
い
る
。 

《
雲
井
み
だ
れ
》
で
は
、
《
乱
》
三
絃
替
手
の
「
の
り
拍
子
」
の
部
分
と
同
じ
部
分
に
、
ス
ク
イ
の
連

続
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
ス
ク
イ
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
曲
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
点
が
、
山
口
の

三
絃
替
手
手
付
に
も
類
似
し
て
い
た
。
山
口
は
、
《
乱
》
の
箏
・
三
絃
の
替
手
手
付
に
際
し
、
も
と
も
と

手
付
さ
れ
て
い
た
《
京
み
だ
れ
》
と
《
雲
井
み
だ
れ
》
の
手
付
や
曲
の
進
行
、
あ
る
い
は
の
り
方
を
参
考

に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。 

山
口
の
三
絃
替
手
手
付
は
、
も
と
も
と
の
原
曲
に
対
し
て
、
四
分
音
符
の
音
に
対
し
、
八
分
音
符
の
細

か
い
節
を
連
ね
た
旋
律
や
、
裏
間
を
拾
う
旋
律
が
手
付
さ
れ
て
い
た
。 

さ
ら
に
、
山
口
の
手
付
は
、
装
飾
的
な
音
型
が
多
く
見
ら
れ
、
よ
り
細
か
い
旋
律
や
、
難
度
の
高
い
細
か

い
節
が
続
き
、
技
巧
的
な
手
が
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の
替
手
手
付
の
旋
律
は
、
本
手
の
手
付
に
対
し

て
、
独
立
し
た
旋
律
が
あ
り
、
三
絃
替
手
の
手
に
は
珍
し
い
音
型
も
含
ま
れ
て
い
た
。 

《
乱
》
の
よ
う
な
器
楽
曲
に
箏
・
三
絃
替
手
を
手
付
し
、
特
に
三
絃
替
手
は
、
技
巧
的
で
難
易
度
の
高
い

手
付
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
、
箏
曲
の
歴
史
の
な
か
で
、
大
き
な
功
績
で
あ
る
。

 
 



 

２０５ 
 

（
五
）
分
析
結
果 

  

こ
こ
で
は
、
第
二
節
の
楽
曲
分
析
の
結
果
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
を
見
出
し
ご
と
に
分
け
て
結

果
を
述
べ
る
。 

 
 １

．
楽
器
別
に
よ
る
分
類 

 

➀
山
口
巌
作
曲
の
楽
曲
に
分
類
さ
れ
る
楽
曲
は
、
箏
の
楽
曲
が
多
く
作
曲
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
な
か
に
、

箏
本
手
替
手
の
楽
曲
や
、
箏
・
三
絃
合
奏
曲
の
山
口
の
作
曲
も
あ
り
、
合
計
で
十
六
曲
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
➁
も
も
と
も
と
作
曲
さ
れ
て
い
た
曲
に
手
付
し
た
楽
曲
で
は
、
箏
の
手
付
曲
が
六
曲
、
箏
替
手
の
手

付
曲
が
六
曲
、
三
絃
替
手
の
手
付
曲
が
九
曲
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
手
付
曲
の
合
計
二
十
一
曲
の
な
か
で
、
箏
・

三
絃
の
替
手
手
付
曲
の
合
計
が
十
五
曲
で
あ
り
、
特
に
替
手
手
付
の
作
品
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
、
山
口
の
作

曲
に
は
、
箏
・
三
絃
だ
け
で
な
く
、
尺
八
や
胡
弓
の
手
付
曲
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
作
品
は
少
数
で
あ
る
が
、

尺
八
や
胡
弓
へ
の
作
曲
研
究
も
行
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

  

２
．
曲
種
に
よ
る
分
類 

 

山
口
が
手
付
し
た
楽
曲
に
は
、
〈
地
歌
物
〉
に
分
類
さ
れ
る
曲
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
山
口
が
京
都

の
地
歌
を
中
心
に
演
奏
活
動
し
て
い
た
こ
と
や
、
地
歌
の
伝
承
と
保
存
を
大
事
に
す
る
と
い
う
山
口
の
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

〈
手
事
物
〉
に
分
類
さ
れ
て
い
る
楽
曲
の
な
か
で
、
〈
端
歌
物
〉
や
〈
長
歌
物
〉
、
〈
謡
物
〉
の
よ
う
な

歌
が
中
心
の
楽
曲
へ
の
手
付
が
多
く
み
ら
れ
た
。
〈
端
歌
物
〉
で
は
、
ほ
と
ん
ど
三
絃
の
手
が
、
歌
に
付

随
し
て
い
る
手
で
あ
り
、〈
長
歌
物
〉〈
謡
物
〉
は
、
比
較
的
長
い
歌
詞
で
、
歌
の
部
分
が
多
い
曲
種
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
分
類
は
、
も
と
も
と
作
曲
さ
れ
て
い
た
手
が
、
歌
の
節
を
活
か
す
よ
う
に
手
付
さ
れ
て
い

る
た
め
、
比
較
的
歌
の
節
と
同
じ
よ
う
に
手
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
山
口
が
も
と
も
と
作
曲
さ
れ

て
い
た
楽
曲
に
、
箏
・
三
絃
の
手
付
あ
る
い
は
替
手
手
付
を
加
え
た
こ
と
は
、
曲
の
構
造
や
節
を
よ
り
細

か
く
し
、
合
奏
の
面
白
さ
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。 

〈
明
治
新
曲
〉
に
分
類
さ
れ
る
楽
曲
は
、
山
口
の
箏
本
手
替
手
も
の
の
楽
曲
で
あ
る
《
高
千
穂
》
《
御
代

万
歳
》
で
あ
る
。 



 

２０６ 
 

《
春
重
ね
》
は
、
明
治
時
代
に
作
曲
さ
れ
た
曲
で
あ
る
が
、
地
歌
の
名
残
が
あ
り
、
京
風
の
手
事
物
と

い
え
る
楽
曲
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
山
口
が
箏
手
付
し
た
《
面
影
》
は
、
明
治
四
十
一
年
（
１
９
０
８
）
の

古
川
の
亡
く
な
っ
た
後
の
手
付
作
品
で
あ
る
た
め
、
追
悼
の
意
も
込
め
ら
れ
て
作
曲
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

３
．
箏
手
付
の
分
析 

 

山
口
の
箏
手
付
作
品
の
な
か
で
、
出
現
頻
度
の
多
い
奏
法
や
、
特
徴
の
あ
る
音
型
の
出
現
回
数
を
曲
別

に
ま
と
め
た
。
出
現
の
回
数
は
、
各
曲
の
長
さ
や
、
手
付
の
長
さ
に
も
比
例
す
る
が
、
手
付
し
た
部
分
は

す
べ
て
数
え
る
対
象
と
し
て
分
析
し
た
。
こ
の
分
析
に
よ
り
、
山
口
が
多
く
用
い
て
い
た
奏
法
や
音
型
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

特
に
筆
者
が
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
山
口
巌
の
芸
統
に
伝
わ
る
、
「
サ
ー
ラ
リ
ン
」
の
出
現
頻
度
で
あ

る
。
ほ
と
ん
ど
の
曲
に
こ
の
奏
法
が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
《
春
重
ね
》
や
《
面
影
》
に
特
に
多
く
使
用

さ
れ
て
い
た
。
師
古
川
の
楽
曲
に
山
口
が
箏
手
付
し
た
楽
曲
で
あ
る
だ
け
に
、
好
ん
で
用
い
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
山
口
の
作
曲
に
は
オ
ク
タ
ー
ブ
で
奏
す
る
「
ト
テ
」
が
続
く
節
と
、
「
ケ
シ
爪
」
を
使
用
し
た

節
が
多
く
み
ら
れ
、
い
ず
れ
も
長
い
節
の
続
く
音
型
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
節
や
奏
法
は
、

節
を
よ
り
細
か
く
し
、
曲
を
盛
り
上
げ
る
効
果
が
あ
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

図
表
１
８
の
総
合
分
析
表
で
節
別
の
分
析
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
山
口
の
楽
曲
の
な
か
で
、
ほ
と

ん
ど
の
奏
法
や
音
型
が
、
特
に
多
く
現
れ
た
楽
曲
は
、
《
春
重
ね
》
で
あ
っ
た
。
こ
の
曲
に
は
、
特
徴
的

な
奏
法
や
節
が
多
い
う
え
に
、
規
則
性
の
な
い
細
か
い
節
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
〔
手
事
〕
は
、
短

い
か
け
あ
い
を
含
み
な
が
ら
、
か
け
あ
い
に
続
く
長
い
節
や
音
型
が
、
少
し
ず
つ
変
化
し
な
が
ら
も
、
音

型
の
動
き
や
旋
律
が
複
雑
で
あ
り
、
技
巧
的
な
手
付
で
あ
っ
た
。 

山
口
の
箏
替
手
の
手
付
作
品
で
代
表
的
な
曲
は
《
古
道
成
寺
》
で
あ
る
が
、
こ
の
曲
は
、〈
芝
居
歌
物
〉

と
〈
謡
物
〉
に
分
類
さ
れ
、
短
い
〔
合
の
手
〕
を
含
み
な
が
ら
も
、
終
始
歌
の
続
く
楽
曲
で
あ
る
。 

山
口
が
作
曲
し
た
《
古
道
成
寺
》
の
箏
手
付
は
、
歌
の
部
分
に
対
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
休
み
な
く
細
か

い
節
が
手
付
さ
れ
て
お
り
、
独
自
の
節
や
細
か
い
音
型
が
連
続
し
て
い
た
。
こ
の
曲
は
、
山
口
の
手
付
作

品
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
複
雑
で
難
度
の
高
い
と
感
じ
る
手
付
で
あ
っ
た
。 

 
 



 

２０７ 
 

４
．
三
絃
手
付
の
分
析 

 

三
絃
手
付
の
分
析
で
は
、
三
絃
の
替
手
の
は
じ
ま
り
を
辿
っ
た
う
え
で
、
山
口
の
三
絃
替
手
手
付
作
品

の
《
鉄
輪
》
と
《
乱
》
の
譜
例
か
ら
、
そ
の
手
付
の
特
徴
を
分
析
し
た
。 

京
都
盲
唖
院
時
代
助
手
で
あ
っ
た
幾
山
検
校
と
、
山
口
の
師
で
あ
る
古
川
が
、
京
都
に
お
い
て
、
三
絃

の
盛
り
込
み
演
奏
を
は
じ
め
た
。
こ
の
二
人
は
、
三
絃
の
名
手
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
三
絃
の
演
奏
技
術

を
要
す
る
替
手
の
演
奏
を
取
り
込
み
、
箏
と
三
絃
、
あ
る
い
は
三
絃
の
本
手
替
手
同
士
で
、
互
い
に
難
し

い
手
に
挑
戦
し
な
が
ら
合
奏
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
山
口
の
三
絃
の
替
手
手
付
も
、
技
巧

的
で
難
易
度
の
高
い
手
付
が
多
く
み
ら
れ
、
こ
の
二
人
の
演
奏
技
術
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

三
絃
手
付
の
分
析
に
お
い
て
、
山
口
の
三
絃
替
手
手
付
作
品
《
鉄
輪
》
を
例
に
挙
げ
た
が
、
こ
の
替
手

手
付
に
は
、
ハ
ジ
キ
や
ス
ク
イ
、
ス
リ
な
ど
の
装
飾
効
果
の
あ
る
奏
法
が
巧
み
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ま

た
、
裏
間
で
音
を
拾
う
節
や
、
三
絃
替
手
の
独
自
の
旋
律
を
目
立
た
せ
る
た
め
の
、
よ
り
細
か
く
、
高
度

で
技
巧
的
な
旋
律
で
の
手
付
が
さ
れ
て
い
た
。 

ま
た
、《
乱
》
三
絃
替
手
は
、
本
論
文
で
は
、「
の
り
拍
子
」
の
一
部
分
を
例
に
挙
げ
て
、
手
付
の
特
徴

を
捉
え
た
。 

《
乱
》
三
絃
の
替
手
手
付
の
旋
律
は
、
全
体
的
に
、
本
手
の
主
旋
律
を
基
に
し
な
が
ら
も
、
独
自
の
旋

律
で
手
付
さ
れ
て
い
る
部
分
が
多
か
っ
た
。 

 

「
の
り
拍
子
」
の
部
分
で
は
、
細
か
い
ス
ク
イ
の
連
続
の
効
果
に
よ
っ
て
、
曲
の
後
半
部
分
に
盛
り
上

が
り
を
感
じ
さ
せ
る
効
果
を
も
ち
、
山
口
の
三
絃
替
手
手
付
の
な
か
で
も
、
特
徴
的
な
手
付
で
あ
っ
た
。 

山
口
の
替
手
の
手
付
は
、
箏
・
三
絃
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
も
緻
密
な
構
造
で
手
付
さ
れ
、
合
奏
と

し
て
も
巧
妙
な
技
術
を
要
す
る
節
の
音
型
や
、
旋
律
を
用
い
て
作
曲
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
山
口
の
作
品

に
は
、
難
易
度
の
高
い
手
付
の
替
手
作
品
が
多
い
が
、
替
手
を
用
い
た
合
奏
と
し
て
は
挑
戦
し
が
い
の
あ

る
楽
曲
で
あ
る
。 

  

 
 



 

２０８ 
 

結
論 

 

本
研
究
に
よ
っ
て
、
山
口
巌
が
箏
曲
界
に
多
く
の
業
績
を
残
し
た
人
物
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在

に
そ
の
名
を
知
る
人
の
少
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
山
口
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
躍
や
功
績
を
挙
げ
る
こ
と
で
、
そ
の

生
涯
を
辿
る
こ
と
が
で
き
た
。
数
少
な
い
情
報
の
な
か
で
も
、
調
査
を
広
げ
る
ご
と
に
、
山
口
の
人
物
像
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。  

 

本
論
文
の
ま
と
め
は
、
各
章
ご
と
に
見
出
し
を
つ
け
、
山
口
巌
の
生
涯
の
活
動
と
、
そ
の
業
績
の
結
果
を
記

し
た
。 

  

➀ 

第
一
章 

山
口
巌
の
経
歴
と
生
い
立
ち 

 

第
一
章
で
は
、
山
口
巌
の
生
い
立
ち
を
辿
っ
た
。
山
口
の
演
奏
人
生
の
は
じ
ま
り
は
、
母
歌
子
よ
り
、
箏
・

三
絃
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
箏
・
三
絃
演
奏
家
お
よ
び
作
曲
家
と
し

て
の
生
涯
を
歩
む
こ
と
と
な
っ
た
。 

「
巌
」
と
い
う
名
は
、
明
治
二
十
二
年
（
１
８
８
９
）
に
、
桜
を
愛
し
、
桜
を
描
く
画
家
と
し
て
、
ま
た
国

文
学
者
と
し
て
そ
の
名
を
は
せ
て
い
た
桜
戸
玉
緒
か
ら
授
け
ら
れ
た
。
桜
戸
は
和
歌
も
よ
く
詠
ん
で
お
り
、
山

口
も
、
大
切
な
事
柄
が
あ
る
と
、
そ
の
思
い
を
和
歌
に
歌
う
ほ
ど
で
、
一
生
を
「
巌
」
の
名
で
過
ご
す
ほ
ど
、

桜
戸
の
影
響
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

明
治
十
一
年
（
１
８
７
８
）
に
、
京
都
盲
唖
院
が
創
立
さ
れ
、
音
曲
教
育
が
創
始
さ
れ
た
際
に
、
山
口
は
第

一
期
生
と
し
て
教
育
を
受
け
た
生
徒
と
な
っ
た
。
そ
の
と
き
か
ら
、
明
治
四
十
四
年
（
１
９
１
１
）
に
東
京
へ

上
京
す
る
ま
で
の
長
い
期
間
、
盲
唖
院
に
在
籍
し
て
い
た
。
盲
唖
院
で
の
活
動
が
、
山
口
の
人
生
の
礎
と
な
り
、

演
奏
家
お
よ
び
作
曲
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
く
中
心
の
場
所
で
も
あ
っ
た
。 

山
口
の
琵
琶
・
箏
・
柳
川
三
味
線
の
伝
承
は
、
京
都
盲
唖
院
に
関
わ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
琵
琶
は
、
藤
村
性

禅
、
箏
・
柳
川
三
味
線
は
、
山
口
の
師
で
あ
る
古
川
瀧
斎
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
盲
唖
院
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た

人
物
か
ら
の
伝
承
で
あ
っ
た
。
胡
弓
は
、
腕
崎
検
校
の
系
統
で
あ
り
、
村
上
検
校
か
ら
伝
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら

の
楽
器
は
、
盲
人
演
奏
家
に
と
っ
て
必
須
と
も
さ
れ
る
楽
器
で
あ
っ
た
が
、
山
口
は
、
芸
の
習
得
に
積
極
的
で

あ
り
、
盲
唖
院
で
は
、
箏
・
三
絃
に
限
ら
ず
、
琵
琶
や
胡
弓
の
演
奏
も
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
師
の
古
川
を
は

じ
め
、
京
都
盲
唖
院
時
代
と
、
東
京
音
楽
学
校
時
代
の
同
時
期
に
活
躍
し
た
人
物
と
も
関
わ
り
が
深
く
、
演
奏

活
動
や
教
育
活
動
を
と
も
に
し
て
い
た
。 



 

２０９ 
 

山
口
は
、
盲
唖
院
を
は
じ
め
、
京
都
で
も
名
高
き
演
奏
家
と
し
て
、
皇
室
に
関
わ
る
御
前
演
奏
に
携
わ
る
と

と
も
に
、
国
が
主
催
す
る
「
第
四
回
国
内
勧
業
博
覧
会
」
と
「
大
礼
記
念
国
産
振
興
東
京
博
覧
会
」
に
お
い
て

は
、
審
査
人
に
選
出
さ
れ
、
国
内
の
邦
楽
の
発
展
に
も
貢
献
し
た
。 

  

➁ 

第
二
章 

山
口
巌
の
業
績 

 

第
二
章
で
は
、
箏
曲
界
に
お
け
る
山
口
の
業
績
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
業
績
の
な
か
で
、
現
在
で
も
活
用
さ

れ
、
今
後
も
使
い
続
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
「
巾
柱
（
蕗
柱
）
」
の
開
発
は
、
最
も
称
え
ら
れ
る
べ
き
功
績

で
あ
る
。
ま
た
、
「
四
穴
」
と
呼
ば
れ
る
調
子
笛
の
一
種
の
改
良
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。 

京
都
盲
唖
院
時
代
に
、
盲
人
の
た
め
の
箏
曲
の
点
字
楽
譜
を
発
案
し
た
。
こ
れ
は
、
盲
唖
院
で
の
音
曲
教
育

の
発
展
と
、
箏
曲
の
普
及
を
目
指
す
た
め
に
、
点
字
楽
譜
を
残
す
試
み
だ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
盲
人
へ

の
箏
曲
指
導
の
た
め
に
箏
曲
に
関
す
る
研
究
に
献
身
的
で
あ
っ
た
。 

東
京
時
代
に
は
、
箏
曲
楽
譜
の
二
大
出
版
社
の
家
庭
音
楽
会
と
博
信
堂
の
楽
譜
校
閲
者
と
し
て
選
ば
れ
、
そ

の
名
が
つ
く
だ
け
で
箔
が
つ
く
と
さ
れ
る
校
閲
者
と
な
っ
た
。
山
口
は
、
楽
譜
に
名
前
が
記
載
さ
れ
る
責
任
校

閲
者
に
選
ば
れ
る
ほ
ど
、
箏
曲
界
で
著
名
な
人
物
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
東
京
で
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
が
開
設
さ
れ
た
際
に
、
邦
楽
の
放
送
に
出
演
す
る
こ
と
も
多
く
、
京
都
の

生
田
流
の
演
奏
家
を
代
表
し
て
ラ
ジ
オ
放
送
に
携
わ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
放
送
で
は
、
子
息
瀧
響
と
、
息
女
琴
栄
と

と
も
に
、
「
放
送
で
お
な
じ
み
の
山
口
一
家
」
と
し
て
新
聞
記
事
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
巌
が

京
都
に
帰
郷
し
て
か
ら
も
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
演
奏
で
東
京
に
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
邦
楽
放
送
の
な
か
で
も
、

生
田
流
の
演
奏
家
と
し
て
活
躍
を
み
せ
て
い
た
。 

八
重
崎
検
校
の
お
墓
の
第
一
発
見
者
と
も
い
わ
れ
た
山
口
は
、
八
重
崎
の
追
悼
と
敬
意
を
込
め
た
追
善
会
を
、

発
起
人
の
一
人
と
な
っ
て
開
催
し
、
八
重
崎
の
功
績
を
称
え
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
箏
曲
界
に
お
い
て
大
き
な
業

績
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
山
口
の
作
曲
で
、
箏
手
付
作
品
が
多
い
こ
と
も
、
箏
手
付
作
曲
者
と
し
て
偉
業
を
残
し

た
八
重
崎
に
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

 
 



 

２１０ 
 

➂ 
第
三
章 

京
都
時
代
（
明
治
十
一
年
～
明
治
四
十
四
年
） 

 

第
三
章
で
は
、
京
都
府
立
盲
学
校
の
資
料
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
、
「
京
盲
文
書
」
を
中
心
に
、
山
口

の
京
都
盲
唖
院
時
代
の
活
動
を
辿
っ
た
。 

山
口
は
、
京
都
盲
唖
院
に
お
い
て
、
入
学
当
時
か
ら
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
音
曲
科
の
専
修
科
で
は
主

席
で
卒
業
し
、
そ
の
後
、
盲
唖
院
に
入
学
し
た
時
か
ら
、
盲
唖
院
の
音
曲
の
教
師
で
あ
っ
た
古
川
瀧
斎
（
検

校
）
に
弟
子
入
り
し
、
温
修
科
で
二
年
間
母
校
の
研
究
生
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。 

山
口
は
、
盲
唖
院
に
お
い
て
、
優
秀
な
成
績
の
た
め
、
た
び
た
び
褒
賞
や
賞
与
金
を
受
け
て
い
た
こ
と

も
「
京
盲
文
書
」
の
資
料
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
。
温
修
科
を
終
え
、
そ
の
後
も
母
校
の
助
手
を
務
め
、

明
治
四
十
二
年
（
１
９
０
９
）
に
は
、
師
古
河
の
亡
き
後
を
継
ぎ
、
盲
唖
院
音
曲
科
の
専
任
の
教
員
を
二

年
間
務
め
た
。 

山
口
は
、
盲
唖
院
で
の
演
奏
活
動
だ
け
で
な
く
、
京
都
當
道
会
や
慈
善
会
で
の
演
奏
活
動
の
ほ
か
、
御

前
演
奏
を
す
る
機
会
も
た
び
た
び
あ
っ
た
。
ま
た
、
盲
唖
院
で
の
音
曲
の
教
授
に
も
積
極
的
に
従
事
し
、

日
本
音
楽
の
普
及
活
動
に
も
献
身
し
て
い
た
。 

  

➃ 

第
四
章 

東
京
時
代
と
帰
京
後
（
明
治
四
十
四
年
～
昭
和
十
三
年
） 

 

山
口
は
、
明
治
四
十
四
年
（
１
９
１
１
）
に
、
東
京
藝
術
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
音
楽
学
校
の
邦
楽

調
査
掛
を
嘱
託
さ
れ
、
邦
楽
関
係
の
演
奏
活
動
に
も
多
く
携
わ
っ
て
い
た
。 

東
京
音
楽
学
校
内
の
取
り
組
み
で
あ
る
、
蠟
管
へ
の
演
奏
録
音
の
記
録
に
は
、
明
治
四
十
一
年
（
１
９

０
８
）
に
、
山
口
が
演
奏
し
た
《
き
ぬ
た
》
と
《
大
和
文
》
が
残
っ
て
い
た
。
山
口
の
蠟
管
へ
の
記
録
は

こ
の
二
曲
だ
け
で
あ
る
が
、
演
奏
の
録
音
が
試
さ
れ
て
い
た
時
代
に
生
田
流
の
演
奏
家
と
し
て
従
事
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
こ
の
蠟
管
の
録
音
以
外
に
、
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
記
録
に
お
い
て
、《
琉

球
組
》
と
《
残
月
》
の
演
奏
が
残
っ
て
い
た
。
こ
の
二
曲
の
音
源
は
、
聞
き
取
り
が
不
可
能
に
近
か
っ
た

《
き
ぬ
た
》
と
《
大
和
文
》
の
蠟
管
の
記
録
に
比
べ
、
聞
き
取
り
が
可
能
な
録
音
で
あ
っ
た
た
め
、
山
口

の
実
際
の
演
奏
の
音
源
資
料
が
極
め
て
少
な
い
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
録
音
記
録
は
貴
重
な
資
料
で
あ
っ
た
。 

山
口
は
、
東
京
音
楽
学
校
の
な
か
で
、
皇
室
に
関
わ
る
作
曲
も
行
っ
た
。
そ
の
楽
曲
は
、
大
正
天
皇
即

位
の
際
の
《
御
代
万
歳
》
、
昭
和
天
皇
即
位
の
際
の
《
聖
の
御
代
》
の
二
曲
で
あ
る
。
天
皇
即
位
の
際
の

御
大
礼
奉
祝
曲
で
あ
る
こ
の
二
曲
を
作
曲
し
、
同
時
に
御
前
演
奏
も
行
っ
た
。 



 

２１１ 
 

ま
た
、
東
京
音
楽
学
校
の
山
田
流
箏
曲
の
教
授
で
あ
っ
た
今
井
慶
松
も
、
《
御
代
万
歳
》
と
《
聖
の
御

代
》
の
二
曲
を
、
同
じ
題
目
と
詞
章
で
作
曲
し
た
。 

京
都
時
代
か
ら
、
御
前
演
奏
を
行
っ
て
き
た
山
口
に
と
っ
て
、
東
京
に
お
い
て
も
皇
室
に
関
わ
る
演
奏

に
、
そ
の
能
力
を
発
揮
し
て
い
た
。 

山
口
は
、
東
京
音
楽
学
校
内
の
演
奏
活
動
の
み
な
ら
ず
、
京
都
の
生
田
流
を
広
め
る
た
め
に
、
そ
の
先

駆
け
と
な
っ
て
多
く
の
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
。 

さ
ま
ざ
ま
な
流
派
が
集
う
東
京
で
、
自
ら
が
主
宰
す
る
「
源
奏
会
」
の
演
奏
会
を
開
催
し
、
三
曲
界
を

代
表
と
す
る
一
員
で
も
あ
っ
た
。
三
曲
界
の
演
奏
に
も
参
加
す
る
こ
と
も
あ
り
、
九
州
か
ら
大
阪
、
東
京

な
ど
の
他
流
派
の
代
表
的
な
人
物
と
の
交
流
も
深
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
演
奏
交
流
だ
け
で
な
く
、
互
い

の
流
派
で
曲
を
伝
授
し
あ
う
こ
と
も
あ
り
、
京
都
の
生
田
流
を
伝
承
す
る
山
口
の
稽
古
を
受
け
る
人
も
多

か
っ
た
。
ま
た
、
山
口
が
東
京
音
楽
学
校
の
講
師
を
退
任
し
た
後
に
、
生
田
流
箏
曲
の
教
授
と
な
っ
た
宮

城
道
雄
も
、
芸
を
習
得
す
る
た
め
に
山
口
の
も
と
へ
訪
れ
て
い
た
。
山
口
は
、
多
く
の
名
だ
た
る
演
奏
家

に
も
支
持
さ
れ
る
、
京
都
の
地
歌
箏
曲
家
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

山
口
の
東
京
時
代
の
演
奏
活
動
は
、
雑
誌
『
三
曲
』
に
お
い
て
、
「
源
奏
会
」
の
演
奏
会
や
、
三
曲
界

の
演
奏
会
の
記
録
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
雑
誌
『
三
曲
』
に
は
、
こ
れ
ら
の
東
京
で
の

演
奏
活
動
と
と
も
に
、
山
口
の
箏
曲
に
関
す
る
記
事
が
多
く
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
山
口

の
生
涯
を
か
け
た
箏
曲
人
生
の
豊
富
な
知
識
と
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
た
内
容
で
あ
り
、
京
都
の
生
田
流

箏
曲
の
伝
承
と
保
存
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
合
計
二
十
六
回
の
投
稿
が
さ
れ
た
、
こ
の

『
三
曲
』
の
山
口
の
記
事
に
は
、
箏
曲
の
歴
史
、
箏
曲
界
を
創
始
し
た
八
橋
検
校
を
は
じ
め
、
箏
曲
の
作

曲
家
や
名
曲
を
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。 

『
三
曲
』
の
な
か
で
連
続
し
て
投
稿
さ
れ
て
い
た
、
〈
箏
の
弾
き
方
〉
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

の
奏
法
に
お
い
て
、
自
身
の
意
思
も
込
め
な
が
ら
丁
寧
に
語
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
箏
曲
教
授
に
関
す

る
記
事
も
多
く
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
『
三
曲
』
の
記
事
か
ら
、
箏
曲
に
お
い
て
、
常
に
深
く
追
究
し
て

い
た
山
口
が
、
演
奏
家
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
類
稀
な
る
博
識
を
も
ち
合
わ
せ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
こ

と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

山
口
は
、
昭
和
三
年
（
１
９
２
８
）
に
、
東
京
音
楽
学
校
を
辞
職
し
、
同
年
九
月
に
一
家
で
京
都
に
帰

郷
し
た
後
も
、
演
奏
活
動
と
箏
曲
の
教
授
を
続
け
た
。
ま
た
、
帰
郷
し
て
か
ら
は
、
生
田
流
の
長
老
と
し

て
、
京
都
當
道
会
の
役
員
と
な
り
、
當
道
会
に
お
い
て
も
そ
の
発
展
に
貢
献
し
た
。 

 
 



 

２１２ 
 

➄ 
第
五
章 

山
口
巖
の
楽
曲 

 

作
曲
に
お
い
て
は
、
多
く
の
楽
曲
を
残
し
、
自
身
の
作
曲
の
楽
曲
（
山
口
作
曲
だ
と
考
え
ら
れ
る
も
楽

曲
も
含
む
）
を
十
四
曲
、
箏
手
付
作
品
を
五
曲
、
箏
替
手
手
付
作
品
を
七
曲
、
三
絃
手
付
作
品
を
五
曲
、

三
絃
替
手
手
付
作
品
を
十
曲
、
尺
八
手
付
作
品
を
三
曲
、
胡
弓
手
付
作
品
を
二
曲
で
あ
っ
た
。
自
身
の
作

曲
に
手
付
曲
を
合
わ
せ
、
合
計
で
四
十
六
曲
の
作
品
を
残
し
た
。 

自
身
の
作
曲
に
は
、
八
橋
検
校
の
生
誕
二
百
三
十
年
祭
、
生
田
検
校
二
百
年
祭
の
と
き
に
、
自
ら
歌
を

詠
み
、
そ
の
和
歌
に
手
を
付
け
て
曲
に
し
た
《
琴
の
栄
》
と
い
う
曲
を
作
曲
し
て
い
る
。
箏
曲
の
基
礎
を

築
き
、
そ
の
開
祖
と
い
わ
れ
る
八
橋
検
校
と
、
生
田
流
の
流
祖
で
知
ら
れ
る
生
田
検
校
を
称
え
、
こ
の
曲

に
思
い
を
込
め
た
の
で
あ
る
。
同
じ
く
師
古
河
瀧
斎
の
楽
曲
《
春
重
ね
》
《
面
影
》
へ
の
箏
手
付
も
古
川

へ
の
尊
敬
の
念
と
と
も
に
手
付
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

山
口
は
、
手
ほ
ど
き
曲
の
作
曲
に
も
積
極
的
で
あ
っ
た
。
手
ほ
ど
き
曲
に
つ
い
て
は
、
楽
譜
の
残
っ
て

い
る
曲
が
少
な
い
が
、
弟
子
へ
の
指
導
に
も
熱
心
で
あ
り
、
箏
の
教
授
活
動
を
広
げ
る
た
め
に
手
ほ
ど
き

曲
を
多
く
残
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

山
口
の
作
品
に
は
、
替
手
作
品
も
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
箏
・
三
絃
の
ど
ち
ら
の
手
付
に
お
い
て
も
替

手
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
、
細
か
い
節
が
続
く
、
複
雑
な
節
で
手
付
さ
れ
て
い
た
。 

箏
手
付
作
品
に
も
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
、
山
口
の
初
め
て
の
箏
手
付
作
品
で
あ
る
《
春
重
ね
》
の
手
事

は
、
短
い
か
け
あ
い
が
現
れ
る
ご
と
に
、
箏
の
音
型
が
少
し
ず
つ
変
化
し
、
長
い
節
の
旋
律
に
は
さ
ら
に

一
節
が
加
え
ら
れ
、
複
雑
で
規
則
性
の
な
い
節
の
旋
律
が
続
い
て
い
た
。 

ま
た
、
山
口
の
箏
手
付
や
箏
替
手
手
付
作
品
に
は
、
い
ず
れ
も
、
「
ト
テ
ト
テ
」
の
節
や
、
「
ケ
シ
爪
」

奏
法
な
ど
、
細
か
い
旋
律
を
よ
り
目
立
た
せ
る
効
果
の
あ
る
奏
法
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

奏
法
を
含
め
、
箏
手
付
の
分
析
の
な
か
で
、
山
口
の
箏
手
付
作
品
に
特
に
印
象
的
に
現
れ
た
、
箏
の
奏
法

や
節
の
音
型
が
、
《
春
重
ね
》
に
は
特
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。 

箏
の
替
手
作
品
の
山
口
の
代
表
作
で
あ
る
《
古
道
成
寺
》
は
、
歌
が
続
く
曲
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
終
始

細
か
い
節
付
け
が
さ
れ
て
お
り
、
三
絃
の
原
曲
に
対
し
て
、
独
自
の
旋
律
が
多
く
み
ら
れ
た
。
こ
の
曲
も

ま
た
、
複
雑
に
手
付
さ
れ
、
《
春
重
ね
》
同
様
に
、
技
巧
的
で
難
易
度
が
高
く
、
訓
練
を
要
す
る
手
付
で

あ
っ
た
。 

 
 



 

２１３ 
 

三
絃
の
手
付
に
関
し
て
は
、
《
鉄
輪
》
と
《
乱
》
の
三
絃
替
手
手
付
を
例
に
挙
げ
、
分
析
を
行
っ
た
。 

山
口
の
三
絃
替
手
手
付
作
品
は
、
「
ハ
ジ
キ
」
や
「
ス
ク
イ
」
、
「
ス
リ
」
な
ど
の
装
飾
効
果
の
あ
る
奏

法
を
巧
み
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
装
飾
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
細
か
い
旋
律
が
重
ね
ら
れ
、
技

巧
的
で
、
技
術
を
要
す
る
手
付
で
あ
っ
た
。
ま
た
旋
律
が
細
か
い
だ
け
で
な
く
、
本
手
を
さ
ら
に
盛
り
上

げ
る
効
果
を
も
つ
節
が
付
け
ら
れ
、
本
手
の
節
が
を
活
か
し
、
本
手
を
あ
し
ら
う
よ
う
な
節
の
節
付
け
も

さ
れ
て
い
た
。 

ま
た
、
三
絃
替
手
手
付
の
作
品
の
な
か
で
、
山
口
の
功
績
と
し
て
残
る
作
品
は
、
《
乱
》
の
三
絃
替
手

で
あ
る
。
《
乱
》
の
三
絃
替
手
手
付
は
、
そ
れ
ま
で
手
付
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
手
付
に

よ
っ
て
、
《
乱
》
と
い
う
楽
曲
が
さ
ら
に
広
が
り
を
み
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
山
口
の
楽

曲
の
な
か
で
、
歌
を
含
ま
な
い
手
の
み
の
楽
曲
に
替
手
を
手
付
し
て
い
る
の
は
、
《
乱
》
の
三
絃
替
手
の

み
で
あ
り
、
価
値
あ
る
作
品
で
あ
る
。 

山
口
の
替
手
手
付
の
作
曲
は
、
合
奏
を
よ
り
面
白
く
す
る
た
め
、
ま
た
は
、
曲
の
印
象
が
派
手
に
な
る

こ
と
を
好
み
、
手
付
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
替
手
作
品
に
は
、
箏
・
三
絃
ど
ち
ら
も
、
高
度
な
技
術

を
要
す
る
作
品
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
山
口
の
替
手
作
品
を
演
奏
す
る
こ
と
は
、
手
数
が
多
く
技
巧

的
な
楽
曲
を
弾
く
た
め
の
訓
練
と
な
り
、
さ
ら
に
合
奏
の
視
野
が
広
が
る
こ
と
で
、
そ
の
面
白
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
。 

ま
た
山
口
の
楽
曲
は
、
箏
曲
界
の
な
か
で
知
ら
れ
て
い
な
い
曲
が
多
い
た
め
、
貴
重
な
作
品
ば
か
り
で

あ
る
が
、
山
口
の
楽
曲
が
広
ま
る
こ
と
と
、
今
後
多
く
の
人
に
演
奏
さ
れ
る
こ
と
で
、
山
口
の
業
績
を
称

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 

 

➅ 

ま
と
め
・
今
後
の
課
題 

 

山
口
は
、
生
涯
に
わ
た
り
、
大
き
な
偉
業
を
残
し
て
き
た
先
人
た
ち
へ
の
敬
意
の
念
と
、
古
典
を
保
存

す
る
と
い
う
信
念
を
も
ち
な
が
ら
、
箏
曲
と
し
て
の
伝
統
音
楽
を
後
世
に
伝
え
る
努
力
を
続
け
た
人
物
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
奏
活
動
に
積
極
的
に
携
わ
り
、
芸
に
身
を
投
じ
な
が
ら
、
箏
曲
に
関
す

る
研
究
に
精
進
し
、
演
奏
へ
の
修
練
が
、
箏
曲
界
に
多
く
の
業
績
を
残
す
こ
と
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。 

そ
し
て
、
作
曲
活
動
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
山
口
で
あ
る
が
、
自
身
が
作
曲
し
た
楽
曲
を
は
じ
め
、

手
付
作
品
を
多
く
作
曲
し
た
そ
の
作
曲
技
術
は
、
日
々
の
芸
へ
の
並
大
抵
で
な
い
鍛
錬
と
、
ひ
た
む
き
な



 

２１４ 
 

努
力
に
よ
り
得
ら
れ
た
能
力
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

筆
者
自
身
が
そ
の
業
績
に
、
敬
意
を
払
う
と
と
も
に
、
本
論
文
が
山
口
を
広
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
、

そ
の
功
績
を
後
世
に
伝
え
る
一
人
と
な
る
こ
と
を
今
後
の
目
標
に
掲
げ
た
い
。 

本
論
文
で
は
、
山
口
巌
に
関
す
る
資
料
や
情
報
が
少
な
い
部
分
も
あ
っ
た
た
め
、
推
測
の
み
の
論
述
も

し
く
は
説
明
の
み
し
か
記
せ
な
い
部
分
が
あ
っ
た
。
情
報
が
少
な
い
も
の
に
関
し
て
、
ま
た
、
山
口
が
考

案
し
た
と
さ
れ
る
点
字
楽
譜
や
、
山
口
の
楽
曲
で
楽
譜
の
残
っ
て
い
な
か
っ
た
作
品
、
東
京
音
楽
学
校
時

代
の
教
育
活
動
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
資
料
の
発
見
と
と
も
に
、
調
査
を
続
け
て
い
き
た
い
。 

研
究
調
査
と
と
も
に
、
本
論
文
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
山
口
の
作
品
を
筆
者
自
身
で
演
奏
し
て
き
た

が
、
今
後
も
山
口
の
楽
曲
を
演
奏
し
続
け
る
こ
と
で
、
楽
曲
の
研
究
を
続
け
、
そ
の
特
徴
を
演
奏
に
よ
っ

て
捉
え
て
い
く
こ
と
で
、
山
口
の
作
曲
に
対
す
る
新
た
な
発
見
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
す
。 

そ
し
て
、
山
口
巌
と
い
う
人
物
が
、
後
世
に
も
そ
の
業
績
を
語
り
継
が
れ
る
こ
と
と
、
そ
の
作
品
や
、

功
績
を
伝
え
続
け
ら
れ
る
よ
う
願
う
と
と
も
に
、
筆
者
自
身
が
今
後
も
研
究
調
査
を
続
け
る
こ
と
が
、
山

口
を
世
の
中
に
広
め
る
手
段
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
箏
曲
界
の
演
奏
家
一
人
一
人
が
、
箏
曲
の
歴
史
を
奥
深
く
ま
で
知
り
、
伝
承
し

い
く
こ
と
で
、
先
人
た
ち
の
偉
業
を
守
り
続
け
、
時
代
を
超
え
て
、
箏
曲
界
が
よ
り
い
っ
そ
う
飛
躍
と
発

展
を
み
せ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。 

 
 



 

２１５ 
 

参
考
文
献 

 
 

 

参
考
文
献
に
つ
い
て
は
、
参
考
に
し
た
内
容
に
よ
っ
て
、
種
類
別
に
分
け
て
記
載
し
た
。
ま
た
、
列
挙

す
る
の
順
番
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
五
十
音
順
に
記
し
、
同
じ
人
物
に
関
し
て
は
、
年
代
順
で
ま
と
め
た
。 

た
だ
し
雑
誌
『
三
曲
』
に
つ
い
て
は
、
記
事
を
年
代
で
わ
か
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
発
行
さ
れ
た
記
事

の
年
代
順
に
記
し
た
。 

 

１
．
京
都
府
立
盲
学
校
に
お
け
る
山
口
に
関
す
る
文
書 

 

➀ 

京
都
府
立
盲
学
校
刊
行
物 

・ 

奥
田
俊
一 

「
京
盲
音
楽
科
回
顧
・
展
望
」（
『
語
り
告
ぎ
言
ひ
継
ぎ
往
か
む 

わ
が
学
び
舎
九
十
年

の
歩
み
』
所
収
） 

昭
和
四
十
三
年
（
１
９
６
８
） 

・ 

塚
本
虚
童 

「
東
京
音
楽
学
校
教
授 

山
口
巖
師
」
（
『
創
立
七
十
五
周
年
記
念
誌
』
所
収
） 

 

昭
和
三
十
二
年
（
１
９
５
７
） 

・ 

西
崎
沢
子 

「
箏
曲
の
変
遷
と
現
代
に
於
け
る
そ
の
課
題
」（
『
研
究
紀
要
第
２
集
創
立
八
十
五
周
年

記
念
』
所
収
） 

昭
和
三
十
八
年
（
１
９
６
３
） 

 

➁ 

参
考
資
料 

・ 

京
都
市
立
盲
学
校
編
纂 

『
盲
啞
教
育
論 

附
瞽
盲
社
會
史
』（
京
都
市
立
盲
啞
院
蔵
版
）
京
都
市
立

盲
学
校 

明
治
三
十
六
年
（
１
９
０
３
） 

・ 

京
都
府
立
盲
学
校
資
料
室
の
岸
博
実
氏
が
山
口
巌
師
の
家
へ
訪
問
し
た
際
の
写
真
で
の
資
料 

（
現
在
所
有
し
て
い
た
山
口
琴
栄
が
亡
く
な
り
所
有
や
行
方
に
つ
い
て
不
明
） 

・ 

盲
聾
教
育
開
学
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
集
部
会
編 

『
京
都
府
盲
聾
教
育
百
年
史
』 

同

朋
舎 

昭
和
五
十
三
年
（
１
９
７
８
） 

 

２
．
東
京
音
楽
学
校
に
関
す
る
資
料 

 

・ 

研
究
代
表
者 

薩
摩
雅
登 

研
究
報
告
書
編
集 

松
村
智
郁
子
『
明
治
期
に
お
け
る
音
楽
録
音
資

料
・
蠟
管
（
ろ
う
か
ん
）
の
保
存
体
制
と
公
開
手
法
の
研
究
』 

 

東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館 

 
 

平
成
二
十
一
年
（
２
０
０
９
） 



 

２１６ 
 

・ 
財
団
法
人
芸
術
研
究
振
興
財
団
・
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
刊
行
委
員
会
編 

『
東
京
芸
術
大
学
百
年

史 
東
京
音
楽
学
校
篇 

第
一
巻
』 

音
楽
之
友
社 

平
成
元
年
（
１
９
８
９
） 

・ 

財
団
法
人
芸
術
研
究
振
興
財
団
・
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
刊
行
委
員
会
編 

『
東
京
芸
術
大
学
百
年

史 

演
奏
会
篇 
第
一
巻
』 

音
楽
之
友
社 

平
成
元
年
（
１
９
８
９
） 

・ 

東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー 

音
響
研
究
室
編
『
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
所

蔵 

邦
楽
調
査
関
係
蠟
管
の
録
音
内
容
調
査
報
告
書
』 

東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
音
楽
研
究
セ
ン

タ
ー 

平
成
元
年
（
１
９
８
９
） 

・ 

東
京
芸
術
大
学
音
楽
取
調
掛
研
究
班
『
音
楽
教
育
成
立
へ
の
軌
跡
』 

東
京
音
楽
之
友
社 

昭
和
五

十
一
年
（
１
９
７
６
） 

 

３
．
雑
誌
『
三
曲
』
の
記
事 

 

➀ 

藤
田
鈴
朗
の
記
事 

 

・ 

〈
無
電
放
送
彙
報 

本
放
送
開
始
に
就
て
〉
大
正
十
四
年
七
月
号
（
第
四
十
号
） 

・ 

〈
鈴
朗
日
記
〉
（
第
一
八
〇
号
）
昭
和
十
二
年
三
月 

 

➁ 

松
島
糸
壽
の
記
事 

・ 

〈
藝
界
昔
話
〉
大
正
十
四
年
六
月
（
第
三
十
九
号
） 

 

➂ 

村
田
松
泉
（
ミ
イ
）
の
記
事 

・ 

〈
箏
曲
と
音
楽
学
校
の
関
係
〉 

昭
和
十
四
年
四
月
（
第
二
百
五
号
） 

 

➃ 

山
口
巌
の
記
事 

・ 

〈
名
人
名
手
の
話 

八
橋
檢
校
、
北
島
檢
校
、
生
田
檢
校 

 

・ 

爪
の
變
遷 

角
爪
の
事
、
自
作
「
琴
の
栄
」
の
話
、
藤
崎
檢
校
、
八
重
崎
檢
校
の
挿
話
〉 

 

・ 

大
正
十
二
年
一
月
（
第
十
九
号
） 

・ 

〈
幾
山
檢
校
の
話
〉 

大
正
十
二
年
一
月
（
第
二
十
号
） 

・ 

〈
琴
の
彈
き
方
（
其
一
）
〉 

大
正
十
二
年
七
月
（
第
二
十
五
号
） 

・ 

〈
琴
の
彈
き
方
（
其
二
）
〉 

大
正
十
二
年
八
月
（
第
二
十
六
号
） 

 

・ 

〈
箏
の
彈
き
方
（
其
三
）
〉 

大
正
十
三
年
七
月
（
第
二
十
八
号
） 



 

２１７ 
 

・ 
〈
箏
の
彈
き
方
―
カ
キ
手
、
ワ
レ
ン
、
散
―
〉 

大
正
十
三
年
八
月
（
第
二
十
九
号
） 

・ 

〈
箏
の
彈
き
方
―
流
、
ソ
ク
爪
、
押
合
ひ
爪
―
〉 

大
正
十
三
年
九
月
（
第
三
十
号
） 

・ 

〈
箏
の
彈
き
方 

―
波
返
し
、
引
連
、
半
裏
― 

引
捨
、
ス
ク
ヒ
爪
、
合
せ
爪
、
わ
り
爪
―
〉 

大
正
十
三
年
九
月
（
第
三
十
一
号
） 

・ 

〈
「
四
季
の
曲
」
解
説
〉 

大
正
十
三
年
十
一
月
（
第
三
十
二
号
） 

・ 

〈
箏
の
彈
き
方
左
手
手
法
〉 

大
正
十
四
年
一
月
（
第
三
十
四
号
） 

・ 

〈
箏
の
彈
き
方
左
手
手
法
（
承
前
）
〉 

大
正
十
四
年
二
月
（
第
三
十
五
号
） 

・ 

〈
京
都
の
話
・
松
浦
檢
校
の
曲
―
夢
物
語
と
浮
船
話
―
〉 

大
正
十
四
年
三
月
（
第
三
十
六
号
） 

・ 

〈
春
重
ね
と
お
ち
や
乳
人
―
幾
山
檢
校
と
古
川
龍
齊
の
話
―
〉 

大
正
十
四
年
五
月
（
第
三
十
八
号
） 

・ 

〈
三
曲
昔
話
胡
弓
に
就
て
―
胡
弓
名
人
の
滑
稽
挿
話
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

―
當
時
の
尺
八
大
家
と
得
意
の
曲
― 

 

―
近
藤
宗
悦
、
樋
口
孝
道
、
京
都
尺
八
界
―
〉 

 

大
正
十
四
年
九
月
（
第
四
十
二
号
） 

・ 

〈
三
絃
本
曲
の
話
―
三
味
線
最
古
の
曲
琉
球
組
に
就
て
―
〉 

大
正
十
四
年
十
一
月
（
第
四
十
四
号
） 

・ 

〈
「
萬
歳
」
と
云
ふ
曲
に
就
て
〉 

大
正
十
四
年
十
二
月
（
第
四
十
五
号
） 

・ 

〈
生
田
流
箏
曲
―
調
子
の
話
〉 

大
正
十
五
年
五
月
（
第
五
十
号
） 

・ 

〈
盲
人
社
会
當
道
と
其
昔
―
皇
室
の
庇
護
、
惣
檢
校
の
始
―
〉 

大
正
十
五
年
十
一
月
（
第
五
十
六 

 
 

号
） 

・ 

〈
盲
人
當
道
社
会
と
其
昔 

徳
川
幕
府
の
保
護
〉 

大
正
十
五
年
十
二
月
（
第
五
十
七
号
） 

・ 

〈
藝
話
二
片 

拇
指
の
爪
の
使
い
方
―
菊
岡
八
重
崎
两
檢
校
の
話
〉 

昭
和
二
年
六
月
（
第
六
十
三 

号
） 

・ 

〈
京
流
三
味
線
の
話 ―

其
京
風
の
気
品
や
見
識
を
保
つ
實
例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

―
地
唄
三
味
線
と
江
戸
長
唄
等
の
関
係
―
〉 

昭
和
二
年
七
月
（
第
六
十
四
号
） 

・ 

〈
調
子
笛
と
し
て
の
四
穴
〉 

昭
和
二
年
九
月
（
第
六
十
六
号
） 

・ 

〈
箏
曲
教
授
昔
話
〉 

昭
和
三
年
八
月
（
第
七
十
七
号
） 

・ 

〈
御
大
禮
奉
祝
曲
「
聖
の
御
代
」
歌
詞
〉〈
新
作
曲 

奉
祝
「
聖
の
御
代
」
〉 

昭
和
三
年
十
月
（
第 

七
十
九
号
） 

・ 

〈
不
遇
の
天
才
作
家
石
川
勾
当
の
話
其
他
〉 

昭
和
五
年
・
十
二
月
（
第
百
五
号
） 

・ 

〈
調
子
笛
と
し
て
の
四
穴
と
そ
の
作
り
方
〉 

昭
和
十
二
年
三
月
（
第
百
八
十
号
） 



 

２１８ 
 

➄ 
前
付 

・ 

大
正
十
五
年
一
月
（
第
四
十
六
号
） 

・ 

昭
和
三
年
一
月
（
第
七
十
号
） 

・ 

大
正
十
五
年
四
月
（
第
四
十
九
号
） 

 

４
．
そ
の
他
文
献 

 

・ 

吉
川
英
士 

『
邦
樂
鑑
賞
手
帖
』 
創
元
社 

昭
和
二
十
三
年
（
１
９
５
３
） 

・ 

吉
川
英
史 

『
邦
楽
へ
の
招
待
』 

宝
文
館 

昭
和
四
十
二
年
（
１
９
６
７
） 

・ 

吉
川
英
史
監
修 

『
邦
楽
百
科
辞
典 

雅
楽
か
ら
民
謡
ま
で
』 

音
楽
之
友
社 

昭
和
五
十
九
年
（
１

９
８
４
） 

・ 

吉
田
恒
三
編 

『
京
都
音
楽
史
』 

京
都
音
樂
協
會 

昭
和
十
七
年
（
１
９
４
２
） 

・ 

京
極
流
宗
家 

和
田
一
久 

『
京
極
流
箏
曲
の
し
お
り
』 

平
成
二
十
一
年
（
２
０
０
９
） 

四
月
五
日
（
日
）
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル
演
奏
会
資
料 

・ 

宮
内
庁 

『
明
治
天
皇
紀
第
七
』
吉
川
弘
文
館 

昭
和
四
十
七
年
（
１
９
７
２
） 

・ 

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所 

『
和
学
者
総
覧
』 

汲
古
書
院 

平
成
二
年
（
１
９
９
０
） 

・ 

国
産
振
興
東
京
博
覧
会
編 

『
大
禮
記
念
國
産
振
興
東
京
博
覽
會
審
査
報
』 

東
京
商
工
會
議
所
主

催 

昭
和
四
年
（
１
９
２
９
） 

・ 

薦
田
治
子 

『
平
家
の
音
楽 

当
道
の
伝
統
』 

第
一
書
房 

平
成
十
五
年
（
２
０
０
３
） 

・ 

金
剛
雑
誌
会 

『
金
剛
』
（
一
二
五
号
昭
和
六
十
一
年
五
月
号
）
昭
和
六
十
一
年
（
１
９
８
６
） 

・ 

真
田
淑
子 

『
検
校
の
系
譜
』 

 

金
子
印
刷 

昭
和
六
十
年
（
１
９
８
５
） 

・ 

滋
賀
縣
教
育
會 

『
近
江
人
物
志
』 

文
泉
堂 

大
正
六
年
（
１
９
１
７
） 

・ 

津
田
道
子 

『
京
都
の
響
き 

柳
川
三
味
線
』
京
都
當
道
会
叢
書Ⅰ

 

京
都
當
道
会 

平
成
十
年
（
１

９
９
８
） 

 
 



 

２１９ 
 

・ 
津
田
道
子 

『
１
２
０
年
の
あ
ゆ
み 

京
都
當
道
会
史
』
京
都
當
道
会
叢
書Ⅱ

 

京
都
當
道
会 

平

成
十
四
年
（
２
０
０
２
） 

・ 

東
京
日
日
通
信
社 

『
現
代
音
楽
大
観
』 

日
本
名
鑑
協
会 

昭
和
二
年
（
１
９
２
７
） 

・ 

都
山
流
編
輯
部
編 

『
都
山
流
史
』 

前
川
合
名
會
社 

昭
和
七
年
（
１
９
３
２
） 

・ 

平
野
健
次 

『
箏
曲
地
歌
大
系
』
（
別
冊
解
説
本
） 

金
羊
社 

昭
和
六
十
二
年
（
１
９
８
７
） 

・ 

平
野
健
次 

上
参
郷
祐
康 
蒲
生
郷
昭
監
修 

『
日
本
音
楽
大
事
典
』 

平
凡
社 

平
成
元
年 

（
１
９
８
９
） 

 
 

 

・ 

藤
田
俊
一 

『
現
代
三
曲
名
鑑 

三
曲
百
年
史
』 

日
本
音
楽
社 

昭
和
四
十
八
年
（
１
９
７
３
） 

・ 

中
井
猛 

 

『
季
刊
邦
楽 

邦
楽
フ
ァ
ン
』「
地
唄
採
譜
の
思
い
出
」 

昭
和
五
十
一
年
（
１
９
７
６
）

（
五
月
号
）
～
平
成
五
年
（
１
９
９
３
）
（
七
月
号
） 

・ 

野
川
美
穂
子 

『
地
歌
に
お
け
る
曲
種
の
生
成
』 
第
一
書
房 

平
成
十
八
年
（
２
０
０
６
） 

・ 

藤
田
俊
一 

『
江
戸
音
曲
事
典
』 

展
望
社 

昭
和
五
十
四
年
（
１
９
７
９
） 

・ 

藤
田
斗
南 

『
箏
曲
と
地
唄
の
味
ひ
方
』 

前
川
合
名
會
社 
昭
和
五
年
（
１
９
３
０
） 

・ 

藤
田
斗
南 

『
八
重
崎
検
校
追
善
会 

記
念
文
集
』 

昭
和
七
年
（
１
９
３
２
） 
 

・ 

町
田
嘉
章 

『
ラ
ジ
オ
邦
楽
の
鑑
賞
』 

日
本
放
送
出
版
協
会 

昭
和
二
十
五
年
（
１
９
５
０
） 

・ 

村
上
久
吉 

『
盲
唖
人
物
伝
』 

大
空
社 

昭
和
六
十
三
年
（
１
９
８
８
） 

・ 

山
口
琴
栄 

『
檢
校
山
口
巖
師 

五
十
回
忌
に
あ
た
り
』 

大
気
堂 

昭
和
六
十
一
年
（
１
９
８
６
） 

・ 

山
口
琴
栄 

『
私
の
大
切
な
も
の 

お
分
か
ち
す
る
に
あ
た
り
』
（
三
曲
の
記
事
を
掲
載
し
た
冊
子
）

出
版
な
し
（
記
述
平
成
十
五
年
（
２
０
０
３
）
） 

・ 

渡
辺
浩
風 

『
季
刊
邦
楽
』
二
十
三
号 

“
四
穴
（
盲
人
の
調
律
器
）
”
邦
楽
社 

昭
和
五
十
五
年 

（
１
９
８
０
） 

・ 

Ｌ
Ｐ
「
日
本
音
楽
史 

名
演
奏
復
刻
盤
」
Ｌ
Ｐ
付
属
の
解
説 

 

５
．
研
究
論
文 

 

・ 

藤
波
ゆ
か
り 

「
箏
曲
教
習
の
歴
史
に
お
け
る
楽
譜
普
及
の
課
程
―
『
三
曲
』
誌
上
の
楽
譜
を
め
ぐ

る
論
か
ら
―
」
（
音
楽
教
育
学
第
３
７
巻 

第
１
号
） 

・ 

勝
岡
ゆ
か
り 

「
音
楽
取
調
掛
に
お
け
る
箏
の
教
習
―
伝
統
的
曲
目
の
教
習
の
可
能
性
、
教
授
法
、

東
京
音
楽
学
校
へ
の
影
響
」
（
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
） 

 



 

２２０ 
 

 

参
考
資
料 

 

参
考
資
料
は
、
（
音
源
）
と
（
映
像
）
に
分
け
て
列
挙
し
、
（
音
源
）
に
つ
い
て
は
年
代
順
に
記
し
た
。 

 

参
考
資
料
（
音
源
） 

 

・ 

『
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
所
蔵 

邦
楽
調
査
関
係
蠟
管
の
録
音
内
容
調
査
報
告
書
』 

付
属
資
料
（
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
） 

「
藝
術
資
料
所
蔵 

邦
楽
調
査
関
係
蠟
管
７
」
《
大
和
文
》 

「
藝
術
資
料
所
蔵 

邦
楽
調
査
関
係
蠟
管
８
」
《
き
ぬ
た
》 

 

・ 

Ｓ
Ｐ 

《
残
月
》 

ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン 

商
品
番
号
３
５
１
９ 

発
売
日
不
明
。
た
だ
し
、
京
都
市
立
芸
術
大
学 

日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
レ
ー
ベ
ル
に
見
る 

日
蓄
ー
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
歴
史
」

の
写
真
に
よ
る
と
、
Ｓ
Ｐ
の
表
面
デ
ザ
イ
ン
の
変
遷
か
ら
み
て
、
大
正
初
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

・ 

Ｌ
Ｐ
「
日
本
音
楽
史 

名
演
奏
復
刻
盤
」
《
琉
球
組
》 

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア 

 

昭
和
二
十
八
年
（
１
９
５
３
年
）
録
音
は
昭
和
六
年
（
１
９
３
１
） 

 

・ 

箏
曲
地
歌
大
系 

５
７ 

第
３
巻 

明
治
新
曲
・
山
田
流
箏
曲 

《
御
代
万
歳
》 

ビ
ク
タ
ー
伝
統
文
化
振
興
財
団 

平
成
十
四
年
（
２
０
０
２
） 

 

参
考
資
料
（
映
像
） 

 

・ 

第
一
回 

京
極
流
箏
曲
の
会 

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
一
（
日
）
お
さ
ご
え
民
家
園
旧
城
家
住

宅 

京
極
流
宗
家
三
代
目
和
田
一
久
氏
に
よ
る
京
極
流
箏
曲
の
演
奏
会
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ 

 

 
 



 

２２１ 
 

謝
辞 

 

 

本
論
文
を
結
ぶ
に
あ
た
り
、
本
研
究
を
進
め
る
う
え
で
、
多
大
な
る
ご
指
導
と
ご
助
力
頂
き
ま
し
た
先

生
方
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 

は
じ
め
に
、
東
京
藝
術
大
学
に
お
い
て
、
本
論
文
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
ご
指
導
と
ご
助
言

を
頂
き
ま
し
た
、
深
海
（
吉
川
）
さ
と
み
先
生
、
萩
岡
松
韻
先
生
、
小
島
直
文
先
生
に
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
研
究
に
際
し
、
ご
丁
寧
な
ご
指
導
と
、
多
く
の
お
力
添
え
を
頂
き
ま
し
た
野
川
美
穂
子
先
生
、

「
京
盲
文
書
」
の
翻
刻
に
際
し
、
ご
尽
力
と
ご
助
力
を
頂
き
ま
し
た
杉
本
和
寛
先
生
、
そ
し
て
、
論
文
の

構
造
と
、
そ
の
目
的
と
意
義
に
つ
い
て
の
考
察
を
ご
教
示
頂
き
ま
し
た
、
中
田
朱
美
先
生
に
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

そ
し
て
、
山
口
巌
が
演
奏
人
生
に
か
か
わ
ら
ず
、
音
曲
の
指
導
に
深
く
関
わ
り
、
そ
の
長
い
年
月
を
過

ご
し
た
、
京
都
盲
唖
院
時
代
の
山
口
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
を
、
京
都
府
立
盲
学
校
資
料
室
に
お
い
て
、

調
査
さ
せ
て
頂
き
、
論
文
執
筆
に
際
し
、
多
く
の
資
料
の
掲
載
を
ご
許
可
頂
き
ま
し
た
、
京
都
府
立
盲
学

校
校
長
冨
永
吉
喜
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
ら
に
、
生
田
流
箏
曲
の
歴
史
の
な
か
で
、
山
口
巌
と
い
う
重
要
な
人
物
を
調
査
・
研
究
す
る
に
あ
た

り
、
多
く
の
資
料
を
ご
提
供
頂
き
ま
し
た
、
京
都
府
立
盲
学
校
資
料
室
の
岸
博
実
先
生
と
、
山
口
の
芸
を

現
在
も
継
承
し
続
け
、
山
口
の
楽
曲
を
ご
指
導
頂
き
、
貴
重
な
楽
譜
や
資
料
の
提
供
と
、
さ
ま
ざ
ま
に
ご

教
示
頂
き
ま
し
た
伊
藤
志
野
先
生
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

山
口
が
盲
唖
院
の
音
曲
科
の
一
期
生
で
あ
り
、
そ
の
後
、
盲
唖
院
の
教
授
を
勤
め
る
ま
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
、
音
曲
指
導
に
努
め
て
き
た
功
績
を
称
え
た
い
と
い
う
願
い
が
あ
っ
た
岸
博
美
先
生
と
、
今
ま
で

ほ
と
ん
ど
名
を
現
す
こ
と
の
少
な
か
っ
た
山
口
巌
の
芸
や
業
績
を
、
大
切
に
伝
承
し
続
け
て
い
る
伊
藤
志

野
先
生
、
こ
の
お
二
人
の
先
生
の
ご
意
志
を
本
論
文
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
大
変
光
栄
に

感
じ
ま
す
。 

多
大
な
功
績
を
残
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
深
く
追
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
山
口
巌
の
生
涯
を
辿

る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
、
感
謝
の
意
を
心
に
留
め
な
が
ら
、

今
後
も
山
口
巌
と
い
う
人
物
が
箏
曲
界
に
広
ま
る
こ
と
を
願
い
、
伝
え
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
そ
の
ほ
か
、
本
論
文
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
ご
助
力
と
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
皆
様
方
に
も

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 


